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この報告書は,日 本自転車振興会から競輪収益の一部であ

る機械工業振興資金の補助を受けて昭和62年 度に実施 した

「地域における情報利用の高度化に関する調査研究」の成果

をとりまとめたものであります。
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Cま じ めCこ

近年、情報化社会の進展 は、地域において も情報 の格差是正を促 し、各所において情報

基盤の整備、情報利用の高度化が促進されつつある。

当協会において は、昭和54年 度か ら昭和58年 度の5カ 年 にわたり、地域情報拠点 の

育成事業を実施 し、地域データの整備、 クリア リング機能の形成、データ交換利用を中心

に地域情報化の基盤整備を推進 して きた。また、昭和59年 度か ら昭和61年 度の3カ 年

にか けて、地域内オ ンライ ン ・ネッ トワークによる情報流通 システムに関す る調査研究事

業を実施 し、地域活性化 と情報の有効利用を目的に、地域 内の情報流通 システムのビジ ョ

ン作成を行 った。

この間、情報処理技術、通信技術 の発達は著 しく、デー タベースの構築やサービス化の

進展、デごタ通信技術の向上、 ニューメデ ィアに代表 され る手段 の多様化、法制度問題の

審議等、情報利用促進のための諸条件 は整いつつある。また、地域においても、産業、社

会、生活のあ らゆる分野で情報化が急速に進展 してきている。 しか しなが ら、地域のニー

ズとして とらえた場合、多種多様な地域の情報を組み合せて利用する等の面では、必ず し

も充分な状況 とはいえない ことも事実である。

こうした状況を踏まえ・地域の実態に即したかたちで・ニーズに対応した情報利用の高

度化を図 ることを目的 に、昭和62年 度か ら3カ 年 にわた り、 「地域にお ける情報利用の

高度化に関す る調査研究 」事業を実施す ることとした。本事業は、名古屋地域をモデル地

域 とした 「名古屋地域 にお けるオ ンラインデーダベース利用の高度化 に関す る調査研究」

及び福岡地域をモデル地域 とした 「マルチメデ ィア対応 の地域開発支援型情報 システムに

関す る調査研究」の二つの調査研究か ら構成 されている。

本報告書 は、 「地域 における情報利用の高度化に関する調査研究」事業の うち、 「名古

屋地域におけるオ ンラインデータベース利用の高度化に関する調査研究」について、昭和

62年 度に実施 した内容をま とめたものである。

最後に、本調査研究 にあたって、御指導、御協力をいただいた委員をはじめ、関係各位

に対 し、深 く感謝 の意を表する次第です。

昭和63年3月
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1.調 査 研 究 の 概 要

1.1目 的

近年、情報処理技術、通信技術 の発達 は、産業 ・社会 ・生活のあ らゆる面で情報社会を

生み出 しつつある。 このよ うな状況の下、データベース、特にオ ンライ ンデータベースサ

ービスに関する重要性は急速に高まっている。

現在、我が国には数多 くのデータベースがサービスされているが、 これ らのデータベー

スの多 くは、中央集約的に構築 されてお り、汎用的なメリットを持 っているが、地域 と し

て利用す る場合や、地域に係わ り合いの深い産業、行政 の情報 にな ると必ず しも満足でき

るもので はない。

一方、当地域は首都圏、近畿圏 に並ぶ全国有数の工業集積地であり、自動車、工作機械、

繊維、陶磁器等特色ある産業構造 となっているが、首都圏に比較 してデータベースの利用

は一般 に低 いと言われている。

今後、当地域が新たな発展を図 るためには、研究開発機能の強化が必要 とされているが、

そのためには、オ ンラインデータベースサービスの有効利用及び その利用に対す る支援 は

欠 くことのできない課題である。

また、当地域の情報に対す るニーズは、生産設備 ・技術開発 ・部品材料等の技術情報、

特許情報、技術 に関する文献 ・資料等 に関す るものが多 く、データベースの利用意向 も非

常に高いものとな っている。

これ らのニーズに対 して、現状 のオ ンラインデータベースサービスでは、必要 な情報が

複数のデータベースに分散 していた り、検索方法やキーワー ドにも違いが あるなど必要 な

情報を効率よ く取 り出す点で問題が あり、地域でのデータベース利用を阻害 していると考

えられる。

このため、本事業 は3カ 年計画で、地域に分散 して存在 しているデ ータベース群をユー

ザか ら見た場合あたかも一つの巨大なデータベース(本 報告書では、 これを 「仮想データ

ベース」と表現)と して とらえ、地域特性を踏まえた統一的な操作法、検索手法等によ り、

当地域における情報利用の高度化、支援のあり方について検討する。
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1,2調 査方針

本調査研究で は、仮想データベースをオ ンラインデータベースサービスとその利用者の

中間に位置す るソフ トウエアとして とらえた。データベースを構築す る際には、各データ

ベースごとに、そのデータの特性 にあった形 で整備 したほうが都合が よい。'今後 も多 くの

データベースが整備 され、オ ンラインでサービスされてい くであろうと予想 され るが、こ

れは利用者にとって歓迎すべきことであるものの、複数のデータベースを利用す る場合に

は利便性に問題があ る。その問題を解決す るための一手段 として考えた ものが仮想データ

ベースである。仮想データベースの機能によ って、利用者側か ら見た場合、一種類のコマ

シド、キーワー ド(シ ソー ラス)、 通信手順で、複数 のデータベース群を、あたか も一つ

の巨大なデータベース として利用で きるよ うになる。仮想 データベースによる統 一 された

操作性の提供、'データベースのク リア リング機能等は＼利用者に対す るオツ ライ ンデータ

ベースサービス利用支援の二つの在 り方を示 し、当地域におけるオ ンラインデータベース

サービスの利用を推進す るもの とな ると考え られる。図1-1に 仮想デ`タ ベース概念図、

図1-2に 現状のオ ンラインデータベースサービスの利用形態、図1-3に 仮想データベ

ースの利用形態を示す。

・

へ

■

1.3実 施計画

昭和62年 度 は、実態調査 として 「オ ンラインデータベースサ ー:ビス利用支援 に関す る

ニーズ調査」及び 「オ ンラインデータベースサービスに関す る調査」を行 うとともに 「仮

想データベース概念設計」を行 うこととした。昭和63年 度は.'概 念設計に基づ き実験 シ

ステム として実現可能 な機能 の選定、実験 システムの対象データベースの選定等の検討を

行い、仮想データベース実験 システムの詳細設計を実施す る。昭和64年 度には、・仮想デ

ータベース実験 システムの開発、評価を行 い、仮想データベースを中心 とした情報利用 に

対す る支援の在 り方について検討す る。図1-4に 名古屋地域におけるオ ンラインデータ

ベース利用の高度化に関す る調査研究 フローを示す。.

●
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図1-3仮 想データベースの利用形態
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ア ン ケ ー ト 資料収集、 ヒアリング

ll
l |

当地域における利用状況
利用上の問題点
利用支援に対するニーズ

デ ー タ ベ ー ス一 覧

{ 1

オンラインデータベース

サービス利用支援の

動向調査
仮想データベース

概念設計
l

l資料収集、ヒアリング(1d
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資料収集、 ヒア リング(2)
実現可能な機能の選定
対象データベースの選定
(当地域、本調査研究とし
て実験すべき範囲の選定)

⊃

1

1
オ ンライ ンデータベース

サー ビス利用 支援の'

最新の動向|

仮想データベース
実験 システムの詳細設計

仮想データベース

実験 システムの開発

1

仮想データベース

実験 システムの利用評価

1

当地域における、仮想データベースを中心 とした

情報利用に対する支援の在 り方

図1-4 名古屋地域にお けるオ ンラインデータベース利用の
高度化 に関する調査研究 フロー
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1.4推 進体制

調査研究の基本方針、実施計画等を検討するため、学識経験者、情報提供者、情報利用

者及び名古屋通商産業局等からなる 「名古屋地域オンラインデータベース利用高度化調査

委員会」(以 下単に本委員会と略す)を 設置した。また、詳細な調査、検討や概念設計を

行うため、情報提供者、情報利用者及び名古屋通商産業局等の実務担当者からなる 「名古

屋地域オンラインデータベース利用高度化調査委員会」(以 下単に専門委員会と略す)を

設置した。

1.5実 施経過

・

丁

■

昭和62年 度 は、実態調査 として 「オ ンラインデータベースサービス利用支援 に関 する

ニーズ調査」及び 「オ ンラインデータベースサービスに関する調査」を実施 した。また、

実態調査 の結果を踏 まえ、 「仮想データベース概念設計 」を行 った。実施経過の概略は次

のとおりである。

(1)本 委員会の開催

第1回

第2回

第3回

昭和62年9月8日

調査研究事業の実施計画の検討及び実態調査(案)の 検討

昭和62年11月24日

実態調査の中間報告及び仮想データベース概念設計方針(案)の

検討

昭和63年3月2日

調査研究成果の報告及び報告書(案)の 検討

(2)専 門委員会の開催

第1回 第1回 本委員会と合同開催(昭 和62年9月8日)

第2回 昭和62年11月11日

実態調査の中間報告及び仮想データベース概念設計方針(案)の

検討と作成

第3回 第2回 本委員会と合同開催(昭 和62年11月24日)

■
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第4回

第5回

第6回

(3)講 演

第1回

第2回

昭和62年12月17日

実態調査結果の報告及び仮想データベース概念設計方針の報告

昭和63年2月4日

仮想データベース概念設計(案)の 検討

第3回 本委員会と合同開催(昭 和63年3月2日)

第2回 本委員会、第3回 専門委員会 の合同委員会

(昭和62年11月24日)

「データベース検索 のためのエキスパー トシステム

INFOCUE(EasyNet)に ついて」

講演者 工ヌ ・アイ ・エフ株式会社

取締役 イ ンフォキュー営業部長 京屋陽三 氏

第4回 専門委員会(昭 和62年12月17日)

「シソーラスについて

一 シソー ラスの概念 と情報検索への適 用一 」

講演者 株式会社中日新聞社

情報 システム研究所所長 広木守雄 氏

(4)オ ンライ ンデータベースサー ビス利用支援 に関 するニーズ調査

調査方法

調査対象

調査項目

実施時期

実施方法

ア ンケー ト方式

愛知県、岐阜県、三重県内のデータベースに関心が高 いと思われ

る企業等約250社(回 答数74社)

オ ンラインデータベースサービスの利用状況、利用上 の問題点、

利用支援に対するニーズなど

昭和62年9月 ～11月

アンケー ト調査表 の作成及び回収結果 の集計、分析は株式会社 メ

イテックに依頼 した。また、ア ンケー ト調査表 の配布、回収 につ

いては、 「東海北陸データベース懇話会設立準備委員会」の協力

を得て実施 した。

(5)オ ンラインデータベースサービスに関す る調査

調査方法 資料収集及び ヒア リング
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調査対象

調査項目

実施時期

実施方法

オ ンライ ンデータベースサービス利用支援に関するニーズ調査 の

結果、当地域において利用が多か ったオンラインデータベースサ

ービス(16件)

当地域 内の代理店、代行検索機関、パスワー ド発行数、サービス

システムの概要、主 なコマ ンド、 シソーラス ・(キーワー ド)例 、

データ内容、利用例など

昭和62年9月 ～11月

資料収集及び ヒア リングの結果をもとに、オ ンラインデ一夕ベー

スサービス一覧を作成 した。資料収集、 ヒア リング、オ ンライ ン

データベースサービス一覧の作成 は、株式会社メイテ ックに依頼

した。

(6)仮 想データベース概念設計

実施時期

実施方法

昭和62年12月 ～昭和63年3月

名古屋地域においてデータベースを利用する際 に 「必要 と思われ

る機能」 「あった ら便利 な機能」などを検討 し、 その検討結果を

もとに各機能を分析 し、概念設計 した。

概念設計 は、株式会社メイテ ックに依頼 した。

・

、

●

(7)そ の他

オンラインデータベースサービスの利用支援に関する動向を調査するため、

ヒア リング、資料収集などを行 った。

●
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2.オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス

利 用 支 援 に 関 す る ニ ー ズ 調 査

●

●



.

「

●

●

、、

●



2.オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス

利 用 支 援 に 関 す る ニ ー ズ 調 査

ここで は、昭和62年 度に行 った実態調査のうち、オ ンラインデ一一タベースサービス利

用支援に関するニーズ調査(ア ンケー ト)に ついて、その内容を述べ る。

2、1調 査事項
●

■

■

■

本調査では、 当地域におけるオ ンラインデータベースサービスの利用状況 と、利用支援

に関 する様々なニーズを把握す るために、ア ンケー トを実施 した。

ア ンケー ト調査は、愛知県、岐阜県、三重県内のデータベースに関心があ ると思われ る

団体、企業等を対象 として実施す ることとした。調査事項 は、 「回答者概要 」 「データベ

ース利用の現状(ユ ーザ に対する質問)」 「データベース利用 の現状(デ ータベースサー

ビス業者に対する質問)」 「利用支援に関するニーズ」に分け、当地域 の地域特性を吸上

げることができることを目指 して検討 した。以下に、検討 した主な項目を示す。

《オ ンラインデータベースサービス利用支援に関するニーズ調査項目》

(1)回 答者概要

①会社名、所在地

②回答担 当者、連絡先

③企業種別(回 答者がオ ンラインデータベースサービスに対 して どのような立場

にあ るかを質問するものであり、プロデ ューサ、デ ィス トリビュー

タ、代理店、代行検索業、ユーザ等 の区別が分 かるよ うにする。)

(2)デ ータベース利用 の現状(ユ ーザに対する質問)

①利用 しているデータベース分野、データベース名 ・ファイル名

②用途

③利用頻度

④代行検索 の利用状況

⑤代行検索を利用 している理由、利用 していない理由

⑥オ ンラインデータベースサービス利用上 の問題点

⑦今後利用 したいデータベース分野
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(3)デ ータベース利用の現状(デ ータベースサービス業者 に対する質問)

①取扱 っているオ ンラインデータベースサービス名

②パスワー ド発行数(全 国、愛知県、名古屋市、岐阜県、三重県)

⑤データベース利用件数(全 国、愛知県、名古屋市、岐阜県、三重県)

(4)利 用支援に関するニーズ

①検索 コマ ンドの統一の必要性、統一された場合 の利用の変化

② コマ ンド対応表 に対するニーズ、提供形態

③キーワー ドの統一の必要性、統一 された場合の利用 の変化

④キーワー ド対応表 に対す るニーズ、提供形態

⑤検索手順 のメニュー化 に対するニーズ、利用の変化

⑥通信手順の統一の必要性、統一 された場合の利用の変化

⑦ ク リアリングサービスに対するニーズ、内容、提供形態

⑧データベース利用開始手順 の自動化 に対す るニーズ、利用の変化

⑨検索結果の加工(製 表、 グラフ化等)に 対す るニーズ、利用の変化

⑩名古屋地域標準 コマ ン ド、キーワー ド、通信手順に対するニーズ

⑪名古屋地域の統合 シソー ラスに対するニーズ

⑫仮想データベースに対す るニーズ、必要機能

⑬仮想データベースに関す る意見

⑭今後、名古屋地域 として整備拡充すべきデータベース分野、内容

⑮名古屋地域でのデータベース利用を推進するために必要 と思われ ること

■

2.2調 査方法

ア ンケご ト調査票は、調査 の対象者がデ ータベースに関心を持 っている企業等であるこ

とを前提に、調査 したい項目を検討 し整理することによって設計を行 った。ア ンケー ト調

査の回答方法 は、主に選択方式を取 り、詳細な回答が欲 しい部分 については、記述方式を

採用 した。また、仮想デー タベースに関する質問があるため、参考 として仮想データベー

スの概念図 と簡単な説明を添付することとした。

アンケー ト調査票 の配布 と回収については、データベースに関心を持 っている企業等を

対象 に、 「東海北陸データベース懇話会設立準備 委員会 」の協力を得て実施 した。

●
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2.3調 査結果

オ ンライ ンデータベースサービス利用支援に関するニーズ調査 の集計結果、分析につい

ては 「資料1.オ ンラインデータベースサービス利用支援 に関す るニーズ調査結果」を参

照されたい。

ここでは、調査結果の概要 と名古屋地域における状況を とりま とめた。

2.3.1ア ンケ ー ト調 査 の 概 要

●

オ ンライ ンデ ータベースサービ

ス利用 支援に関す るニーズ調査で

は、74社 か ら回答が得 られた。

その業種別の内訳グ ラフを図2-

1に 示す。また、回答企業 とオ ン

ラインデータベースサービスとの

関係について は、データベースサ

ービス業者が10社 、利用者が

38社 、過去に利用 していたが現

在は利用 していない ものが2社 、

その他26社(複 数回答あり)と

な ってお り、 グラフに表わすと図

2-2の とお りである。なお、デ

ータベースサービス業者の内訳は

プロデューサが4社 、デ ィス トリ

ビュータが5社 、代行検索業者が

5社(複 数回答あ り)で ある。 こ

のうち、代行検索のみを行 ってい

るものは4社 であった。

公益法人等

非製造業

製造業

図2-1回 答企業の業種別内訳

%

60

50

40

30

20

10

0DB業 者 利用者
元利用者 その他

図2-2回 答企業とデータベースとの関係
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2.3.2オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス業 者 の 現 状

今回のア ンケー ト調査では、データベースサービス業者に対 して、取 り扱 っているオ ン

ライ ンデータベースサービス名、パ スワー ド発行数、検索 の依頼を月間 どの程度受 け付 け

ているかを質問 した。パスワー ド発行数、検索受付回数については、回答がほとん ど得 ら

れなか ったが、取 り扱 っているオ ンライ ンデータベース名については、次の とお り回答が

あ った。

①JOIS

②PATOLIS

③COSMOS1、COSMOS2、COSMOS3

④TSR-BIGS

⑤ テクノマー ト

⑥ 企業情報

⑦ 記事情報(日 本経済新聞)

⑧ 記事情報(朝 日新聞)

⑨ 積算情報

⑩POS/DB

⑪CADVANサ ービス

⑫ 建築パ ッケージ

⑬ 出版データベース'

`

2.3.3オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス サ ー ビ3利 用 者 の 現 状

オ ンライ ンデータベースサービス利用者の現状 と問題意識について、今回のア ンケー ト

調査を もとに概要をまとめた。また一部 について、今回のアンケー ト調査 と財団法人デー

タベース振興セ ンターがデータベースのユーザ とベ ンダーを対象 に行 った 「データベース

・サービスに関す るユーザの意識調査(以 下DPC意 識調査 と表わす)」 との比較を行 う

ことにより、名古屋地域の状況をみてみ ることに した。

オ ンライ ンデータベースサービスを利用 している部門 は、38社 中27社(71.1%)

が研究部門 と答えてお り、企画部門16社 、設計部門10社 と続いている。また、契約 し
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ているデータベースにつ いてはJOISの27社(71.1%)が 一番多 く、 日経 テ レコ ン

とNEEDS-IRの 合計23社 、PATOLISの21社 、DIALOGの18社 と続

いている。利用目的につ いて は図2-3に 示 したとおり、研究開発 のための技術情報 の入

手、特許調査、図書館 ・新聞 ・雑誌等の代用の順 となっている。 また、オ ンライ ンデータ

ベースサービスの使用料金は、回答のあった38社 の平均が月間330千 円であ った。D

PC意 識調査では、回答社191社 の合計が年間9億8972万 円であることか ら、1社

当たり月間432千 円 とな っている。当地域の使用料 は全国値の3/4程 度である。

●
%
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■

騰(回 答数39件)
(284仕)

.

●

一

●

饒
18件禽灘

( )
"

彩 (3件)(3件)

.

/ 擁鈎
② ③ ④ ⑤(り ⑦

①研究開発用の技術情報の入手

②特許調査

⑧図書鯨 新臥 雑讃 の岬

④新製品 部 品 ・材料情動 入手

⑤経営上の判断用情報の入手

⑥共同研究開発パーけ一情報の入手

⑦その他

図2-3オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー スサ ー ビ ス の利 用 目 的

■

■

代行検索企業の利用状況については、回答のあ った38社 の うち利用 しているものは4

社10.5%と 少なか った。DPC意 識調査でも11.2%と いう数値が出てお り、代行検索

は全国的に もあま り利用されていないことがわかる。代行検索企業を利用す る理由は 「コ

ス ト効率が良い」が3社 、 「時々デ一夕ベーースを利用す る場合に は好適である」が2社 、

「当該 データベースと契約 していない」が1社 であった。DPC意 識調査では 「時々利用

す るのに好適」 「付帯 サービスが良い」 「コス ト効率が良い」 「パ スワー ドが ない」の順

で続いている。
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また、代行検索企業を利用 しない理由を図2-4に 示す。本ア ンケー ト調査、DPC意

識調査とも 「自社でできるので必要ない」 「料金が高い」の順で上位1、2位 を占めてお

り、同 じような結果 とな っている。

オ ンラインデータベースサービス利用上 の問題点及び、利用 していない理由については、

図2-5に 示 した。

%
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0 自社でで 料金が高 手続きが 機密保持 代行検索DBの 種 サ ービス その弛

きるので い 繁雑 上の不安 の存在を 類が限 ら 全般に不

不要 知 らない れている 満

■

図2-4代 行検索企業を利用していない理由

●

●
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図2-5オ ンラインデータベースサービス利用 上の問題点、利用 していない理由

2.3,4オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス 利 用 支 援 に 関 す る ニ ー ズ

●

今回のア ンケー ト調査では、オ ンラインデータベースサービスの利用支援 に関するニー

ズについて、コマ ンドや検索手順の統一、 キーワー ドの統一、メニュー化、 クリア リング、

検索結果 の加工機能、及び仮想データベースの別に質問 した。また、コマ ン ドSキ ーワー

ドについて は、対応表 に対するニーズも調べた。 ニーズは 「非常 に強い」 「強 い」 「普通」

「弱い」 「ない」の5段 階に分 けて調査 してお り、その結果を図2-6に 示す。利用上の

問題点で もあげ られていたとお り、 コマ ンド、 キー ワー ドの不統一に関連 したニーズが特

に高いことがわかる。なお、DPC意 識調査で は、 コマ ンドの統一について、統一すべ き

と答えたものが189社68.5%、 不統一でよいと答 えたものが75社27.2%、 その他

12社4.3%と なっている。今回のア ンケー ト調査で は、コマ ンド統一について のニー ズ

は、60社 中44社73.3%が 「非常 に強い」または 「強い」と答えており、 「ない」 と

答 えたものは5社8.3%で あった。名古屋地域における利用支援に関するニーズは高い と

いえる。
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% 吻 非常に強い

0102030405060708090100 圃鍵 強い

遮 毒 麗麗難 劃§籔
緬 統一曝 露 鍵騒 翻鍾醸孤

キーワ弍 対応表

・ニュー化膿藝 璽 醗晦 鍵麗 質

クリアリ・修 羅 璽 醗麟騨 囲翻

加工出力薩 嚢 鵬 晦 匪≒ 剛 四

仮想捲・一
図2-6利 用 支援に関するニーズ

2.3.5名 古屋地域における状況

今回のア ンケー ト調査では、今後オ ンライ ンデータベースサービスを利用す る予定の有

無 についても質問 した。52社 か ら回答が得 られ、条件が整えば利用す ると答えたものが

33社63.5%、 近い将来 に利用を検討する と答 えたものが13社25.0%、 使 う予定 は

ないが6社11.5%で あった。名古屋地域 におけるオ ンラインデ ータベースサービス利用

の意向は非常に高 い。なお、利用 したい分野 については、現在利用 して いる分野や名古屋

地域 で重点的に整備すべ き分野 との比較グ ラフを図2-7に 示す。'

,名古屋地域で重点的に整備すべきデータについては、今後利用 したい分野 と似通 った回

答が得 られてい る。また、名古屋地域 で発生す るデータのうち整備すべ きものとして は、

企業概要情報、統計データ、研究機関にお ける研究内容、技術取引情報、 イベ ン ト情報、

行政情報の順であった。

今回のア ンケー ト調査には、回答社の意見 も多 く寄せ られている。名 古屋地域における

オ ンラインデータベースサービスの利用を推進す るために必要な こととして、啓蒙普及活

動 の実施、利用料金 の低減化、名古屋地域データベースの充実、利用方法 の簡略化などが

あった。また、仮想データベースに対 して は、有効 であ る、あれば便利 である、 とい う期
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待や早期実現を望む声 とともに、その機能に対する提言 も多 く出されていた。

今回実施 した、オ ンラインデータベースサー ビス利用支援に関す るニーズ調査の結果、

名古屋地域におけるオ ンラインデータベースサ ービス利用の意欲 は高 く、 また、利用支援

に関す るニーズ、意識 も非常 に強いことがわか った。
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3.オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス

Cこ関 す る 調 査
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3.オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス に

関 す る 調 査

ここでは、昭和62年 度 に行 った実態調査のうち、オ ンラインデrタ ベースサービスに

関す る調査(資 料収集および ヒア リング)に ついて、 その内容を述べ る。

3.1調 査事項

◆

●

合

本調査では、 当地域において利用の多いオ ンライ ンデータベースサー ビスについて、デ

ータの概要、当地域における利用の状況、利用方法の概要などを調査 し、一覧 の形で とり

まとめることに した。

調査を行 う単位 は、オ ンラインデ」夕べースサー ビス単位又はファイル単位のいずれか

が考 えられるが、今回の調査では、 当地域にお ける利用 の状況及 び利用方法の概要を知 る

必要がある こと、 ファイル単位では数量が多 くな りす ぎることか ら、オ ンラインデータベ

ースサービス単位で調査することとした
。・

調査対象 は、当地域のデータベースに関心が高い と思われる企業等を対象 としてア ンケ

ー ト方式 で行い、ア ンケー ト結果か ら、複数の回答者が契約 しているオ ンラインデータベ

ースを対象 とすることとした
。該当 したオ ンラインデ ータベースサービスは次の17件

(アルファベ ッ ト順)で あった。(資 料1,オ ンラKン デ一夕ベースサービス利用 支援 に

関するニーズ調査結果 参照)

①ACE.い

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

BRANDY

BRS

DIALINE

DIALOG

HINET

JOIS

NEEDS-IR

NICHIGAIASSIST

日経 テ レコ ン
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⑪ORBIT

⑫PATORIS

⑬QUESTEL/DARK

⑭QUICKビ デオ ー1

⑮SMIRS

⑯ テクノマー ト

⑰TSR

なお、 このうちrNEEDS-IR」 につ いては 「日経テ レコ ン」で代表 させ ることと

し、また、 「DIALOG」 「QUESTEL/DARK」 について は代理店別に とりま

とめることとした。 このため、合計16種 、18件 について調査を行 うこととした。

調査事項は、 「オ ンラインデータベースサービスの概要」 「オ ンラインデータベースサ

ービスに関する問合せ先」 「サービス形態」 「利用方法」 「オ ンラインデータベースサー

ビスの利用状況」に分 けて検討 した。以下に、検討 した主な項目を示す。

《オ ンラインデ一夕ベースサービス一覧の項目》

(1)オ ンライ ンデータベースサー ビスの概要

①オ ンライ ンデータベースサービス名

② プアイル名

③分野

・頃④データ内容

(2)オ ンライ ンデータベースサービスに関す る問合せ先

①デ ィス トリビュータ名、問合せ先

②代理店名、問合せ先(愛 知、岐阜、三重県内)

③代行検索機関名、問合せ先(愛 知、岐阜、三重県内)

(3)サ ービス形態

①通信手順

②端末機の種類 とソフ トウェア

③サービス時間

④サ ービス料金

⑤その他 の使用条件
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(4)利 用方法

①コマ ン ド一覧(主 なコマ ンド、意味)

② キーワー ド一覧抜粋(シ ソーラス ・キー ワー ドの抜粋)

③オ ンラインデータベースサービスの利用例

(以下の一連の手順 により使用 した例を掲載 した。)

(a)オンライ ンデータベースサービスへの接続

(b)簡単 な検索

(c)検索結果 の出力

(d)オンライ ンデータベースサービス利用の終了

(5)オ ンラインデータベースサービスの利用状況

①全国にお ける利用状況(パ スワー ド発行数等)

②名古屋地域にお ける利用状況(愛 知県、名古屋市、岐阜県、三重県別)

3.2調 査方法

■

調査は、パ ンフレッ ト・カタ ログ等 の収集及び ヒアリングによ り実施 した。また、調査

を効率よ く実施するため、事前 に成果物 となるオ ンライ ンデ一夕ベースサービス一覧 の様

式を設定 した。一覧 の様式 は、1オ ンラインデータベースサービス毎に4ペ ージか らなる。

1ペ ージ目は、デ ィス トリビュータ、代理店、代行検索機関など、オ ンライ ンデータベー

スサービスの概要及び通信手順、アクセスポイント、利用料金な どサービス システムの概

要が分かるよ うに した。2ペ ー ジ目には、主なコマ ンド、検索索 引 とともにシソーラス又

はキーワー ド例を掲載 した。 また、3ペ ージ目に主なファイルの特徴を載せ、4ペ ージ目

には、実際の利用例 を掲載す ることとした。なお、調査 したオ ンラインデータベースサー

ビスのシステムが各々異な ってい るため、内容を良 く表現で きるよう、項目名を一部変更

した ものがある。

' 3.3調 査結果

オ ン ラ イ ンデ 一 夕 ベ ー ス サ ー ビ ス一 覧 に つ い て は 、 「資 料2。 オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス

サ ー ビ ス に 関 す る 調 査 結 果 」 を 参 照 さ れ た い 。 こ こで は 、 オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス サ ー ビ
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ス一覧をもとに、分析を行 った。

3.3.1オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス一 覧 の 特 徴

本調査で作成 したオンライ ンデータベースサービス一覧 は、、名古屋地域においてオ ンラ

インデータベースサー ビスを利用 しよ うとする者が必要 とする情報を整理 して掲載するこ

と、名古屋地域におけるオ ンラインデータベースのサービス状況を把握すること及び各種

オ ンラインデータベースサービスの相違点を明確にす ることの3点 を主眼 として取 りまと

めた。 このため、オ ンライ ンデータベースサービスに関する一般的な概要情報のほか、次

のような特徴を持 っている。

① オ ンラインデータベースサービス別に取 りまとめた。

「データベース台帳総覧 」など既存 のデータベース ・デ ィレク トリはファイル単

位で取 りまとめ られて いる場合が多い。本調査で は名古屋地域において どのよ うな

サービスが存在 し、 どのよ うに利用 されているか という観点か ら、オ ンラインデー

タベースサービス別に取 りま とめた。

② 名古屋地域にお ける問 い合わせ先を掲載 した。1

愛知県、岐阜県、三重県内の問い合わせ先を掲載 した。問 い合わせ先 としては、

代理店、代行検索機関名、アクセスポイン ト(電 話番号)'を 調査 した。

③ パスワー ド発行数を掲載 した。

名古屋地域における各オ ンラインデータベースサービスの状況、利用状況を把握

するため、パスワー ド発行数を掲載 した。愛知県、岐阜県、三重県、名古屋市及び

比較値 として全国のパ スワー ド発行数を調査 した。また、海外に対するパスワー ド

発行数 も調査 した。

④ データベース管理 システム、通信手顧、端末機を掲載 した。

各オ ンラインデータベースサー ビスのホス トコンピュータの機種 とデータベース

管理 システム名、通信手順(プ ロ トコル)、 端末機の機種 と通信ソフ トウエアを調

査 し掲載 した。

⑤ 主なコマ ンド、検索索引を掲載 した。

コマ ンドの違いを明 らかにする必要 もあるため、各オ ンライ ンデ ータベースサー

ビスの主なコマン ド、検索索引を調査 し掲載 した。
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⑥ データベースの利用例を掲載 した。

ユーザにとって実際の利用方法の概略を知 るには、利用例の提示が有効であると

の判断か ら、簡単な検索 と出力 の例を掲載 した。

3.3.2名 古 屋 地 域 に お け る オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス の 状 況

◆

オ ンラインデータベースサ ービス一覧を もとに、名古屋地域におけるサ ービス状況、利

用状況を分析 した。

パ スワー ド発行数については、調査で きなか った もの、全国値 しか得 られなかった もの

等が多かったが、全国に対す る比較がで きるものを表3-1に 示す。対全国比 は全般的に

低い値が出ている。

各オ ンラインデータベースサービスの名古屋地域 にお ける問い合わせ先 の数 を表3-2

に示す。今回調査 した16の オ ンライ ンデータベースサービスの うち、名古屋地域(愛 知

県、岐阜県、三重県内)に デ ィス トリビュータや代理店等のない ものが2件 、代行検索機

関 のないものが5件 あった。アクセクポ イン トについては調査できないもの もあったが、

調査できた14件 のうち、名古屋地域 にアクセスポ イン トが設 けられているものは11件

であった。アクセスポイン トを種類別にみてみると次の とおりであ る。

① 一般 の電話番号が与え られているもの

300bps用:10件1200bps用:3件

②D.DX-TPやNTT1211手 順用の番号が与えられているもの

300bps用:4件1200bps用:3件

全体的にみても、名古屋地域にお けるオ ンライ ンデータベースのサービス状況、利用状

況は、あまり活発であるとはいえないことがわか る。

θ 3.3.3各 種 オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス の 相 違 点

▲

オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー スサ ー ビ ス の 利 用 上 の 問 題 点 と して、.各 サ ー ビ ス ご との コ マ ン ド、

キ ー ワ ー ド等 の 違 い が 指 摘 され て い る。 こ こで は、 オ ン ラ イ ンデ 一 夕 ベ ー ス サ ー ビ ス 一 覧

を も とに 、 各 サ ー ビ ス の 相 違 点 を 抽 出 して み た 。

一25一



表3-1パ スワー ド発行数
実数[対 全国比]

データベースサービス名 全 国 愛知県(名 古屋市) 岐阜県 三重県i計

DIALINE 500 13(6)[2.6%(1.2%)] 0 3[0,6%] 16[3.2%]

JOIS 5110 286(138)[5.6%(2.7%)] 39[0.8%] 49[1.0%] 374[7.3%]

SMIRS 50 6(6)[12.0%(12.0%)] 1[2.0%] 1[2.0%] 8[16。0%]

テ ク ノ マ ー ト 450 32(14)[7.1%(3.1%)] 2[0.4%] 0 34[7.6%]

TSR 1900 76(34)[4.0%(1.8%)] 18[0.9%] 19「1.0%] 113[5.9%]

小計 8010 413(198)[5.2%(2.5%)] 60[0.7%] 72[0.9%] 545[6.8%]

DIALOG 約5000 60[1.2%] 20[0.4%] 20「0.4%] 100[2.0%]

PATOLIS 2809 173[6.2%] 30[1.1%] 33[1.2%] 236[8.4%]

小計 7809 233[3.0%] 50「0.6%] 53[0.7%] 336[4.3%]

BRANDY 500 50[10.0%]

QUESTEL/DARK 1000 1
1

30[3。0%]

小計 1500 80「5.3%]

合計 1731gl
llg61[5・5%]

4

(注)DIALOG、QUESTEL/DARKに ついて は紀伊国屋のデータである。

表3-2問 い合わせ先数

名古屋地域にある問合わせ先 デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス 名 数

デ ィス トリビュータ

代理店
(支店、支所、

営業所等を含む)

1ヵ 所 ACE,BRANDY,JOIS,日 経iテレコン

OUICKビ デオー1,SnIRS,テ クノマート,TSR

8 14

2ヵ 所 HINET,NICHIGAIASSIST 2

3ヵ 所 DIALOG,PATOLIS,{1UESTEL/DARK 3

4ヵ 所 DIALINE 1

代行検索機関 1カ 所 ACE,BRANDY,BRS,ORBIT 4 11

1 1

2ヵ 所 テクノマート,TSR 2

3ヵ 所 DIALOG,JOIS,日 経iテレコン 3

7ヵ 所 PATOLIS,SHIRS 2
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データベース管理 システムのうち、ホス トコ ンピュータの種類については、表3-3の

とお りである。様 々なメーカーのコンビュー一夕が使われてお り、OSに つ いて は調査でき

た ものでも6種 類、DBMSに ついて も同様に8種 類 と多様であ った。

表3-3ホ ス トコ ンピュータの違い
(複数機種 を使用 している場合あり)

●

◎

ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ 数 ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ 数

FACOM 4 OPS 1

HITAC 3 VAX 1

IBM 3 バ ロ ー ズ 1

DIPS 2 不明(調 査不可) 2

通信手順 のうち、ボーレー トは300bps及 び1200bpsの 両方でサ ービス して

いるケースが11件 あった。他 は、 そのどちらかでサービスしてい るものが2件 つつ、2

400bpsで サービスしているものは1件 であった。伝送制御方式 はすべて のサービス

が標準無手順で利用できるよ うになっていた。通信方式では全二重が12件 で利用で き、

パ リテ ィは偶数が15件 と大部分 を占めていた。 これらの状況は表3-4の とお りである。

また、ス トップビッ ト長 はすべてが1bitを 使用 してお り、漢字 コー ドについて も漢字 を

用いている11件 ともJISコ ー ドを使用 していた。なお、漢字を用 いていない4件 はA

SCIIコ ー ドを使用 し、残 り1件 は端末モ ー ドがNAPLPSで ある。端末機は専用の

ものを用 いる必要のあ るものが1件 、専用 の通信 ソフ トウェアを必要 とす るものが2件 、

他 はパ ソコ ンと一般の通信 ソフ トウェアでサービスを受 けることがで きるようにな ってい

た。 なお、専用 の通信 ソフ トウェアを必要 とす るもの2件 について は、専用端末機 も用意

されて いる。 これ らのことか ら、今回の調査 にお ける最 も標準的 な端末機、通信手順 は次

のとお りであるといえ る。

●

■

① 端末機機種

パーソナル ・コ ンピュータ及び一般 の通信ソフ トウェア

② 通信手順

ボー レー ト=300な い し1200bps

伝送制御=標 準無手順
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通 信 方 式=全 二 重

パ リテ ィ=偶 数

ス ト ップ ビ ッ ト長=1bit

漢 字 コ ー ド=JIS漢 字 コ ー ド

表3-4通 信手順 の違 い

ボ ー レ ー ト 300bps=2 1200bps=2 2400BPS=1 300及 び1200BPS=11

伝送制御手順 標準無手順=14 標準無手順及びNTT1211手 順 一2

通信方式 全二重=10 半二重 一3 全二重及び半二重=2

パ リテ ィ 偶数=15 奇数=1

4

オ ンラインデータベースサービスの利用方法については、今回調査 した中では、 コマ ン

ド方式に よるものが11件 、メニュー方式によるものが2件 、 メニュー方式で絞 り込んだ

あとキー ワー ドを入力するものが3件 であった。メニューとキー ワー ド入力で利用す るも

のについて は、 キー ワー ドをカタカナで入力 しなければな らないようにな っていた。 コマ

ンド方式 の11件 について、検索結果を表示するコマ ンドを一覧にしたものが表3-5で

ある。画面 に表示す るためのコマンドが10種 類に分かれていた。ACEとTSRは 同 じ

コマ ンドであるが、 これは両者 ともNTTのDEMOSを 用いてサービスしているためで

ある。 また、検索索 引は大 き く分 けて シソー ラスを使 うもの、 フリーキーワー ドを使 うも

の、分類 コー ドを使 うものの3種 類 に分けられた。 このように各オ ンライ ンデータベース

サざ 頚 綱 方法が黙 ・ている・と・特にコマンドが全 くとい・て良い}まど異な・て

いることは、複数のデータベースを使 う必要がある利用者 とって大 きな負担 となっている

と予想 され る。

なお、 シソーラスについて もその違いが現われているが、我が国の代表的な シソーラス

である、JICST科 学技術用語 シソーラス(日 本科学技術情報セ ンター)、 ニュース ・

シソー ラス(中 日新聞社)、NEEDS-IRシ ソー ラス(日 本経済新聞社)の3つ につ

いては、表4-1に シソー ラスの例 として公害関係の部分を掲げてあるので、そちらを参

照されたい。

も
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表3-5表 示 コマ ンドの違 い

●

φ

データや スサービス名 表示 コマンド ヂ タペースザ ピス名 表示 コマ ン ド

ACE /KPR ORBIT PRINT

BRS ..PRINT PATOLIS A～D

DIALINE DISPLAY OUESTEL/DARK ..LIST

DIALOG TYPE SMIRS D

HINET P1,P2,P3 TSR /KPR

JOIsl¥P
l

じ

▲

一29一



●

心

∨

句



4.オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス

利 用 支 援 の 動 向
鵬



●

亀

、

ぜ



4.オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス

利 用 支 援 の 動 向

本調査研究で は、オ ンラインデータベースサービス利用支援の一手段 として 「仮想 デー

タベース」を取 り上 げたが、他 の利用支援方策や名古屋地域におけるデータベース関係 の

動向につ いても、 その現状を把握 し仮想データベースの機能に反映 させ るため、 ヒア リン

グや資料収集等を行 った。

4.1シ ソー ラスの概念 と情報検索への適用

●

シソーラス(thesaurus)は 、言葉や知識の宝庫 とい う意味を持 ってお り、宝、

宝庫 の意 のギ リシャ語が語源である。日本では 「類語辞典」と訳されているが、デ ータベ

ースに関す る場合、 「情報 の蓄積 と検索用 の索引言語」 と定義できる。 コ ンピュータが能

力的 にも台数的 にも少なか った頃、情報を蓄積する際にキーワー ドを どんどん付 してい く

と膨大な量になって しまい扱いきれな くな るとい うことか ら、 シソー ラスが用い られた。

その後 コンピュータの能力 は格段に上がり社会 に浸透 してきたが、 キーワー ド自動抽出が

進み一文献か ら数百語のキーワー ドが発生する状況にな ってくると、絞 り込みや概念決定

の道 具として再び シソーラスが見直 されて きた。データベースの構築 ・検索 には、 フリー

ワー ドとともに、網羅的 にみるためのシソー ラスの両方が必要であ るとい うのが専門家 の

意見の傾向である。また、 シソーラスは人工知能処理 の基礎となる辞書 と して も期待 され

ている。

データベースでは、情報を蓄積する者 と情報を利用する者とが別であ り、各々が用い る

言葉を一致させ る必要がある。 そのためのルールとして シソー ラスが用 いられて いる。 シ

ソーラスは情報を蓄積 した り、後で取 り出すためのキー となる用語を定義 し、 インデ クサ

ー(索 引作成者)と サーチャー(検 索者)の 用語 を一致させるための辞書で ある。 シソー

ラス用語 は、 システムを効率よ く働かせ るため一つの意味に限定 されて使わ れる。同一 の

概念に対 し二つ以上の同義語がある場合 は、通常 その うちの一つを優先語 として選び索 引

に用 いる。

シソー ラスの定義 は、国際標準化機構(ISO)・ によって次のよ うに行われてい る。

1974年 版の定義
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シソーラスはその用語の機能 と構造の両方か ら定義 される。機能上か らみ ると、

シソーラスはイ ンデクサーやユーザーが、文献 の自然言語か ら、よ り限定 された

「システム言語 」に翻訳 して使用 され る用語管理手法である。構造上か らみ ると、

知識 のある特定 の分野をカバーした用語間を意味の上で関係付 けたものである。

1984年 版 の定義

統制 された索 引言語(indexinglanguage)の 語彙であり、概

念間 の事前 の関係(例 えば広義 と狭義)の 関係が明確に体系化 されてい る。'

(索引言語 とは自然言語から選ばれた統制 された言語であ り文献の主題を表す。)

シソー ラスの作成は、膨大な労力を必要 とする。我が国にお ける代表的なシソーラスと

して、 日本科学技術情報 センターの 「JICST科 学技術用語 シソーラス」、中日新聞社

の 「ニュース ・シソー ラス」、日本経済新聞社の 「NEEDS-IRシ ソーラス」があげ

られ る。その シソーラス例を表4-1に 示す。

なお、財団法人 日本データ通信協会で行われたニューメデ ィア間 インターフェース技術

に関する開発調査研究において、昭和61年 度に 「統合 シソー ラス」の概念が示 されてい

る。個 々の シソー ラスは、その構成 ・特性 を生か して統合 シソーラスの一要素となり、全

体 としては、あたか も統合 されたシソー ラスが存在 し機能す るような役割を果 たす もので

ある。 当該調査研究では、データベースの検索時に統合 シソーラス表示を行い、必要 なキ

ーワー ドを確定で きるよ うにするものとして考えている。

●

4.2'名 古屋地域にお けるデータベースに関 する動 向

ここで は、名 古屋地域 のデ ータベニス関係の動向 として 「東海北陸データベース懇話会」

「ファインセラミックスに関す るデータベースの試作 システム」等について概略を述べる。

4.2.1東 海 北 陸 デ ー タ ベ ー ス 懇 話 会

東海北陸 データベース懇話会 は、東海北陸地域が国際産業技術中枢圏域 として発展 して

い くために必要 とされるデータベースの効率的 な構築 ・流通促進 の体制整備を図 るため、

データベースに関心のある東海北陸地域 の幅広 い構成 員か らなる交流 ・研究 ・調査の場 と

して設立 された ものである。事務局は、社団法人地域問題研究会の中におかれている。本
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表4-1シ ソ ー ラ スの 例

JICST科 学 技 術 用 語 シソーラス 」 ユ ー ス.シ ソ ー ラ スINEEDS.IRシ ソ_ラ ス

ll
環境汚染1公 害1公 害

カンキョウオセン1コ ウカイ1コ ウガイ

K禽01i19環 境 NT環 境権
UF汚 染防止 ⇔環境汚染 ・日照 権

公害 ⇔悪臭公害(NT) 環境破壊
NT油 汚染 塩害(NT) ・悪 臭

・油漏れ 鉱山公害(NT) ・地盤沈下

1◆ ◆オイルスピン ゴミ(RT) ・振 動

● 局地汚染 食品公害(NT) ・水質汚濁

重金属汚染 振動公害(NT) ・ ・赤 潮

振動被害 水質汚濁(NT) ・ ・富 栄 養 化

水質汚濁 騒音公害(NT) ・騒 音

● ・海洋汚濁1大 気汚染(lTT) ・大気汚染
◆河川汚濁1低 鵠 馴) ・光 化 学 スモッグ

・湖沼汚濁 土壌汚染(NT) ・低周波公害
・地下水汚濁 熱汚染(NT) ・電波障害
・富栄養化 薬品公害(NT) ・土壌汚染

騒音被害 水質汚濁 公害裁判
大気汚染 スイシツオダク 公害対策
・煙 害 19環 境 ・環 境 アセスメント

・・粒状物汚染 ⇔海洋汚染(NT) ・環境保全

土壌汚染1河 川汚染(NT) ・ ・緑 化

二次汚染 工場排水(RT) ・公害保障

熱汚染 1湖 沼汚染(NT) ・排 カス対 策

農薬汚染 1水 銀汚染(RT) ・廃棄物処理

放射能汚染1水 質保全(RT) ・廃品回収

余熱汚染(地 球規模)1へ 陶(RT) 公害病
1← 公害(BT) ・イタイィタイ病

1環境保護 ・スモン 病

1加 キョウホゴ ・水俣病

19環 境 自然言語
⇔環境破壊 ・動物保護

環境保全 食品公害
自然破壊 薬品公害
自然保護 ・スモン 病

⇔IUCN(RT)

1自 然環境保全審議会(RT)

1自 然{呆読手旨導員(RT)

動物保護(RT)
ネブチュう 計 画(RT)

守

会の目的は、データベースに関する調査 ・研究 ・情報交換を行い東海北陸地域におけるデ

・ 一夕べースの利用 ・普及及 び効率的 なデータベースの構築等を促進する ことにより当地域

におけるデータベースの振興及び会の諸活動を通 じて各会員の事業 の発展 に寄与す ること

であり、そのため次の事業 を行 うこととなっている。

① データベースに関 する調査 ・研究
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② データベースに関 する情報交換

③ データベース構 築に関する基準 ・役割分担等の調整

④ データベースに関する普及 ・啓発 ・研修

⑤ その他必要な事項

初年度は、講演会 ・交流会を6回 、研修会を2回 のほか、機関紙発行や、テーマ別分科

会方式による研究会活動が予定 されている。

東海北陸データベース懇話会 は、昭和61年9月 「東海北陸地域情報化検討会議(名 古

屋通商産業局長諮問機関)」 において 「東海北陸地域情報化の現状 と課題 」が とりまとめ

られ、その中で当地域 の情報化の推進のため、既存データベースの有効活用、地域データ

ベースの効率的構築などの体制整備を行 うことが重要であるとし、その具体的な推進方策

として、懇話会の設置が必要 である旨の提言を受けて設立 された ものである。設立に際 し

ては、東海北陸地域内においてデータベース業を営む関連事業所約40社 により準備委 員

会が発足 し、昭和62年11月19日 に設立総会が開催された。

現在 のところ、東海北陸データベース懇話会の会員は、約130社 である。

4.2.2フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス に関 す るデ ー タ ベ ー ス の 試 作 シ ス テ ム

ファインセラミックスデータベースの試作 システムは財団法人フ ァインセラミックスセ

ンターにより構築 されている。

財団法人ファイ ンセ ラミックスセ ンターは、ファインセ ラミックスに関する統一的試験

評価体制の整備、確立を中心 として、試験評価 ・研究開発、受託事業、中小企業向 け事業、

国際交流の促進 ・啓蒙普及を行 っている。各種試験設備を揃えているほか、情報処理グル

ープが組織化されてお り、 ファインセラミックス関係のデータベース化を進めている。 な

お、財団法人 ファインセラミックスセ ンターは昭和60年5月 、 ファイ ンセラミックス関

連業界の多 い名古屋市に設立 されたナ ショナル ・セ ンターである。

試作 されたファイ ンセラミックスデータベースで は、光デ ィスク装置 によりカタログ情

報を、パ ーソナルコンピュータによ り文献情報を整備 している。カタログデータとしては

各企業 の新製品 カタログ約400件 を、文献データ としては、昭和61年6月 以降のファ

インセラミックス関係の特許情報を もとに約5600件 のデータを蓄積 ・整備 している。

今後は研究者向けデータベースとして、学会誌、講演予稿集 などか ら図 ・表 ・グラフを抽
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句

出 し、 キーワー ドを付 して光デ ィスク装置に入力 し、サ ービスする予定である。現在のと

ころデータの蓄積を最優先 としてお り、協力が得 られる機関か らのデータを中心に収集 ・

評価 ・加工 ・データ記入 ・データ入力が行われている。検索については、光デ ィスク装置、

パー ソナルコ ンピュータ各々単独 に行 う場合 と、パーソナルコンピュータで検索 し光デ ィ

スク装置か ら出力する場合の2通 りを想定 している。なお、光デ ィスク装置に蓄積 した情

報の検索結果を、検索者の手元ヘオ ンラインで出力す る手法 としては、将来、解像度の向

上や普通紙への印刷などの機能向上が予想 されるファクシミリの活用を考えている。

財団法人 ファイ ンセラミックスセ ンターで は、昭和60年 度及 び61年 度にファインセ

ラミックスデータベースの調査研究を行 っている。通商産業省の委託調査 として行 われた

当該調査では、ファイ ンセラ ミックスデータベースのデータ内容、 シソーラスく システム

の3点 にっいて研究が行われている。その結果、データ内容は、文献、カタログ等か ら抽

出 した数値データ、図形データを主 とし、文献データを含めたフ ァク トデータベースとす

ることとなっている。 また、 シソーラスはJICST科 学技術 シソーラスに準拠 して ファ

インセ ラミックス関係キーワー ドを大幅に拡充 したものを用 い、 システムの形態 はオ ンラ

インサービスとし、付加サー ビスとしてCD-ROMや フロッピーデ ィスクによる情報提

供 も行 うもの としてい る。今回試作 されたファインセラ ミックスデータベースは、 この研

究成果をもとに構築 されたものである。

4.2.3そ の他の名古屋地域 におけるデータベースに関する動向

叶

■

上記の他、名古屋地域におけるデータベースに関する動 きとして は、次のようなものが

ある。'・,"."〉

自治体関係では、 「名古屋市中小企業情報 センター」が当該セ ンタ.一内の文献 の所在情

報のデータベース化を進めているのを始め、 「愛知県産業情報 セ ンター上では、中小企業

関係 の経営 ・技術情報を掲載 した雑誌、報告書など文献データと、それ らの文献を利用で

きる図書館 などの所在源データを中心に独 自のデータベースを構築中である。岐阜県、三

重県 にも 「中小企業地域情報セ ンター」が地域における中小企業の情報化 の拠点 として設

けられ、情報収集 ・加工事業、情報創出事業、情報提供事業等を行 っている。各情報 セ ン

タ」とも文献情報を蓄積 した全国規模のデータベースである中小企業事業団のrSMIR

S(中 小企業関連の文献、機関団体情報)」 を導入 している。
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業界団体では、(財)日 本陶磁器検査協会が、rJPIAセ ラミックス情報 サービス」

を昭和61年 春か ら行 っている。 当地域 はセラ ミックス関連の素材 ・技術 ・商品に関す る

情報 ニーズが強い ことか ら、情報化対応策 としてセ ラミックス関連技術の特許情報、製品

情報、ファク ト情報、文献情報の四分野について各種情報源か らデータを入力 して情報サ

ービスを開始 したものである。また、外部データベースとして、JOIS、PATOLI

S、DIALOG、BRSの 代行検索や直接利用をサービス している。

民間企業で は、中日新聞社が新聞記事 のオ ンラインデータベース 「ACE(エ ース)」

のサービスを行 っている。 これは、一般紙に関す るニュース ・シソーラスの開発、新聞記

事索引紙の開発などを踏まえて可能にな ったものである。

一般的なデータベース として検討中の ものとしては、 「中部情報ネ ットワークセ ンター

(仮称)」 構想(中 部経済連合会)が あげられ る。 当該セ ンター構想の主 な機能 は次 のと

おりである。

①データベース

*ネ ッ トワーキ ングセ ンターを通 じて地域、国内及び海外テ レポー ト等へ中部圏

の情報発信基地 となる

*地 域データベースの構築

②ネ ッ トワーキ ング

*中 部地域ネ ットワニクと第一種電気通信事業者 ネ ットワーク等 の全国 ネッ トと

の接続、また、海外ネ ッ トワークのゲー トウェイ機能を持つ

*通 信プ ロ トコルの変換機能を持つ

③VANシ ステム

*各 企業が業種 アプ リケー ションを利用 し各種情報処理サービス、受託計算、パ

ソコ ン通信を行 う

*デ ータ交換機能を持つ

4.3他 のデータベース利用支援方策

●

ここでは、全国規模でのデータベース利用支援の動向 として 「データベース総合 ネ ット

ワーク化促進研究会 」 「日本科学技術情報セ ンターのデータベースにおける利用支援方策 」

「オ ンライ ンデータベースクリア リングシステム」 「マルチベ ンダ ・インテグ レー ション
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ふ

・ア ー キ テ ク チ ャ 共 同 研 究 」 「INFOCUE(EasyNet)」 「国 際 総 合 デ ー タ ベ

ー ス 」 に つ い て 概 略 を 述 べ る
。

4.3.1デ ー タ ベ ー ス 総 合 ネ ッ トワ ー ク化 促 進 研 究 会

データベース総合 ネ ットワーク化促進研究会 は、通産省が機械情報産業局 内に設置 した

研究会であり、昭和63年1月11日 に第一1回の会合 が開催 されている。

データベース総合ネ ットワーク化促進研究会 は、データベース ・ユーザの利便性 の向上

の観点か らデータベースの流通、利用の促進を図 り海外 への効率的なデータ提供を可能 と

する方策を検討す る必要があ るとの認識か ら、広 くユーザ ・ニーズを開拓 しデータベース

・ユーザ及びデータベース ・デ ィス トリビューター、プ ロデューサーの発展た資す ること

を目的 として設置 された ものである。事務局は働データベース振興セ ンターに置かれ、約

20名 のメ ンバーで、データベース総合ネ ッ トワーク化 に関する社会的 ・技術的 ニーズ、

シーズ、課題、 ゲー トウェイ ・ネッ トワークの形態 ・機能等に関 する検討を行 うものであ

る。昭和62年 度に報告をまとめ、昭和63年 度 か ら接続実験や経済性 の調査を始 める予

定 となって いる。本研究会 における主要検討項目は次の3つ である。

① 基盤的課題

オ ンライン ・ネ ットワークと多種類デ ータベースの接続に関す るニーズ、 シーズ

の調査を行 い、ゲー トウェイ ・ネ ットワークの動向、技術的課題、付加機能及びC

D-ROM型 データベースのあり方等 について検討する。

② 地域利用促進

地域でのデータベース構築促進、地域でのデータベース利用促進に関す る課題 に

ついて検討す る。

⑧ 国際展開問題

海外データベースの我が国での利用促進、我が国データベースの国際展開の動向、

課題について検討する。

4.3.2日 本科学技術情報 セ ンターのデータベースにおける利用支援方策

日 本 科 学 技 術 情 報 セ ンタ ー(JICST)で サ ー ビ ス して い る デ ー タ ベ ー ス の う ち 、 デ
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一夕ベースサービス利用支援の観点か らrJICSTフ ァク トデータベース システム」と

rSTNInternational(国 際科学技術情報ネッ トワーク)」 及びrJO

IS－ 皿の開発計画」について、 その利用支援の概要を述べ る。

JICSTフ ァク トデータベースシステムは、化合物 の名称 ・分子式 ・他 のファク トデ

ータベースでの所在情報 などが収録 されているrJICST化 合物辞書データベース」、

化学物質の物性に関するファク トデータを収録 したrJICST熱 物性データベース」、

化合物 の質量 スペク トルデータを収録 した 「JICST質 量スペク トルデータベース」の

3つ のデータベースか ら構成 されている。 このシステムで は、各データベースに蓄積され

ている化合物 に、共通の 「SN番 号」が付 けられてお り、 これを用いて複数 のデータベー

スにまたが った 「クロス検索」がで きるよ うにな っている。ユーザか ら見た場合、あるデ

ータベースで花合物が検索できた ら、 クロス検索により他 のデータベースに入 っている当

該化合物に関す る情報 も容易に入手できることになる。クロス検索利用 の概念を図4-1

に示す。

STNInternational(国 際科学技術情報 ネッ トワー ク)は 日本のJI

CST英 文データベース、米国のCASデ ータベース、西独のFIZ-Kデ ータベースを

結 んだ分散型データベースである。収録 されている分野及びデータベース数 は昭和62年

10月 現在で、科学技術全般が4、 化学 ・応用化学 ・生命化学が20、.物 理 ・数学が3、

工学が7、 エネルギーが2、 特許が5で ある。各データベ・一ースは同一機種、同－DBMS

で作成 されてお り、各 ホス トコンピュータを国際通信回線で結んでいる。 このため、例え

ば、 日本のユーザ は、JICST英 文データベースにアクセスすることにより、米国、西

独 のデータベースも国際通信料金な しで利用できることになる。STN:Interna

ti・'onal・(国 際科学技術情報 ネッ トワーク)の 概念図を図4-2に 示す。

JOIS(JICSTOn-1ineInfomationSystem)は 日

本科学技術セ ンターのオ ンライン情報検索サービスであ る。現在、JOIS-llが サービ

スされているが、その後継版 として昭和6、4年 度 のサービス開始を目標 に、JOIS-IH

の開発が進め られている。JOIS－ 皿の利用面での特徴 は、マルチファイルサーチであ

る。マルチ ファイルサーチは、独立 した複数のデータベースを一つの検索式で同時 に検索

し、 その結果を並列的 に表示 しようとするもので あり、同一 ハー ドウエア内でデータベー

スの統合検索が実現 されるものである。 日本科学技術 セ ンターがサ・一ービス しているJIC

ST系 データベースのほとんどは、JICST科 学技術用語 シソーラスによってキーワー
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▲

命

ドが付 けられている。同様 に、NLM系 のデータベース も各々キー ワー ド体系が似通 って

いる。 この同一体系のキーワー ドをもとにして統合検索を行お うとす るのがマルチ ファイ

ルサーチの考え方であ る。

化
合
物
辞
書

D
B

熱
物
性
D
B

質

量

ス

ペ
ク
ト

ル
D
B

「

利用開始1
1

[JICST化 合物辞書データー 〔 乎び出す
1

巳 索式により 「化合物群A」 を検索
|

「 化合物劇 の分疏 名称等を出力
1

XSAVEコ マ ンドにより 「化合物群A」 のSN番 号を登録

(XSAVE任 意名A)

「JICST熱 物性データベース」を呼び出す

1

XCALLコ マ ンドによ り 「化合物群A」 を検索

(XCALL任 意名A)

1

「化合物群A」 の熱物性データを出力

ぐ

A

rJICST質 量スペク トルデータベース」を呼び出す

1

・・XCALLコ 謎 註2「 佳麗 碧 」を鹸

|

「化合物群A」 のスペク トル図形等を出力

利用終了

図4-1ク ロス検索利用の概念
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国際/
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デ ー タ
ベ ー ス

CAS

オ霧

口

口

＼国際
、通信

回線

Registryフ ァイル

CAフ ァイル 等

ホス ト計算機
JICST

タ

ス
K

=

匠

デ

ベ
H

国際通信回線

、

＼

、

、

、

＼

、

s

PHYSフ ァイ)L

INSPEC

ファイル

等

オフライン

列 ンタ

ホス ト計算機
FIZ-K

輸

[[S

幽
(日本の利用者)(欧 州の利用者)

図4-2国 際科学技術情報ネッ トワークの概念図

(出典:日 本科学技術情報 セ ンター資料)

4.3.3オ ンラインデータベースクリアリング システム

オ ンラインデ一夕ベースクリア リング システムは、昭和59年 度か ら昭和61年 度にか

けて、財団法人機械 システム振興協会が財団法人データベース振興セ ンターに委託 して実
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施 された 「高度データベースシステムの開発に関す るフ ィージビ リテ ィスタデ ィ」におい

て開発 されたものであ る。 この研究事業 ではデータベース及びそれに関連す るサービスに

ついての総合的 な情報(通 商産業省 で発行 されているデータベース台帳総覧)を データベ

ース化 して広範なユーザ の要求に答え るため、 「オ ンラインデータベースクリア リング シ

ステム(DBCS:DataBaseClearingSystem)」 の開発を行

った。

オ ンライ ンデ ータベースクリア リングシステムは、従来、 データベース台帳総覧等 の冊

子によ り行われていたデータベースの案内業務に代えて、データベースのデータベースに

より案内を行 うものである。本 システムは、データベース名、概要、分野、サービス料金

等を格納 した 「データベース案内情報(デ ータベースDB)」 及び業者名、連絡先、サー

ビスシステム名等を格納 した 「業者案内情報(業 者DB)」 の2つ のデ ータベースにより

構成 されている。 また、 この研究事業では、人工知能を応用 した検索支援インタフェース

をプロ トタイプとして開発 し、実験研究がなされている。人工知能 は自然言語 インタフェ

ースとして質問文解析に用い られた。

なお、オ ンラインデータベースクリアリングシステム開発の延長 として、昭和62年 度

か ら3カ 年計画で、複数 のデータベースと相互接続(ゲ ー トウェイ機能)し 、文字 ・図形

それぞれのデータベースヘアクセスできるような 「データベース ・クリア リング ・ゲー ト

ウェイ」の実験 システムの開発が計画 されている。

4.3.4マ ル チ ベ ンダ ・イ ン テ グ レー シ ョ ン ・ア ー キ テ ク チ ャ共 同 研 究

貸

日本電信電話株式会社は、昭和63年1月6日 付 け官報 により、MIA(マ ルチベ ンダ

・インテグ レー ション ・アーキテクチ ャ)共 同研究の参加要請を行 った。

MIAは 、各種の汎用 コンピュータがデータベースを中心に効率よ く協調動作可能 とな

るマルチベ ンダ環境の実現 のために必要 な共通仕様の呼称である。 このマルチベ ンダ環境

の実現に必要なMIAの 主要構成要素 として次のものが挙 げられている。

① 基本概念モデル

MIA及 びMIAに 基づ くマルチベ ンダ環境 に関する共通概念、技術要素、用語

等を定めること
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② システム間接続 イ ンタフェース仕様

WAN、LANま たはチャネルを経由 して異種 システム間の通信 ・情報流通 ・分

散処理等を可能 とするためのプロ トコルを定めること

③APイ ンタフェース仕様

APを 記述 するためのプログラム言語、APが データベースやファイル、文書な

どの情報にアクセスするためのインタフェース言語、APが 通信 によ り他 の システ

ム上のAPま たは情報にアクセスするためのイ ンタフェース言語及び これ らのイン

タフェースを通 じてAPが 取 り扱 う情報の標準形式を定めること

④ マ ンマシン ・インタフェース仕様

エン ドユーザ(及 びオペ レータ)が ワー クステーションを介 して各種の システム

をほぼ共通の概念 ・操作で利用可能 とするための、画面配置、表象記号、指示言語

等に関す る共通作法を定めること

◆

4.3.51NFOCUE(EasyNet)

」、NFOCUEと は、 .4ヌ ・ア イ ・エ フ 株 式 会 社 が 、 米 国 テ レベ ー ス ・シ ス テ ム 社 のE

asyNetを 国 内 で 販 売 す る 際 の 商 標 で あ る。.EasyNetは 、 テ レ ベ ー ス ・シ ス テ

ム 社 がNFAIS(NationalFederationofAbstract

ingandInformationServices)の 協 力 を 得 て 開 発 した 、

エ キ スパ ー ト ・シ ス テ ム を 使 っ た フ ロ ン トエ ン ド ・サ ポ ー ト機 能 と欧 米 の デ ー タ ベ ー ス へ

の ゲ ー トウ ェ イ 機 能 を 組 合 せ た デ ー タ ベ ー ス 検 索 シス テ ム で あ る 。EasyNetは 、 米

国 内8社 の ほ か 、 日 本 、 カ ナ ダ 、 イ ギ リス 、 イ タ リア 、 フ ィ ンラ ン ド、 イ ス ラ エ ル で サ ー

ビスされている・ゲー トウエ機 能 旦 ては且 在の ところ欧米 の13の デ一夕ベース ー'

ベ ンダーに接続 されており、850程 度のデータベースが利用可能 となっている。

従来、データベースユーザ は個 々のデータベースと契約 し、検索 は教育を受けた専門家

が行い、専門家以外 の時 々使 う人が使 うには難 しいという問題点があった。INFOCU

E(EasyNet)で はエキスパー ト・システムとメニュー方式を使 うことにより、9

種類のコマ ンドで接続 されているすべてのデータベースが簡単に利用 できるようにな って

いる。エキスパー ト・システムは、13の ベ ンダーに接続するところと、 フロントエ ン ド

サポー トとしてコマ ン ド体系の違いを変換す るところに使 われてい る。
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INFOCUE(EasyNet)で 得 られる情報 は、出版物の目録を収録 した書誌情

報、全文(FullText)情 報、全文情報を要約 した抄録情報の3種 類である。ま

た、検索方法 は、適切 なデータベースをユーザに代わ りシステムが選択 して結果を表示す

るrINFOC .UE-1」 と、ユーザがどのデータベースか ら検索 したいかを指定 して情

報検索を行 うrINFOCUE-ll」 の2種 類が用意 されている。そのほかに、オ ンライ

ンで各種データベースの概要を説明する 「DatabaseDirectory」 とメ

ニュー選択を助けるrHeIp」 が用意 されている
。 さらに、SOS'コ マ ン ドを入力する

ことによ り、米国 フィラデルフィアのセンターに常駐す るスタッフに対 し、24時 間オ ン

ラインリアルタイムで、検索に関する質問ができ、回答が得 られるようにな っている。

料金体系 は、成功報酬払いをとっている。即 ち、検索料 は1検 索につ き'7USド ルであ

るが、NOHITチ ャージとい う概念を設け、検索 したが情報がなか った場合 の料金を

最初の1回 は無料、2回 目か らは1件 につき1USド ルとする1,iうにしてある。INFO

CUE(EasyNet)を 利用 している間 は、ユーザ とテ レベース ・システム社は常 に

オ ンラインで繋が っているが、 テ レベース ・システム社 とベンダ ーの間 は、実際 の検索 の

時だけ接続 し、一旦ダ ウンn7ド してか らユーザに情報を提供 している。そのため、現時
,
,

点で は絞 り込み検索がで きないなどの制約 もある。

我が国では昭和62年6月24日 か ら、法人を対象 としてINFOCUEの サービスが

開始されたが・米国の　 ケ・・トでは・企業向けの剛 一ム竺一纏 使われていると

の こ とで あ った 。 現 在 の 我 が 国 に お け る 利 用 分 野 は 、'ビ ジ ネh関 係21so%(・ 技 術;18%
、

コ ン ピ ュ ー タ16%、 雑 誌1,2%.特 許9% 、 人 材6%1'ニ ュ ー ス4%、 医 学3%、 そ の
ニ ィ イ

他3%と な・ている・また・接続 されているデーy
.・・-X:は ・ ビジ棚 融 鎚 以

下 、 化 学 、 医 学 、 技 術 の 順 で あ る 。 一".、 ..・,・'i

表4-2にINFOCUE-1の 利 用 例 を 示 す 。'『'=、 一"L:

?

■
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表4-2 INFOCUE-1の 利 用 例'

PRESSTOSELECT

1.INFOCUE-IWepickthedatabase.

2.INFOCUE-IIYoupickthedatabase.
3.Databasedirectory
H.Help
－>1

PRESSTOSELECT

ユ.Subject

2.Person
3.Place
4.Organization
H.Help
－>1

PRESSTOSELECT

1.Researchandpopularmagazines
2.Generalperiodicals
3,Hagazines(Full-Text)
4,Newslettersonelectronics
5◆Booksoncomputers

6.Encyclopedias
7.Otherchoices
H.Help
－>1

Enteryourspecifictopic
－>ARTIFICIALINTELLIGENCEANDJAPAN/

Accessingnetwork・ ・・・… ◆・・・…Connected

AccessingDatabaseVendor・ ◆・…Completed

Loggingon-・ ・◆・・・・・・・… ◆◆◆◆・・Completed

Loggingon(secondstep)・ ・・・… ◆Completed

Selectingdatabase・ ・・・・・・・・… ◆Completed

Eachstarequalsonelineofretrieveddata.

Thismaytakeseveralminutes・ ・・…

**********************************************************

**********************************************************

SearchCompleted・ ・… ◆・◆・◆・・・・・・… ◆・・・・・・… ◆◆・・◆◆◆・◆・・

Thereare198item(s)whichsatisfyyoursearchphrase.
YoumaywishtoPRINTorCAPTUREthisdataifpossible.

Press<return>toseeyoursearchresult.
Heading蒋1-10

*****RetrievedResults*****

PRESSTOSELECT

1.Reviewresultsagain
2.Seeabstracts($2.00each)
3.Ordarreprints
4.Seeadditionalheadings(extracharge)
5.Startanewsearch
6.Leavesystem
－〉

この検索例は実際の使用例を簡略化 したものである。

(出 典:エ ヌ ・ア イ ・エ フ ㈱ パ ン フ レ ッ ト)
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4、3.6国 際 総 合 デ ー タ ベ ー ス

"

ウ

国際総合データベース株式会社 は、新 日本製鐵株式会社、 日本電信電話株式会社、 ミサ

ワホーム株式会社など8社 により、昭和62年5月 に総合的データベースサービスを目指

して設立 された。利用者の多様 なニーズに応 じて、分野の異なる情報を一元的に容易に入

手できるワ ンス トップショッピング機能を構築 しようとするものであ り、業務 内容 は次 の

とお りである。

① できるだけ広い範囲で、内外、各分野のデータベースをオ ンライン提供

② 必要なデータの所在 を明 らかにす るクリア リングサービス

⑤ 代行検索

④ 新規デ ータベースの開拓、提供

⑤ 映像についてもデータベース との関連性 を追及 しオリジナルなサービスの提供

⑥ 利用者 の使 い勝手を追及 したサービスの提供

⑦ 地域間 の情報格差の解消を図 るべ く総合的な情報サービスの拠点 となる地域情報

セ ンターの構築

⑧ データベースを中心 とする情報の高度利用が可能なインテ リジェン トビル システ

ムの提供サービス
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5一 仮 想 デ ー タ ベ ー ス の 概 念 設 計

ここでは、昭和62年 度に行 った仮想データベースの概念設計 について、その設計方針

と概念設計書 の概要を述べ る。

5.1概 念設計方針

宙

'

●

昭和62年 度に実施 した 「名古屋地域オ ンラインデータベースサービス利用支援に関す

るニーズ調査」及び 「オ ンラインデータベースサービスに関する調査」を もとに、仮想デ

ータベース概念設計方針を立て
、 この方針 に基づ き、仮想データベースの概念設計を行 う

こととした。

本調査研究で考えた仮想データベースは非常 に大きな概念であり、先ずその全体像を と

らえることが必要 である。 このため、本調査研究では、一般に言われている概念設計 とは

異な り、名 古屋地域においてオンラインデータベースサービスを利用す る際に 「必要 と思

われる機能 」 「あった ら便利な機能」な どを検討 し、その結果及び検討 された機能を整理

す ることを概念設計 と位置づ けた。

以下に 「仮想データベース概念設計方針」を示す。

《仮想データベース概念設計方針》

仮想データベースの概念設計 は、10年 程度先を見越 して、名古屋地域においてオ ンラ

インデータベースサービスを利用する際に 「必要 と思われ る機能」 「あ ったら便利な機能」

などを検討す ることによ って行 う。検討にあた って は、適宜 「名古屋地域オ ンラインデ ー

タベースサ ービス利用支援 に関す るニーズ調査」及び 「オ ンライ ンデータベースサ ービス

に関 する調査」の結果を用いる。'

本調査研究において は、 この検討結果及び機能 の説明を もって概念設計書 とする。

仮想データベースの概念設計書 は

①仮想データベースの必要性

②仮想データベースの概念及び前提条件

③仮想データベースの機能 の説明

などで構成す る。
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5.2仮 想 デ ー タ ベ ー ス の 概 念

本調査研究で行 った仮想デ ータベースの概念設計 について、その詳細 は 「資料3.仮 想

データベース概念設計書」を参照されたい。 ここで は、仮想データベースの必要性、機能

検討の際の前提条件、検討された機能 について、その概要を述べるとともに、特徴点を抽

出 してみることにす る。なお、 ここに示 された仮想データベースは非常に大 きな概念 であ

り、実際に構築するにあた って は諸 々の条件を踏まえ実現可能な部分か ら少 しずつ構築 さ

れてい くこととなる。

▼

5.2.1仮 想 デ ー タ ベ ー ス の 必 要 性

現在のオ ンライ ンデータベースサービスに対 して利用者が感 じている問題点は、 「3.

オ ンライ ンデータベースサービス利用支援に関す るニーズ調査」でも明 らかなとおり、利

用 コス トの問題であり、 さらには、 コマン ド、キーワー ドの不統一の問題、ク リア リング

の問題であ る。 これをデータベースサービス側か らみてみると、 「4.オ ンラインデータ

ベースサービスに関する調査」で触れたとお り、各オ ンラインデータベースサービスによ

って コマ ンドが全 くといって良いほど異 なっているほか、利用方法 自体や シソーラスにつ

いて も違いが ある。本調査研究で考えてい る仮想データベースは、正にこの問題の解決の

ための有効な手段の一つとなるであろう。

また、 これ ら実態調査 の結果か ら浮かび上がった名古屋地域 の現状は、 「オ ン.ライ ンデ

ータベースサービスの利用状況、サービス状況は、あまり活発であるとはいえないものの、

その利用意欲 は高 く、利用支援に関す るニーズ、意識 も非常に高い」 というものであった。

名古屋地域 に対 して、有効 な利用支援方策 の一つ として仮想データベースを示すことは、

オ ンライ ンデータベースサービスを中心 とした情報の有効利用を促進 し、ひいて は研究開

発機能を始め とする当地域 の活性化、基盤強化につながるものといえる。

5,2.2仮 想データベースの概念及 び前提条件 ◆

仮想データベースの持つべき機能を検討するために作成 した仮想データ〈ミごスの概念図

を図5-1に 示す。 これは、仮想データベースと利用者、オ ンライ ンデータベースサー ビ
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スとの関係を示 した ものである。 この概念 は、利用者か ら見た場合、あたか も一つの巨大

なデータベースとして利用 できると同時 に、オンラインデータベースサー ビスの提供者側

か ら見た場合にも、利用量 の非常 に大 きなユーザ として とらえる ことがで きるものであ る。

なお、仮想データベースは既存のオ ンライ ンデータベースサービスを対象 とす るだけでは

な く、今後作成 されるものに も対応できるように考えている。また、仮想データベースで

定義される名古屋地域の標準検索方法 は、 その仕様を公開することにより、今後作成 され

るオ ンライ ンデ ータベースサービスの検索方法 として広 く利用されることが期待できる。

仮想データベースは、名 古屋地域における情報利用 の高度化、 当地域の産業 の活性化 に

資す るものとして考 え られ るものである。従 って、仮想 データベースの対象情報 として は、

科学 ・技術情報やビジネス情報、対象ユーザは企業 ・団体や官公庁 ・大学の技術者 ・研究

者や経営者 ・ビジネスマ ンということになる。 ただ し、情報の形態 としてのファク ト情報、

文献情報にはどちらも対象 とできること、利用者のデータベース検索技能 のレベルの高低

に合わせたい くつかの検索方法を用意す ることと し、・幅広 い層に支援が可能 となるよ う考

えた。また、仮想データベースが接続 の対象 とす るオ ンラインデータベースサービス とし

ては、名古屋地域 のニーズが反映 されたものであり、当地域で作成 されたデータベース、

整備 されつつあるデータベースを中心に考えることとした。当然、全国的なものや海外 の

オンラインデータベースサ ービスのうち、当地域でニーズの高い情報を有するもの も対象

とす ることにな るが、必ず しも全データベースが対象 となるわけではない。

ユーザ ニーズへの対応で は、コマ ンド統一、キーワー ド統一、 ク リア リング情報、ユー

ザインターフェイス、料金が安 くなるよ うな検索手順を中心に検討 した。 コマ ンド統一で

は、単に標準的 な検索 コマ ン ドを定義 して、その標準コマ ンドで利用で きるよ うにするこ

とのほか、あるオ ンラインデータベースサービス固有のコマ ンドか ら標準 コマ ン ドを経て

利用 したい他のオ ンライ ンデータベースサービスのコマ ン ドへ変換す ることも考え た。 こ

れにより、利用者の使 い慣 れた コマンドで、仮想 データベースを利用す ることがで きるよ

うになる。 キーワー ドの統一には既存のシソー ラスを統合利用 した 「統合 シソーラス」の

概念の利用を考えた。統合 シソー ラスでキーワー ドの統一を図 り、各オ ンライ ンデ ータベ

ースサービス固有 のキーワー ドへめ変換を行 うとともに、利用者が入力 したキーワー ドが

統合 シソーラスにない場合で も、類似語による検索や フ リーワー ドによる検索で対応でき

るようにす ることとした。 クリアリング機能 として は、仮想データベース自身が 自動的に

データベースを選択で きる機能 とともに、 クリア リング情報 の提供だけを行 う機能 も用意
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図5-1仮 想データベースの概念図
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ず ることとした。ユーザイ ンターフェイスでは、マウスなどのポ インテ ィングデバイスの

活用、ヘルプ機能の充実 によるマニュアルレス化 のほか、 自然言語を用 いた入力 も考えて

お くことと した。料金の問題について は、仮想データベースによ る検索時間の短縮、近距

離 アクセスポイン トの提供などのほか、必要 な情報が的確に得 られるとい う、 コス トパ フ

ォーマンスの向上にも目を向けた。

仮想データベースの構築にあた っては、他 の先進的 なオ ンライ ンデータベースサー ビス

利用支援機能や、今後でて くるであろう利用支援機能、新データベースサービスなどに も

柔軟に対応で きることを考えた。即 ち、他のシステムの良い点を取 り込み仮想デ ータベー

ス自 らをよ り優れたシステムに発展 させ る余地を持たせ ること、他の システムと仮想デ ー

タベースとが相互に補完 しあって利用者により良い利用支援機能を提供できる余地を持 た

せ ることを念頭において、構築を進めるべきであるとした。

5.2,3仮 想 デ ー タ ベ ー ス の機 能

P

●

仮想データベースの持つ利用支援機能に期待 される機能を抽出 し整理 した結果、仮想デ

ータベースは次の機能の集合物 として説明することができる。 これ らの機能全体 の構成 は

図5-2に 示 す。

① インターフェイス ・。'

仮想データベースを利用す る際の入口部分である。利用者 は仮想データベース

との接続後、利用 したい機能をメニューによ り選択する。選択できる機能 は、デ

ータベースの検索のほか、パソコン通信機能や他のネッ トワークへの接続、案内

情報の表示等がある。また、他のネッ トワークか らの接続 も可能 とす ることによ

り、名古屋地域情報の発信源 としての機能を持つ。'・'・,い

② データベース選択機能

画面上に表示 されるデータベ∴ス一覧やク リアリング情報 か ら検索 したいデー

タベースをい くつか選択する機 能である。初心者に対 しては検索 したい分野 か ら

仮想データベースが必要なデータベースを自動的 に選択す ることもできるように

してお く。
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⑧ コマン ド変換機能

基本的には仮想データベースで定義され る名古屋地域標準 コマ ンドを利用す る。

他に利用者が使 い慣 れたコマ ンドによる検索、メニューや自然言語によ る検索に

も対応できるよ うにする。 いずれの場合 も一旦標準 コマ ンドに変換後、実際 に検

索が行われるオ ンライ ンデータベースサービスのコマ ンドに再変換され、検索が

実行 され る。

④ キーワー ド変換機能

入力された検索 ワー ドを シソー ラスに基づ くキーワー ドに変換す る機能である。

キー ワー ドのベース となるシソー ラスは、各データベースの シソーラスを統合 し

たものを用いる。 フリーワー ドや自然言語に も対応できるよ うにする。

⑤ ゲー トウェイ

各オ ンラインデータベースサービスの通信方式に対応 してプロ トコル変換を行

い、仮想データベース との信号のやりとりを行 う部分である。 ビデオテ ックスや

将来出て くるであろう新 しい通信方法に対 しても対応できるような設計 とする。

⑥ ダウンロー ド機能

検索結果をグラフ化 したり製表するためのダウンロー ド機能を設 ける。複数 の

オ ンライ ンデータベースサービスの検索結果を、 フォーマッ トを統一 してダウ ン

ロー ドする機能 も用意する。

⑦ ヘルプ機能

仮想データベースは、マニュアル レスで操作で きるようにする。ヘルプ機能 は

操作方法がわか らな くな った場合に参照され るものである。また、仮想データベ

ースが自動的に行 ったデータベース選択、 コマン ド、キーワー ド変換 については、

その根拠、過程を表示できるよ うにす る。

⑧ 名古屋地域データ再編 ・蓄積機 能

名古屋地域特有の情報を蓄積 し、独 自のデ ータベースとして利用者 に提供す る

部分である。対象データは、各オ ンライ ンデータベースサービス中の名古屋地域

に関連す る情報を再編加工 したもの、利用者が登録を希望す るデータ等である。

この独 自データベースは小規模 なものとし、データ量が増えてきた場合には仮想

データベー スの外に設置す る独立 したデータベース システム として整備す る。

一52一

乎

∀



命

◆

●

デ ー タ
ベ ー ス

コマン ド

変換機能

キーワー ド
変換機能

データベース
選択機能

ヘルプ

機能

メンテナ ンス

機能

画 品
L

デ ー タ
ベ ー ス

囲

デ ー タ
ベ ー ス

名古屋地域

データ

再編 ・加工

機能

ダウンロー ド
機能

パソコン通信

機能

ヒス トリー表示

料金表示機能

/他 の ネ 。 トワ_ク ＼

システム

図5-2仮 想データベースの機能構成図
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⑨ パ ソコン通信機能

メールボ ックス、電子掲示板、電子会議 といったパ ソコン/ワ ープ ロ通信機能

を持 たせ る。利用者間や仮想データベース と利用者 とのコミュニケー ションツー

ル として利用 し、 より実効のあるデータベース利用支援機能 となるよ うにする。

⑩ その他の機能

そのほか、 ヒス トリー表示機能、料金表示機能、 メ ンテナ ンス機能 を用意する。

ヒス トリー表示機能 は利用経過を、料金表示機能は使用料金の累計を随時表示 さ

せ ることがで きるものである。メ ンテナ ンス機能は、頻繁に行われなければなら

ない仮想データベースのメ ンテナ ンスを極力 自動化 しようとするものである。

なお、人工知能技術やその手法の利用について は、設計段階か ら十分に対応 できるよう

に してお く必要がある。仮想データベースにおいて利用できる人工知能技術 としては、 自

然言語理解・ 自動翻訳・検索内容理解な どがあげ られる。 自然言語理解により自然言語を

用 いた検索が可能 となり、 自動翻訳によ り海外 のオ ンラインデータベースサービス も国 内

のものと同様に利用できるようになる。検索内容理解 とこれに基づ く検索式 ・キーワー ド

の変換に、ゲー トウェイ機能やインターフェイス機能を付けたものが、今回考 えた仮想デ

ータベースであるとい うこともできる。利用者の検索意図を理解 してデータベースを選択

し、 コマ ン ド・キニワー ドの変換機能を行 うエキスパ ー トシステムが、仮想データベース

が実現 した際の核 となる部分であるかもしれ ない。

また、情報処理技術 の進歩 は、仮想データベースの物理的な構築場所に も影響を与え る

だろう。今 回の概念設計で は、仮想データベースは大 きく 「通信制御」 「検索処理」 「デ

ータベース管理 」午 システム管理」に分けることができる。 これ らの機能を物理的に1箇

所に構築する必要性 はな く、個々のシステムをそれぞれ最適な場所に構築 し、 ネッ トワー

クで結んで仮想データベース として機能 させ ることも可能になるであろう。例えば、パー

ソナル コンピュータ(端 末機)の 機能向上が進めば、 「検索処理」 システムを利用者の持

つパー ソナル コンピュータ上で構築することも可能 となる。 この場合、基本的な部分は仮

想データベースか ら提供 され るものの、利用者が検索に必要な 「知識」を追加 して、より

使い易い システムに成長 させ ることが可能 となる。
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5.2.4仮 想 デ ー タ ベ ー ス 構 築 の 方 向

仮想データベースの構築 にあた って は、莫大な入力、時間 を要す ると思われ、完全な形

で実現 され るまでには、解決 され なければな らない問題点 も多い。データ通信技術、 マン

マ シンイ ンターフェイス技術、高速演算素子 ・大規模集積回路製造技術、人工知能技術 な

ど、今後の発展が期待 される情報処理技術の動向を踏まえ、技術進歩に対応できる仮想デ

ータベース、新技術を取 り込むことのできる仮想データベース、成長す る仮想データベー

スとして構築 されるべきであろう。

◆

今
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6.ま と め

名古屋地域のデータベースの利用 は、首都圏や大阪地域に比べ低調であるとよ くいわれ

ている。 しか し、当地域は輸送機械、工作機械、繊維、セ ラミックスを始め全国有数の工

業集積地帯であ り、情報ニーズ及びデータベースの利用 は、生産設備、部品材料等の技術

情報、特許情報、技術論文 ・資料等、 これ らの情報需要に適 したデータベースへのニーズ

はむ しろ非常に高い ものと推測され る。

我が国において も、多 くのオ ンライ ンデータベースが開設 されサービスを行 っているが、

情報を効率良 く取 り出す ことに多 くの難か しい面がある。また、 どのデータベースのどの

ファイルを検索するのが最適であるのか等 の知識が無 いと無駄な費用がかか る等、現在 の

データベースは利用面で多 くの問題を抱えている。

将来に向かって当地域の新 たな発展を期待す るならば、研究開発機能の強化が必要であ

り、従 ってオ ンライ ンデータベースの有効利用及びその利用に対する支援 は欠 くことの出

来ない課題である。' .、:

この 「名古屋地域におけるオ ンライ ンデ ータベース利用 の高度化 に関する調査研究」は

名古屋地域におけるデータベースサー ビスの実態を具体的に調査 し、,上記ρ)問題を解決す

るため に、分散 して存在す る多 くのデータベース群をあたかも、1つのデータベースとみな

して扱 うことが出来 るような、仮想データベースシステムを開発 し＼ データベースの利用

の高度化を図 ることを目的 とす る。.ジ .∴ ・一

この計画は昭和62年 度を初年度 とす る3'年 計画 として進め られ るものである。,

62年 度:デ ー タベース及びその利用支援 システムの現状調査を行い、.何を解決すれ

ば利用者に とって使い易 くなるのか、その仕様を固め仮想デr汐 ベースの

概念設計を行 う。.-

63年 度:仮 想データベースの概念設計 に基づ きく利用支援機能の実現方法、実現手

段等を検討 しシステムの詳細設計を行 う。

64年 度:仮 想 データベース システムの実験開発を行い、それを評価 しデータベース

利用支援 の在 り方について検討する。

とい う計画である。 、 …

62年 度は委員会を3回 、専門委員会を6回 開催 し、限 られた時間 ではあ ったが、予定

どお り 「オ ンラインデータベース利用支援 に関するニーズ調査」、.「オ ンラインデ一夕ベ
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一スサービスに関する調査」、 「仮想データベースの概念設計」'を行い、一応 の成果をお

さめることが出来 た。

これ らの成果 は概ね次のように要約す ることができる。

(1)オ ンライ ンデータベー ス利用支援に関するニーズ調査

東海北陸データベース懇話会設立準備委員会の協力を得て、約250社 にアンケー

ト用紙を送 り、74社 の回答(回 答率約30%)か ら分析調査 した。

調査の結果、現在 のデータベースでは、必要 な情報が複数のデータベースに分散 し

ていたり、検索の方法やキー ワー ドも相違する等の使い勝手の悪 さが利用を妨げてい

ることが明 らかにな った。またデータベースを利用 していない向きでは、必要なデー

タが無い、料金が高い、利用の方法がわか らない、データが不十分等 の意見が多かっ

た。

さらに、 この調査によって名古屋地域におけるオ ンラインデータベースの利用を促

進す るために は

啓蒙 ・普及活動

料金の低減化(通 信、データベースの両方)

名 古屋地域のデータベースの充実

コマ ンドの統一、キーワー ドの統一、メニュー化、ク リア リングサービス等の

使い勝手の改善

などの方策が必要で あるとす る意見も多 く得 られた。

また、仮想デ ータベースに対 しては有効である、 あれば便利で ある、 とい う期待や

早期実現を望む声 とともに、その機能に対す る提言 も多 く出 され、利用支援に関する

ニーズと意識 は高 いものと推測 された。

(2)デ ータベースサービスに関す る調査

(1)の 調査によ って当地域 のデータベースに関心が高 いと思われる企業を対象 と

して、現在契約 しているデ ータベースについて回答 していただ く設問を設 け複数の回

答のあった次のデータベース16件 を調査対象 とした。

ACE
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これ らのデータベースについて 「オ ンラインデータベースサービスの概要」 「オ ン

ライ ンデータベースサービスに関す る問 い合わせ先」 「サービス形態 」 「利用方法 」

「オ ンライ ンデータベースサービスの利用状況」について調査 し一覧表を作成 した。

その結果、特記すべき事項 として、各データベースの利用手順が異なっていること、

特にコマ ン ドが全 くと言 っていいほど異な っていること等、使 い勝手の悪 さが利用者

に とって大 きな負担になって いることが具体的に明 らかになった。

(3)デ ータベースサ ービス利用支援の動向

仮想データベー スと直接的には関係 しないが、データベースの利用支援 に役立 って

いるシソー ラスについて も、将来 は関係 させ るべきであると思われるので、 シソー ラ

スにつ いても実態調査を行 った。

また、名古屋地域にお けるデータベースの動向、全国規模のデータベース利用支援

システム、さ らに国際的な利用支援 システムについて も、現状 を把握 し、仮想データ

ベースの機能 に反映 させ るため、資料 の収集 と一部 の項目について は面接調査を行 っ

た。調査対象 は次 のとお りである。

名古屋地域のデータベース関係 の動 向調査

・東海北陸 データベース懇話会

・㈱ ファインセラミックスセ ンターのファイ ンセラミックスデ ータベース

・中 日新聞 のACE
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・各 自治体の中小企業情報 センター

・働 日本陶磁器検査協会のJPIAセ ラミックス情報サLビ ス

・中部情報 ネ ットワークセ ンター構想

全国規模のデータベース利用支援 システム

・通産省のデータベース総合ネ ッ トワー ク化促進研究会

・JICSTの ファク トデータベースシステム

・JICSTのJOIS－ 皿開発計画

・働機械 システム振興協会のオ ンラインデ一夕ベースク リア リツ グシステム

・NTTの マルチベ ンダ ・インテグ レー ション ・アーキテクチャー共同研究

国際的な利用支援 システム

・JICSTのSTNInternationa1(国 際科学技術情報ネ ットワーク)

・米国テ レベース社のEasyNet(日 本のINFOCUE)

・国際総合データベース

(4)tt仮 想データベースの概念設計

(1)(2')(3・)'の 調査 によって

'・仮想データベースによるサービスの必要性

;仮 想データベースの概念 と機能を検討す る際 の前提条件

・仮想データベースの備えるべ き機能

を内容 とす る設計方針を立てた。 さらにEasyNetの ように我々が開発 しよ う

としてい る仮想データベースに類似 した内容のサービスが、現実に稼働 しているのは

'心強 く思われた
。

それ らの情報を基に仮想データベースの概念設計を行 うたO

tt仮 想データベースの開発にあたうて は、10年 後の技術動向に注目 し、特に人工知

』能については期待 されること大であろう
。`

次 に仮想デーダベーズの機能 として含まれ るべきお もな機能を列記すれば

メニュー選択方式による検索

コマ ンド入力方式による検索 も可能

ユーザ ーがどのデータベースを使 うかを指定す ることも可能

個々のデータベースの コマン ド、キーワー ドを用いて も検索で きる

ク リア リングの機能 い ・・

-60一
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ヘルプの機能

ダウンロー ドの機能

どのデータベースを使い、 どうや って検索 したかを知 らせ る機能

料金表示機能

他 のデータベースとのイ ンターフェイス

名古屋地域独 自の情報 を他地域 のネ ッ トワークに発信する機能

メ ンテナ ンス機能

VAN、 パソコン通信等 との接続

等である。

以上 の成果 の詳細については

資料1.オ ンラインデータベ・・一スサー ビス利用支援に関す るニーズ調査結果

資料2.オ ンラインデータベースサービスに関 する調査結果

資料3.仮 想データベース概念設計書

を参照されたい。

◆
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オンラインデータベースサービス利用支援に関するニーズ調査結果

1.ア ンケー ト調査様 式の作 成

名古屋地域 におけ るオ ンラ インデ ー タベー スの利用 を推進 す るため の第一段 階と して、

利用支援 に関 す るニ ーズ、支 援方法 、その ための必要 機能等 につ いて、実態調査 が お こ

なわれ ることにな った。 この調査 は、デ ータベ ース に関心 を持 って い ると思わ れる団 体、

企業 を対象 と して、 ア ンケー ト方式 で おこなわれ るこ とにな った。 この趣 旨に沿 い、 ア

ンケー ト調査票 の項 目の選定 お よび 様式の作成 をお こな った。

今 回の調査 で はデ ー タベ ー スのサー ビス業 者か らユーザ ーで ある団体、企業 まで幅 広

い層 を対象 と してお り、 これ らを同 じアンケー ト用紙 を用 いて調査 す ることを考え た。

その ため、 アンケー トの最 初 にデ ー タベ ースに対す る回答 者の立場 を訊 ねる設問を お き、

その 回答 によ り次に答 えるべ き設 問へ別 れる という方 式 をと った。 したがって、回答 者

によ り答 えるべ き設 問 がそれぞ れ異 な ること にな った。

デ ー タベースサー ビス業 者 に対 しては、デ ー タベ ー ス名、 パ スワー ド発行 数、月 間検

索受 付回数な ど提供 者側 か らのデー タベ ース利用状 況 を訊ね る ことに した。 デー タベー

スのユーザーに対 して は、 まず 利用 しているデー タベー スの分 野、デ ー タベー ス名 、な

どを訊ね、その用途 や利 用頻度 、利用 上の問題点 な どを答え て もらう ように し、次 に、

代行 検索の利用状況 や、 今後利 用 したいデー タベー ス分 野な どを聞 く設 問を加 えた。 ま

た、デー タベ ースを利用 して いな い、あ るいは利用 を中止 した回答者 に対 して は、そ の

理 由お よび今後 利用 す る予定 の有無 な どを訊ね 、デ ー タベー ス利用の妨 げ とな って い る

要因を探 り出 そ うと した。

さ らに、すべ ての回 答者 に対 し、 名古屋地域 として設 備拡充 すべ きデー タベ ースの分

野や内容、 および検 索 コマン ドやキー ワー ドの統一 な どの利 用支援 に関 するニーズ を記

入 して も らい、 その他 必要 と されるオ ンラインデー タベ ー ス利用支 援機能 を訊 ね る設 問

を付 け加 えた。 これ に よ り、 名古屋 地域 と して今後 どの ようなデ ー タベ ース利用支 援に

関す る活動 を進 め るべ きか、 についての指針 を得 るこ とを期 待 した。

ふ
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2.ア ンケー ト調査 集計 結果 の分析

合

2.1.回 答企業 の概要

アンケ ー トの最初 に、 回答 した団体、企業 の概要 を訊 ねた(問1)。 企業 の規模 で は

全回答数74件 の うち資本 金100億 円以上 の企 業が20件(27.0%)と 最 も多 く、 これ に次

いで資本金10～100億 円の企業 が18件(24.3%)あ り、 全般的 に比 較的規模 の大 きな企

業か らの回答が多 く寄 せ られ た。 また、 製造業 と非 製造 業 に分 けた場合 、図1の よ うに

製造業 では資 本金100億 円以上 の企業が14件 と最 も多か ったの に対 し、 非製 造業 にお い

て は資本 金1～10億 円、0～100億 円がそれぞれ12件 と多 数 を占め、資本 金100億 以上 の

企業 は製 造業 とは別 に6件 と最 も少な い件数 で あった。
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図1.資 本 金 別 業 種 分 類
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資 本金10億 円以上の大企 業 におい ては、本社 が名古屋地域 以外 に置か れ、 その工 場、

支店 、営業所 な どが名古屋 地域 にあ るケー スが数 多 く見受 け られ た。 特 に製 造業 にお い

てこの傾向が強 く、回答 した製造業20件 の うち11件(55.0%)が これに該 当 して いた。

逆 に資 本金10億 円未 満の企業 は、名 古屋 地域 に本社 が置かれ てい るケー スが ほ とん どで、

名古屋 地域以外 に本 社の ある企業 は、25件 中3件(12.0%)し か見 られなか った。

2.2.デ ー タベ ースの利用状況

問2で 回答企業の オン ラインデー タベ ースに対す る立 場 を調 べた。全 回答74件 の うち

デー タベ ース サービス業 に従 事 して いる企 業は10件(13.5%)で あ っte。 また、デー タ

ベー スを利用 して いる企業 は38件(51.4%)で あ り、 サー ビス業者 と合 わせ て46件(62

.2%)が デ ー タベー スに係わ りを持 って いる ことにな る。一方、デ ー タベー スを利 用 し

ていな い、 あ るいは利用 を中止 した企業 が合 わせて28件(37.8%)も あ り、回答数 の3

分 の1以 上 が現時点 でデ ー タベ ース と係わ りのな いとい う結果 であ った。

各 団体、企 業 を上記 のデ ー タベ ー ス との係 わ りの有無 で分 類 し、製造業、 非製造 業、

公益 法人等 につ いて区分 け して 図2に その件数 を示 した。 製造業 にお いては、25件 の う

ち18件(72.0%)が デー タベ ー スに係 わ りを持 つのに対 し、非 製造業 で は38件 の うち19

件(50.0%)が 係わ りを持 つの にと どま った。 また、公益法 人等 にお いては11件 の うち

9件(81.8%)と 、非常 に高 い割合 でデ ー タベ ース と係わ りを持 ってい た。 これ は、 回

答の あ った公益 法人 には、デ ー タベ ー スのプ ロデ ューサー と して、 あ るいは中小企業 の

指導 のためな どに、デ ー タベ ー スを利用 す る機会 が多 いため と考 え られ る。

製造 業にデ ー タベ ー スの ユーザー が多 いの は、最 近の新製 品開発競 争の激化 によ り、

先 行技術 調査 な どのため に科学 技術系 デ ー タベー スを使用す る必要性 が高 いため と思 わ

れ る。非 製造業 において は回 答企業 の約半数 しかデ ー タベー ス と係 わ りがな く、 この う

ちのデー タベv..ス サ ー ビス業者 を除 くとユ ーザー と して利用 してい る割 合 は、約40%と

かな り低 い値 になって いる。 この原 因は、非 製造業 には比較 的小さな企 業が 多 いこと、

および現 時点 で名古屋 地域の ビジ ネスに関 す るデー タベ ー スが ほ とん どな く、実 際 の ビ

ジネ スを進 め る上 で必 要な情報 がデ ー タベ ースか ら得 られな いためで はな いか と推測 し

てい る。
㊨
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図3賭 企業の資本金別に・データベース稠 状形 分けてグラフにしt・6の である・

図に示されるように資本金100億 円以上の企業ではデータベースの利用割合が高く、利

用していない企業もすぺて回答部署が名古屋地域の支社、営業所等であって、本社では

当然利用 していると思われる。資本金1億 円未満の企業中にはデータベースサービス業

者が多 く含まれていたため例外的に利用割合が高くな ってお り、一般的には企業規模が

大 きくなるほどデータベースの利用割合が高 くな っていると結論うけることができる。
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2.3.デ ー タベー スサー ビス業者

今 回の アンケー ト結 果で は、 当地域 におけ るデ ータベ ースサ ー ビス業 者の数 は10件 で

あ り、 この うち代行検 索 だけ をおこな ってい るものは4件 で あった。デ ー タベ ー スサー

ビス業者 それぞれ につ いての パ スワー ド発行 数 や月間検 索受 付回数 を まとめ たもの が、

集 計結果 ・別 紙1で あ る(問3)。 表 に示 され るように、 これ らのデー タは企 業 によ っ

て公表 して いな い場合 が多 いため、得 られ た回答 は少 なかった。 しか し、・この 中で得 ら

れ た結果 だけを見 ても、名古屋 地域 で発行 したパ スワー ドは全発行 数の 僅か数%と 予 想

以上 に低 い値 で あり、 この点 にも 当地域 のデ ー タベー ス利用度 の低 さが あ らわ れて い る。

■

●

■

2.4.デ ー タベ ー スユーザ ー

2.4.1.利 用分 野お よび 利用 目的

デ ー タベー スを よ く利用 してい る部署 と して は、研究 、企画 、設計 と答 え た企 業 が多

く(問4)、 全 般的に技 術部 門が利用 の中心 とな って い るよ うで あ る。 また、契 約 して

い るオ ン ラインデ ー タベ ースサ ー ビスと して は、J 、OIS(27件;71.1%)、PATO

LIS(21件;55.3%)、DIALOG(18件;47.4%)が 上 位 を占め てお り(問5)、

科 学技術 関連のデ ー タベ ースの利用 度の 高 さが示されて いる。

ビジ ネス関連 のデ ー タベ ー スと して は、 日経 テ レコ ン(13件;34.2%)、TSR'-B

IGS(U件;28.9%)が よ く利用 され てお り、名古 屋地域で 作 られ て い る商用 デー タ

ベ ー スであ るACE(9件;23.7%)の 利用度 も高い値 であった。.また、 各ユ ーザ ーは

1つ のデ ー タベ ースサー・ビス とだけで はな く、複数 のデ ータベ ース サー ビス と契約 して

い るケ ースが ほどん どで あった。問5で 得 られた結 果か ら、契 約者 が2件 以上 あ ったデ

ー タベ ー スサー ビスにつ いて 詳 しい調 査 をお こなうこ とにした(「 オ ン ラインデ ー タベ

ー スサー ビスに関す る調査報 告」参 照) 。

デ ー タベ ース をよ く利 用す る分野 につ いて は、技術 ・工学 ・自然科学 関係(24件;61

.5%)や 特 許関係(21件;53.8%)と ともに、企業 ・団体 ・個 人関係(19件;48.7%)、

経済 ・経営関 係(17件;43.6%)な どの ビジ ネス分野 が上位 を 占めて お り(問6)、 そ

の内容 に ついては先行技 術調査 や、企 業 の内 容 ・動向 調査が中心 とな って いた。

デ ー タベー ス利用 の 目的 と しては、研 究開発 の ための 技術情 報 の入手(28件;71.8%)

が最 も多 く、特 許調査 も18件(46.2%)で これ に続 いていた。 また、 ビジ ネス上の 目的

と して は、経営 上の判 断 をお こな った り(14件;35.9%)、 新 製品 ・部 品 ・材 料 に関す
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る情報 を得た り(15件;38.5%)す るためにデ ータベ ー スを用 いるこ とが多 い という結

果が得 られた(問7)。 この他 に図書館 ・新 聞 ・雑誌 等 の代 用 と して用 いると いう回答

も18件(46.2%)と 多数 あ り、 保管 スペ ースの不足 か ら、今 後 この 目的 でデ ー タベー ス

を利用す るユー ザが増加 す るこ とも予想 で きる。

2.4.2.利 用頻度

今回の 調査 においてデ ー タベ ースユ ーザーの月 間平 均 利用回数 は、 全回答 を平均す る

と120回 とかな り大 きな値 とな った(問8)。 しか し、 回答 中 には月間2,000回 という大

口のユ ーザーが1社 含 まれて お り、 これを除 いた平 均値 は約70回 であ った。 また、利 用

回数の 中間値 は月間30回 で あ り、 この程 度が一 般的な利 用回数 と考 え られる(集 計結 果

◆別紙3)。

よ く利 用 されて いるフ ァイル としては、JICST科 学技術 文献 ファ イル(21件)、

日本特 実 ファ イル(12件)、 ニ ュー ステ レコン(7件)と いっ た日本 語のフ ァ イル が上

位を占めて いた(問9)。 利 用度のベ ス ト10を 見て もその うち8つ が 日本語 フ ァイルで

あ り、 外国語 フ ァイルが敬 遠 されて い る傾向 が はっき りあ らわれて い る。今後デ ー タベ

ースの利用 を促 進す る上 で、 デ ータベ ー スの 日本語化 が一 つの大 きなポ イン トにな ると

思われ る(集 計結果 ・別紙4)。

■

4

2.4.3.代 行検 索 の利 用

代行 検索 の利用状 況 と して は、現 在利用 して いる企 業 が4件(10.5%)と 非 常に少 な

い件数で あ った(問10)。 代行 検索 を利用 しな い理 由 と して は、自社で すべ てで きるの

で必要 と しな い(20件;57.1%)、 料金 が高い(12件;34.3%)な どが多 く、 代行検 索

サー ビスの存在 を知 らな いケ ー スは3件(8.6%)と 僅 か しか 見 られな かった(問12)。

現在デー タベー スを利用 して い る企業の 多 くは、社 内で 充分な 検索 能力 を有 して い ると

推察 され る。

●
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2.4.4.デ"・ …タベー ス利用上 の 問題点

デ ー タベー スを利用 す る上 での問題点 として、料 金 が高 い(32件;82.1%)、 検 索 コ

マン ドがデ ー タベー スに よ り異な るため利用 しにくい(23件;59.0%)、 欲 しい情報 が

どのデー タベ ー スには い って い るか分 か らない(17件;43.6%)、 コマン ド ・キー ワー

ドを調べ るのに手間 が かか る(17件;43.6%)な どの 回答 が上 位 とな った(問13)。 利

用料 金の問題 は、デ ー タベー スで欲 しい情 報が得 られ なか った り、検 索 に手 間がかか っ

て必 要以上 に接続時 間 が長 くな った りす ることによる部分 も大 きい と推測 され る。 した

が って、検索 コマ ン ドや キー ワー ドの統 一・お よびク リア リングサー ビスの充実 な どに よ

り、利用料金 を は じめ とす るかな りの問題点が解決 され ると考 え られ る。

2.5.デ ータベ ー スを利用 していな い企 業

2.5.1.利 用 しない理 由 ・

オ ンラインデ ータベ ー スを利用 していない理 由と して は、必 要な デー タベ ー スが な い

(14件;45.2%)、 デ ー タが 不十分(8件;25.8%)、 とい ったデ 一分タベ ー・ス内容 の 問

題や、通信料 金 が高 い(9件;29.0%)、 デー タベ ー スの使用 料金 が 高い(8件;25.8

%)、 とい った費用 の 問題 が上位 とな った(問15)。 逆 に、端末機 や通信 ソ フ トが な い

な どの設 備面の 問題 点 は非常 に少な い という結果が得 られてお り、オ ンライ ンデー タベ

ー スを利用す る気 に なれ ば比較 的容 易 に導入 で きる体勢 にあ る ことも示 され た。

2.5.2.今 後の 利用予 定

今後 の利用 につ いて は、 ほ とんどの企業が近 い将 来 あ るい は条件 が整 った時点 で の利

用 を考 えて お り、全 く使 用す る予定 の ない企業 はわず か に6件(15.3%)に すぎな か っ

te(問16)。 どの よ うな 条件 が整えば利用す るのか は っき りつ かめ なか ったがい前 節に

述べ た ような 啓蒙活 動 や、仮想 デー タベ ースの構築 に よ る利用 方法 の簡易化 な ども、 こ

れ らの条件 を満 たす 上 で重要 な働 きをす ると考 えられ る。 ・_㍉`シ い'1∵.1.

1
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2.6.今 後利用 したいデ ー タベ ー スの分 野

今後利 用 した いデー タベー スの分 野 と して は、 企業 ・団体 ・個人 関係37件(74.0%)、

経済 ・経 営関係32件(64.0%)、 記事 関係27件(54.0%)と ビジ ネス関連分野 が上位 を

占め るという結果が得 られ た(問17)。 この よ うに ビジ ネス関 連分野 が上位 とな ったの

は、科学 ・技術 関連 分野 のデ ー タベ ース が、 現在 まで の ところ比較 的広 く普及 して い る

ため と思われ る。今 後世界 的 に、 ビジネ ス関連分野 のデ ー タベ ー スが伸び る と予想 され

てい るが、今 回の調査 に よって もこの予 想を裏付 け る結果 が得 られて いる。 また、利 用

した いデ ータベ ー スの 内容 と して は、集 計結果 ・別紙5の よ うに名 古屋 地域 に関 す る記

事や経 済情報、企業 ・個人情 報な どが あげ られて いる。

2.7.利 用支援 に関す るニー ズ

オン ラインデ ー タベ ー スを利用 しや す くす るための方 法 と して、 コマ ン ド統 一、 キー

ワー ド統一、 メニ ュー方 式化 をあげ、 そ れぞれの必要 性 および そ れが実現 したときの利

用 回数の変化予想 につ いて訊 ねた(問18,19,22)。 図4に 示 され るよ うに コマ ン ド統

一、 キーワー ド統一 に関す るニー ズは 高 く、必 要性につ いてr非 常 に強 い」、 「強 い」

とい う回答 が70%以 上 も あ り、利用 回数 につ いても 「増加 す る」と い う回答 が60%近 く

に達 した。一方、検 索方法 を キャプ テンの よ うな メニ ュー選択 式に す ることのニー ズに

対 しては、必要性 が 「非常 に強 い」、 「強 い」 という回答が50%以 下 で あ り、利用 回数

も 「増加す る」が約30%と 低 い値で あ った。

今 回の調査 で この よ うな結果 が得 られ た背景 と して は、 アンケー トの 回答 の多 くが社

内に おけ るデ ー タベ ー ス担 当部署 でな された こ と、すな わちデ ー タベ ー ス利用 の専門家

の意見 が反映 して い ることを考慮 して お く必要 があ る。一般 にデ ー タベ ース の利 用 に慣

れて い る担 当者 にと って は検 索方式 の メニュー化 はほ とん ど必 要が な く、む しろ精度 の

よい検 索 をお こなうため にはか え って融通が きかな いため、 マ イナ ス面 が大 き くな る こ

とが指摘 され てい る。

この ようにデ ー タベ ー ス利用 支援 のニ ーズ は、 ユーザ ーの レベル に よ り大 き く異 な る

ことが 予想され、今後 利用支 援 システ ム を検討 す る上 で、 どの様 なユ ーザー層 を対象 に

す るの かを明確 にす る必要が あると思 われ る。

φ
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2.8.マ ニ ュアル 類に 関す るニーズ

マ ニ ュアル類 として、 コマ ン ド対 応表 、 キーワー ド対応表 、ク リア リング サービ スに

つ いてそれぞ れの必要 性、 お よび望 ま しい提供 形態 につ いて調査 した(問20,21,23)。

必要性 につ いて は図5に 示 され るように、 いずれ も 「非常 に強 い」、 「強い 」を合 わ せ

て60%を 越 えて お り、 これ らマニ ュアル類の ニーズ の強 さが現 われ て いる。 また、提 供

形態 は 「印刷 物 として」 が圧 倒的 に多 く、次 いで 「オ ンライ ン」 とな り、rCD-ROM等 の

電子 フ ァ イル」 と して は10%以 下の 低 い値 であ った。
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2.9.検 索結 果の加工

検 索結果 を表 やグ ラフ に加工 して 出力 する機能 に対 す るニー ズと して は、r非 常 に強

い」、 「強い」が合 わせ て32.7%と 予想 外に低 い値 であ った。代 わ って 「普 通」 が同 じ

く32.7%あ り、逆 に 「弱 い」 、 「ない」 が合わ せて34.7%と 高 い値 とな った(問24)。

●

2.10.名 古屋地域 のデ ー タベ ー スの整備 と利用 推進

名古屋 地域で発生 す るデ ー タの中で整 備拡充 すべ きデ ータベ ース と して は、名古 屋地

域の企業 概要情 報41件(62.1%)、 統計 デー タ34件(51.5%)、 研究機 関に おけ る研究

内容32件(48.5%)と ビジネ スや科 学技 術関連 の情報が 上位 を占め た。 この他 にも、技

術取 引情報や、 イベ ン ト情報 な どが高 い件数 を集め た(問25A)。

また、名古屋 地域 と して重点 的に整備 すべ きデー タベ ースと して は、 企業 ・団体 ・個

人関係 情報が44件(73.3%)と 圧 倒的 に多 く、 ビジ ネスを進 め る上 で取 引先 な どの情 報

を得 る ことに対 す るニー ズの 高い ことが現 われて いる(問25B)。 さ らに、経 済 ・経 営

関係34件(56.7%)、 記 事関係21件(35.0%)も 高い件 数 とな り、全般 的 に問17(今 後

利用 した いデ ー タベー ス分野)で 得 られ た結 果 と似 たよ うな傾 向 とな って い る。

名古 屋地 域に おけるオン ラ インデ ー タベ ー スの利用 を推進す るため に必要 な こと と し

て は、 集計結 果 ・別紙8に 掲 げtaよ うな数多 くの意見 が寄せ られ てい る(問26)。 この

中 で多数 を占め た意見 として は、デ ー タベ ー スに関す る研修会や セ ミナー な どの啓 蒙活

動 の実施、デ ー タベ ース利用 の費用 の低減 とともに、名 古屋地域 に特有 なデ ー タベ ー ス

の構 築 や、デー タベ ー スの利 用方法 の簡 易化 な どがあげ られ る。 今後 これ らの意 見 を参

考 に して、 名古屋地域 の特色 に あったデ ー タベ ース利 用の推進活 動 を進 め てゆ く必要 が

あ ると思 われ る。

■

◆
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2.11.仮 想デ ー タベ ー スに対 す る要望

仮想 デー タベ ー スに対 す るニ ーズは、 「非常 に強 い」、 「強 い」が合わせて63.1%も

あ り、 あ らため て検索 方法 の統 一化 、簡易化 な どに対 す るニー ズの強 さが示 されて い る

(問27A)。 また、 この 際に必 要な機能 について は、 コ マン ド変換、 キー ワー ド変換 、

通信プ ロ トコル変換 、 メニ ュー化の4つ が約50%と 同 じような 値にな った。

さ らに、仮想 デー タベ ース に対す る要望 や意 見 ど して は、 集 計結 果 ・別紙9に 掲げ た

ような ものが あ り、仮想 デー タベー スへ の期 待 や提 言 お よび早 期実現の要望 な どが数 多

く寄せ られてい る(問28)。 これ らは仮想デ ー タベv・・スを考 え る上での貴重 な意見 とし

て、十分検 討 して行 く必 要が あ る。

?

¶

2.12.デ ー タベ ースの外 部へ の提供

社内のデ ー タベー スの外部 への提供 につ いて は、集計 結果 ・別紙10に 示され る ように

概 して消 極的 であ った(問29)。 この うち人材 情報 や地図情 報が各2件 つつ あ り、将来

的 にはこの種 のデー タベ ース も利用 で きるようにな る と思 われ る。

2.13.そ の他

その他全般 的な意 見 を集計結果 ・別紙llに まとめta(問30)。 この中 には、 デー タベ

ー ス検索 で得 られた結果 か ら原 報の入手 が緊急 に必 要 とな った場合の対策 と して 、名古

屋地域に資料 セ ン ター を設置 す るな どとい った要望 が寄 せ られ てい る。

`

●

一76一



3.ま と め

レ

今回 「オンラインデータベースサービス支援に関するニーズ調査」をアンケー ト形式

で実施 し、い くつかの興味深い結果を得 ることができた。オンラインデータベースの利

用状況 としては、調査対象を比較的データベー スに関心のありそうな団体、企業とした

にも関わ らず、回答数の3分 の1以 上がデー タベースを利用 していないという結果 とな

り、名古屋地域におけるオンラインデータベースの普及度の低さを如実に示すことにな

った。また、企業規模か らは、資本金の大きい企業ほ どデータベースの利用度が高 くな

るという傾向が得 られ、今後中小企業への普及がデー タベース利用を推進す る上でのポ

イン トとなることが明確とな った。

現在利用されているデータベースの分野としては、科学技術や特許関係が多 く、記事

や企業 ・団体 ・個人な どのビジネス関係がこれに続 いている。 しか し、今後利用 したい

分野 としては、逆にビジネス関係の方が多 くな った。同様の傾向は名古屋地域で整備拡

充すべ きデータベース分野を訊ねた結果にも見 られ、 この分野のニーズの高さが現わ れ

ている。

オンラインデータベース利用支援に関 しては、検索 コマン ドの統一や、キーワー ドの

統一に対するニーズの特に強いことが示 されて いる。 また、名古屋地域におけるオンラ

インデータベース利用の推進や仮想デー タベー スに対する意見も数多 く上げられてお り・

これ らの点に留意 して、オンラインデータベースの利用支援のあり方の検討を進め る必

要がある。

■
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各位

名古 屋地 域 オ ンラ イ ンプ ー タベ ー スサー ビス

利用支援 ↓関する
一 ズ 調 査(ア ン ケ ー ト)

名古屋地域オンライ ンデータベー ス

利用高度化調査委員会、同専門委員会

(名古屋通商産業局 総務部 情報管理室)

財団法人 日本情報処理開発 協会

調査の目的

近年の情報処理技術、通信技術の発達 により、産業 ・社 会 ・生活の あらゆる側面で情報化が急速に進展 してお り、

オンラ インデ7タ{一 スの重 要性が認識されてい ます。

現在、わが国には数多 くのオンラインデータベースがサービスされていますが、データベー スか ら必要 な情報 を得

る場合 に、効率 よく取 り出すこ とが難 しい、'どのデータベースのどのファイルを検索するのが良 いかわか らない等、

利用面にお いての問題点が少なか らず存在 してい ます。

一方 、名古屋地域は首都圏、近畿圏に並ぶ全国有数の工業集積 地です が、データベースの利 用は一般に低い と言 わ

れています。今後、当地域が新たな発展 を図 るためには、オンラインデータベースサービスの有効利用 と、利用 に対

する支援は欠 くことのできない課題で ある と考 え られ ます。

このアンケー ト調査は、名古屋地域におけるオンライ ンデータベースサー ビスの利用支援 のあり方 を検討する基礎

資料 として、'当地域におけ るオンラ インデータベースサー ビスの利用状況 と、利用支援に関する様 々なニーズを把握

す るために実施す るものです。

御多用中 とは存 じますが、本調査に御協力の程 よろしくお願 い します 。

お願 い

◇ このアンケー ト調査は、 「オンラインデータベースの利用支援のあり方」を検討する基礎資料 としてのみ に用い、

調査結果 を個別に公表することはあ りません。御記入にあたって は、 ありのままにお答 えいただくようお願 い し

ます。

◇回答は本調査票に直接御記入の上、昭和62年10月9日(金)ま でに到着するよ うお願 いします。

◇調査項 目にっいては昭和62年9月1日 現在にて ご記入下 さい。

◇ このアンケー ト調査は名古屋地域を対象 としてい ますので、本社 の場合は全社的な立場で御意見 を御記入 くださ

い。又、支店等 の場 合は名古屋地域に限定 して御意見を御記入 ください。

◇このアンケー ト調査にっいての疑問点、照会等にっいては、下記 の連絡先にお問 い合わせ くだ きい。

連絡先 名古屋市中区三の丸二丁目5番2号

名古屋通商産業局 総務部 情報管理室

(担当者:三 橋、長谷川)

Te1.(052)951-2551

内線219

`

■

ご回答者名 ご回答者役職名 連絡先電話番号
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言乱入 上 の 注 意

◇黒又は青のボー ルペ ンかインクで御記入 くだ さい。

◇ 「→問○○へ 」と記述 されている所へ回答の方 は、指示 された設問へ飛 んで ください。(記 述のない設問に回答

の方は次の設問 を回答 して ください)

◇回答が困難 な設問があった場 合は、当該設問 は空欄でも結構です。

問1.貴 社 の概 要 に っ い て 御記 入 くだ さ い。

◆

会社名 1懐 者氏司
所在地 (〒 ) 電話番号( ) 一

設立年月 日 資本金 万円1年 間売上1 万円

従業員数 人 業 種
、

問2.貴 社 は オン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス に関 して 、 以 下 の うち の どれ に該 当 しますか 。 該 当 す るも の を い くつ でも 選 ん

で 番 号 に ○印 をっ け 、 次 に 指 定 の問 に進 ん で くだ さい。

1.デ ー タ ベ ー スサ ー ビス 業 者(A.プ ロデ ュー サB.デ ィス ト リビ ュー タC.代 理 店D.代 行 検 索 業)

→ 問3へ

2.現 在 デ ー タベ ー ス を 利 用 して い る企 業(代 行検 索 の利 用 も含 む)→ 問4へ

3.過 去 に ベ ー タベ ー ス を 利用 して い たが 現 在 は 利用 して いな い企 業 → 問14へ

4.1～3に 該 当 しな い 企 業 →問15へ

問3.貴 社が取 り扱 っているオンラインデータベースのパス ワー ド発行数(最 新時点)及 び月間平均検索受付回数

(最近1年 間)を 全国及び地区別に下表に御 記入 の上、問25へ 進んで ください。'

●

●

デ ー タベ ー ス名 項 目 全 国 愛 知 県(内 名古屋市) 岐 阜 県 三 重 県 海 外

バスワヰ発行数 ()

受付回数/月 ()

取 りード発 行 数 ()

受付回数/月 (、)

パ刈ヰ発行数 ()

受付回数/月 ()

取 ワード発 行数 ()

受付回数/月 ()

パスリード発 行数 () '

受付回数/月 ()

パスワード発 行数 ()

受付回数/月 () 、

バスワヰ発 行数 ()

受付回数/月 ()

加ワード発 行数 ()

受付回数/月 () `

問4.貴 社 で は どの部 署 で オ ンラ イ ンデ ー タベ ー ス を御 活 用 で す か 。該 当す るも の を い くっ で も選 び番 号 に ○ 印 を つ

け て くだ さい0

1.総 務2.企 画3.経 理4,人 事5.研 究6.設 計7.製 造8.そ の 他()
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・問5 .貴 社 が 現 在契 約 して い るオ ン ラ イ ン デー タベ ー ス に っ いて 該 当 す るも の をい くっ で も選 び番 号 にO印 をっ け て

くだ さい 。

1.JOIS""2.DIALOG3.PATOLIS

4.日 経 テ レコ ム5.QUICKビ デ オ ー16.ORBIT

7.COSMOS28.TSR-BIGS9.BRANDY

10.QUESTEL11.BRS12.ACE

13.SMIRS14.テ ク ノマ ー ト

15.そ の他()

問6.貴 社 で は どの分 野 の オ ンラ イ ンデ ー タベ ー ス を よ く利用 します か 。 い くっ で も 選 ん で 番 号 に○ 印 を っ けて くだ

さい。

<A.分 野 に っ い て>

1.企 業 ・団 体 ・個人 関 係2.記 事 関 係3.教 育 関 係

4.経 済 ・経 営 関 係5.エ コ ン ピ ュ一一・タ ・通 信関 係6.人 文 ・社 会科 学 関 係

7.政 府 ・統 計 関 係8.特 許 関 係9.法 律 ・政 治関 係

10.医 学 ・生 物 学 ・薬 学 関 係11.化 学 ・環 境 ・xネ ル ギー 関 係12.技 術 ・工 学 ・自然 科 学 関 係

13.そ の他(.)

〈B.そ の内 容 を 具 体 的 に 〉

◆

ピ

問7.貴 社 が オ ンラ イ ン デ ー タベ ー ス を 利 用 す る 目的 は なん で す か 。該 当 す るも の を い'くっ でも 選 ん でO印 をつ け て

くだ ざい。

1.研 究開発のための技 術情報の入『手

3.経 営上 の判断を行 うための情報入手

5.共 同研究開発のパー トナーに関す る情報入 手

7.そ の他(

2.特 許調査

4.新 製品 ・部品 ・材料 に関する情報入手

6.図 書館 、新間、雑誌等 の代用

)

問8.貴 社 で1カ 月 に 利用 され る全 オン ラ イ ン デ ー タベ ー ス の トー タ ルの 平 均 利用 回数 と・費 用 に っ い て お答 え くだ さ→
い。

全データベースTOTAL月 間平均利用回数

使 用金額

・'回

・ 千 円

問9.貴 社 でよく利hlltrれるファイル名 とその月間平均利用回数 と費用にっいて利用頻度の高い順に3っ までお答 え

くだ ざい。なお、フ ァイル名は下欄 より選択 し番 号でお答え ください。

順 位 ファイル番 号 月間利用回数 月間使用金額

1 回 千円

2 回 千円

3 回 千円

●フ ァイル番号表

1 JICST科 学技術 ファイル 2 日本特実フ ァイル 3 CA-Search

4 MEDLINE. 5 WPI
'6 ニ ュー ス テ レコム

7 企 業 情 報 フ ァイ ル(COSMOS2) 8 QUICKビ デ オ ー1 9 INSPEC

10 COMpENDIX 11 BIOSIS' 121 TSR-BIGS

13 BRANDY 14 その他()

●

●
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問10.貴 社における代行検索企業の利用 にっ いて該当するものを選 び番号に○印をっけ、次に指定の問 に進んで くだ

さい。

1,代 行検索企業 を利用 し:(い る。→問11へ

2.以 前利用 していたが現在は利用 していない。→問12へ

3.代 行検索企業 を利用 した ことがない。→問12へ

問11.貴 社が代行検索企業を利用 している理 由にっいて該当するものをい くっでも選 び番号に○印をっけ、次に問13

へ進んでください。

1.コ ス ト効率が良い2.時 々データベースを利 用する場合には好適である

3.検 索以外の付帯サー ビス(翻 訳 、分析、 コンサルテ ィング等)が 良い

4.当 該データベース と契約 していない5.検 索用端末機がない

6.検 索技術者がいない

7.そ の他()

問12.貴 社が代行検索企業を利用 していない理 由として該当するものをい くっでも選び番 号に○印をっけて ください。

1.代 行検索サー ビスの存在 を知 らない

3.利 用の手続 きが煩雑 である

5.サ ー ビス全般 にっ いて不満がある

7,自 社ですべ てできるので必要 としない

8.そ の他(

2.料 金が高 い

4.検 索できるデータベー スの種類が限定 されている

6.機 密保持上の不安 がある

)

問13.貴 社 が オ ンラ イ ンデ ー タ ベ ー ス を利 用 す る上 で の重 要 な 問題 点 にっ い て該 当 す る も の を5っ まで 選 び番 号 に ○

印 を っ け、 次 に 問16へ 進 ん で くだ さ い。

1.利 用方 法 が 分 らな い2.利 用 方 法 が 複雑 で あ る

3.料 金 が高 い ・4.全 文 デ ー タ ベー ス が 少 な い

5.欲 しい情 報 が 入 って いな い'6.欲 しい情 報 が ど のデ ー タ ベ ー ス に入 っ て い るか 分 らな い

7.一 つ のデ ー タ ベ ー ス で は必 要 な情 報 が 得 られ な い

8.検 索 コ マ ン ドが デ ー タ ベー スに よ り異 な る た め利 用 しに くい

9.目 的 に 応 じた キ ー ワ ー ドが 統 一 され て い な い

10.コ マ ン ド ・キ ー ワ ー ドを調 べ るの に 手 間 が かか る

11.通 信 速 憲 ㌫領::12.音 声 、映 像 情 報 が得 られ な い

13.ア クセ ス ポ イ ン トが身 近 に な い

14.そ の 他()ト

■

問14.貴 社が以前利用 して いたオンラインデー タベースにっいて該当するも のをい くっでも選び、番号に○印をつけ

て くだ さい。

1.JOIS

4.日 経 テ レコム

7.COSMOS2

10.QUESTEL

l3.SMIRS

15,そ の他(

2.DIALOG

5.QUICKビ デ オ ー1

8.TSR-BIGS

11,BRS

14.テ ク ノ マー ト

)

3.PATOLIS

6.ORBIT・

9.BRANDY

12.ACE

■

問15.貴 社 が オ ンラ イ ン デ ー タベ ー ス を利 用 して い な い、 あ る い は利 用 を 中 止 した理 由 は なん で す か 。該 当 す る も の

を い くっ で も 選 び 番 号 にO印 をっ け て くだ さい。

1.利 用 の方 法 が わ か らな い

4.端 末 機 が な い

7.通 信 料 金 が高 い

10.検 索技 術 者 が い な い

13.利 用 の 必 要 が な い

14.そ の 他(

2.デ ー タベ ー ス の存 在 が わ か らな い

5.端 末 機 が 高 い

8.デ ー タベ ー ス の使 用 料金 が高 い

1L必 要 な デ ー タベ ー ス が な い

)

3.利 用 の手 続 きが 複雑

6.通 信 ソ フ トが 高 い

9.予 算 措 置 が な い

12.デ ー タ が不 十 分
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問16.貴 社 で は今 後 オ ンラ イ ンデ ー タ ベ ー ス を利 用 す る予 定 が あ ります か 。/該 当 す るも の を選 び 、番 号 に ○印 をつ け

て くだ ざい 。

1.条 件 が整 えば 利 用 す る2.近 い将 来 には 利 用 を検 討 す る3,使 う予 定 は 全 くな い

*1、2を 選 ん だ方 は問17へ 、3を 選 ん だ方 は問25へ お進 み下 さ い。

問17.貴 社 が 今後 利 用 した い オ ンラ イ ン デ ー タ ベ ー ス の分 野 は なん で す か 。 該 当 す るも の をい くっ でも 選 び番 号 に ○

印 をっ け て く だ さい 。,・ 、・ 、

<A.分 野 にっ いて>

1.企 業 ・団 体 ・個人 関 係2.記 事 関 係 ・・3.教 育 関 係

4.経 済 ・経 営 関 係5.・ コ ン ピュー タ ・通 信 関係6.人 文 ・社 会 科学 関 係

7.政 府 ・統 計 関 係8.特 許 関 係9,法 律 ・政 治 関係

10.医 学 ・生 物 学 ・薬学 関 係11.化 学 ・環 境 ・エ ネ ル ギー 関 係12。 技 術 ・工 学 ・自然 科 学 関 係

13.そ の 他()

〈B.そ の 内容 を具 体 的 に 〉

問18,現 在 各 オン ライ ンデ ー タベ ー ス に よ り異 な っ て い る検 索 コ マ ン ドや 検 索 手 順 を統 一 す る こ との必 要 性 及 び 統 一

ざ れ た場 合 の利 用 回数 の変 化 に っ い て 貴 社 に 該 当 す る と思 わ れ る も の を選 び 番 号 にO印 をっ け て くだ さ い。

〈A.必 要 性 にっ いて 〉,."

1.非 常 に強 い2.強 い3.普 通4.弱 い5.な い

<B.利 用 回 数 の変 化に つ い て>

1.増 加 す る2.変 わ らな い3.減 少 す る4.ど ち ら ともい えな い

問19.現 在 各 オ ンラ イ ンデ ー タ ベー ス に よ り異 な って い るep-一 ワー ドの統 一 の必 要 性 及 び 統 一 され た場 合の利 用 回 数

の変 化 に っ いて 貴 社 に 該 当 す る と思 わ れ る も の を選 び番 号 に ○ 印 をっ け て くだ さい 。

<A.必 要 性 に っ い て>

1.非 常 に 強 い2.強 い3.普 通4.弱 い5.な い

<B.利 用 回数 の変 化 にっ い て>

1.増 加 す る2.変 わ らな い3.減 少 す る4.ど ち ら とも い え ない

問20.貴 社 に おけ る コ マ ン ド対応 表 に対 す る ニー ズ 及 び 望 まし い提 供 形 態 にっ い て該 当す る も の を選 び番 号 に ○印 を

っ けて く だ さい 。

<A.ニ ー ズ に っ い て>

1.非 常 に強 い:2.強 い3.普 通4.弱 い5.な い

<B.望 ま しい提 供形 態 に っ い て>

1.印 刷 物2..オ ンラ イ ン,3、CD-ROM等 の電 子 フ ァイ ル

4.そ の他()

問21.貴 社 に お け るキ ー ワー ド対応 表 に対 す る ニー ズ 及 び 望 ま しい提 供 形 態 に っ いて 該 当す るも の を選 び番 号 に ○ 印

をっ け て くだ ざい 。

〈A.二Aズ にっ い て 〉'

1.非 常 に強 い2.強 い3.普 通4.弱 い5.な い

くB.望 ま しい提 供 形 態 に っ い て>

1.印 刷 物2.オ ン ラ イ ン3.CD-ROM等 の 電 子 フ ァイ ル

4.そ の 他()

、

、
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●

争
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問22.検 索方 法 を キ ャプ テ ン の よ うな メ ニ ュー 選 択 方 法 に す る こ との ニ ー ズ及 び その 場 合 の利 用 回数 の 変 化 に つ い て

貴 社 に該 当す る と思 わ れ るも の を 選 び番 号 に○ 印 を っ け て くだ さい 。

<A.ニ ーズ にっ いて>

1.非 常 に強 い2,強 い3.普 通4.弱 い5.な い

<B.利 用 回 .数の変 化 に っ いて>

1.増 加 す る2.変 わ らな い3.減 少 す る4.ど ち ら とも いえ な い

問23.貴 社 の ク リヤ リン グ サ ー ビ ス(オ ンラ イ ンデ ー タ ベ ー ス の利 用 に際 し、 希望 す る オ ンラ イ ンデ ー タベ ー スの 案

内情 報 を 提 供 す る サ ー ビ ス)に 対 す る要 望 と して 、 必 要 な 内 容及 び望 ま しい 提 供 形 態 に っ い て 該 当 す る も の を

選 び 番 号 に ○印 をっ け て くだ さい 。

〈A.ニ ー ズ にっ いて>

1.非 常 に強 い2.強 い3.普 通4.弱 い5,な い

〈B.必 要 な 内容 に っ いて 〉(複 数 回 答 可)

1.デ ー タ ベー ス名(所 在案 内)2、 コ ン タ ク ト先3.料 金

4.使 用 条 件5.コ マ ン ドの種 類 ・機能6.デ ー タベ ー ス の 内容

7.そ の他()

8.特 に ク リア リング サ ー ビ スは 必 要 と して い な い

<C.望 ま しい提 供 形 態 に っ いて>

1.印 刷 物2.オ ンラ イ ン3,CD-ROM等 の76子 フ ァイ ル

4.そ の 他()

問24.貴 社における検索結果を表やグラフに加工 して出力す る機能に対 するニーズにっいて該 当するものを選び番号

に ○ 印 を つ けて く だ さい 。

<A.ニ ー ズ に っ い て>

1.非 常 に強 い2.強 い3.普 通4.弱 い
ヅ

〈B.加 工 した いデ ー タの 種 類 と その 加 工 内容 に っ い て 〉

5.な い

種類(フ ァイル名) 加工 内容

問25.今 後 、名 古屋 地 域 と して整 備 拡 充 す べ きオ ン ラ イ ンデ 一一タベ ー ス は何 だ とお 考 えで す か 。3っ ま で選 んで 番 号

にO印 を っ けて く だ さい。

〈A.名 古屋 で発 生 す るデ ー タに っ い て 〉

1.技 術取 引情 報2.名 古屋 地 域 の 統 計 デ ー タ

4、 名 古屋 地域 の企 業 概 要情 報5.名 古屋 地 域 の行 政 情 報

7.そ の 他()

<B,名 古屋 地域 で重 点 的 に整 備 す べ きデaタ に っ いて>

1.企 業 ・団体 ・個人 関 係2.記 事 関 係

4.経 済 ・経営 関 係5.コ ンピ ュー タ ・通 信 関 係

7.政 府 ・統計 関 係8.特 許 関 係

10.医 学 ・生物 学 ・薬 学 関 係11.化 学 ・環 境 ・エ ネ ルギ ー一関 係

13.そ の 他()

〈C.重 点 的 に 整 備 すべ きデ ー タ にっ いて 内 容 を 具体 的 に 〉

3.名 古屋 地域 の研究 機関 におけ る研究内容

6.名 古屋地域のイベン ト情 報

♪
`

3.教 育 関 係

6.人 文 ・社 会科 学 関 係

9.法 律 ・政 治 関 係

12.技 術 ・工 学 ・自然 科学 関 係
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問26.名 古屋地域 におけ るオンラインデータベースの利用を推進 するために必要 と思われることをお書 きくだ さい。

問27.仮 想 デ ー タ ベ ー ス(複 数 の オ ンラ イ ンデ ー タ ベ ー ス を あた か も1っ の オ ンラ イン デー・一タ ベ ー ス と して 扱 う こ と

が で きる ソ フ トウ ェ ア,8ペ ー ジ参 照)に 対 す る貴 社 の ニ ー ズ に っ い て該 当 す る と思 わ れ る も の を選 び 番 号 に

O印 を っ け て くだ さ い 。

<A.ニ ー ズ に っ い て>

1.非 常 に強 い2.強 い3.普 通4.弱 い5.な い

<B.必 要機 能 に っ い て、3っ まで>

1.コ マ ン ド変 換2.キ ー ワー ド変換3.通 信プ ロ トコル 変 換4.メ ニ ュー化5.ク リア リング

6,加 工7.そ の他()

唱

問28,仮 想データベースに対 する貴社の要望 やご意見をお書 きください。

問29.デ ータベー スサー ビス業者以外 の方にお聞きします。貴社 が第三者 に提供で きる情報(デ ータ、デー タベース

等)が あれば、その内容をお書 きくだ さい。

問30.そ の他御意見が ありまレた らお書 きくだ さい。

、

〈 ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た 〉
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呂 仮 想 デ ー タ ベ ー ス の 概 念

「仮 想 デ ー タ ベ ー ス 」 は 、 利 用者 と オ ンラ イ ンデ ー タベ ー ス サ ー ビス の 中 間 に位 置 す る ソフ トウ ェアで あ る 。利 用 者

側 か ら見 た 場 合 、 一 種 類 の コ マ ン ド、 キ ー ワ ー ド(シ ソー ラ ス)、 ・通 信 手順 で、 複 数 の デ ー タ ベ ー ス を あ たか も一 つ

の 巨大 なデ ー タ ベ ー ス と して 利用 で き るも の で あ る。 仮 想 デ ー タ ベ ー ス の 主 な機 能 は 次 の 通 りで あ る。

1.コ マ ン ド、 キ ー ワ ー ド、 通 信 手順 の変 換 機 能

2.オ ン ラ イ ンデ ー タ ベー スサ ー ビス の ク リア リ ング 機 能

3.オ ン ラ イ ン デ ー タ ベー ス サ ー ビスへ の 自動 接 続 機 能

↓

商用データベース群一
●

商 用

データベース

A

商用

データベース

B
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ユ ーザ ーC

酌コン/端末機C

仮想データベース概念図
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名古屋地域 オンラインデータベースサー ビス利用支援に関す るニーズ調査

(ア ンケー ト)集 計結果 ・

tt7ンケー ト回答数74件

問1.貴 社の概要にっいて

資本金別分類 ◆

L1鯉 未満
L

8件
I

llo・8%}《'-

1億 円以上～ 10億 円未満 17件 i2一　 一 「 、A-

10億 円以上～ 100億 円未満 18件

100億 円以上 20件 27.

公益法人等 ‖碑 い4・9%

23.O塚

24,3%

●

業種分類

分 類|件 数 タ 内 訳1割 合

製 造 業25輸 送機器関係製造業5出 版業133.跳

電機機械器具製造5化 学工業2'

鉄鋼 ・金属業5情 報処理機器製造販売2

石油精製販売2そ の他製造業2

非製造業38i情 報処理サー ビス

商社

調査 ・研究 ・開発

建設業

情報通信サービス

小売業(百 貨店含む)

金融業

5

5

4

4

3

3

3

各種サー ビス業

民間放送

運輸 ・物流業

コンサルタ ント業

不動産業

電力

電気工事業

251.3%

2

2

2

1

1

1

14.9%

●
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問2.貴 社 は オ ン ラ イ ン デ 一 夕 ベ ーr-一ス に 関 し て 、以 下 の う ちの どれ に 該 当 し ま す か 。 該

当 す る も の を い くっ で も選 ん で 番 号 に ○ 印 をっ け 、 次 に 指 定 の 問 に 進 ん で く だ さ

い 。[回 答 数74件]

1.デ 一 夕 ベ 一一ス サ ー ビ ス 業 者 → 問3へ10件13.5%

A.プ ロ デ ューーサ4件 ・

B.デ ィス ト リ ビ ュー タ5件

C、 代 理 店O件

D.代 行‡夷窯 業5件

2.現 在 蠕づ ぺ・・スを 利 用 し て い る 企 業(代 行 検 索 の 利 用 も 含 む)→ 問4へ38件51.4%

3.過 去 に ㌍ 気 一スを利 用 し て い た が 現 在 は利 用 して い な い企 業 → 問14へ2件2.7%

4.1～3に 該 当 し な い 企 業 → 問15へ26件35.1%

b

問3.貴 社が取 り扱 っているオンラインデータベースのパスワー ド発行数(最 新時点)

及び月間平均検索受付回数(最 近1年 間)を 全国及び地区別に下表に御記入の上、
'問25

へLfe/・,でください。 」 」:

別紙]参 照

問4.貴 社 で は どの 部 署 で オ ン ラ イ ンデ ー一夕 ベ'・一ス を 御 活 用 で す か 。 該 当 す る もの を い

くっ で も選 び 番 号 に ○ 印 を っ け て く だ さ い 。[回 答 数38件]

`

!,総 務

2.企 画

3.経 理

4、 人 事

5.研 究

6.設 計

7.製 造

8.そ の 他

4件

16件

5件

1件

27件

10.5%
　　 　 　ヨ

ー_」42・1駕　　ヨ 　 コ　らロ　 　
1/3

,2ス;

1・件[二 二 丁
4叫

13件1

2.6%
　 　 　ザ

`i71
・1%

26.3Z'

110◆5%.;、,
i 　 　グ　ハ

}3・4・2Z,・x・

『い
'1

!∫..

・燃 料 部 門

・融 資 審 査

・情 報 セ ン タ ー と し て

・特 許(2件)
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問5,貴 社が現在契約 しているオンラインデータベースにっいて該当するものをい くつ

でも選び番号に○印をっけて ください。[回 答数38件]

1.JOIS

.2.iDJALOG

3.PATOLIS

4.日 経 テ レコ ム

5.QUICKビ デ オ ー1

6.ORBIT

7.COSMOS2

8.TSR-BIGS

9.BRANDY

10.QUESTEL

11.BRS

12.ACE

13.SMIRS

14,テ ク ノ マ ー ト

27件

18件

21件

13件

3件

7件

1件

1ユ 件

3件

4件

2件

9件

5件

4件

15.そ の他

NEEDS-IR

DIALINE

HINET

ASSIST-1

ASSIST

CORNET

THESOURCE

NOCS

TONETS

NEEDS-・ECONOMY

11件

10件

2件

2件

2件

1件

1件

JAPANMARC

MEDS

工初手 ヂ タや ス(エネ研)

DEMOS(MC--VOCE/FOODS)

COMPUSERVE

野 村 キ ャ ピ タ ル

大 和 オ ンラ イ ン シ ス テ ム

時 事 通 信

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

-
⊥

1

1
⊥

-
⊥

-⊥

-
⊥

1

1
⊥

-⊥

-
⊥

1↓

-

4

問6,貴 社では どの分野のオンライ ンデータベースをよく利用 しますか。い くつでも選

んで番号に○印 をっけて くだ さい。[回 答数39件]

〈A.分 野にっいて〉

1.企 業 ・団 体 ・個 人 関 係

2.記 事 関 係

3.教 育 関 係

4.経 済 ・経 営 関 係

5.コ ン ピ ューータ ・通 信 関 係

6.人 文 ・社 会 科 学 関 係

7,政 府 ・統 計 関 係

8、 特 許 関 係

9,法 律 ・政 治 関 係

10.医 学 ・生 物 学 ・薬 学 関 係

11.化 学 ・環 境 ・エ初 手ー関 係

19件

22件

0件

17件

4件

2件

1件

21件

2件

2件

11

12.技 術・工学・自然科学関係24件

13.そ の他15件

・小売業販売情報

48.7%

43.6X

56.4X

10.3%

5.1%

2.6%

=53・8%
5.1%

5.1%
エ プ 　　 　 　 ぺ

___⊥2堅 き

38.5%
]61・5%
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〈B.そ の内容を具体的に〉

別紙2参 照

問7.貴 社 が オ ン ラ イ ン テ""一ータ ベ ー ス を 利 用 す る 目 的 は な ん で す か 。 該 当 す る も の を い

く っ で も選 ん で ○ 印 を っ け て く だ さ い 。[回 答 数39件]

6

じ

1.研 究開発のための技術

情報の入手

2.特 許調査

3.経 営上の判断 を行 うた

めの情報入手

4.新 製 品 ・部品 ・材料に

関する情報入 手

5.共 同研究開発のパー ト

ナーに関する情報入手

6.図 書館、新聞 、雑誌等

の代用

7.そ の他

・相談業務

・研究 の参考資料

28

18件

14件

15件

コ71.8%

46.2%

35.9%

1=38・5%

3件1'7、7Y。

18件L
..

3件L],.,,,

二 二⊃462叱

・中小企業へ の情報提供のため

問8,貴 社 で1カ 月 に 利 用 され る 全 オ ン ラ イ ンテ㌧一ータ ベ ー一・"スの ト一一タ ル の 平均 利 用 回 数

と費 用 に っ い て お 答 え く だ さ い 。[回 答 数38件]

回答各社月間平均利用回数

回答各社月間平均使用金額

回答各社1回 当り使用金額

120回

330千 円

2750円

[個別データにっいてはは別紙3参 照]

問9.貴 社 でよく利用 されるフ ァイル名 とその月間 平均 利用回数 と費用にっ いて利用頻

度の高 い順に3っ までお答え ください。なお、フ ァイル名は下欄 より選択 し番号

でお答え ください。

別紙4参 照
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問10.貴 社における代行検索企業の利用にっいて該当するものを選び番号に○印をっけ、

次に指定 の問に進んで ください。[回 答数38件]

1.代 行 検 索 企 業 を 利 用 し て い る 。 → 問11へ4件]0,5%

2.以 前 利 用 し て い た が 現 在 は 利 用 して い な い 。 → 問12へ2件5.3%

3.代 行 検 索 企 業 を 利 用 し た こ とが な い 。 → 問12へ32件84.2X

問11.貴 社が代行検索企業を利用 している理由にっいて該当するものをいくつでも選び

番号に○印をっけ、次に問13へ 進んで ください。[回 答数4件]

1.コ ス ト効 率 が 良 い

2.時 々デ 一 夕 ベM…一ス を 利 用 す る 場 合 に は 好 適 で あ る

3.検 索 以 外 の 付 帯 サv・一ービ ス(翻 訳 、 分 析 、 コ ン サ ル テ ィ ン グ 等)が 良 い

4、 当 該 デ ー一夕 ベ ー ス と契 約 し て い な い

5.検 索 用 端 末 機 が な い

6.検 索 技 術 者 が い な い

7.そ の 他

件

件

件

件

件

件

件

3

2

0

1

0

0

0

◆

問12.貴 社が代行検索企業を利用していない理由 として該当するものをい くつでも選び

番号に○印をっけて くださいCT[回 答数35件]

1.代 行検索サービスの存在を知 らない3

2.料 金が高い12

3.利 用の手続 きが煩雑である5件

4.検 索できるヂ対一スの種類が限定 されている2件J「.7×

5.サ ービス全般にっいて不満がある1、 件2.9%

6.機 密保持上の不安がある4件

7.自 社 ですべてできるので必要 としない20件

8.そ の他4件

157.1%

・今 の と こ ろ 契 約 チ・タ心 スの 利 用 で ま に あ っ て い る 。

・自社 で で き る 部 分 が 多 ぐ 、 ま た そ れ で よ い と考 え て い る 、,

、

一90一



問13.貴 社がオ ンラインデータベースを利用する上での重要な問題点にっいて該当する

ものを5っ まで選び番号に○印をっけ、次に問16へ 進んで くだ さい。

[回答数39件]

⑨

■

1.利 用 方 法 が 分 ら な い

2.利 用 方 法 が 複 雑 で あ る

3.料 金 が 高 い

4.全 文 デ ー タ ベ ー ス が 少 な い

5.欲 し い情 報 が 入 っ て い な い

6,欲 しい 情 報 が ど の デー7べ・一スに

入 っ て い る か 分 らな い

7.一 つ の デ ー-igベ ー ス で は 必

要 な情 報 が 得 られ な い

8.検 索 コ マ ン ドが デー?ベースに よ

り異 な る た め 利 用 し に くい

9,目 的 に 応 じ た キ ー ワ ー ドが

統 一 され て い な い

10,コ マ ン ド ・キ ー ワ ー ドを 調

べ る の に 手 間 が か か る

11.通 信 速 度 が 遅 い

12.音 声 、映 像 情 報 が 得 られ な い

13.乃 セぴ ◇ トが 身 近 に な い

14.そ の 他

3件

10件

32件L
_

9件L
m

15件
__」!8・5%

17件

11件

23件

15件

17件

件

件

件

件

8

1

2

3

・システムに まだ不備な点が多い

・図面表示 がない

・データの利用で きる時期が遅 い

=]59・ ・%

82.1%

問14.貴 社が以前利用 していた オンラ インテ㌦ タベL'ス にっいて該当するものをい くっ

でも選び、番号に○印をっけて ください。[回 答数6件]

■

●

1。JOIS

2.DIALOG

3,PATOLIS

4.日 経 テ レ コ ム

5.QUICKビ デ オ ー ▲

6.ORBIT

7.COSMOS2

8、TSR-BIGS

9.BRANDY

10.QUEST[IL

1件

.2件

0件

0件

O件

2件

o件

2件

0件

O件

1].BRS'

]2、ACE

13.SMIRS

14.テ ク ノ マ ー ト

15.そ の 他

・NEEDS-IR

件

件

件

件

件

0

1

0

0

3
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間15.貴 社がオンラインデータベースを利用 していない、あるいは利用を中止 した理 由

はなんですか 。該 当す るものをいくっでも選び番号に○印をつけて ください。

[回答数31件]

1.利 用の方法がわか らない

2.デ づペースの存在がわか らない

3.利 用の手続 きが複雑

4.端 末機がない

5,端 末機が高い

6.通 信ソフ トが高 い

7.通 信料金が高い

8.チ9ベ ースの使用料金が高 い

9.予 算措置がない

10.検 索技術者がいない

11.必 要なデータベースがない

12.デ ータが不十分

13.利 用の必要がない

14.そ の他

5

3

4

3

0

1

9

8

3

5

4

8

1

5

・他 の有利なデータベース(ユ ーステレコム)にきりかえた

・システム不備

・当社独 自のオンラインデータベースを使用中

・今後データベースサー どスの提供を考えている

件

件

件

闇

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

116.1駕

lg.%

112.9窪

19.7%

寸3.跳

129.o驚

1ぴ.8驚

lg.7驚

116.1%
1

125.8%
12.6駕

116.1器

45.2%

問16.貴 社では今後 オンラ インデータベースを利用 する予定がありますか。該当するも

のを選び、番号にO印 をっけて くだ さい。*1、2を 選 んだ方 は問17へ 、3を 選

んだ方は問25へ お進み下 さい。[回 答数52件]

1.条 件が整えば利用 する

2.近 い将来には利用 を検討す る

3.使 う予定は全 くない

3

3

6

3

1

㊨

D
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問17.貴 社が 今後利用 したいオ ンラインデータベースの分野はなんですか。該 当するも

のをい くっでも選 び番号に○印をっけて ください。[回 答数50件]

〈A.分 野 に っ い て 〉

6

●

1,企 業 ・団 体 ・個 人 関 係

2.記 事 関 係

'3
.教 育 関 係

4.経 済 ・経 営 関 係

5.コ ン ピ ュ一員タ ・通 信 関 係

6.人.文 ・社 会 科 学 関 係

7.政 府 ・統 計 関 係

8,特 許 関 係

9,法 律 ・政 治 関 係

10.医 学 ・生 物 学 ・薬 学 関 係

11.化 学 ・環 境 ・正切 ギー関 係

37件

27件

1件

32件

23件

2件

22件

15件

10件

5件

16件

12,技 術・工学 ・自然科学関係]6件

13・ そ の 他16件[

・中部経済圏 に密着 したデータベース

・金融情報

・材料特性データ ・

・必要なものにっいてはすでに導入済

〈B.そ の内容を具体的に〉

別紙5参 照

問18.現 在各 オンラインデータベースにより異な っている検索 コマ ン ドや検索手順を統

一することの必要性及び統 ・された場合の利用回数の変 化にっいて貴社 に該当す

る と思 われるものを選び番号にO印 をっけて くださいe

●

<∧.必 要 性 に つ い て>

1.非 常 に 強 い

2.強 い

3.普 通

4.弱 い

5,な い

'回 答 数60f牛]

　ロ　　 ヨリヘド　　 　 　 　 　 　 　つ

17件1
_..,一 ーーーー一."一 ー一」 ≡_.

27件L
_一 一'..r._.一 ーーーーーー 一 山一.一._」45・ ・X

11件 　18・3XX

O件
に エ ず り　ロへ

5件1
_」e・3㌫
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〈B.利 用回数の変化 にっいて〉[回 答数56件]

ギ　　　 　 　
1.増 加 す る33件

一,一_..一.」58.9%

2.変 わ らな い18件32.1%

O件13.減少 す る

4.ど ちら・もいえない ・件[コ ・.9X

問19.現 在各オンライ ンデータベースに より異な 一=・ているキーワー ドの統一の必要性及

び統一 された場合の利用回数の変 化にっいて貴社 に該当す ると思われるものを選

び番号に○印をっけて ください。

〈A.必 要性にっいて〉[回 答数59件]

一
1.非 常に強 い14件

2.強 い28件47.5×

3.普 通13件

4,弱 い0件

5.な い4

〈B.利 用回数の変化にっいて〉[回 答数57件]

1,増 加する34件59.6%

2.変 わ らな い

3.減 少 す る

4.ど ち ら と も い え な い

件 i23・7%

件L 1
件

件

件

122.0%

16.8%

16件

O件

7件

28.1%

12.3%

問20.貴 社におけるコマン ド対応表に対す るニーズ及び望 ましい提供形態にっいて該当

するものを選び番号に○印をっけて ください。

〈A.ニ ーズにっいて〉[回 答数57件]

ド　 　　 　　　　　 　ヨ

1・ 非 常 に強 い9件 一 匹,翌L
_一_

27件L
_.一.T._一=■47・ ・%

2.強 い

璽1iih:::デ 　

一94一
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も

■

〈B.望 ま しい 提 供 形 態 に っ い て 〉[回 答 数58件]

1.印 刷 物33件56.9%

2.オ ン ラ イ ン21件36.2%

3.CD-ROM等 の 電 子 ファイル4件6.9%

4.そ の他O件

問21.貴 社 に お け る キ ー ワ ー・一ード対 応 表 に 対 す る ニ ー ズ 及 び 望 ま し い提 供 形 態 に っ い て 該

当 す る も の を 選 び 番 号 に ○ 印 を っ け て く だ さ い 。

〈A.ニ ー ズ に っ い て 〉[回 答 数56件]

1.非 常 に 強 い6件10.7%

2.強 い30件53.6%

3譜 通15件 _」26・J9%一 一

4.弱 い2件3.6叱

5,な い3件5.4%

〈B.望 ま し い 提 供 形 態 に っ い て 〉[回 答 数58件]・

1.印刷物33件==二 二==56・9%
2.オ ンラ イ ン20件jz.豆

3.CD-ROM等 の 電 子ファイル5件8.6×

4.そ の 他O件

問22,検 索 方 法 を キ ャ プ テ ン の よ うな メニ ュ ー選 択 方 法 に す る こ との ニ ー ズ 及 び そ の場

合 の 利 用 回 数 の 変 化 に っ い て 貴 社 に 該 当 す る と思 わ れ る も の を 選 び 番 号 に ○ 印 を

つ け て く だ さい 。

〈A、 二 一ーズ に っ い て 〉[回 答 数58件]

1.非 常 に 強 い3件5.壁

2.強 い25件 「43瀦

3.普 通22件137.9%

4,弱 い7件 ・112.1%

5.な い ユ御 運

〈B.利 用 回 数 の 変 化 に っ い て 〉[回 答 数56件].lt

1増 加す・ ・7件 「一一 … 一コ3坐

2.変 わ らな い26件 一「46,4×

3減 少する2件 μ 避 ・

4・ ど・ら・もい斌 いu件L －コ19.6tx
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問23.貴 社 のク リヤ リングサー ビス(オ ンラ インデータベースあ利用に際 し、希望す る

オンラインデータベースの案 内情報を提供するサー ビス)に 対す る要望 として、

必要な内容及び望 ましい提供形態にっいて該当するものを選び番号 に○印をつけ

てください。

〈A.ニ ーズにっいて〉[回 答数58件]

1.非 常に強い5件

2.強 い33件56.9%

3.普 通14件

4.弱 い4件

5.な い2件

〈B.必 要 な内容にっ いて〉(複 数回答可)[回 答数53件]

i:i罐(所 在)37件1

3.料 金

4,使 用 条 件

5,コ マンドの種 類 ・機 能24件

6.デ ー気 一スの 内 容42件

7.そ の 他1件

8.特 に ウリアリングサーピスは1件

必 要 と し て い な い

〈C.望 ま し い提 供 形 態 に っ い て 〉[回 答 数58件 〕

1.印 刷 物30

2.オ ン ラ イ ン23件

3、CD-ROM等 の 電 子 フ ァ イ ル

4.そ の 他

・対 面 の コ ン サ ルテ ィン グ

問24.貴 社 に お け る検 索 結 果 を 表 や グ ラ フ に 加 工 し て 出 力 す る機 能 に 対 す る ニ ー ズ に つ

い て 該 当 す る も の を 選 び 番 号 に ○ 印 をっ け て く だ さ い 。[回 答 数52件]

<A.ニ ー・ズ に っ い て>

1.非 常 に 強 い4件7.7%

18.6%
～

_」
i24・1%

」6・9%一 τ－

L」3・4%

150.9%
コ69・8%

162.3%

一一一挙一一

_」

139.6%
145.3%

一

一

1.9%

1.9%

件

件

件

件

51.7%1
`

139・7%,

」5・2%

一」3・4%

い

通

い

い

強

普

99

な

2

3

4

5

13件

17件

25'.07,

9件1

=Sl;::1

32.7%

一96一



6

、

●

〈B.加 工 したいデータの種類 とその加工 内容にっいて〉

別紙6参 照

問25,今 後 、 名 古 屋 地 域 と し て 整 備 拡 充 す べ き オ ン ラ イ ンデ 一 夕 ベh・一一・ス は 何 だ と お 考 え

で す か 。3っ ま で 選 ん で 番 号 に ○ 印 を っ け て くだ さ い 。

〈A.名 古屋で発生す るデータにっいて〉[回 答数66件]

1.技 術取引情報29件

2.名 古屋地域の統計データ34件

3.名 古屋地域の研究機関 にお32件

ける研究内容

4.名 古屋地域の企業概要情報41件

5.名 古屋地域の行政情報16件

6.名 古屋地域のイベン ト情報20件

7.そ の他1件

・特に所要 なし

ト

」43・9オー… 一 「

151・5%

48.5%

r

l一吟一

62・1%1

124.2%
i30.3%

¶

」1・5罵

〈B.名 古屋地域 で重点的に整備すべ きデータにっいて〉[回 答数60件]

1,企 業 ・団 体 ・個 人 関 係

2.記 事 関 係

3,教 育 関 係

4.経 済 ・経 営 関 係

5.コ ンビr釦 通 信 関 係

6.人 文 ・社 会 科 学 関 係

7.政 府 ・統 計 関 係

8.特 許 関 係

9.法 律 ・政 治 関 係

10.医 学 ・生 物 学 ・薬 学 関 係

11,化 学 ・環 境 ・ユ初 等・・関 係

ド
44件 一 __一,..、

一^一 ー一 一 「

21件L
_w

1件1.7%

34件

14件

0件

12件

5件8.3駕

2件3.3×

4件6.7

6件10.O%

一___t_」35.0%

竺i∋

23.3%

20.O%

一一一__」56・7X

12.技 術 ・工 学 ・自然 科 学 関 係27件

13.そ の 他4件i

・セラ ミックス

・地域固有の技術

・工学情報

・名古屋地域 の統計 データ

二 二i二=]薦 ・o%
6.7%

・名古屋地域 の研究機関 における研究内容

・名古屋地域のイベ ント情報

一97一



〈C、 重点的に整備すべ きデータにっいて内容 を具体的に〉'

別紙7参 照

問26.名 古屋地域におけるオンラインデータベースの利 用を推進するために必要 と思わ

れることをお書 きくだ さい。

別紙8参 照

問27.仮 想 デ ー タ ベ ー ス(複 数 の オ ン ラ イ ンデ ー タ ベ ー ス を あ た か も1っ の オ ン ラ イ ン

テ㌧一夕 ベ ー ス と して 扱 う こ と が で きる ソ フ トウ ェ ア,8ペ ー ジ参 照)に 対 す る貴

社 の ニ ー ズ に っ いて 該 当 す る と思 わ れ る も の を 選 び 番 号 に ○ 印 を っ け て くだ さい 。

〈A.ニ ーズにっいて〉 〔回答数65件]

1.非 常 に強 い

2.強 い

3,普 通

4.弱 い

5.な い

12件1－
r-　 一 ⌒一 ー 一}+

29件L
已 、

　ロ　　コ　 　 　　 ゲ　

1;ヒ
厄 」23'1%

2件Lj3・1%

〈B.必 要機能にっいて、3っ まで〉[回 答数57件]

1,コ マ ン ド変 換

2.キ ー ワ ー・ドi変換

3.通 信 プ ロ トコ ル 変 換

4.メ ニ ュ ー一化

5.ク リ ア リ ン グ

6.加 工

7.そ の 他

・料 金 表 示

　ピ　 　ハ

___」44.6%

33件 「 一'一'一"hr・
rr-一 一　一

29件!
.一一一,..一一

.__」57・9%

150.9%
___」

26件L
__一__.__....t.一 ⊥竺.6x

29件L」50・9%

12件121・1%

10件 「 … 「17.5%
　 　 　ぺ

1件lj1.8%

問28.仮 想 デ 一 夕 ベ ーーース に 対 す る貴 社 の要 望 や ご 意 見 を お 書 き くだ さ いi)

別紙9参 照
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問29.デ ー-IRベ ー ス サ ーーーービ ス 業 者 以 外 の方 に お 聞 き し ま す 。貴 社 が 第 三 者 に 提 供 で き る

情 報(デ ー タ 、 ラ㌧{タ ベ ー ス 等)が あ れ ば 、 そ の 内 容 を お 書 き くだ さ い 。

別 ホ氏]O参 貝ξil

問30.そ の 他 御 意 見 が あ り ま し た ら お 書 き く だ さい 。

別紙11参 照

'

●

●
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別紙1

デ・対 一ス名 項 目 全国 愛知県(内名古屋市)唖 岐劃 三塞恒]
PATOLIS パスワード発 行 数 ()|

|
_..一_L__」

受付回数/月 1 1()1
一 一一「

i
COSMOS1 バスチド発行数 まだ公表 しておりません); {

`

受付回数/月
r'一 ひ一一－

L_」)1

一 一－r-一}一 一 －

L

1`

L]

鮒 回w田
COSMOS2塑,一 己 興 言ζ2≧

「)
⊥

舎一 一 ーー ー 一 一 .,1…]
!

己OSM。S3

1
L___i

l
}

L

パスワード発 行 数 1 まだ公表 しておりませA)

受付回数/月 1()
TSR-BIGS ノ切 ・ド発 行 数 2000}64(£7)1 11

一 一

141
受付回数/月

1(・i

r

[1一1弛 ノマート パスワード発 行 数
'()1

1
受付回数/月

－L
5i()l

i(

71
i{」

1企 業情報

1

,.一 一'姪

パスワード発 行 数
一… 一 斗

|

一 ⊥一一← 一 一""

) 1」
|
トー … 一

受付回数/月 () }
L__
1記事情報

{日 経NP

パスワード発 行 数 ()
1
|

1

受付回醐1 (
r

-}]1
1.

1記 事 情 報
`

L麹 世
情算情報
…

バスチ ド発行数 (⊥ 十 一ー一 一

一一

ーーーー ーー一

受付回数/月 ()1
バスワ・ド発 行 数

.一 　　 一・一一 一 一す一^一 一'w会 一 一

()1

受付回数/月 ()i

POS/DBL竺 画 塾

i受1掴 麹 司

寸'一

i( _二 三]__,}
()i

1

・

'一 一}1"-一 ーー

i

}… ・.一

巴 週 亘劉iCADVAN() 1 _1_1」
1{)

|
ト ー4-」

、 ■ 一 ヨ
lli

i'

1-一 ÷

ll

L竺 三8已廻 数・月
ぽ築M司
1}受 付回数/月

L

i 斗

竺 二逸1懲L… 」一.._㌧...∫
1.)

,_.__L.._^

」

　
パスワード発 行 数
一 一 一ーー一 ⌒一 一

出 版DBil{)
」

…

,_一_,」

受付回数/司{(り 1

i川sl織 豊ll(

†

5110{23C(∫33)i39149… 的3001

⊥ 」
1+']一'『 「 ‥1

∨

●

垣

■
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別 紙2(問6.B)

O企 業概要

○企業の概略、個人の専門分野 ・過去の実績一経歴

○企業の動向、地域経済の動向

○個別企業経営内容の調査'

O経 営者情報(国 内・海外の市場状況、為替市場、産業情報等)

○経済 ・経営に関する文献 ・人材 ・機関情報

O電 気通信システムをご利用いただいているユーザーの会社概要、経営情報などを知るために利用してい

る。

φ

4

○先行技術調査

O先 端技術情報の収集

O新 製品調査

O陶 磁器 ・セラミックス関係の最新特許及び文献情報(PATOLIS,JOIS)

Oフ ァインセラミックス関連新聞情報、研究論文等技術情報

O研 究開発

O関 連 記事情 報検 索

O主 に、新聞 記事 情報 に 関連 したも の

Oニ ュ'一'ス内容 の裏付 け な ど

O特 許情報の収集

Oイ ベント等の調査

O経 営外部環境の把握

0計 量経済分析

Oエ ネルギー情勢の把握

○地域開発等調査のための資料入手及び取引先企業のための技術情報の入手

O中 小企業への情報提供のために活用しており、内容は多岐にわたっている。

O金 融経済全般

O図 書検索

●
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別紙3(問8)

全データベースTOTAL月 間平均利用 回数2000回 使用金額2500千 円

全データベー スTOTAL月 間平均利用回数600回 使用金額200千 円

全データベースTOTAL月 間平均利用回数350回 使用金額3800千 円

全データベースTOTAL月 間平均利用回数302回 使用金額123千 円

全データベースTOTAL月 間平均利用回数170回 使用金額700=F円

全デー一夕ベー一・スTOTAL月 間平均利用回数140回 使用金額1200千 円

全データベースTOTAL月 間平均利用回数100回 使用金額50千 円

全デー一タベースTOTAL月 間平均利用回数90回 使用金額800千 円

全データベー一スTOTAL月 間平均利用回数82回 使用金額500千 円

全データベースTOTAL月 間平均利用回数80回 使用金額180千 円

全データベースTOTAL月 間平均利用回数80回 使用金額120千 円

全データベースTOTAL月 間平均利用回数61回 使用金額100千 円

全データベースTOTAL月 間平均利用回数55回 使用金額250千 円

全 データベースTOTAL月 間平均利用回数54回 使用金額 千 円

全 データベースTOTAL月 間平均利用回数50回 使用金額3401二 円

全デー一タベースTOTAL月 間平均利用回数50回 使用金額300千 円

全データベースTOTAL月 間平均利用回数50回 使用金額50千 円

全データベースTOTAL月 間平均利用回数30回 使用金額80千 円

全データベースTOTAL月 間平均利用回数30回 使用金額50千 円

全デー・一タベー・一スTOTAL月 間平均利用回数25回 使用金額209千 円

全データベースTOTAL月 間平均利用回数20回 使用金額100千 円

全データベースTOTAL月 間平均利用回数20回 使用金額100千 円

全データベー一スTOTAL月 間平均利用回数20回 使用金額68千 円

全データベースTOTAL月 間平均利用回数15回 使用金額60千 円

全デー-ecベースTOTAL月 間平均利用回数10回 使用金額25千 円

全データベー一一スTOTAL月 間平均利用回数10回 使用金額120千 円

全データベースTOTAL月 間平均利用回数10回 使用金頷150千 円

全データベースTOTAL月 間平均利用 回数10回 使用金額70千 円

全デー一タベースTOTAL月 間平均利用回数10回 使用金額100千 円

全デー一タベースTOTAL月 間平均利用回数6回 使用金額20千 円

全デー一タベースTOTAL月 間平均利用回数6回 使用金額8千 円

全データベースTOTAL月 間平均利用回数5回 使用金額80千 円

全デー・一タベースTOTAL月 間 平均利用回数5回 使用金額lO千 円

全デー一・・■yベースTOTAL月 間平均利用回数2回 使用金額20千 円

全データベースTOTAL月 間平均利用回数2回 使用金額10F円

全データベースTOTAL月 間平均利用回数2回 使用金頷7千 円

全データベー スTOTAL月 間平均利用回数1回 使用金額3千 円

全デー一タベースTOTAL月 間平均利用回数15回 使用金額50千 円

一102一
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別紙4(問9)

■

●

一
1フ ァ'イ ル 名 回答社 回数 金額

'

平均回数 平均金額
1
-
1

総数 (回) (千円) (回) (千円)

JICST科 学 技 術 フソイル 21 267 1502 14.8[18] 75.1[20]

日本特実フパん 12 285 2300 28.5[10] 209.1[11]

ニズ ステレコム 7 204 264 29.1 44,0[6]

TSR-BIGS 6 21 81 3.5 13.5

QUICKビ デオー1 3 1600 520 533.3 173.3

CA-Search 2 40 252 20.0 126.0

WPI 1 5 80 5.0 80.0

INSPEC 1 10 50 ユ0.0 50.0

COMPENDIX 1 1 5 1.0 5.O

その他,|

NEES-IR} 3
l

l106 1255 35.3 418.3

ACEl 3 {106 115 35.3 38.3 {
SMIRS

PATOLIS

QUESTEL2

CAPITAL

〒リノマ・一ト

METADEX

DIALOG

DEMOS

不 明

2

1

1

1

1

1

玉

1

1

55

200

70

20

10

1

0.2

3

30

ユ0001

250

100

40

10

50

1

1,
____.『__t_L

27.5

200.0

70.0

20.0

10.0

1.0

0,2

3.0

玉5.0

1000.0

250.0

100.0

40,0

10.O

o「o、0

1.0

].o

注:[〕 内の数字 は有効回答件数 、、[]の ない場合は、回答総数が有効件数

●

●

-
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別紙5(間17.B)

○企業 ・団 体 ・個人 関係 一個 入 の経歴 、実績(広 範 囲の人 材)

O企 業 ・団 体 ・個 人関 係 の当地域 に関 す る詳 細 なデ ー タ

○会社 のプ ロフ ィー ル、経歴 、関 係

O会 社内容 の調査 、工 業製 品 の生 産高 、売 上etcの 調査

○企業 ・団 体 ・個人 関 係、経 済 ・経営 関係 に関 し主要 企業 のデ ー タベー スはサー ビス されて いるが 、当地域

の 中小企業 、 商店 等 の レベ ル までに拡 大 され たも のがな い。是 非ほ しい 。

○経営 等に 関連 す る調査

○当地域に関する記事関係の詳細なデータ

○当地域に関する経済経営関係の詳細なデータ

O主 に新間記事情報に関連したもの

亀

O技 術情報

○技術 ・工学関係の最新情報

○コンピュータ・通信技術関係の最新情報

O特 に当地に密着したものが利用価値が高い。

O地 域性の強い各種経済情報

O世 界の経済情報及び株価情報

O行 政等の情報関係

○国内の経済動向

O統 計表など

O特 許の最新情報

Oサ ービス業に対する社会的ニーズを知りたい。

Oコ ンピューターオンライン開発を進めていく段階でのコンピュータ通信関係データの提供を受けたい。

O金 融経済 ・企業 ・個人情報

令
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別紙6(問24B)

〈加 工 したいデ ータ の種類 とそ の加 工 内容 にっ いて 〉

ψ

●

種 類(フ ァイ ル名) 加工内容

政府 ・統計関係 経年別の編集等

統計情報 表 ・グラ フ作成

テ レビ・ビデ オ関連 デ ー タ グラフ及び表

住宅着工関連データ グラ フ及 び表 ・

パ トリス特 実 フ ァイル 出願人と技術分野との相関関係

Predicast 統計情報

NEEDS-ECONOMY 表 ・グ ラフ

海外 デ ータ ベー ス 翻訳

NEEDS-IR 検索 結果 の分類 ・層別 と自社システムへ のデづ の取 り込 み

統計情報 層別 デー タの作成 ・グラ フ化

QUICK 表 ・グラ フ

特許情報 会社 別.・製 品別等 の統 計デ ータ

今後め検討課題

◆

●
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別紙7(問25.C)

O企 業 ・団 体 ・個 人関係 一会 社四季 報 、大学 を含 む団体 、企業 の人名録 、会 員名簿

O名 古 屋地 域に 関係 の深 い企 業 ・人 物 デー タ ・過去 、現在 までの人脈 ・企業 取引 系列 等

O企 業 ・団体 ・個 人 関係、記 事関係 、経 済経 営 関係 にっ いて全 国デ ータベ ース はあ るが、 当地域 の きめ細 か

いデ ー タベー スは無 い とおもわれ るので 、早急 に整 備 され る ことを望む 。

0地 域 におけ る企 業 ・個人情 報 の強 化 拡充

○記事関係一新聞記事の全文情報

O名 古屋地域の行政、技術、研究等の細かい情報(全 国規模のデータベースにないもの。例えば、新聞記事

の情報にっいて言えば、三河版、尾張版に収録されたものなど)
◎

O技 術 ・工学 ・自然科 学関 係 一最 新 の技術 ・製 品 ・研究 成果 等 ファク トデ ー タベー ス

○ セラ ミヅクスの特 性 に関 す るデー タ

Oフ ァイ ンセラ ミック ス等 の新素 材
●

〇一般的なデータベースは東京を中心に作られており、それと同じものを名古屋でも作る必要はない。名古

屋においては、中京地域を主体とした経済、経営、企業、行政等に関連したデータベースを整備することが

望ましい。

○名古屋地域で発生するデータのデータベース化を希望

○公的研究機関の報告書は、関東地域まで取りにいかないと入手できないことが多いので、名古屋地区は不

利。従って、オンラインで検索入手できるようにしてほしい。

○学協会、工業会関係の刊行物情報の検索がオンラインでできるようにしてほしい。

O詳 細な人的動態、産業動態、地域分布

O文 献情報(地 域内で発行される機関誌 ・資料 ・調査研究報告書)

O名 古屋地域固有の法律条例の検索特に公害、新立地開発の法的制的内容

O行 政、経済情報
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別紙8(問26.)

O地 域へ の、 デー タベー スに対 す る啓蒙 。

O国 の各機 関 の連携 。

O各 地方 の連携 。

Oイ ンフラの整 備(2件)

○人材(サ ー ビス部門)の 育 成強 化

O現 状 よりも 利用 料金 が安 くな る こ と。

○キー ワー ド、 コマ ン ドが各 デー タベ ー ス間 で共 通 にな る こと。

○入力 にMS-DOSワ ープ ロ 「一太 郎 」が使用 可能 な こ と。

O利 用事 例 の発表 会

○ 利用技術(端 末 、モデ ム、 通信 ソフ ト、 回線 の選択)研 修 会

O検 索技術 研 修会

○ デー タベー ス実演展 示 会、 デー タベ ー スフ ェアな どを無料 又は低料 金にて 開催 す る。

Oデ ー タベー ス懇話 会 の設立 及 び会員 の多数 参加 を勧奨 す る。

Oデ ー タベー ス利用 のPR

O名 古 屋地 域 の企業 が共 同 してデ ー タベー ス構築 の体制 を作 り、構築 後も それ ら企 業 が中心 とな って利 用 を

推進 す る。

○名古 屋地 区 だけ に留 ま らず全 国 ネ ッ トを将 来使 え るのがの ぞ ましい。

O地 域 性 のあ るデ ータベ ー スの充実 ・

O端 末 機種 の無 限定性

O広 報活動

○講習 会 の開催

O研 究所 の誘致':

○原資 料入 手 のた めの資料 セ ンタ ーの設 置

Oオ ンライ ンデー タベー ス を より広 く知 っても らうため のキ ャンペ ー ン

○ オンラ イ ンデ ー タベー スの活 用方 法 の研究 普及'

O名 古屋地 域 にノ ー ド局 を設 け る ことに よって、 東京又 は大 阪へ電 話 を通 じな くても オ ンラ イン'f""一夕ベ ー

ス を利 用で きる こと"・'

○説 明会 な どを名古屋 地 区で も っ と行 って普 及 させ る。'・`■

○地域 が高 度 な情報発 信 地で あ る と同時 に よ り高 度 な情 報受 信地で あ るこ とが必 要

O技 術 を始 め よ う とす る開発 機関 の積極 的誘 致 に よ り情 報発 信機能 を充実'・tt'

○情報 利用 が よ り低価 格 で可能 に な るよ うな措置 に よ り情報 受信機 能を拡充'

O当 地域 が先行 す る技術 等に 関す る情 報 の整 備' ,・ttt・t't

O全 国版DBに 対 する地 域版 デー タベ ー スの差別 化 の明確化'・:'一:t.∴ ・:「"

O各 企業 内で のデ ータ ベー スは、 い ろい ろな分野 で企 業 内で作成 され それが、 同一企 業 内では 、'オジラ イン1

デ ータベ ー ス的に使 用 されて い るが、 そ のデー タを公 開す るか とい うと、 ・企 業 機密 にあ だ るも の が多 く、'

特殊 性が強 い ・中 部地 区の大 手企 業 の工場 や研究 所 な どは、 それぞれ独 自のデ ー:r・一夕・べ'一ズを持 って いてくvff・

との ま じわ りはな い。 オンラ イ ンデー タベ ニ スを必要 とす る企業 が、中部 地区 は少 な ぐ必 要なデ ータ は'、本

社 か ら送 られ て くるか ら利用 頻度 が低 い ので はな いか。"∴10∵'"「'層

○各地商工 会 議所 にお いて セ ミナ ー ・実演 を積極 的 に行 う各 業界組 合 に対 してPR、 若手 組合 員 の構成 で■

一1:07一



員会 を作 る。

O新 しいサー ビス を導入 す る。 ア メ リカのサ ー ビスが参 考 にな る。

O低 料 金(回 線 料+デ ー タ使用量)

O利 用料 金が安 い こと(東 京へ の アク セス料 金 との差以 上 に安 い)

○利用 費用 が安 い こ と

○共同 利用 な どに よる コス ト低 減

Oデ ータベ ース の整 備充実 と低料 金化(利 用料 ・通信 コス ト)

Oデ ー タベ ース を充実 す る。必 要情 報 の蓄 積

○新技 術

○地域 の特 色 を出す こと

○地 域に特 化 した売 れ筋 のデ ー タベー ス の開発(例 フ ァイ ンセラ ミ ック)

○機密 性が 確実 で あ るこ と

○情 報が豊 富で 利用 、活用 が容 易 で あ るこ と。

○機 器等 の設置 料、 通信利 用 料 な どの金額 的 な面 と、提 供 され るデ ー タベー スの 内容及 び操 作性が 普及 す る

た めのポ イ ン トと考 える。

O啓 蒙 教育 ど う活用 して い るか を中心 と した事 例紹 介

O使 ってみ るこ との出来 る環 境:デ モ セン ター

O端 末 の無 料貸 出、 無料 サ ー ビスデ ー タベー ス提供 〉デ ー タベー スサー ビス業者 のPR活 動 を促進 させ る事

○中部圏 にお け る公 共 的な デー タベ ー スの早期 構 築

O講 演会 、研修 会も さる こ とな が ら、有効 な情 報 を蓄積 す る こ とが先決 と考 えます 。 しか し、現 実 には相 当

な投 資 を必 要 とし、採 算面 で は課題 が 多い ことはすで に指 摘 されて いる とお りで、一 般企 業 レベ ルでは進展

しな い と予 想 され ます。従 って 名古 屋 地 域 で重点 的 に 整備 すべ きデ ータ は地 域 社会 の 共有 物 とい う観 点か

ら、デー タ ベー ス財団 の よ うな発想 で 、構 築を具 体化 して い くことは考 え られな いで し ょうか。

O名 古屋 地域 の統 計 デー タの整 備拡 充

○ オンラ インで得 られ る出力形 態 に限 界(文 献 の場合 は抄 録)が あるの で オ リジナル(原 報)の 入 力体 制も

考 える必 要 があ る と思 わ れ る。(東 京 地区 で は国会 図書館 で入 手で き る)

O地 域全 体 のク リヤ リング セン ター として機能 を持 つ 中心 的 な機関 ・団体 の設置

○全 国的な デー タベ ース の整 備は 、東 京集 中化 が今 後 とも進 む と思 わ れる 。中途半 端 にデ ータベ ース を地方

に移 設せず 、東京 に集中 したデー タ ベー ス の利 用 ・検索 の システ ムの整 備 に力 を注 ぐ方が 効果的 。

○名 古屋地 域の デー タベ ー ス内容 を他 地域 が必 要 とす る度合 いは 低い と思 われ る。名 古屋 地域 内での利 用 を

前提 とした ロー カ ル情報 デ ータ ベー スに 徹 した方 が良 い。

O民 営ベー スで の シズテ ム整 備 が不 可欠

O地 域デ ータ ベー スで あ る以上 、地 域 に密着 した詳細 で豊 富 なデー タベ ー スが まず必要 で全 国 レベルの デー

タ ベー スでは得 られ ない行 き届 い た量 と質 が欲求 される もの と思 わ れ る。

O全 国 べーースで の情 報等 との接 続も 検 討 し、高 度利用 可 能 なベ ー タベー ス構築 が肝要 と思 われ る。

Oア クセスポ イ ン トを 多 く設置 す る こ とも必 要 では ない か。

O各 種 デー タベー スの存在 を広 くア ピーtルす る こ と。

Oデ ー タベ ース ・メイ ンテナ ン スデー タベ ー ス加工 ソフ トウ ェアの充 実

Oユ ーザー ニー ズ の的確 な把 握

Oデ ーーータペ ー スを管 理す るCPUと 他 システ ムの接 続 の安易 性
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O他 デ ータ ベース との結 合 デー タベ ー スへの展 開

O名 古 屋地 域の企 業、 団体 の現 状(製 品 系列 、公 表で きる開発 、研究結 果)を デー タベ ー ス化 して、 各社 の

現 況 を把握 でき る ようにす るこ と と思 われ ます 。

○推進 組織 の確立

O稼 動 後一 定期間 の料 金補 助

'

、

●
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別紙9(問28)

OAIを 使 用 した、仮 想デ ー タベー ス の例 として 米国 にEASY-NETWKが 存 在す るが 、.それ を上廻 わ

るもの を作成 して ほ しい 。

O現 状 よ りも利用 料金 が安 くな る こ と。

Oキ ー ワー ドが各 デー タ ベー ス間 で共通 に な る こと。

O入 力 にMS-DOSワ ープ ロ 「一 太 郎」 が使用 可能 な こ と。

O仮 想デ ータベ ース の構築 がデ ー タベ ー ス普及 に大 いに役立 っ と思 われ る。 しか し現 実論 として実施 には 、

コン ピュータ リソー ス(ハ ー ドウェ ア、 ソフ トウ ェア)の 技 術的 問題

○ネ ッ トワー クが多岐 に わた るた め各 デー タベ ー ス提 供会社 、 回線提 供会社 の調 整 、利用料 金制 度、建 設投

資 コス トの問題 が出て くる。 これ らを解 決 すべ くた めには、 行政 の指導 のも とに産学官 協力 に よ り強力 に進

め る必要 があ る。ま た、実 施 に伴 うコス トにっ いて は行政 か らの財 政 的援助 が必 須 であ る。

Oキ ー ワー ド、 コマ ン ド等 に共 通性 を持 たせ た場 合、 同時 に複数 のデ 一夕ペ ーースを検索 で きる よ うに した ら

ど うか 。

○仮 想デ ータベー スの 作成 はな か なか難 しい と思 うが 、大変 便利 なも ので あ るので実現 して ほ しい。

Oあ れば よい と思 う。

○ あれば非常 に便 利で あ ろ う。 しか し、 本質 は必 要 とするデ ータ ベー スを準 備す る こ とで あろ う。

O各 デー タベー スで コマ ン ド入力 方 法 キー ワー ドが異 な るため、不 便 を感 じて い る。まず コマ ン ドの共通化

だ けでも早 急に実 現 され る ことを希 望 する 。

Oデ ー タベース の多種 多様 化が 進 む これか らは、 デー タベー ス普及 に は欠か せぬ 機能 にな る と思 われ る。
'

O極 めて有効 で あるの で早 く実 現 して欲 しい。

○検 索の際 、各デ ータ ベー ス に よって利 用料 金 の換算方 法 が、 まち まちだ と困 るので料 金 を統一 も し くは 、

現料 金の表 示を してほ しい。

Oメ ニ ュー方 法 は、初心 者 には楽 だが融 通 が きか ない ので、 も っ とフ レキ シブ ルに(コ マ ン ドを同 時併 用で

きる ように)し て ほ しい。

O今 後デ ータベー スを利 用 す る機 会 が増 え る と思 われ るので 、是非 積極 的 に推進 して いた だき たい.

○検 索済 の能力 に関係 な く利 用 で き る理 想的 な手 段 と思 われ る。

O利 用側 とす れば 仮想 デ ー タベ ー ス があ れ ば便 利で ある。現 在 で も ゲー トウ ェイを 行 って い るデ ィス トリ

ビューター があ るが、 すべ ての デー タ ベー スを ま とめたも のが利用 者 に とって有 益で あ る。

○必 要 とす るデー タベ ース の内容(検 索 方法 、検 索で きるデ ー タ内容 の範囲)が 判 りやす い こ と

○検 索の ための キー指定 が わず らわ し くな い こ と。

O高 度利用 が可能 とな る こ とか ら早期 開 発、 取扱 開始 を希望 したい。

O必 要機能 の検討 は、 これ か らの問 題 としても、 オンラ インデー タベ ー スの利用 促 進を図 る上 にお いて仮 想

デー タベ ースは不 可欠 で あ ると考 え る。

OJICSTで は現在 フ ァク トデ ータ ベー ス と文 献 デー タベー ス との間 で渡 り検 索 が可能 な システ ム を発 売

中で す。

○非常 に有 用 と思 われ る。

O操 作 を統 一化 され る こ とは好 ましい と思 われ ます 。 しか しなが ら、 各デ ー タベー ス毎 に各 操 作方法 が相 違

す るので 、 それ らを全 て カバ ーで きれ ば良 いが 、細 かな操 作方法 まで カ バーで きなけれ ば各デ ー タベー ス毎

の マニ ュアルを整 備 した方 が良 い と思 われ ます 。

○新 規事 業(多 角 経営)情 報 の検索 等 か ら必 要性 が たか まって きた 。
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O仮 想 デー タベー ス に慣れ る まで に時 間が か か る と思 われ るので、 初心者用 と熟練 者用 の二本 立 てが必 要 。
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別 紙10(問29,)

O文 献 情報

O人 材 情報

○電話 帳 に関す る情 報

○カ タ ログ情報

○技術 計算 、技 術用 語 、技 術 に関す る講 演会etcの 情報

O現 在 はな いが 今後 地 図情 報化 な ど

○現在 は ないが 将来 は サー ビスを始 め たい

○当社 では 、現 段階 で は、実 験 的に作 業 を進め て お りますが 、社 の経営 内容 か ら次 の よ うな デー タ加工 が可

能 を考 え ます。 法 令、判 例 、文 例集 、書式 集、Q&A方 式 の 法律相 談等

○人 材情 報(県 内各 商工 関連 団体 等で 過去3年 間 に講 演研 修 の講 師、指 導 、執筆等 の実績 の あ る方 を 中心 に

人材 情報 を 収集 して ま とめ た リス トのデー タベ ー ス)

O経 済関 係新 聞記 事 デー タ

O当 社 が社外 に 公表 して い る情報 は提 供で きる と思 い ます 。

○鉄 鋼関 係 の特許 情報(公 告 、公 開分)を 将 来 に売物 に した い とい う考 えも あ る。

○地 図

息

v
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別紙11(問30)

'

Oデ ー タベー スで 検索 した結果 、原 報 が緊急 に必 要 なケー スが しば しば発 生 す る。名古 屋地 域 に世界 中の文

献 を集 めた図 書館(資 料 セ ンター)を 設置 し、 その よ うな要 望 に答 え られ る よ うに しては どうだろ うか。

○ 当社 の方 は 、 ロー カ ルな デー タベ ー スを 個 々の ユー ザー に て、構 築 を行 う こ とは してい ます が 、個 々の

ユ ーザー のデ ー タ 自体 、 機密性 が高 い も のが多 くオンラ インデ ータベ ース とは異 な るデー タベ ース を あっか

ってい る こ とに な ります 。(LAN的 なもの)

○実 用化 した 場合 に当社 で 提供 で きる資 料 は、 名 古屋 地区 で はな く、全 国的 に 適用 す るデ ー タ 内容 です の

で 、特定 の地 域 に限定 したデ ータ ベー スは あ ま り発展性 が ない よ うに感 じられ ます 。ま た、利用 度 が低 い点

は数 々の原因 も あ ります がユ ーザ ーサ イ ドか ら見 た必 要度、 料金 体系 、利 用方 法(操 作性 を含 む)な どが、

大 きな ネ ック とな って い る よ うに思 い ます 。

○他 社で も同様 の サー ビスが実 現 しっ っ ある と聞 い てい る。早期実 現 を望 む

○ 中小企業 者 の利 用拡 大 に寄与 す る支援 体制 の確 立 が望 まれ る。

,

一113一



ぼ

.

◆

1

ピ



資 料2.

4 オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス

に 関 す る 調 査 結 果
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デー タベースサービス名ACE

1

デ ィス トリビ ュー タ

名 称 中日新聞本社

所 在 地 〒460名 古 屋 市中 区三 の丸1-6-1

TEL(052)201-8811㈹ 内線2081,2091

代 理 店

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 な し 問い合わせ先

2 名 称 問い合わせ先

代行検索機関名

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 愛知県産業情報センター 問い合わせ先 (052)231-6351㈹

2 名 称 問い合わせ先

3 名 称 問い合わせ先

4 名 称 問い合わせ先

パ ス ワ ー ド 発 行 数

(1987年9月 現在)

全 国 愛知県(内 数:名 古屋市) 岐 阜 県 三 重 県 海 外

400 () 0

デ ー タベ ー ス管理 シ ステム

(NTTのDEHOSを 使 用)

ホ ス トコ ン ピ ュー タ DIPS-11HODEL25

OS EXEC106-10

管理 システム TSP163-11

サ

ー

ビ

ス

シ

ス

テ

ム

の

概

要

通 信 手 順

ボ ー レー ト 300,1200bps パ リ テ ィ 偶数

伝送制御手順 標準無手順,Nm211手 順 ス トップ ビッ.ト長 1bit

通 信 方 式 半二重,全 二重 漢 字 コ ー ド JISC6226

端 末 機
機 種 パソコン

ソ フ トウェ ア 一般の通信ソフト

名古屋地域の

アクセスポイン ト

300bps (052)936-7143(無 手順),010-5543(Nm211手 順)

1200bps 163-060-3411070(無 手 順;ODX・TP経 由),010-5547(NTT1211手 順)

サ ー ビ ス 時 間
、

月 ～ 金曜 日9:30～17:00

土 曜 日9:30～13:00

(祝 祭 日,年 末 年始 を 除 く)

利 用 料 金
マ ニ ュアル 代20,000円,情 報 利用 料70円/0.25ユ ニット

NTT;中 央処 理装 置 使用料(F)85円/0.25エ ット,(H)75円/0.25ユ ニ外

接 続料10円/分

使 用 条 件 パ ス ワー ドの入 手,NTTと の契 約

デー タベ ー スの 特徴

中日新聞、中部経済新聞か ら記事情報を提供する。特に、名古屋地域の情報が充実 してい
る。

今 後 の 計 画 1987年12月 か ら全デ ー タに抄 録 を追 加す る予 定 。
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デ ータベースサービス:ACE

2

ACE データベース選択"

CHUNICHI ファイル選択
「

主 な コ マ ン ド 一 覧 !RAN 検索期間指定(省 略可)

!L㏄ 論理検索開始"

!KPR 検索結果の出力

. !EOF 検索終了

キー ワー ド ワー ド,企 業 名,人 名,団 体 名

掲載日付

主 な 検 索 索 引 県 コー ド JIS県 コ ー ドによる

地方版コード

シ ソ ー ラ ス の 代 表 例

フ ァ イ ル 名 CHUNICHI

"キ ー ワー ド集"か ら抜 粋

陶器 トウケ イ ガク

トウ キ 35学 術

9資 源 卓 社会科学(BT)
一 衛生陶器(NT)

+陶 磁器(BT) 統計審議会
トウ ケイ シンギ カイ

冬季競技 5経 済

トウ キキ ョウギ

38ス ポ ーツ 統計の日
一 ア イスホ ッケ ー(NT) トウケ イ ノヒ

スキー(NT) 26行 事

スケ ー ト(NT)

バ イア スロ ン(NT) 刀剣
ボ ブス レー(NT) トウケ ン

リュ ー ジュ(NT) 30文 化

一 刀(NT)

闘牛 亭 文化財(BT)

トウギ ュウ

38ス ポ ー ツ 刀工

トウコ.ウ

撞球O玉 突き 30文 化

o刀 鍛冶

東京都 刀匠

トウキ ョウ ト +鍛 冶(BT)

40日 本 刀(RT)

◆ 関東(BT)

道交法(道 路交通法)
東 京 ラウン ド(新 国際 ラウン ド) ドウ コウホウ

トウキ ョウ ラウ ン ド 29司 法

4外 交

+通 商交渉(BT) 盗作
トウサ ク

東京六大学野球 27犯 罪
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一 一 ベ ー ー ビ ACE
・b

3

主 な フ ァ イ ル の 特 徴(1987 .9現 在)

フ ァ イ ル 名

(プ ーロ デ ュ ー サ)

分 野 デ ー タ 件 数

(蓄 積 期 間)

概 要

(記述言語)

CHUNICHI

(中 日新 聞社)

新聞記事 110,000件'

(1984')

中日新聞,中 部経済新聞に載 った全分野の

記事を収録。ただし、社説,番 組欄,広 告,

囲碁 ・将棋,マ ンガ,小 説は除 く。また、シ

リーズ物の場合は、最初と最後のみを収録す

る。(日 本語)

1 1
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***Z9件 で す.

【02】:ヲ ウtJ)tJ■ 十■ヨウ

***298.件 で す.

【03]:OltO2

***20件 で す.

【04】:'KPRP1

87年09月14日1貫
目 付 紙,両 県 版・縮 刷 通 番

中 日 新 聞 索 引 集

10000.0666朝06841221
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朝11870731松 坂 屋 が 新 た に 参 人新 電 電3社 の 代 理 店 業 務

　　
生
用

19Z=500・0355OT

朝070000・OT4S20

著 作 権 者 中 日 新 開 社

670811

870823

新 電 電 の 特 約 店 にシ ー エ フ ブ ラ ン ニ ン グ 社

郵 政 省 、NTTに 指 示旧 式 電 話 交 換 機 の 改 善 を

20

 

8出力 件数***
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デ ー タベ ース サー ビス BRANDY

1

名 称 (株)東 洋情報システム
デ ィス トリ ビュー タ

所 在 地 〒564大 阪府 吹田市 江 の木町11-30

TEL(06)385-0888㈹

支 社

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 (株)東 洋情報システム 名古屋支社 問い合わせ先 (052)583・4617㈹

2 名 称 問い合わせ先

代行検索機関名

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 足立国際特許事務所 問い合わせ先 (052)231-7835

2 名 称 問い合わせ先

3 名 称 問い合わせ先

4 名 称 問い合わせ先

パ ス ワ ー ド 発 行 数

(1987年9月 現在)

全 国 愛知県(内 数:名 古屋市) 岐 阜 県 三 重 県 海 外

500 50(愛 知,岐 阜,三 重県内合計) 0

デー タベース管理システム

ホ ス トコン ピ ュー タ IBM3033

OS MVS

管理システム BRANDY

サ

ー

ビ

ス

シ

ス

テ

ム

の

概

要

通 信 手 順

ボ ー レー ト 300,1200bps パ リ テ ィ 偶数

伝送制御手順 標準無手順 ズ トップビッ ト長 1bit

通 信 方 式 全二重 英字 カナコー ド JISC6220

機 種 パソコン'端 末 機

ソフ トウ ェア 一般の通信ソフ ト

名古屋地域の

アクセスポイン ト

300bps (052)583-0360

1200bps

サ ー ビ ス 時 間

月 ～ 金曜 日9:00～19:00

土 曜 日9:00」}12:00

(祝 祭 日,年 末年 始 を除 く)

利 用 料 金

(一 般 企 業)

類似商標10,000円/件(00型)

更新登録200,円/件

使 用 条 件 パスワー ドの入手

データベースの特徴
商品分類 ・称呼 ・類似範囲を指示す ることにより、類 似商標が検索できる。従来の人手 に

よる調査では困難であった、頭音の異なる類似商標や接頭語句のつ く類似商標の調査に特 に

有効である。

今 後 の 計 画
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デ ー タベ ー スサ ー ビス BRANDY

2

主 な コ マ ン ド 一 覧

.

LOGON 接続開始

XBRANDY BRANDYシ ステムの呼び出し

数字
メニュー方式 による検索

カタカナ 称呼入力
■

工

主 な 検 索 索 引

称呼 カタカナで商標の呼び名を入力

分類 新分類,旧 分類,速 報

`

シ ソ ー ラ ス の 代 表 例

フ ァ イ ル 名
ト

BRANDY

な し
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データベースサービス名:BRANDY
3

主 な フ ァ イ ル の 特 徴(1987.9現 在)

フ ァ イ ル 名

(プ ロ デ ュ ー サ)

分 .野1
デ ー タ 件 数

(蓄 積 期 間)

概 要

(記述言語)

BRANDY

(東洋情報システム)

商標 2,500,000件

(1884-)

日本における登録中の全商標を中心に収録

している。

(日本語)

」
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デ ー タベ ース サー ビス名: BRANDY

4

`

▼

●

T

パア ー タ べ ー ス の り手 用 ‖仔

3ACこOvNTOETA工L

l

SHOHYO－

シタツツ、三

CLASS-

N32

N32S320ら00430450ム6047070

REINPUT－

SHOXO－

シ9ツ スt三

シタツス、三

REiNPu了 一

ち こ)ATANE・N三

商 標

.;三 ト40

舌 鼓

考えられる称呼

1
　

|
シタツズ ミ ・シタズ ツ ミ

シ タツツ ミ

'
び〔

1
「ー

1
♪

オ【ACCOUNTUSER

123▲5

シクツス、三

VARIATION－

CODε 一`11151339 －SHOHYO －SHOKO

法 ～興

OPTION－

Now 5300t

ヂ ・ヅ → ジ ・ズ

FUNCT工ONMENUlCONT工NUε2RETRY

5SHOHYO/Kε ∈PCLASS6

1

12345

シロツス、三

VARIATION"

..1!9,2/9・3!9/ス ス、..4/9!ツ,5/3・

VARIATION'

3しIST
SHOHYO/CHANGE

1

CしASS
4SHOKO
gEND

OPTION－

Now 30

FUNCTION

3
Now' 30

門εNUlCONTINUE2RETRY3.LIS了

5SHOHYO/KEEPCLASS6SHOHYO!CHANGε CしASS

,4SHOKO

9、.END

・ 《

L工ST凹 εNU

ら

OP了rON－

Now

l

N32
N32

N32

N32

N32

N32
N32

N32

N32
'N32

30

1VARIA了tON20Nε 一〇IFF

4NO-OPεRATION5AU了O

1PRIN了

S38-007946K

S40-012931K

S51-06ら103κ

SS2-022121K.

S54-045807K

S56-056411K

S57-066428K

S57-078412K

S58-073349K

S58-073425K

625202*

6878ら3*

1280283了

1327250T

1433030T

1535033了

1601220T

1619060了

3PERFECTION
gENO

2NO了PRINT3

イソノシタツツ、三

シ7ツ ツ、三

シタツツ、三..

シ)9イ セツメ).

シタツツ、三

キセツノアシ、'クラへ、 シタツツ、三ト、ウ

タイシタ9マ ケ、タ ツカ、ルサンフン

WATCH1NGFOR

シクツ?三 ト、ウ

アシタマツノ

REPRINT

・、 1

1'・
,卜 ●

J

*イ ソノシタツツ三'・ ・.㌔'・'
求シタツツ三

・*シ タツス、三' .・

シンタイセツメン,..,,.','〆 ・.

*シ タツス、三

オ【キセツノアシ、ワラへ、シワツス、三ト、つ

*タ イシ99マ ケ、タツカ、才サンネ);.層:"

了O門ORROLJ/ア スまアシタオ三ツメアシタ才力ンカ、エル

*シ9ツ ス、三ト、つ

アシタマツノ

043

0ら3

0ら3

0ら3

043

0ら3

0ら5

0ら5

S32

S32

T12-007278K

SO3-001643κ

SO3-00164膓K

S13-00ら917K

S28-01ら727K

S28-019802K

S11-006562K

S18-003S4・3K

S52-062077G

S52巳075096G'

152864T

199596T

199597T

305066T.

434・916T

440684T

282587*

361730*

122-054

123-060

シタツツ、三

シタツツ、三

シタツツ、三

シタツツ.、三元〕ン,

シ9ツ ツ、三

シタツツ、三

夕モツ(ヒ シ}!や ス(ヒ シ)/不(ヒ シ)

シ7ツ ツ、三

コ、ン、、エシタツス、三

シタツツ、三!シ タツツ、三

*シ タツツ三 、

竃シタツツ三

まシワツツ三.

.*シ クツツ三1]ン

Xbク ツスt三

*シ タツス、三

共 シワモツ

享シタツス、三

*コ 、⊃へ、エシクツス、三

木シタツス、三'

'

1

1

,

.

ム

、
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デ ー タベー ス サー ビス BRS

1

名 称 BRSlnformationTechnolo8ies

デ ィス トリビ ュー タ

所 在 地 1200Route7,Lantham,NewVork12110,USA

TEL(518)783-1161

名 称 ユサコ(株)オ ンラインサービス部

代 理 店
所 在 地 〒105東 京 都 港区 新橋1-13-12堤 ビル

TEL(03)502-6473㈹

営 業 所

(愛知,岐 阜,三 重県 内)

1 名 称 な し 問い合わせ先

2 名 称 問い合わせ先

代行検索機関名

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 足立国際特許事務所 問い合わせ先 (052)231-7835

2 名 称 問い合わせ先

パ ス ワ ー ド 発 行 数

(1987年1月1日 現在)

|nfostream全 パ ス ワー ド発 行数1,530

(BRS,JlP!AHD,JAPlCDOC)

データベース管理システム
ホ ス トコ ンピ ュー タ

OS

管理システム

サ

ー

ビ

ス

シ

ス

テ

ム

の

概

要

通 信 手 順

ボ ー レー ト 300,1200bps パ リ テ ィ 偶数

伝送制御手順 標準無手順 ス トップ ビ ッ ト長 1bit

通 信 方 式 全二重 コ ー ド ASCII

機 種 パソコン

端 末 機
ソ フ トウ ェア 一般の通信ソフ ト

名古屋地域の

アクセスポ イン ト

300bps (03)345-0300(Venus-P)

1200bps (03)345-1200(Venus-P)

サ ー ビ ス 時 間

月 ～ 日曜 日0:00～18:00;20:00～24:00

(年 中無 休)

利 用 料 金

(標準サービス)

パ スワー ド登 録料1,000円

接続料168$/Hr(HEDUNE),100$/Hr(EHBASE)

回線 使用 料40円/分+2.4円/セ グ メント

使 用 条 件 パスワー ドの入手

データベー スの特徴
約140種のファイルか らなるオンライン検索システムで、特に医学,ラ イフサイエンス関

係が充実 している。

今 後 の 計 画 専用回線の設置,フ ァイルの充実

一124一
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デ ー タベ ース サー ビス: BRS

2

主 な コ マ ン ド 一 覧

..CHANGE ファイルの選択
,

..SEARCH 検索結果の集合の作成

..DISPLAY 検索結果のヒス トリー表示1

..PR川T 検索結果のデ ィスプレイへの表示

..PRINTOFF 検索結果のオ フライン出力

..OFF 検索終了

DE デ ィスクリプ タ(統 制語)

TI タイ トル

AU 著者名主 な 検 索 索 引

(WPI/L) SO 雑誌名

RN CASレ ジス トリーナ ンバ ー

YR 出版年

.

シ ソ ー ラ ス の 代 表 例 』
P

フ ァ イ ル 名 MEDLINE

"HedicalSubj㏄tHedings1985年 版"か ら 抜 粋

.
DlEN㎜OLD1FERULOo

l臼田而OL庸 ●垣丘'PHロ 姶口ol陀 眞vしow」ユ 寵 嗣 ㎝ 刷 刈田

DIENτAMOEBADIFFER芭NCE
Dロπ川OEぬD`飛Rぴ 《選L掴 芭N賃017門 皿醐AL¶ 頓田HOロD
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Dl即 姐O酬A$1s旨{'ぷ 四【岨DIFFEREN(鵬

Dlε■OXYDULOTOL`NO`v`DU^LOlm三 民一 緒 恥mDU…
宮ou商mロ06亘nαmLDIFFE艮 ㎜AL

DIεPO】 αCALA㎝TOL田 隈 品 品 詳㎜ 而AL鞠mlNO霞 口
聞o【"胃 田 富oc・・^απo【 ロA《⌒OI冊 ⌒L

DIESTRUS・'o『1nε 良εxnAL■"εx図ALANALY鎚 ●o・■㎡αo"岡m■ ▼・▲NAL而C4」L
o`E口05断 』 ロ口 口50`"臼t㎜ALmεRMALANALY$1SCALO貝 田Emに ■
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o`百 ・四 εMlc^LLYO閉N巳o嗣 鵡 食炉o……Tロ 田o`元 口m^mN
D`鳳 εLロ㎡E雨Aし 官 旭 防rORMULA冗D
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"εT.ロ㎜NC.
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〇1酊丁"ε険A阿5● 胴▲LO諏 ∞剛γ㎜

DIεTARYDIFFU51NG
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CHOu田7εROLo,ε"贋 Ψ
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。9m口 口ε買`㎜VAW。NDt刷51㎝ 策'。1㎜ 。N。Pl㎜VAnON
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嗣D1GENIC

DIGεNにAαD"¢ 【AlM(=AooDIErHYL
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デ ー タベ ース サー ビス名 BRS

3

主 な フ ァ イ ル の 特 徴(1987.6現 在)

フ ァ イ ル 名 分 野 デ ー ・タ 件 数 概 要
(プ ロ デ ュ ー サ) (蓄 積 期 間)

',

(記述言語)

MEDLINE 医学 4,567,000件 世界70カ 国以上で出版された生物 ・医学 に

関す る3,200誌 か らの記事 を収録 してい る。

(NationalLibraryof (1960-)

Hedicine)

(英語)

EMBASE 医学 1,844,062件 世界100カ 国以上の人間の医学,薬 学およ

薬学 びその関連分野における3,500誌 からの記事

(ExcerptaHedica) (1980-) を収 録 して い る。約40%の 記事 がHEDLINEと

重複 して いる。

(英語)

PhysiciansDataOuery 癌治療 PDOC86件 癌の治療法と予後に関する情報,米 国の権

PDOD13,410件' 威ある17の学協会のメンバーと癌研究施設お

(NationalCnacer PDQP997件 よび癌治療プロ トコルを収録 している。

|nstitute) (最 新)'

(英語)

CA 化学 6,700,000件 化学に関す る雑誌記事,特 許,レ ポー ト,

会議録,学 位論文および単行本を収録してい

(ChemicalAbstrっcts (1970-) る 。

Service)

(英語)

INSPEC 物理学 2,891,000件 物 理学,電 気 ・電 子工 学,コ ン ピュー タ,

電磁気学 制御工学,情 報工学の分野に関す る雑誌,会

(lnstitutionof (1969-) 議録,単 行本,学 位論文 ジレポー トを収録 し

EIectricalEngineers) て い る。

(英語)

COMPENDEX 工学 1,407,000件 世界中の重要な土学,技 術に関する情報 を

技 術,ム 雑 誌1,500誌,会 議 録2,000件 か ら収 録 して'

(En8ineeringlnforma一 (1970-) い る。1

tion,lnc.)

(英語)
A

PTSPROMT ビジネ ス ・ 803,500件 世界中の新聞,,ビ ジネス誌,官 報,業 界紙

に記 載 され た、会 社,産 業,製 品,マ ーケ ッ

(Predicasts)
.

(1972-) ティング情報 を収録 している。
s

.(英 語)

SocialSisearch 社 会科 学 ・ 1,700,000件 世界中の約1,500誌 の社会科学に関する雑

誌のすべての重要な記事と、その他2,400誌

(lnstitUteforScien一 (1972・) 以上か ら社会科学関連記事を収録 している。

tificbformation,

lnc,) (英語)
、

CurrentContents 雑誌 目次 168,000件 自然科学,-社 会科学および人文科学の分野

における中心的な雑誌約4,000誌 の最新号の

(lnstituteforScien一 ・(最新3カ 月)" 目次を収録レている9、
eificlnformation, ∨

lnc.) (英語)
-
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デ ー タ ベ ー ス の 利 用 り假

MESH検 索 ・出力 例

… 肝硬変 と慢性腎不全 の関係

EHＴER

MESH1982

BRSSEARC

1_:

DATABASEHAHE -・[亟 亜
－APR1987

← 一一ーー ーデ ー タ ベ ー ス 指 定

LVER-CRRHOSS.MJ.AN
RESULT

D ←一検 索語入 力
29DOCUMEHTS

2:1..L/1LG=ENl「

RESULT18DOCUHENTS

BRSSEARCHHODE-EHTERQUERY

3_:[..P2F5/11

1

AN87056143.8703.

AUEpstein-H.Perez-G-0 .Bedoya-L-A.

← 一ーーー一一言 語 を 英 語 に 限 定

← 一 ー-一一 ーー ブ リ ン ト指 定
「

Melina-R.← 一ー一著 著 名(AU)
,.・r

IHNephrology

Florida.
Secti。n.VeteransAdministreti。nMedicalCenter,Hiami,

TI

O
G
S
L

ascitesorrenaIfailure.
Int-J-Artif-Organs.1986Jul.9(4) .EH

.

Continuousarterio-venousultraf・iltrationineirrhoticpatientsvith

P253-6.← 一一ーー一雑 誌 名(SO)
.←'一・・一一一言 語(LG) ・t'

「

^B蒜s:ll
。ぽ:㌔C翻.:{、1蕊lel:u言 。ll;;:{謬{・:、ICAV")

.anagement。fpatientsv'ithadvancedliverfailure.vecarried。ut

C削Uin3patienヒsyithdec。 叩ensatedLaennec'scirrh。sis .CAVUvas
utilizedintv。Patients冒ithacutere・alfanureandpulm。nary

ede国atostabilizerenalfunctionandfacilitateadロinistrationof

large脚 ・・ts。ffl・id.Inthethirdcase.CAVUvass、ccessf。lly

utilizedtoロ 。bnizefluidinapatientrefract。ryt。c。nventi。naI

diureticregimens.VeconcludethatCAVUロayconstitutean

a爾 。Priatealヒemaヒive't。tradiヒi。nalhe・ 。dialysisinpatientsvith

advancedliverdiseeseandrenalfunctionaliロpairロent .『'A
uthor-abstrect.

ム

-

.'

1

MJASCITES:th.BLOOD.
co.ULTRAFILTRATIOH .

KID}lEY-FAILURE-CHROHIC:th. LIVER--CIRRHOSIS:

・'

、

'

HNAGED.ASCITES:et.CASE-REPORT.HUHAN.

et.LIVER-CIRRHOSIS-AしCOHOLIC:et,th.

SBH.

YR86.← 一ー一・・一出 版 年(Y .R)

0391-3988.GOO.IS

ZNZ1、542.489.・'.-'

IH8703ウ"」'.`

ED870116. .

EHDOFREaUEST`'

ψ F

アコ
..K.IDHEY-FAILURE-CHRO}{IC:

MALE.HIDDしE-AOE.

,・.4

`

肉

〉

チ

'

》

.

E

1

♪

,

.
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デ ー タベ ー スサー ビ ス名 DIALINE

1

デ ィス トリビュー タ

r

名 称 (株)三 菱総合研究所

所 在 地 〒100東 京都 千代 田区 大手 町2-3-6タ イム ・ラ イフ ビル

TEし(03)270・9211㈹

代 理 店

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 丸善(株)名 古屋支店 、 問い合わせ先 (052)261-2251

2 名 称 (株)紀伊国屋書店 名古屋営業所 問い合わせ先 (052)781-7451㈹

3 名 称 (株)紀 伊国屋書店 岡崎営業所 問い合わせ先 (0564)23'8703

4 名 称 (株)コ ムネ ッ クス 問い合わせ先 (052)251-3485㈹

代行検索機関名

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 問い合わせ先

2 名 称 問い合わせ先

パ ス ワ ー ド 発 行 数

(1987年9月 現在)

全 国 愛知県(内 数:名 古屋市) 岐 阜 県 三 重 県 海 外

500 13(6) 0 3 0

データベース管理 システム

(NTTのD団OSを 使用)

ホ ス トコン ピ ュー タ IBM3081D

OS MVSSP

管理システム BASIS

サ

ー

ビ

ス

シ

ス

テ

ム

の

概

要

通 信 手 順

ボ ー レー ト 300,1200bps パ リ テ ィ 偶数

伝送制御手順 標準無手順 ス トップ ビ ッ ト長 1bit

通 信 方 式 全二重 漢 字 コ ー ド JISC6226

端 末 機
機 種 パ ソコン

ソ フ トウ ェア 一般の通信ソフト

名古屋地域の

アクセスポイン ト

300bps (052)582-8653,(052)262-6891(卜1ARUNET),(052)204-1461(K州OCOSト10NET)

1200bps (052)262-2166(HARUNE↑),(052)204-1464(KlNOCOSHONE↑)

サ ー ビ ス 時 間

月 ～ 金 曜 日9:30～22:00

土 曜 日9:30～16:00

(祝 祭 日,年 末 年始 を除 く)

利 用 料 金
接 続料290円/分(JAPAN/HARK),290円/分(ニ ッバンマーク),250円/分(日 経 ファイII)

(但 し、月 間 トー タル 使用 料金 が3,000円 以下 の場 合 は3,000円 く日経 フ ァイル と契

約 して い る場 合 は5,000円 〉)

使 用 条 件 パ ス ワー ドの 入手(NATlONAレREPORTに つ いては ダ ウン ロー ド不 可)

データベースの特徴
JAPAN/HARK,HONT糺Y-lNDEXな どを独 占的 に提 供 して い るデ ータベ ー スシ ステ ムで あ る。

今 後 の 計 画 ユニークなファイルの提供を増や してゆく予定である。
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データベースサービス:DIALINE
2

F|ND 指定 した検索情報の集合 を作成

LOOK 索 引語やシソーラス用語の通覧

主 な コ マ ン ド 一 覧 DISPLAY 検索結果のデ ィスプレイへの表示

OUIT ファイルの終了

SORT 検索結果の並べ替え

PR|N 検索結果のオフライン出力

キ ー ワー ド 統制語

出版日付

主 な検 索 索 引 NDC 日本十進分類

(JAPAN!岡ARK) 著者名

シ ソ ー ラ ス の 代 表 例

フ ァ イ ル 名 日経 フ ァイル ーME,SS,RS,MA

"日 経 シ ソー ラス"か ら抜 粋

BT植 物性油脂54 ◎82年11月 登仇 NT遺 伝子銀行11
・油脂62 BTエ レクトロニクス567 遺伝子工学372

・遺伝子操作670

パーレーンロ184 バイオエンジニアリング囲1 細胞培養6
ZB PC 細胞融合81

BT西 南アジア26 ⑪84年7月 登蹴 BT工 学183
.ア ジア883 BTエ ンジニアリング650 ・学術188

・中近東1859

,{イオ機器田23 バイオニクス囲6

肺田0 (パイオキキ)JH.PB PA,PB

(ハイ)UD 882年10月 登駄 883年8月 登臨

⑲85年1月 登既 NTバ イオリアクター57 BTメ デ ィカルェンジニア リ

BT内 臓1 ング33
・組織書官0 ノ∨イオ口紅囲8 ・工学183

'SA人 工肺3
(パ イオクチペニ)lF ・・学術188

⑲84年7月 登砿

Hi-OVIS囲12 BT口 紅58 バイオマス囲162

(ハ イ一方～ ヴィス)LF ・化粧品1207 GF

⑪82年6月 登駄 バイオ化陀品12 BT代 替エネルギー439

BTCATV1616 ・化粧品1207

・テレビ放送1130 バイオリアクター凋57
・・放送430 バ イオク リー ンル ーム田5 JH.PB

・二昌一メデ ィア1940 MD ⑲81年8月 登緑.生 物反応
・有線放送67

⑲83年2月 登駄 器.生 物類似反応器.
・・放送430 BTク リーンルーム284 BTバ イオ機器23

双方向テレビ10 ・ファインピル15

・テレビ放送1130 バイオリン囲8
・・放送430 バイオ化粧品田12 UF

・ニューメデ ィア1940 (パイオケシ ヨウヒン)IF 881年12月 登乱

⑪83年8股 立 BT弦 楽器2

梅雨囲41 NTバ イオ口紅8 ・楽器208

(パイウ}QB BT化 粧品1207 ・・趣味娯楽用品479

◎81年6月 登蹴

《
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デ 一 夕ヘー サ ービ DIALINE

3

主 な フ ァ イ ル の 特 徴(1987 .9現 在)

フ ァ イ ル 名 分 野 デ ー タ 件 数 概 ・ 要
(プ ロ デ ュ ー サ) (蓄 積 期 間 ・)

・

(記述言語)

JAPAN/MARK 国香 560.000件 日本国内で刊行され、国立国会図書館に納

本 された 、図 書 、 レポ ー トの書 名.著 著名 な

(国立国会図書館) (1969-) どの書誌データを収録 している。

(日本語)

ニ ッパ ン ・マ ー ク
|

図 書;135・0001牛

i

1昧 出版販売株式会社が取 り引きしていろ
全 国4.000に お よぷ 出 版社,地 方 小 出版流 通

(B本 出版販売㈱) 1(1984 -) セ ンター扱いの小出版社から刊行される全 て

の新刊 を 、・分類 ・整 理 して収 録 して い る。

(日本語)

日差至ファ イノし－ME.SS 記事 659、000件 日本経済新聞(地 方版記事を含む).日 経
RS,MA 産業新聞、日経流通新聞の各紙記事全文およ

(1985-) び日経マグロウヒル社発行の雑誌情報の書誌
(日本経済新聞社) 事項を収録 している。

(日本語)

NATIONAL一 経 済 ・産業. 7,000件 日本政府全省庁 および日本銀行,経 済団体
REPORT 技術 連合会,経 済同友会,自 由民主党本部の経済

(1984-) ,産 業.技 術関連の報告書の情報を収録 して

ぺ
い る 。

(日本語)

MONTHLY一 1,600件

INDEX
一

(1987・)

ム

,,」1 ♪

「

「.ひ

「 「

1 14
li

写

『}

1

1'・1
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デー タベースサービス名:DIALINE

4

デ ー タ ベ ー ス の 利 用 例

<<<DIALINESERVICESTART.10/28/87>〉>

1JAPAN/SIARC{1981-}

2JAPAN/ト1ARC-OLD(1969-1980)

3JAPAN/}】ARC-TRAIN工NG

4NTIS{SUSPENDED)

5NIPPAN/㍉ARC(1984-)

6NIPPAN/汀ARC-TRAINING

7NU{KEI-FILE－ ミIE{1985-}

8NIKKEI-FILE-SS(1985-}
δ

9N「IKKEr-FILE-RS{1985-)

10N∫KKEI-FILE－ ト】A{1985-}

11NATIONAL-REPORT{NREP}

1・2HONTHLY-INDEXl1987.09-}

●
13NIKKEI-FILE-KS(1987.10-}

EEND

ENTERSERVICENしS!BER.

1

BASIS4.OR1ユ7.4A820408

こん にち は。MRIJAPAN/MARCを 始 め ます 。

収録文献数391994

著作権者 国立国会図書館

ENTERYOURREQUEST'

1/FT1ニ リスフ。

*241/T1ニ リスフ。

2/DCATFOR20-24 .

ITEト120
'

シヨメイ 初めて の人 のため のLISP'
チヨシや 竹内郁雄 著'
シュツハ。ンチ 東 京

シユツハ◆ンシヤ サ イ エ ン ス 社

シュツハ。ンネン1986 .12
へ。一ジ317p

サイス"21cm

ソーシヨメイ ソ フ トウ ェ ア ラ イ フ'ラ リ

ソーシヨNO.3 1
テイカ2200円

ψ.

イツハ'ン ケンメイ{カ ンジ}プ ロ グ ラ ミ ン グ 用 言 語

.

NDCOO7.64

JPNO.87009542
「.

3/塾 ユエ
〃

ρ
ど うもあ りが と うござ いま'した。 、

ま たの 御利 用 をお 待ち してい ます 。

GOODBYE

■ ENTERSER、'ICENじSIBER.
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1

デ ィス トリビュー タ

名 称 DlALOGlnformationServices・lnc・

所 在 地 3460HillvieuAvenuePaloAlto,Carifornia94304,USA

TEL

代 理 店
名 称 (株)紀 伊国屋書店 国際情報部

所 在 地 〒156東 京都 世 田谷 区桜 丘5-38-1

TEL(03)439'0123㈹

営 業 所

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 (株)紀 伊国屋書店 名古屋営業所 問い合わせ先 (052)781-7451㈹

2 名 称 (株)紀 伊国屋書店 岡崎営業所 問い合わせ先 (0564)23・8703

代行検索機関名

(愛知,岐 阜,三 重県 内)

1 名 称 愛知県産業情報センター 問い合わせ先 (052)231-6351㈹

2 名 称 (株)メ イテ ッ ク 問い合わせ先 (052)2i2-1711㈹

3 名 称 足立国際特許事務所 問い合わせ先 (052)231-7835

パ ス ワ ー ド 発 行 数

(1987年9月 現在)

全 国 愛知県(内 数:名 古屋市) 岐 阜 県 三 重 県 全 世 界

約5,000 60() 20 20 58,000

デー タベース管理システム 公表せず

サ

ー

ビ

ス

シ

ス

テ

ム

の

概

要

通 信 手 順

ボ ー レー ト 300,1200bps パ リ テ ィ 偶数

伝送制御手順 標準無手1順 ス トップ ビ ッ ト長 1bit

通 信 方 式 全二重 コ ー ド ASCII

端 末 機
機 種 パソコン

ソ フ トウ ェア 一般の通信ソフ ト

名古屋地域の

アクセスポ イン ト

300bps (052)204-1461(KlNOCOSト10NET),(03)345-0300(Venus-P)

1200bps (052)204-1464(KlNOCOS卜10NET),(03)345-1200(Venus-P)

サ ー ビ ス 時 間

月 曜 日5:00～24:00

火 ～ 金曜 日0:00～24:00

土 曜 日0:00～14:00;22:00～24:00,日 曜 日0:00～10:00

利 用 料 金
年 会費25$

接 続料105$/Hr(CA),108$/Hr(COトlPENDEX)

回線 使用料80円/分(KlNOCOSHONET)

使 用 条 件 パ スワー ドの入手

データベースの特徴

米国 カ リフ ォル ニ ア州 に あ るDIALOGlnfomationServices社 が 開 発 した世 界最 大の オ ン

ラ イン情報検 索 シ ステム で あ る。現 在 、約250種 の ファ イル を有 し、 その 範囲 は人 文科 学,

社 会科 学,自 然 ・応用 科 学 の各分 野 に お よび 、学 術情 報 は もとよ りビジ ネス ・産業 ・特 許情

報,新 聞 ・雑誌 記事情 報 な どあ らゆ るタ イプ の情 報 が含 まれ てい る。

今 後 の 計 画

一1・32一
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BEGIN フ ァイルの選択

SELECT 指定した検索情報の集合を作成

主 な コ マ ン ド 一 覧 CO岡BlNE 検索結果の集合の論理演算をおこな う

TYPE' 検索結果のディスプレイへの表示

PRINT 検索結果のオフライン出力

LOGOFF 検索終了

DE デ ィスクリプタ(統 制語)

TI タ イ トル

主 な 検 索 索 引 AU 著者名
1

JN 雑誌名

PN 特許番号

PY 出版年

シ ソ ー ラ ス の 代 表 例

フ ァ イ ル 名 INSPEC

"INSPECシ ソ ーラ ス1983年 版"か ら抜粋

e㎏ 田e「mロ ㏄5coロt. ek舗el回 田1㎜m砲 口爬㎜tcont.
τrfum㏄$町 .1㏄1ric▼●パabb賊a鶉re侃ot

暑1詣麗訓
FCb8540Cnb8610十 ■UF
DIム 加明 し973

⌒h蕊
瞭

NT 1㏄m r口c江nc6

志tHd回 田
UFr順d≧ ・ 誓
RT盟 ㌫ 翫

CC醜190B8370 阿
FCb2190+wb8370+P

厭
leCtri

蒜

旧iがancヒ'

im疏ttan㏄

immi"nce

。鴨 加㏄一 ㎝刷
|ec睡ali叩 頭 鷹
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主 な フ ァ イ ル の 特 徴(1987.9現 在)

フ ァ イ ル 名 分 野 デ ー タ 件 数 概 要
(プ ロ デ ュ ー サ) (蓄 積 期 間) (記述言語)

CA 化学 7,769,892件 化 学 に 関す る雑誌 記 事,特 許,レ ポ ー ト,

会議録,学 位論文および単行本を収録 してい
(Che而calAbstracts (1967・) る 。

Service)

(英語)

COMPENDEX 工学 1,407,000件 世界中の重要な工学,技 術に関する情報を

技術 雑誌1,500誌,会 議 録2000件 か ら収 録 して

(Engineeringlnforma一 (1970-) い る。

tion,lnc。)

(英語)

INSPEC 物理学 2,891,000件 物 理学,電 気 ・電 子工 学,コ ンピ ュー タ,

電磁気学 制御工学,情 報工学の分野に関する雑誌,会
(lnstitutionof (1969-) 議録,単 行本,学 位論文,レ ポー トを収録 し
ElecricalEn8ineers) て い る。

(英語)

CLAIMS 特許 1,691,000件 米 国特 許 商標 局のOfficialGazetteに 発

表されたすべての許可済み特許,再発行特許,
(lFl/PlenumData) (1950-) 防衛出願 および意匠特許を収録している。

(英語)

MEDLINE 医学 4,567,000件 世界70カ 国以上で出版 された生物 ・医学に

関 す る3,200誌 か らの記 事 を収録 して い る。

(NationalLibraryof (1966-)
Hedicine)

(英語)

SCISEARCH 科学技術 6,950,000件 世界の約4,500の 主要な科学技術文献か ら

すべての重要な記事を収録 している。
(lnstituteforScien一 (1974-)
tificlnfomation)

(英語)

DISCLOSURE 企業財務 11,400社 米国の11,400社 の株式公開会社に関する

詳細な財務情報 と文章情報を収録 している。
(Disclosurelnformation (最近5年 間)'G
roup)

(英語)

PTSPROMT ビジネス 803,500件 世界中の新聞,ビ ジネス誌,官 報,業 界紙

に記 載 され た、 会社,産 業,製 品,マ ーケ ッ

(Predicasts) (1972-) ティング情報を収録 している。

(英語)

Haga2inelndex 記事 . 1,800,000件 435誌を越す米国 とカナダの一般誌の記事

索引を収録 している。
(InfomationAccess (1959-) ,、

Company)

(英語)
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デー タベ ース サー ビス DIALOG 霊
1

デ ィス トリビ ュー タ

名 称 DlALOGlnformationServices,lnc.

所 在 地 3460HillviewAvenuePaloA|to,Carifornia94304,USA

TEL

代 理 店
名 称 丸善(株)MASISセ ン ター

所 在 地 〒104東 京 都 中央 区京 橋1-4-14日 新 八 重洲 ビル

TEL(03)271-6068

支 店 1 名 称 丸善(株)名 古屋支店 問い合わせ先 (052)261-2251

代行検索機関名

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 愛知県産業情報センター 問い合わせ先 (052)231-6351㈹

2 名 称 (株)メ イテ ック 問い合わせ先 (052)212-1711㈹

3 名 称 足立国際特許事務所 問い合わせ先 (052)231・7835

パ ス ワ ー ド 発 行 数

q噺 年9月現在)

全 国 愛知県(内 数:名 古屋市) 岐 阜 県 三 重 県 海 外

()

データベース管理システム 公表せず

サ

ー

ビ

ス

シ

ス

テ

ム

の

概

要

通 信 手 順

ボ ー レー ト 300,1200bps パ リ テ ィ 偶数

伝送制御手順 標準無手ll頂 ス トップビッ ト長 1bit

通 信 方 式 全二重 コ ー ド ASCII

端 末 機
機 種 パソコン

ソ フ トウェ ア 一般の通信ソフ ト

名古屋地域の

アクセスポ イン ト

300bps (052)262-6891(卜1ARUNET),(03)345-0300(Venus-P)

1200bps (052)262-2166(ト|ARUNET),(03)345-1200(Venus-P)

サ ー ビ ス 時 間

月 曜 日5:00～24:00

火 ～ 土 曜 日0:00～24:00

日曜 日0:00～17:00

利 用 料 金

(標準サービス)

年会 費25$

接続 料105$/Hr(CA),108$/Hr(COHPENDEX)

回線 使用 料80円/分(nARUNET)

使 用 条 件
1.検 索技術の修得(菊 月定期的に研修会を開催)

2.検 索補助資料の購入,パ スワー ドの入手

3.汎 用端末機 またはパソコンの用意(HASISセ ンターの設備品を利用することも可能)

データベースの特徴

NASA/RECONシ ステ ムを 源流 に1969年 にDIALOGnと して 完 成 した。1972年 か ら商 用デ ー タベ
ー ス として 一般 に提 供 されて い る。現 在 では約300種 の フ ァイル を擁 し、 あ らゆ る分野 の雑

誌 、技 術 レポ ー ト、特 許 、会 議録 、新 聞 記事 な ど約130,000,000件 の レ コーを 蓄積 して お り、

さ らに日 々新 たなデ ー タを追 加 して い る。

今 後 の 計 画

1.化 学,医 学,特 許等 の 大規 模 な ファ イル の 統合化

2.専 門 の検索 技 術者以 外 の ユーザ ー の ための 一連 の コネ クシ ョンの提 供

3.フ ァイル を作 成 し、簡 単 に情報 を入手 で きる ための シ ステ ムの提 供

4.CD-ROHに よる提供 …DIALOGシ ス テムの コマ ン ドを使 い オン ライン と同 様な 検索 が可 能
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デ ー タベー スサ ー ビス DIALOG 叢
2

BEG川 ファイルの選択

SELECT 指定 した検索情報の集合 を作成

主 な コ マ ン ド 一 覧 COHBINE 検索結果の集合の論理演算 をおこな う

TYPE 検索結果のデ ィスプ レイへの表示

PR|NT 検索結果のオフライン出力

LOGOFF 検索終了

DE デ ィスク リプタ(統 制語)

TI タイトル

主 な検 索 索 引 AU 著者名

JN 雑誌名

PN 特許番号

PY 出版年

シ ソ ー ラ ス の 代 表 例

フ ァ イ ル 名 INSPEC

,,INSPECシ ソ ー ラス1983年 版"か ら抜粋

el㏄`rieh副e口

㌫1:=:1竿 灘 鍵驚　
・・鵠識 鋸

。、 冨 瓢 繍 ご㎞
BT・・…8ξ ε ㌫ 三t瑠。8r

爵 ㍑ 暑叫 』 ・・ ㎞ ・19η

瓢_打 麟r識 鵠,』 ・㎞ ・…脚
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DlＬanuaワ197ハe|㏄tri"lengin㏄ パn800mρutin8
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デ ー タベ ー スサー ビ ス DIALOG 釜
3

主 な フ ァ イ ル の 特 徴(1987.9現 在)

フ ァ イ ル 名 分 .野 デ ー タ 件 数 概 要
(プ ロ デ ュ ー サ) (蓄 積 期 間) (記述言語)

CA 化学 7,769,892件 化 学 に関 す る雑誌 記事,特 許,レ ポ ー ト,

会議録,学 位論文および単行本を収録 して い
(Ch㎝icalAbstracts (1967-) る。

Service)

(英語)

COMPENDEX 工学 1,407,000件 世界中の重要な工学,技 術に関する情報 を

技術 雑誌1,500誌,会 議 録2,000件 か ら収 録 して
(Engineeringlnforma・ (1970-) い る。
tion,lnc.)

(英語)

INSPEC 物理学 2,891,000件 物理 学,電 気 ・電子 工 学,コ ン ピュー タ,

電磁気学 制御工学,情 報工学の分野に関す る雑誌,会
(lnstitutionof (1969-) 議録,単 行本,学 位論文,レ ポー トを収録 し
ElecricalEngineers) てい る。

(英語)

CLAIMS 特許 1,691,000件 米国 特 許商標 局 のOfficialGa2etteに 発

表されたすべての許可済み特許,再発行特許,
(旧!PlenumData) (1950・) 防衛出願および意匠特許を収録 している。

(英語)

MEDLINE 医学 4,567,000件 世界70カ 国以上で出版された生物 ・医学に

関す る3,200誌 か らの 記事 を収 録 して い る。

(Nati。nalLibraryof (1966-)
Hedicine)

(英語)

SCISEARCH 科学技術 6,950,000件 世 界の約4,500の 主要 な科学技術文献か ら

すべての重要な記事を収録 している。
(|nsti七uteforScien一 (1974・ ・)
tificlnformation)

(英語)

DISCLOSURE・ 企業財務 11,400社 米国の11,400社 の株式公開会社に関する

詳細な財務情報と文章情報を収録 している。
(Disclosurelnformation (最近5年 間〉
Group)

(英語)

PTSPROMT ビジネス 803,500件 世界中の新聞,ビ ジネス誌,官 報,業 界紙

に記載 され た、会 社,産 業,製 品,マ ー ケ ッ
(Predicasts) (1972つ ティング情報を収録 している。

(英語)

Haga2inelndex 記事 1,800,000件 435誌を越す米国とカナダの一般誌の記事

索引を収録 している。
(lnfomationAccess (1959-)
Company)

(英語)
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データベースサービス名:DIALOG(丸 善)
.

4

デ ー タ ベ ー ス の 利 用 例

?BB.フ ァイル13{INSPEC)を 指 定

02Ju18505:27;18UserOO9101

$0◆100.004HrsFile1

$0・10EsUmatedtotalsesゴioncosヒ0.OO5Hrs.

r㌫.1舗1;ξ 、一・H5!・SS1・ フ晶 晶
SeeFile12《1969Thru1976)
食費FILE130NLINETHESAURUS工SNOTWORκ 工NG禽 舎

Seセ1ヒem8DeSCXIPヒ10n'
一 一 ← 一 一 ー ー 一

`
～SSIHOMEORPERSONALORM工CRO)佃}COHPUT?パ ー ソナル コン ピュー タ

S13829HOHE

S211682PERSONAL

S38340HICRO

S4225588COHPUT?
S510788`HOHEORPERSONALORH工CROI(W)COMPUT?

?SS(INFORMATIONORDOCUMENT,{W)(RETRIEV～ORSEARCH?,
7

ザ 1!7;㍑;潟 ㌫ エ。N`情 願 索
S88693RεTRIEV?
S913717SEARCH?

S105451{INFORMハTIONORDOCUMENT)`W){RεTRIEV?ORSEARCH?)

?SS
S1♀NLXN… 、9ξON鎧 ξ:ε オンライ・'

.

S126991490N
S1371707LINE

S1468250N`W,LΣNE

S15106070NLINEORO}1`W,LINE

τSS5ANDS10ANDS†5集 合5,10,15の 蹟 理積 を とる
10788S5 」.

5451S10
.

10607S15'"
S1629S5ANDS10ANDS15

?TS16!5/33番 目の 文献 を形式5(全 レコー ド)で 再 出力
.

16!5/3
1426444'D85000860

LIFEWILLBEDIFFERENTWHENWE「RεALLONL工NE

SELIGMAN.D.
FORTUNεINT.{USA)VOL.111,NO.348-524FEB.1985CODEN=FOINEY

ISSN=0738'5587・
丁工eaヒment=Gε ト3ERALoRεVIEwg・
DocumentType`JOURNALPAPER'

Languages3ENGLISH
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TOTELEPHONELINES.AGROW工NGFRACT工ONOFPCSHAVEHODEMSENABLINGTHEHTO

SEARCHAROUNDINDATABASES.
」

DeScrlptors:工NFORMAT工ONRETRIEVAL7TELECOMHUN工CATXONSCOMPUTING,
Idenヒ ▲flers:ONLINEDATλBASES:LOCKHEED:MEADフDOWJONES3READERTSDXGEST'

HANDRBLOCKフSEC:PERSONALCOHPUTERS;BOS工NESSεS;ECONOH工CCONSεQUENCES∫
1工NTεLLIGENTHODEMS

ClassCodes=D2080:D5020∫D2010.

?κ1425444・ 上 記文献を集合0に 保 留
F

SO11426444
?ORDERHASIS ,上 記文献 の原報 をオン ライ ン発 注
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デ ー タベー スサ ー ビス名 HINET

1

デ ィス トリビュー タ

名 称 (株)平 和情報センター

所 在 地 〒160東 京都新 宿 区西 新 宿6-14-1新 宿 グ リー ン タ ワー ビル

TEL(03)349-7791

代 理 店

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 (株)紀 伊国屋書店 名古屋営業所 問い合わせ先 (052)781-7451㈹

2 名 称 (株)紀 伊国屋書店 岡崎営業所 問い合わせ先 (0564)23-8703

代行検索機関名

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 問い合わせ先

2 名 称 問 い合わせ先

3 名 称 問い合わせ先

4 名 称 問い合わせ先

パ ス ワ ー ド 発 行 数

(1987年9月 現在)

全 国 愛知県(内 数:名 古屋市) 岐 阜 県 三 重 県 海 外

3,000 () 1

データベース管理システム

ホ ス トコ ン ピュー タ FACOMM-380

OS F-4

管理システム FAIRSI/JEF

サ

ー

ビ

ス

シ

ス

テ

ム

の

概

要

通 信 手 順

ボ ー レー ト 300,1200bps パ リ テ ィ 偶数

伝送制御手順 標準無手順 ス トップ ビッ ト長 1bit

通 信 方 式 全二重 漢 字 コ ー ド JISC6626

端 末 機
機 種 パソコン

ソ フ トウ ェア 一般の通信ソフ ト

名古屋地域の

アクセスポ イン ト

300bps (052)203-0426

1200bps (03)375-9528

サ ー ビ ス 時 間

月 ～ 土 曜 日9:00～24:00(第 三 土曜 日は13:00～24:00)

(祝 祭 日,年 末年始 を除 く)

利 用 料 金
テ クノ サー チ;初 期 費用70,000円,接 続 料50円/0.2ユ ニット

日経 産業 新 聞記事;接 続 料1,000円/1接 続(月 間利用 最低 料金1,500円)

朝 日新聞 記 事;接 続 料500円/1接 続

使 用 条 件 パスワー ドの入手

デ ー タベ ー スの特 徴

新聞記事 を中心に、ビジネス情報を広 く収集 したデー タベースサービスである。

今 後 の 計 画 新聞記事の全文を収録 したファイルを増やしてゆく予定である。
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データベースサービス名:HINET

2

ASK ファイルの選択

s 指定 した検索情報の集合 を作成

主 な コ マ ン ド 一 覧 B キ ーワ ー ドの参 照

AND,OR,NOT 論理演算

P正,P2.P3 検索結果のデ ィスプレイへの表示

Ol,02.02 検索結果のオフライン出力

FT フリー ターム(記 事中の用語)

CL 分類コー ド

主 な 検 索 索 引 DT 発行日

(WHO)

分 類 コ ー ド.の 代 表 例

フ ァ イ ル 名 朝日新聞記事

"朝 日新聞記事データベース 分類コー ドブック"か ら抜粋

巨〕政 治

回 総 額
政治総類 行 政 財 政

総類総領 出 版
100 政治一般 140 行政一般 170 財政一般

000

001

002

003

004

縁類一般

資源

国家

公式制度

栄典

050

05】

052

053

054

出版一般

出版界

図書

雑誌

読書

101

102

103

io4

105

106

政治倫理

政治家の失態

政治資金

政変
内紛

惰弱…機関

141

142

U3

1431

1432

1433

行政改革

内閣制度

内1田

政局

首相
政策

171

172

173

174

175

口6

財政政策

因子側 産

子算
財政投融資

地方財政

8∬税

皇 室
055 出版の事件

107 領土 1434 田1閣 1η 無駄遣い
108 領海 1435 閣僚

新メデ ィア
109 憲法 N36 閣1授 外 交010 皇室一般 、

On

O12

皇居
天皇制

060

061

祈 メディアー般

ビデオテックス
国 会

1437

1438

次官
総辞職 180 外交一般

Ol3

014

015

・016

天皇

皇太子
皇族・

皇…富行事

062

063

064

CATV

テレテキ ス ト

デー タベ ー ス

110

111

112

国会一般

国会1義員

各国会

144

145

146

147

省庁

審決会
公団

公務n

181

182

183

184

外交官

外交政策

安全保障

条約

017 皇室の事件 大 戦
n3 法案 185 外交関係

地方行政

言論佑道 070 大戦一般
選 挙 防 衛

150 地方行政一般

020

021

022

023

言論報道一般

宮絵の自由

情報公開
著作権

0η

072

073

074

075

1次 大戦

2次 大戦

回顧

追悼
1日軍

120

121

122

123

124

選挙一般

選挙制度

衆院選学

参院選挙
地方選挙

151

152

153

154

}55

地方制度

自治体
.首長

地方公務員

地方】5会

190

19)

192

193

194

防衛一般
防衛政策

防衛費

自衛隊

基地

新 聞

076

077

戦犯

残留
125

126

選挙違反

リコール

156 国土開フε 195 装備
)96 演"

030 新聞一般
078 援ξ蔓 127 大統領選挙 司 法 197 駐留軍

031

032

新田|界

新聞経営
政 党 160 司法 ・般

033

034

035

036

037

一般紙

各種新聞

通{」社

新聞の事件
朝n新 聞社

130

131

132

133

政党一般

政党間関係

自民党

社会党

161

】611

1612

162

163

裁判

審理
†」1決

検察

弁;蔓士
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データベースサービス名:HINET

3

主 な フ ァ イ ル の 特 徴(1987.9現 在)

フ ァ イ ル 名 分 野 デ ー タ 件 数 概 要
(プ ロ デ ュ ー サ) (蓄 積 期 間) (記述言語)

テク ノサ ーチ 記事 件 国内の主要な工業新聞,専 門新聞5紙 から

各企業の新製品 ・新技術開発動向,新 規事業
(日本データベース開発) 進出等に関する記事情報を収録 している。

(日本語)

日経産業新聞記事 新聞記事 件 日経産業新聞の記事を、全文で収録 してい

る。日経 シソーラスのほか思いついた言葉(

(日本経済新聞社) (1985-) フ リー タ ーム)で も検索 可能 で あ る。

(日本語)

朝日新聞記事 新聞記事 件 朝 日新 聞の朝夕刊のニュース記事の全文 を

収録している(ス ポーツ面,地 方版などを除
(朝日新 聞社) (1985-) く)。 日付,分 類 コー ドの ほか フ リー ダムで

も検索可能である。

(日本語)

読売新聞記事 新聞記事 件 読売新 聞の朝夕刊のニュース記事 と、家庭

経済面のほとんどの記事 を全文で収録してい
(読売新 聞社) (1986-) る。フ リー ターム を用 いて検 索 を お こな う。

(日本語)

タイ トル サ ーチ 工学 件 国内発行の技術雑誌,会 社技報,官 報,大
技術 学雑誌など約1,000種 から、論文記事のタイ

(理工学情報センター) (1982-) トル および書誌事項を収録 している。雑誌発

行の翌月 には検索が可能である。

(日本語)

マ ーケ ッ トサ ーチ ビジネス 件 わが国最大のマーケティング分野の情報サ
一ビス機 関である㈱ 日本能率協会総合研究所

(日本能率協会 (1984-1986) が収集 している国内の全産業を網羅 したマー
総合研究所) ケティング情報 を収録 している。

(日本語)

ジェ トロ ・サ ーチ 統計 件 日本貿易振興会(JETORO)の 海外事務所 か

らの報告を要約 して収録している。海外の経
(日本貿易振興会) (最新) 済 ・貿易の動向,主 要統計を国別,項 目別に
1

検索することができる。

(日本語)
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データベースサービス名:HINET

4

デ ー タ ベ ー ス の 利 用 例

■磨酷 範】誹!袷

① お近 くのHINE↑ にダ イヤ ル イン `

300BPS `
東 京03-375-9529名 古 屋052-203-0426札 幌 、011-221-9146広 島082-223-2382

大 阪06-306-4586福 岡092-4ブ3-8840仙 台0222略3-0165

1200BPS

東 京03-375-9528

● ② 電話で"ピ ー'と い う音 を確認 後、受 話器 をカプ ラー にセ ットす る。 』『

③ 〔鉋 又は 〔郵 〕キーを押す。(パ ソコンの鳩合は.通 信 ソフトによりキーが異な りますのでご注意下さい。}

④端末側の改行 〔2行}と ブザー音を確認する。

(改行ヵ}行なわれない揚鍋 、醸 函 又は〔亟 函 キーを押す)

⑤ユ ーザIDと パ スワー ドを入 力 しデ ー タベ ー スを選択 す る。
■ '

、

回 回 回 回 回 口 囲S　 Sl川Hi田 国 画 回 回[ヨ 改行キー ー ーー 三一ザIDHTA9987を 入力
KEQ56714AENTERCURRENTPASSWORDFORHTA9987

■ ■ ■ ■ ■ 改行キー →一ー一一パ スワードを入力
'

↓

KEQ56・|551HTA9987LOGONINPROGRESSATXXXxx… … L= .

よ うこそ!こ ち ら.は平 和情 報セ ンター

HINETデ ー タベ ー スサ ー ビ スで す
・ただい まサー ビ スの準 備 を してお ります

。 一

データベースを選択 して下 さい(TEC/TIT/ASK/NSK)
」 1

RS>囚 国 国 改行キー ー 一 期 目新聞記事データベースを選択'

朝 日新聞 デー タベ ー スに接続 されま した。

RS>、.
■…蒐雷毒醐
検索テーマ:ア メ リカに対する自動車の貿易政策

''「 、

v

RS>FTシ 囚E]回 回 国 改行キー ←記事文章中に「自動車」という言葉(FT)を 含む記事を検索

935ケ ンFOUND.¥1SAVED.r-一 ∴¥1は 保 存番号:検 索 結果 は、¥1か ら順 番 に番 号が ふ られ ます。
i

RS>回[目 口[1][司[コ 改行キー ー 一 主題分類コー ド(CDで 検索:221=貿 易政策
:2398ケ ンFOUND.¥2SAVED.※ 分類コー ドにつ いては、 別添の コrド ブ ックを ご参照下 さい。 、

脚

RS>回[iコ ロlCll411111011川 改 行キー →一ー一一国 名分 類 コー ド 〈CL)で 検 索:C4101=米 、、・一.一
9

7538ケ ンFOUND.¥3SAVED'

RS>ISIIll¥11}lllAl[団 回 田 国 国 口 固 回 回 口 固 巨](亟 亘 ≡⊃ ←検索結果のかけ算{AND):
ρ

♪

235ケ ンFOUND¥4SAVED、 計算 を行 う時{二 はSを 付 け
、ξ。,,

RS>匡]口 改 行キー ー ー一検 索結 果の表示(P1:見 出 しの み表示} ●、
朝1噺 聞データベース/HINET86年03月03日,

"

:'二
`

.

;

◆001外 務省、 「市場 開放 の行動1↑卜師 」パ ンフ】2万部 を米識nの 地元へ配 布

85.09.02朝f|13頁3総 写図 有(全913字} .

◆002ワ シ ン トン州 の敏腕 局長、 日本企 業誘致 に次 々成功 ・ ,

85.09.05夕 刊3頁 ら うん じ 写 図有(全2394字)'、'・ 'オ :

◆003在 米公館 と在米企業、官民合同で摩擦対策を練る 、
'

z

85.09.06夕 刊2頁2総 写図無(全320字}s∠
、

4匿詣互緬函` 《 苛

'、
含

RS>匡 コ回 回 回[亘】回 改行キー ← 一一会話の終了 ,、
L

.〔 検索料金の表示後終了〕

.

L'

東本シー トは、HINETの 基本「阜作を1見明 した もので↑.基 奉}原作以外`:い ろいろな捷能があ りま†ので 、詳細はHlNETマ ニ ュアル をご書願下 さい.

亀
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デ ー ベー サー ビス OIS

1

デ ィス トリビュー タ

名 称 JICST(日 本科学技術情報センター)

所 在 地 〒100東 京 都千 代 田区永 田町2-5-2

TEL(03)581-6411㈹

支 所

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 JICST名 古屋支所 問い合わせ先 (052)221-8951㈹

2 名 称 問い合わせ先

代行検索機関名

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 (株)メ イテ ック 問い合わせ先 (052)212-1711㈹

2 名 称 足立国際特許事務所 問い合わせ先 (052)231-7835

3 名 称 愛知県産業情報センター 問い合わせ先 (052)231-6351㈹

4 名 称 問い合わせ先

パ ス ワ ー ド 発 行 数

(1987年9月 現 在)

全 国 愛知県(内 数:名 古屋市) 岐 阜 県 三 重 県 海 外

5,110 286(138) 39 49 約300 ,

データベース管理システム

ホ ス トコ ン ピ ュー タ HITACM-280H

OS HITAcvosm

管理システム

サ

ー

ビ

ス

シ

ス

テ

ム

の

概

要

通 信 手 順

ボ ー レー ト 300,1200bps パ リ テ ィ 偶数

伝送制御手順 標準無手順 ス トップ ビ ッ ト長 1bit

通 信 方 式 半二重 漢 字 コ ー ド JISC6226

端 末 機
機 種 パ ソコン

ソ フ トウ ェア 一般の通信ソフ ト

名古屋地域の

アクセスポ イン ト

300bps (052)203-0326,163-060-3541050(DDX-TP経 由)

1200bps 163-060・3541050(DDX-TP経 由)

サ ー ビ ス 時 間

月 曜 日お よび 休 日の翌 日8:00～23:00

月 ～ 金 曜 日2:00～23:00

土 曜 日(第 三 土曜 日を除 く)2:00～12:00

利 用 料 金
接続 料 ・190円/分(JICST),170円/分(HEDUNE)

オ ンラ イン 回答 出力 料20円/件(JICST),15円/件(HEDLINE)

オ フラ イン 回答 出力 料27円/件(JICST),29円/件(HEDLINE)〈F形 式 〉

使 用 条 件 パスワー ドの入手(個 人での契約は原則として認めない)

デー タベー スの特徴

科 学技 術 の分 野 にお いて は、 日本 語 のデ ー タベ ース と して最 大で あ るJICSTフ ァイル を は

じめ、JHEDlClNE,NK-HEDlA,HEDLlNEな ど科学 技 術関係 を中心 に約30の フ ァイル か らな る シ

ス テム で ある。

今 後 の 計 画 1989年 か ら付加機 能 を充実 した 」OlS-mの 運 用 を開 始 す る予 定 。
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デ ー タベー ス サー ビス名: JOIS

2

¥FILE ファイルの選択

‡ 論理積

主 な コ マ ン ド 一 覧 十

.
論理和

¥P 検索結果のデ ィスプレイへの表示

¥OFF オフライン出力
、

¥END 検索終了

KW キー ワー ド(統 制語)

FT フ リー ターム(非 統 制 語)
1

主 な検 索 索 引 CC 分 類 コー ド

AU 著者名

`

AA 著者所属機関

JN 資料番号

シ ソ ー ラ ス の 代 表 例

.

フ ァ イ ル 名 JICST

"1987年 版JICST科 学技 術用 語 シソ ーラ ズ'か ら抜 粋

=.
.,・ 川BKOI22.22安 舗 故知7"""ン エ ン,
..パ 州BT靴CA・6122・122一 別冊

...舷 弁花頬 ・ 対物*安 息香故クロ1】ド{アンソクコウサンクO

....双 子鮒 物 一 雄1を リド}'

....・ 被'納 物 保護貝CAO6

.._.縦 縞 安虹 学σ ンゼ・・ウ捌USE靴 ぺ・ゾぴ →別冊

....,..納 物BKOII|`,111*安 息 香 故 ヒ ド ロ キ シ ラ ー ゼ{ア ン ソ ク コ ウ

鋪 け ンセィ)BT工 学 ⇔ ヒド。抄 う一ゼ)
LS52安 全↑n報{アンゼン/・ ウホゥ)LS38

RT運 動生理8KOIUSε アリール炭化水素ヒドoキ シラー ・

故 法BTt細 ゼ

7.剖.1ア.馴.}安 全性σ ・◇ セイ[婬 息敵 フー ルσ"ク'ウ 抄 フェ

LS33.CAO610,101AO8,BKO110336.6222ニ ル)
8↑ アラ⇒UFフ パ ル・フトCAO6

.ア ξ准 ・.イ ル七一フUSE囎 甜 ロ テル ー9柵

..ア ミ。NT原 子炉安全*安 息甜 鯨 物σ"ク コウサンムスイ

..カ ルポン故BT性 質 ブツ)1

・ 脂肪族アミンRTコ ンピュータセキュリティCAO6

..ア5ン 耐空性USEカ ルポン故照水物 →別冊

.1旨 倣 励 ポ湿 地AND安 餉 酸 一別随

.,肋 ポ堰'・.ク ア。プ*安 息甜 〃 ルけ ンソク'ウ サンメ瑚

'プ ロピオン故誘導体 安全設計1ア ンゼンセ7ケ イ)CAO6
..力 励.故BKOI816.816USE安 息品 ・・テル 一網 ・

ジペプ丹 ・UF戌 験安飢 安息馳 縛1+σ"ク'ウ 杉 ユウド
.オ リゴペプチ ドBT設 」「 ウ タイ}

,..ペ ア脊RT防 火頴CAO68419・2669→ 別冊

ヒスチジン 鶴 間17ン ◇ ソウ引 アンダカパ1ア ンダカ・日
・ ア ミノ6セBKO1,IAl1620.620GAO7JAO4

今.ア ξンBT装 置BT満
..カ,、 ポ珊RT肝 炉醐 系RT樹 麦畑'
.イ げ ゾール誘・腓 随 職*ア ンダステアけ ン朔 テア)

・.,iUfコ{ヒ ∧1》,乃 畑盟硫MPO1-.

..礼 川ll靴 舗 安↑帯{ア ンψ 幼USEl蝋 性

..プ 。白.∩"眺OKOIl7 .17AND〔1銅 馳 ・

..カ ルポン臆UF姪 べ針*ア ンダ'"ス{7ン ダパ刈

姶 噺("ゼ ・力仕 事)NTシ ートペ'いACI7

1AO6BT侭 ぷ"USE立 体交差
BT噺 姓F袋 σ ・ゼ・テプク。[ア ・ダピ⇒ グ(ア ンダピニ ンの

安全".{ア.⇔ 肪 ・}BKOI「23.23AA3467・67・'

CCO6.57.33.BT手 袋BT髄 工]∬

NT合 せガづ.・ 故貨'建 設工事
肝 励 ラ.保:酬"エ`μ..・

.ガ ラス 安全服 げ ンゼン'・クヤカRT基 礎

..セ ラミ.〃CCO86.6杭.・

、 一 州 順UF・ 口 々 鯖!戦 雌 娘 工法
・ ..版BT蝦 ジ⇔ キ

、
.
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デ ー タベ ー スサ ー ビス OIS

3

主 な フ ァ イ ル の 特 徴(1987.9現 在)

フ ァ イ ル 名

(プ ロ デ ュ ー サ)

分 .野 デ ー タ 件 数

(蓄 積 期 間)'

概 要

(記述言語)

JICST

(JICST)

科学技術 5,370,698件

(1975-)

⑳

JICSTが 収 集 した主 要50余 力 国の定 期刊 行

物 約9,000誌,技 術 レポ ー ト,会 議資 料な ど

に掲 載 され た文献 を、 年 間500,000件 以上 収

録 して い る。

(日 本語)

JMEDICINE

(JICST)

医 学(国 内)' 971,461件

(1981・)

国内 約4,500誌 の医学に関する文献を医学

中央雑誌刊行会と協力して収録 している。

(日本語)

NK-MEDIA

(日刊工業新聞社)

新聞記事 80,432件

(1983-)

日刊工業新聞に掲載された新製品,新 技術

開発およびこれに関する企業動向の中から、

社会的に重要度の高い記事を収録している。

(日本語)

INIS

(lnternatiOnalNUClear

lnf。mati。nSystem) .

原子力 件

(一)

原子炉,原 子炉材料,ウ ラン生産,ア イソ

トープおよび放射線の利用,原 子力の経済性
・法則などに関する文献を収録 している。

(英語)

MEDLINE

(Nationa1しibraryof

Hedicine)

医学 4,239,697件

(1972-)

世界70カ 国以上で出版 された生物,医 学に

関する文献 約3,200誌 からの記事を収録 して

いる。

(英語)

EMBASE

(&cerptaHedica)

医学
薬学

1,844,062件

(1980-)

世界100カ 国以上の人間の医学,薬 学およ

びその関連分野における3,500誌 からの記事

を収録 している。 約40%の 記事がHEDLINEと

重複している。

(英語

BIOSIS、

`(Bi
osciencelnformation

、Service)

生物学
農学

3,20L708件

(1979・)

世界100余 力国か らの学術雑誌 約9,000誌

から、生命科学全般にわたる文献を収録 して

いる。

(英語)

INSPEC

(lnstitu七ionof

ElectricalEngineers)

物理学
電磁気学

1,352,843件

(1981つ

物理学,電 気 ・電子工学,コ ンピュータ,

制御工学,情 報工学の分野に関する雑誌,会

議録,単 行本,学 位論文,レ ポー トを収録 し

ている。

(英語)

TOXILINE

(NationalLibraryof
Hedicine)

毒物学 1,613,930件

(1977-)

門EDLARS,CAS,BlOSISな どの フ ァイルか ら

毒物学 とそ の周辺 分 野 の情 報 を取 り出 して 再

編 成 した もの であ る・

(英 語)
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データベースサービス名:JOIS

4

デ ー タ ベ ー ス の 利 用 例

.

HHJlCSTON-LINESERUICE

∪:K

S:K

U:¥」OI5ユ3」-01?0,オ オトq

S:!ぐ ス ワ ー ド'(ま?

つ
u:目38明 日""● 駆

S:サ ー ビス を開 始 します19日?.06.05

U:¥FIしEK101・ 一..・!ぶ 」三1」%:柿111【

S=JICSTK.09B4.04-1987.06)1,522,968(23:00ま で)

質 問 を開 始 します14:38:34会 話番 号1215t_______,_細 ～d'1設

JICSTCOPYR1后HT
●

,

u]1:ナ ト∨;;

,,牛}一 ・・一…b・ 鵬 ・1・州 ・・…w

【211:ア ンセ;;1;
,、。}一 ・… 胸Wる 鋤 眠 ・械

口 】㌍ ←

325∋ … 「ク ・・一・{:川 ・・ 剛 将 ・成

[4】1:1Q㌔
件}一 ・油 馴 ・… た酬 ・・制 戒

【5】1:し 酬

2,。}一 ・鋼1・ 給 ・・旭1刷 ・(・如

【6】U:¥PA,1・ 文ll武〃)1勺f`夕1∫'1∵ ノ」,ン ト

目0001P18624335a

シ ートと一休に なった安全〔ルト'

Seat-integratedsafetybelt.

CRE図ERHP〔KeiPerRecaroCmbH&Co.)

K860381PassengComfConvenienceSafTest

ToolsProcedpn6E.61-66,86 .

〔C=〕〔n1)(EN)(usn)(写 図9)

い ろ いろ な検 討の 結 果.肩 〔 ル トを2本 に した4点 く肩2点.ひ ざ2点)の 〔 ル トは ・

こ九 までの 上 半 身に 斜 めの 肩〔 ル トを 掛けて い る3点 ベ ル トよ り安 全 性の 高い こ とが 分

か っ た。 衝突 時 にシ ー ト と身体の 間の ゆ る みの 大 き い程 身体 に対 する シ ョッ クが 大 きい

が,こ の 点4点 ペル トは優 れ て いる 。 また シ ー トの 背 部bこ 九 まで のbの よ り25～'、

50%重 く なって い る が.こ れ に よって300～500%荷 重 能 力が 増大 して い る。 テ

ス トけ50%ダ ミーの 代 わ りに95%ダ ミー を使 ってi〒 った。 この た めシ ー ト ・バ ッ ク'

・アジ ャス タを設 計.試 作 しテ ス ト した。 その 結 果前 面か らの 衝突 にb・ 後 面 か らの 衙

突にも有効 なこ とが分か った.SAE860053

OGO3069R(629.113.日11.5!.6)

自動車 ぎ装:.座 席;シ ー ト〔 ル ト:肩:膝:安 全性 膓衝 突:ゆ るみ;衝 撃:背 部;

荷重:ダ ミー:調 法

S:∪ ム力終 り ま したJICSTCOPYRI6HT

【6iU:¥日ID
".P－ 八 ◆一ス 料 金 時間¥Pξ 黒金¥OFFO¥OFFF退 避

■⑨■Jlcsrκ¥400210(0)0(6)0

●●■ ヌ≒言十¥4002

S:会 話 を終 了 .します1987.05.0514:40:32

◆

.■

◆
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1

デ ィス トリビ ュー タ

名 称 日外アソシエーツ株式会社

所 在 地 〒143東 京 都大 田区 大森 北1-28-8第3下 川 ビル

TEL(03)763-5241㈹

代 理 店

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 (株)紀 伊国屋書店 名古屋営業所 問い合わせ先 (052)781・7451㈹

2 名 称 (株)紀 伊国屋書店 岡崎営業所 問い合わせ先 (0564)23・8703

代行検索機関名

(愛知,岐 阜 、三重県内)

1i名 称

}

問い合わせ当
…

}2
名 称

|

問い合わせ当

3 名 称 問い合わせ先

4 名 称
|

問い合わせ先

パ ス ワ ー ド 発 行 数

(1987年9月 現在)

全 国 愛知県 ㈱ ・名古屋市)i岐 阜 県 三 重 県 海 外

3,300

|

・)i 1
}

0

デー タベ ー ス管 理 システ ム

(富 士通のFEMCSを 使用)

ホ ス トコン ピ ュー タ FACOM

OS

管理システム

サ

ー

ビ

ス

シ

ス

テ

ム

の

概

要

通 信 手 順

ボ ー レー ト 300、1200bps バ リ テ イ 偶数

伝送制御手順 標準無手順 ス ト ップビ ッ ト長 1bit

通 信 方 式 全二重 漢 字 コ ー ド J|SC6226

端 末'機

機 種 パ ソ コン

ソ フ トウ ェア 一般の通信ソフト

名古屋地域の

アクセスポ イン ト

300bps ユーザーに直接通知

1200bps ユーザーに直接通知

サ ー ビ ス 時 間

月 ～ 金 曜 日9:00～24:00

土E星Eヨ9:00～22:00

日曜 日 、祝 祭 日9:00～18:00(年 末年 始 を 除 く)

利 用 料 金

会費1,000円/月

接続料200円/分

使 用 条 件 パ スワー ドの入 手

デー タベ ー スの特 徴

特化された情報を収録 した、誰にでも利用可能なデー タベースである(特 にビジネスユー

スとして有用なファイルを揃えている)。

今 後 の 計 画

一148一
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2

数字 メニ ュー方式 に よる検索

加 力ナ、英数 字 キー ワー ド入 力

主 な コ マ ン ド 一 覧

|
1

キ ーワー ド 自然語

人名 姓,名(本 名,筆 名,芸 名,雅 号,別 名 な ど)

主 な 検 索 索 引 職業,勤 務先 1カ タカ ナあ るいは職 業 ・活 動分野 コ ー ドを入力
`

(WHO) 出生地、出身地
… 地名をカタカナで入力

受賞名 賞名 をカタカナで入力

・

職 業 ・ 活 動 分 野 コ ー ド の 代 表 例

フ ァ イ ル 名 WHO

"WHO職 業 ・活動 分野 コー ド一覧"か ら抜 粋

1.政 治 ・経 済 ・産 業

10 皇 室
旧皇族、降嫁された皇女 も含む.

'

12 政
国誓願 、"席 を離れた著名政治家、政党なζ政治閲絃 政}吉家夫人、政}吉家瀦

14』 官 界
中央官庁職員、外交官、公社 ・公団など特殊法人の役員 ・職員

15 都道府県'
都道府県知事、同線会班員、市町村長、同職会競買、その他地方公務員

11 法w
裁 判官、.検事 、弁 護士、 公証 人、弁理 士

16 防 衛 ・軍 人
.防 衛庁職 員、防 衛大学 校教官 ・学 生、 自衛官、 旧市人

80 賢 察 ・保 安

警}見総 監.警 視庁 艮官 、刑 事、巡 査、 公安委n、 鉄道 公安官 、海 上保安官 、看 手、 警

備貝 、消防 士

20 財 界 人 ・経営'者

会社 会長 ・社 長 ・¶務 ・取締 役 ・監査 役 、経 済団体役 員な ど ・

21 管理職
会 社 ・団 体の 部課 艮 ・支 店 長 ・所 長な ど.

22 サ ラ リーマ ン
一 般事務 員

、 会計 事務 員、 タイ ピス ト、 キーパ ンチ ャー な ど.

23 会計士 ・税理士
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主 な フ ァ イ ル の 特 徴(1987.9現 在)

フ ァ イ ル 名 分 野 デ ー タ 件 数 概 要
(プ ロ デ ュ ー サ) (蓄 積 期 間) (記述言語)

VVHO 人名 200.000件 すべて公開情報にもとづき、個人のプロフ

イー ル,著 書,論 文,イ ン タビ ュー.に 加 え

(日 外ア ソシエー ツ) 新聞 ・雑 誌でとりあげ られた記事情報 まで収

録 してい る。

(日本語)

SCAN 経済 ・産業 200.000件 5つ の情報提供機 関が、それぞれの特徴を

生 かしながら独自に収集したデータで、個 々

(日 外 アソ シエー ツ (1985-) の企業動 向,新 製品,新 技術に関ずろ情報を

ほか4機 関) 収 録 して い る。

(日本語)

マス コ ミ 記事 460.000件 朝 日 ・毎 日 ・読売 などの 全国 紙,北 海 道 ・

西 日本 ・中 日な どの ブロ ック紙 、日刊 工業 な

(口 外 アソ シエー ツ) (正983-) どの専門紙,週 刊誌.月 刊誌あわせて約70紙

誌の主要記事を収録 している。

(日本語)

BOOK 図書 60,000件 取次店経由の一般流通本、出版者直接扱い

などの非流通本について、書名,著 者.出 版
(口 外 ア ソ シエーツ (1986つ 者,定 価等の書誌情報に加え、本の帯.ジ ャ

ほか3機 関) ケット,目 次などを基にした内容情報をあわ

せて収録 している。(日 本語)

MANAGEMENT ビジネス 4,000件 経営,ビ ジネスに不可欠な基礎知識に関す

る情報を収録している。

(ダイアモン ド社)

(日本語)

1

{
1
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≡ タ'N－スサービス名:NICHIGAIASSIST

4

デ ー タ ベ ー ス の 利 用 例

LOG〔 川TSS
+PASSWORD?

肪888H3
KEQ5645511■ ■■■■■■L(戊GO!{IHPROGRESSAT16;52:30(戊NOCTOBER28,]987

」OBH〔}=TSU4465TN=HIG100F6Cl{〈02)

アシスト テ"一 夕へ"一 ス サーt"ス

ジ ユンピ チユウ
●

シバ ラク オマチクダ サイ

>ASSISTサ ー ビ ス へ よ う こ そ.WEしCOMETOASSIST

最 初 に あ な た の 暗 証 番 号 を 入 力 し て 下 さ い 。
田朋 醐n日

〉 あ り が と う ご ざ い ま す.次 に ご 希 望 の デ ー タ ベ ー ス を お 選 び 下 さ い 。
●

ど う ぞ 番 号 で 指 示(入 力)し て 下 さ い 。
1WHO(人 物 ・人 材 情 報)

2SCAN(企 業 ・新 製 品 動 向 情 報)

3マ ス コ ミ(新 聞 ・ 雑 誌 記 事 情 報)

4BOOK(図 書 内 容 情 報)、
5WHEN(出 来 事 百 科 情 報)サ ー ビ ス 中 止 中

6MANAGEMENT(経 営 実 務 情 報)
7GROLIER(英 文 百 科 情 報)本 年 秋 開 始 予 定

8ASSISTキ ー ワ ー ド 集

E.終 了

¥NEWSで 、 デ ー タ ベ ー ス 関 係 のSHOW(11 .月,12月 開 催)に
つ い て 、 お 知 ら せ し て い ま す.

***

?ユ

〉 検 索 式 を 入 力 し て く だ さ い.ま た は 、L.検 索 語 一 覧 表 示S.検 索 項

目 一 覧 表 示E.終 了

?ユ1:67,
1,506件 あ り ま し た

〉 処 理 を 選 択 し て 下 さ い.

(1.表 示2.さ ら に 条 件 を 加 え る3.新 た に 同 －DBを 検 索
E.終 了)

?2

>検 索 式 を 入 力 し て 下 さ い 。 ま た は 、E.終 了 、
?ARD12:ナ コ"ヤ@AI{DO5:Y

4件 あ り ま した

〉 処 理 を 選 択 し て 下 さ い.
(1.表 示2.さ ら に 条 件 を 加 え る3.新 た に 同 －DBを 検 索

E.終 了)

?1・ ジ ・,

〉 そ れ で は 、 表 示(出 力)形 式 を 番 号 で 指 示 し て 下 さ い 。

〈1.イ チランヨウ2.レ ンラクヨウ3.セ φンフ◆ン4.■*****5.フ"ン クン)

?3

*NICHIGAI-ASSIST*WHO87.10.28
ψ

トL

#1

人 名 こ じ ま か よ こ 〔'82年12月 現.在,〕

本 名 旧 名 等 本 名:海 村 嘉 代 子
職 業 デ ィ ス ク ジ ョ キ ー

生 年 出 生(身)地:山 口 県 宇 部 市,
●

学 歴 上 智 人 国 際 学 部 卒
職 歴 ・経 歴 デ ィス ク ジ ョ キ ー 本 名=海 村 嘉 代 子 山 口 県 宇 部 市 生 ま れ 。 上 智 人

国 際 学 部 卒 。 昭 和44年 か ら 、 フ リ ー の デ ィ ス ク ジ ョ ッ キ ー と し てF

M愛 知 、CBCラ ジ オ な ど で 活 躍 。 ジ ャ ズ 、 ラ テ ン 音 楽 会 の 通 訳 、 司

喝 会 で も 活 躍 。

自 宅 名 古 屋 市 名 東 区 に じ が 丘3-49
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〈前頁からの続き〉

86年3月 現 在)〔'ユ キ}(ヒ ョ ウ ド ウ

由 紀 子

(身)地=愛 知 県 名 古 屋 市

 

生

率
創

出

斜
子
成
昭

一
若
構

・

生

ナ
ち

の
る

日

イ
か

一
な

5
ザ
代

ヨ
に

ー
デ
時
シ
者

月

装
高

ン
気

4
服

郷

ヨ
人

後

夜

ー

の
深

系

そ

の

ジ

・
オ

フ

動

ジ

ー

'占

う

」

、Y劇

海

も

演

東

と

と

、
い

ら

け

い

氏

が

て

種

芋

つ

村

も

笑

北

ど

「

・
な

年

家

出

8

作

演

5
、和

さ
藤

J
年

院
東

シ
で

ゆ
兵

D
7
竿
立

ッ
J

:
オ
2
女
県

γ
D

藤
名
ジ
和

盤
知

フ
組

兵
本

ラ
昭

常
愛

、番

#2

人 名
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:愛 知 県 名 古 屋 市
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著 作 権 継 承 者

自 宅 名 古 屋 市 千 種 区 山 門 町2-78-1-402(Te1.

63-2963)

情 報 口 外 ア ソ シ エ ー ツ

〉 処 理 を 選 択 し.

(1.表 示 に 条 件 を 加 え る3.新 た に 同 －DBを 検 索
E.終 了)

?¥EllD

今 回 の 、 貴 方 の 利 用 実 績 は 次 の 通 り で す 。

ASSIST11.66分332周

り一ヒ"ス シュウリヨウ

KEQ564701-L〔 〕GGEDOFFAT16:55:22〔 〕ll〔〕CTOBER28,1987+
芋****十.
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デ ー タベ ー スサー ビス 日,又 テ レ コ ン

1

デ ィス トリビュー タ

名 称 日本経済新聞社

所 在 地 〒100東 京 都千 代 田区大 手町1-9-5

TEL(03)270-0251

代 理 店
(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 日経総合販売(株)名 古屋支社 問 い合わせ先 (052)961-6464

2 名 称 問い合わせ先

代行検索機関名

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 名古屋中小企業センター 問い合わせ先 (052)735-2000㈹

2 名 称 岐阜県中小企業情報センター 問い合わせ先 (0582)74-Ol11

3 名 称 三重県中小企業情報センター 問い合わせ先 (0592)28-7299

4 名 称 問い合わせ先

5 名 称 問い合わせ先

パ ス ワ ー ド 発 行 数

(1987年7月1日 現 在)

日本 経済 新 聞社全 パ スワ ー ド発 行数13,282

(日 経テ レコン,NEEDS-IR・TS・BULK,DRI,NEXSIS他)

データベース管理システム

ホ ス トコ ン ピュー タ FACOM(NwesTelecom用),バ1コ ー ズ(前 記 ファイ1似外)

OS

管理システム

サ

ー

ビ

ス

シ

ス

テ

ム

の

概

要

通 信 手 順

ボ ー レー ト 1200bps パ リ テ ィ' 偶数

伝送制御手順 標準無手順 ストップビッ ト長 1bit

通 信 方 式 全二重 漢 字 コ ー ド JlSC6226

1

端 末 機
機 種 パソコン,専 用端末機

ソフ トウ ェ ア 日経テレコン専用 ソフ ト

名古屋地域の

アクセスポイン ト

1200bps (052)331-9445(Ne冒sTelecon),(052)331-9201(前 記 ファイ1}以外)

1

「

bps

サ ー ビ ス 時 問

月 ～ 土曜 日(祝 祭 日も含 む)0:00～5:00;6:00～24:00

日曜 日6:00～15:00

(1月1日 を除 く)

●

利 用 料 金
契 約料10,000～50,0qo円/フ ァ初(各 ファイル に よ り異 な る)

固 定料15,000～40,000円/月(各 フ ァイル に よ り異 な る)

接 続料30円/分(情 報 の種類 に よ り異な る場 合 が あ る)こ.

使 用 条 件

∨

パスワー ドの入手,専 用 ソフ トの購入

データベースの特徴

国内外のニュース速報、人事情報、企業情報、辞典類、オフビジネス情報の検索が可能。

さらに、過去5年 分の日経三組はじめ朝日新聞 などの記事情報や、各種統計情報 および株価

や商品市況などの最新データの検索もできる。

今 後 の 計 画
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データベースサービス:日 文 テ レ コ ン
2

数字 メニュー方式による検索

カタカナ キー ワー ド入 力

〉

主 な コ マ ン ド 一 覧

キ ーワ ー ド 日経 シソーラスによる統制証即口 (品 目,業 界,項 目, 地域)

会 社キ ー ワー ド 日経会社 キーワー ド表に よる会社名

主 な 検 索 索 引 会社コー ド 云上場△社に限 り、4桁 の数字の頭に[T]を つけたコー ドで検索可能

著者名 雑誌索引に限 り、著者名のあとに[,A]を つけて検索可能

シ ソ 一 ラ ス の 代 表 例

フ ァ イ ル 名 日経Nevs Telecom

,,日 経 シ ソ ー ラ ス,,
か ら抜粋

BTテ レビ放送 1130 ⑲84年9月 皇民
.

ファイ ンケ ミカル囲 792 ・放送 430 BT電 話扱 873

IA ニューメデ ィア 1940 ・通信機署 1466

精密化学.

SA スペシャリテ ィーケ ミカ ファクタ リング博 42 フ ァッ ションモデ ル田 5

ル 5 BF AD

BT金 融 748 ⑲80年11月 登砥

ρ フ ァインセ ラミックス6司 458

HF, PE フ ァクタ リングF㈱ 1 ファ ミ リー レス トラン田 120

⑲ 80年8月 登駄 (プアクタ リングェカ ND

NT 圧電セ ラミックス 1 BT金 融F 179 ⑲80年2月 登呂

サイア ロン 7 - BTレ ス トラン 921

磁気セ ラミックス 1 ファシズム靖 0 ・飲食芙 1342

ジルコニアセ ラミックス 25 SA

セ ラ ミックフ ォーム 4 885年3月 登毘 フ ァ ン田 11

繊維強化セラミックス 3 BT政 治恩怨 0 JA

炭化けい素セラミプクス 11 ⑲80年1月 登仇

窒化けい素セラミックス 6 フ ァシズムF㈱ 0 BT送 風機' 54

透光性セラミックス 1 (フアシズムエフ)
・流体機械 3

'

導電性セ ラミ7ク ス 3 885年3月 立坑

バイオセ ラミックス
'6

BT政 治思想F 0 フ ィー ジビ リテ ィスタデ ィ

BT 新素材 1873
. USE企 薬化坦査

セ ラミックス 1840 ファスナ ー囲 28

NF フ ィール ドアス レチ ック田 6

フ ァイ ンビル㈹ 15 BT服 飾材料 14 UE

MD
BT野 外スポーツ o

⑲ 81年!月 登録.半 導体、 フ ァックス郵便声 0 ・スポーツ 780

嚇 精密医薬品、バイオテクノロジ

ーなど超精密加工ができるよう

(ファックスユ ウビ ン)LA

'883年1口 髭昆 フ ィー ル ドアス レチ ック施設囲
6

な工場 ビル. BT郵 便 277 (フイール ドアスレチ ックシセ

NT クり一 ンルーム 284 ツ)uε
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主 な フ ァ イ ル の 特 徴(1987.9現 在)

フ ァ イ ル 名 分 野 デ ー タ 件 数 概 要
(プ ロ デ ュ ー サ) (蓄 積 期 間) (記述言語)

日経NewsTelecom 新聞記事 他 最新のニュースや、過去5年 間の新聞記事

さらに、オフビジネス情報などを収録 してい
(日本経済新聞社) (1982-) る。

(日本語)

日経テ レコン ・総合版 新聞記事 円、株 、債 権 、金利 、物価 、 等の最 新情 報

市況 他 化ら全世界のニュースまでを幅広 く収録 して

(日本経済新聞社) い る 。

(日本語)

経営情報 企業 日本 を 代表 す る約16,000社 に ついて 、そ の

プロフィールや業界の動向、および経営 ・財

(日本経済新聞社) 務情報な どを収録している。

(日本語)

投資情報 市況 1日10回 更新され る株価データや決算発表

と同時に速報する業績予想データ、さらにそ
(日本経済新聞社) の翌日か らは、財務詳細デー タを収録 してい

る 。

(日本語)

景気情報 経済 GNP、 物価、生産、国際収支、企業収益

.

な どのマ ク ロ情 報や 、500産 業 の生 産 、出 荷 、

(日本経済新聞社) 在庫情報および海外主要国の金融経済指標を
収録 している。

(日本語)

地域情報 地域 日本国内の各地域の統計デー タおよび、日

経新聞地域経済情報などを収録 している。

(日本経済新聞社)

(日本語)

JapanNws/Retrieva1 市況 他 証券、金融、商品市況などの速報や経済情

報および英字紙を中心とした記事情報を英文
(日本経済新聞社) で収録 している。

、

(英語)
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87/10/1.』政 治 ・ 経 済 ニ ュ ー ス***見 出 し一 覧* ***

1]3,44Ei迄 平 均 、135円7銭 高(13:15)

21335土 地 取 引 の 規 制 強 め る ・ 国 土 庁 長 官 一 一 塵 労 懇 話 会 て 方 針 説
31329河 本 派 、17日 か ら 連 日 総 会

撚1懸 竃獣 議欝 欝評 ・　-
81258中 曽 ‡艮}:爪車令9日 、党 幸k.fテ書「…言胃 壁1こ 日 文]
91243農 地 匹 遇 税 、 地 価 高 騰 の 原i彊 ・ 米

101242前lli鰻 告 の 抜 本 的 放 言 必 翼 ・来__日 来 構 造 対 話 で

ほ12・{0来 年 度 以 認 ○ 日 本 の 内 需 策 に だ.念 ・主

羅i;器 織 慧警醒 竃 蕊1～冠・・
15121M竹 下 派 幹 部 「多 数 派 工 作 に 全 力 を 」

土 地 取 引 の 規 判 強 め る ・国 土 庁 長 官 一 一 産 学 懇 話 会 で 方 針 説 明

口
引

か
宗
取

需
東
地

で
バ.(土

ル
近

、

テ
緩
は

【共 口 】 宗 主 労 笥 懇 話 会(平 井 労 相 ρ)私 的 懇 談 会)が い 日 午 前 、 部 内 の ホ
れ 、 綿 貫 目 土 庁 長 官 を 招 い て 上 地 問,題 に つ い て 董:,見交 摂 し た こ 篶:芦:長'泣!え 「
を 中 心 に 、 地 価 の 高 騰 が 周 辺 地 域 に も 波 及 し て い ろ 」 と 指 摘 、 「費 府 と し て
の 口 当1強{ヒ や 企 登 捻 「～『1こ対 す ろ 指 導 を 強 ミ～)て い き た い 」 と の 方 針 左 説 明 し た

こ ～しに 対 し 、 芳 恩 ロ ノ ン バ ー ん ら は 「着 行 革 言 の 答 白 に 基 づ き 、 早 言 に 淫

し て::〔 し.い 」 「貢 京 都 ○}芸 能 分 散{ヒ も 真 別 に 考 え る ぺ さ だ 」 な ど の 意 見 が 出

た 、 経 営 燧 メ ン バ ー が ら も 「苦 口 が 退 剰 で は な い か 。 供 給 を 増 や つ'た め 政 府

段 を 講 じ て ぼ し・い 」 な ど'の1巧 銀 元'ζ1.1〔次 い だt・'
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至一 夕ベースサー ビス名:ORBIT

1

デ ィス トリビ ュー タ

名 称 PergamonORBITlnfoLine,Inc.

所 在 地 8000WestparkDriveHcLean,Virginia22102,USA

TEL(703)442・0900

代 理 店
名 称 ユサコ(株)オ ンラインサー ビス部

所 在 地 〒105東 京都 港 区新 橋1-13-12堤 ビル

TEL(03)502-6473㈹

営 業 所

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 な し 問い合わせ先

2 名 称 問い合わせ先

代行検索機関名

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 足立国際特許事務所 問い合わせ先 (052)231-7835

2 名 称 問い合わせ先

パ ス ワ ー ド 発 行 数

(1987年9月 現在)

全 国 愛知県(内 数:名 古屋市) 岐阜 県 三 重 県 海 外

1,800 ()

データベース管理システム

ホ ス トコ ン ピュー タ

OS

管理システム

サ

ー

ビ

ス

シ

ス

テ

ム

の

概

要

通 信 手 順

ボ ー レー ト 300,1200bps パ リ テ ィ 偶数

伝送制御手順 標準無手順 ストツブビッ ト長 1bit

通 信 方 式 全二重 コ ー ド ASC!1

端 末 機
機 種 パソコン

ソ フ トウェ ア 一般の通信ソフ ト

名古屋地域の

アクセスポ イン ト

300bps (03)345-0300(Venus-P)

1200bps (03)345-1200(Venus-P)

サ ー ビ ス 時 間

月 曜 日6:00～24:00

火 ～ 土 曜 日0:00～11:45;12:15～24:00

日曜 日0:00～6:00

利 用 料 金

(標準サービス)

接 続料168$/Hr(WPl!L:Non-subscribers),100$/Hr(USPA)

回 線使 用料40円/分+2.4円/セ グ 幻 ト

使 用 条 件 パスワー ドの入手

データベースの特徴

特許,化 学,理 工学系 のファイルが充実している。また、自然語 に近いコマン ドで検索で

きるなどシステムの融通性が高い。

今 後 の 計 画 専 用 回線 の設 置,lnfoLineか らの理 工学系 フ ァ イルの 移行
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一口 ベー スサ ー ビ ・

. ORBIT

2

主 な コ マ ン ド 一 覧.

/LOGIN
、

ORBITへ の接 続

FlLE ファイル嘩 択 、1

F川D

、

検索結果の集合の作成

PRlNT 検索結果のデ ィスプレイへの表示

PRINTOFFLlNE 検索結果のオフライン出力

STOPY 検索終了

主 な 検 索 索 引

(WPI/L)

BasicIndex 基本索引(タ イ トル,イ ンデ ックス;抄 録中の単語)

IC IPC(国 際特許分類)コ ー ド

PA 出願人名または出願人コー ド

AU 発明者

AC
、

出願国

AD 出願年月日

分 類 表 の 代 表 例

フ ァ イ ル 名 WP亘/L

"国 際 特 許 分 類 表 第4版"か ら抜 粋

Cセ ク シ ョ ン ー 化 学;冶 金

注 セクシ宮ンCに おいて、化学元素の種類に関する

定義は次のとうりである:

アルカリ金属:Li,Na,K,Rb,α,Fr

アルカリ土類金属:C8,Sr,Ba,R8

ランタニド:原 子番号57か ら71までの元素

希土類:Sc,Y,ラ ンタニ ド

アクチニ ド:原 子番号89か ら103ま での元素

耐火金属:Ti,v,Cr,zr,Nb,Mo,Hf,Ta,w

ハロゲン.:F,Cl,Br,1,At

希ガス:He,Ne,Ar,Kr,Xe,Rn

白金族:Os,lr,Rt,Ru,Rh,Pd

貴金属:Ag,Au,白 金族
'軽金属

:ア ルカリ金属,ア ルカリ土類金属,Be,Al,

Mg

重金属:軽 金属以外の金属

鉄族;Fe,C。,Ni－
非 金 属:H,B,C,Si,N,P,0,S,Se,Te,希

ガ ス,ハ ロ ゲ ン

金 属.:非 金 属 以外 の元 素一
遷移元素:原 子番号21か ら30ま で、39か ら48ま で,

57か ら80まで,89以 上の元素

Cガ ラス,う わ薬またはガラス質ほ うろ

うの化学組成;ガ ラスの表面処理;ガ

ラス,鉱 物 またはスラグからの繊維 ま

たは フィラメン トの表面処理;ガ ラス

のガラスまたは他物質への接着22

CO4セ メ ン ト;コ ンク リー ト;人 造石;セ ラ

ミック ス;耐 火物

B石 灰;マ グネシア;ス ラグ;セ メン

トiそ の組成物,例.モ ルタル,コ ン

クリー トまたは類似の建築材料;人 造

石:セ ラミックス;耐 火物;天 然石の

処理25

CO5肥 料;肥 料 の製造 .
Bり ん酸肥料32

C窒 素肥料33

DCOsB,Cに 分類 されない無機質肥

料;二 酸化炭素を生成する肥料33

FCOsB.Cに 分類 されない有機質肥

料,例.廃 棄物 または じんかいからの

肥料34

Gそ れぞれがCO5の うちの異なったサプ

ィ

～ ■.,r
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デ ー タベー スサ ー ビス ORBIT

3

主 な フ ァ イ ル の 特 徴(1987.6現 在)

フ ァ イ ル 名 分 野 デ ー タ 件 数 概 要
(プ ロ デ ュ ー サ) (蓄 積 期 間) (記述言語)

WPI/L 特許 4,001↓000件 世界31カ 国および2機 関から発行された特

許 と公 開情 報(ResearchDisclosure等)を

(DerventPublications) (1963-) 収録 して い る。パ テ ン トファ ミ リー を1レ コ
一 ドにまとめているため対応特許の調査が容

易 であ る。 .(英語)

USP 特許 945,000件 1970年以降の米国特許のすべてについて、

明細書フロン トページと全クレーム情報 を収

(DerwentPublications) (1970-) 録 して い る。

(英語)

CLAIMS 特許 1,691,000件 米国特 許 商標 局 のOfficia|Gazetteに 発

表されたすぺての許可済み特許,再発行特許,
'(IFI/Pl

enumData) (1950-) 防衛出願 および意匠特許を収録 している。

(英語)

CAS 化学 7,769,892件 化学に関する雑誌記事,特 許,レ ポー ト,

会議録,学 位論文お よび単行本を収録してい

(ChemicalAbstracts (1967つ る 。

Service)
(英語)

APILIT 石油 405,000件 石油プロセス,燃 料,潤 滑剤,右 油化学製

`

品,パ イプライン,安 全性,環 境問題など石

(AmericanPetroleum (1964-) 油に関する世界中の文献を収録 している。

lnstitute)
'

(英語)

APIPAT 特 許' 175,000件 米 国,フ ラ ンス,ド イツ,日 本 な ど9カ 国

の石油関連特許を収録 している。

(AmericanPe七roleum (1964-)

lnstitute)
(英語)

RAPRA 材料 234,000件 ゴムとプラスチックに関する技術文献およ

び ビジネス情報 を収録 している。

(RAPRATechnobgy, (1972-)

Ltd.) 一

(英 語)
1

SAE 自動車 21,500件

'

米国自動車学会の ミ}テ ィングとコンファ

.

レンスにおいて発表された技術文献を収録 し

(SocietyofAutomotive (1965-) てい る。

Engineers,lnc.)
(英語)

ご

HetalsDataF|1e 金属 42,300件 鉄 ・非鉄金属 および合金に関する組成,応

用,製 造会社,物 性等の数値情報を収録 して

(AmericanSociety (最新) い る。
、,

forHetals)
(英語)
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.デー タベ ー スサー ビス名: ORBIT

4

デ ー タ ベ ー ス の 利 用 ‖停

ORBIT検 索例

[==]内 一一 ユ晶ザ入力箇所

/LOGIH

日田コnn田1日

RB

〈

IV.

ENTERSECURITYCODE:

leR口 碑ロ冨目口ロロ1 く

(09/24/87
ユ ー ザIDを 入 力 。

12:32A.M. EASTERHTIHE)

セ キ ュ リ テ ィ ・ コ ー ド を 入 力 。

PROG:

宇治治拳

PIRADATABASEHOVAVAILABLEOIIORBIT.ENTEREXPLAIRPIRAFORDETAILS!

‡=±#

RAPRADATA8ASEHO冒AVAILABLEOHORBIT.EHTEREXPLAINRAPRAFORDETAILS‡ 之字≒

REGISTERNO冒FORJOIHTPRESENTATIOHBYDERWEI{T!INPADOC!ORBIT(HE冒SDOC!

H60)

==孝 牟

NEUSUPDATED22SEPTEHBER(NEVSDOC}162).EHTER}{E冒SFO|～DETAILS.

ホ草字±

YOU八REHOUCONNECTEDTOT嗣EORBITDATABASε.

FORATUTORIAL,EHTERAOUεSTIOHHARK.OTHERVISE,ENTERACOHHAHD.

SS1!C?

く 特 許 フ ァ イ ルWPILに 接 続 。

PROG:

ELAPSEDTIHEONORBiT:0.02HRS.

YOUARENOVCOHHECTEDTOTEIE甘PILATESTDATABASE.

COVERSBASICS1981-DATE:UPDATEDTO8730!UP,8730!UPEO,8718!UPA,

8704!UPB.

‡PROXIMITYSEARCHABLE#

FILEVPILHOV

DETAILS.
RELOADEDAHDENHAHCEDl SEENEUSOREXPLAIHVPIFOR

SS1!C?
USER3

lLIOUID (のCRYS肌 目1

OCCURST
89549
38440

SSlPST6(6200)

く

RH
LIQVID

CRYSTAL#

が語

う
2
ト

、
の

は
内

の

以

ー

宇

九

文ユ

入

ま

。

を
目

す

乱
,
、
わ

∬
衆
ら

H
検

あ

c
を

を

m
合

ン

oo
場

ヨ

エL

る
シ

諾

す

一

索
接

ケ

検
隣

ン

SS2/C?
llSER:

1AHDCOMPUTERF〈 検 索 式1番 と 、COMPUTERを か け あ わ せ る 。

PROG:
OCCVRS
31711

SS2PSTG(125)

TERH

COMPUTER:1

SS3!C?
VSER:
12AHD EPSOtl/PAI〈

PROO:
OCCURS

1374
SS3PSTG(2)

TERH

EPSO}{!PA

検 索 式2番 の 集 合 の 中 で 、

特 許 を 検 索 。

出 願 人 がEPSONの

命

`

▼

●
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デ ー タベ ー スサ ー ビス
昏

● ORBIT

5

φ

●

■

◆

〈蘭貢からの続き〉

SS4/C?
:

HAX-2

PROG:

〈一一ー一一一一・一・一ー一2番 目 の レ コ ー ド を 全 フ ィ ー ル ド 出 力
。

一2-

AN-

XRPX-

TI－

C
A
n
N
P

H

D

P
I

H

P

^

R
C

B

L

P
I
^

EQAB－

84-116256/19

H84-085909

LCDhighres・1・ い ・・c。1。 ・・b、 爬lf。.c。 叩 、t,,

liq・idcrystalelectr・desa、df口terseparate

I;ls識1;「;鰭sp;;・ivec・1…d・ ・Pl・・

儲;,IISgV^SEIKOSn・K・(SHIH)・ ・IK・EPS・ ・

6
FR2534052-A

G82130781-A

DE3313804-A

凹S4600274-A

GB2130781-B

US4653862-A

E

82.10.01

GOgF-009/35

(FR2534052)

Th.eしCD

thehigh

display

areformed

andare
'
electrode

crystal

A

COtu回utation

transparent

口aヒerial

Selective

colour

Dvg.No.1!26)

(US4600274)

Three

substrate

filtersare

layer(6)、

t「ansparent

electrode,'

(以 下 省 略)

84.04・06(8419)

84.06.06(8423)

84.09.06(8437)

86.07.15(8631)

86.10.15(8642)

87◆03.31(8715)

82JP-173513
GOgG-003/36 GO2F-001/13

termina1-uses
controtIineson

CORP

electr。des(4)f。rexciti・gtheliq、id

associaヒed冒ithcorresPondingcoiourfiltersコ
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1

デ ィス トリビ ュー タ

名 称 (財)日 本特許情報機構

所 在 地 〒105東 京 都港 区虎 ノ門1-5-16

TEL(03)503・6181㈹
`.

支 部

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 発明協会 愛知県支部 問い合わせ先 (052)221身211㈹

2 名 称 発明協会 岐阜県支部 問い合わせ先 (05838)8-0513

3 名 称 発明協会 三重県支部 問い合わせ先 (0592)34-4036

代行検索機関名

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 広江国際特許商標事務所 問い合わせ先 (0582)66-7430

2 名 称 足立国際特許事務所 問い合わせ先 (052)231-7835

3 名 称 (株)メ イテ ッ ク 問い合わせ先 (052)212-1711㈹

4 名 称 (財)日 本陶磁器検査協会 問い合わせ先 (052)935-7233

5 名 称 (株)コ ー デ ック イン ターナ シ ョナル 問い合わせ先 (052)935-7005

6 名 称 (有)オ ンダテクノ 問い合わせ先 (0582)65-1810

7 名 称 (有)リ オン 問い合わせ先 (052)232-2316

8 名 称 愛知県産業情報センター 問い合わせ先 (052)231-6351㈹

パ ス ワ ー ド 発 行 数

(1987年10月1日 現 在)

全 国
.

愛知県(内 数:名 古屋市) 岐 阜 県 三 重 県 海 外

2,809 173() 30 33 7

データベース管理システム

ホ ス トコン ピ ュー タ HITACM-280H(1987.12ま で),M-680D(1988.1以 後)

OS VOSm-SP21(1987.12ま で),VOS面 －ES1(1988.1以 後)

管理システム
一部ADABASを 使用

サ

ー

ビ

ス

シ

ス

テ

ム

の

概

要

通 信 手 順

ボ ー レー ト 300bps パ リ テ ィ 偶数

伝送制御手順 標準無手順 ス ,トップ ビ ッ ト長 1bit

通 信 方 式 半二重 漢 字 コ ー ド
9、

』ISC6226

端 末 機 機 種 パソコン ソフ トウ ェア
一般の通信ソフ ト

アクセスポイン ト 300bps (052)936-7143,163-060-3612056(DDX-TP経 由),

サ ー ビ ス 時 間
'

月 曜 日 と休 日の翌 日9:00～21:00,火 ～ 金曜 日・8:00～21:00

土 曜 日8:00 .～12:00'(祝 祭 日,年 末 年始 を 除 く,)、

利 用 料 金

(検索の場合)

コネク トタイム定数200円/分,処 理タイム定数55円/秒(KJP)

オフライン打ち出 し料金65円/件(図 面抄録文付)

(但し、月間 トータル使用料金が7,000円 以下の場合は7,000円)

使 用 条 件 パスワー ドの入手(社 内の調査研究 を目的とするくダウンロー ド不可 〉)

デ ー タベー スの特徴 日本の工業所有権および世界特許(lNPADOC)を 対象にしたオンライン検索 システム。

今 後 の 計 画 1987年 か ら、6年 計 画 で3期 に分 け て新 シ ステ ムのPATOLIS皿 を 開発 す る予 定 。
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主 な フ ァ イ ル の 特 徴(1987.9現 在)

フ ァ イ ル 名 分 野 デ ー タ 件 数1概 要

(プ ロ デ ュ ー サ) (蓄 積 期 間) (記述言語)

日本特許 ・実用新案 特許 特 開2,84L410件 日本における1955年以後の全特許(公 告 ・

特 公1,220,860件 公開)お よび1960年 以後の全実用新案(公 告
(日本特許情報機構) 実 開2,633,121件 ・公 開)を 収 録 して い る。

実 公1,177,860件

(1955つ (日本語)

日本意匠 特許 612,276件 日本における1965年以後の登録意匠を収録

してい る。

(日本特許情報機構) (1965-)

(日本語)

日本商標 特許 出願2,432,230件 権利存続中の商標、審査中の商標あるいは

(1904-) 出願中の商標のいずれかに該当するものを収

(日本特許情報機構) 公 告1,459,320件 録 して い る。

(1922-)

(日本語)

日本審判 特許 174,902件 1982年 の時点で審判に係属中のもの、およ

び、その後新たに発生 したものを収録してい
(日本特許情報機構) (1982-) る 。 ・

' (日本語)

日本登録 特許 特許757,712件 日本において登録 されている全工業所有権

実案629,804件 を収録 している。(た だし権利存続中のもの
(日本特許情報機構) 意匠376,954件 に限る)

商標1,435,930件

(日本語)

INPADOC 特許 14,093,300件 世界52カ 国と3国 際機関から発行された特

許の、書誌事項を蓄積 している。米国,ソ 連

(INPADOC) (ig68-) 西 独,フ ラ ンスな どの主 要 国は1968年 か ら、

その他大部分の国は、1973年 か ら収録 してい

る。(英 語,仏 語,独 語)
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デ ー タ ベ ー ス の 利 用 例

あBた の 受 注 番 号.ユ ー ザ ー コ ー ド,処 理 項 目 を 入 力 し て下6Ci

12345678,Rel,2

⇔.照 会開始.⇔

結 実種 別.番 号種別.出 力様式.出 力 デ一夕を入力 して下 さい

1,3,D－ 言
}を入力 して下 δい 【8件まで入力 でさます】,

6130762,6133200

・.・ 照 会 回 答..・ 【速 §副 様 式(D)受 注 番 号(123456?8)86
,08.11順 位OOOOOOI

...特 公 ε1-30762[61 .07.16】 請 求(D...

出 願54-]65?9【54.03.28】 公 開55-128901[55 .10.06」 登 録[..1
公 告 名 称 高 周 波 回 路 装 置

公 告 出 願 人132000422日 本 電信 電 話(は}

出 願 種 別(通 常)原 出願 番 号(一)原 登 録 番 号 〔)

基 準 日(出 願 日)【54.03.28}i8渡 日 【 ..】 部門(?-3)PAGEtv(OOO7)
権 利譲 渡 の 用 意 〔無)実 施 許 諾 の用 意(無)

関 連 出 願

異 調 数(00)査 定 種別()【..】 最 終 処 分 〔){ .,1審 判(通
常 審 査)(一)【,.】 審 決 ・()【

,.】中 間 記 録(
審 査 請 求8t,540328,0000e)(自 発 補 正52,540606,00000)

(補 正 指 令11,540626,)(上 申 物 件78、540704、00000)(}巨 絶 理 由13,590807,??414)

(自 発 補 正52,5909!8,00000)(拒 絶 理 由13,591225,7?4t4)(自 発 補 正52,600205,00000)

〔名 称 変 更?日,600401,00422)(公 告 決 定15,610415,7741)

引 用 文 献

.続 き有 り.

;N

...照 会回 答..・{速 報 】様 式(D)受 注 番 号(12345678〕86
.08.11

...特 公61-33200(6LO7 .31】 請 求(i)...

出願54--54352154.05,02】 公 開55-146500【55.11.i4j登 録

公 開 名称 圧 電 型 ブ ザ ー駆 動 方 式

公 告 名 称 圧 電 型 ブ ザ ー駆 動 装 置

公 告 出 願 人132000601三 菱 電 握{株)

出願種別(通 常)原 出願番号(一)

基準E](出 願Eヨ)【54.05,02】 遡及日 【 ,.
権利譲渡 の用意(無)実 施許諾の用意(無)

関連出願

異語数(00)査 定種別()1,.】 最終処分 〔
審 判'〔 通常審 査)(一)【 ,,1審 決(
中 間記録

順位0000002

【,.】

原 登 録 番号()

}・EδF『(6-2)PAGE;女(OOO3)

)【 恒9】

)【 】

(審 査請 求 θ1,580θlt,25500)(代 理 変ee74,58D811,00000)

(t臣籍 理 由13,600709,650?4)(自 発 補 正52,600831,00000)(意 見 香53,600831,00000)

〔拒 絶 理 由13,601224,65070)(自 発 補 正52,610224,00000)(意 見 宙53
,610224,00000)(

公 告 決 定15,610513,6507)

引 用 文 献

.回 答 終 了.

:END

⇔.結 実速報 サービス

受 注番号t2345678
基本料金

日本特 実0円

READY

o■■8∈ ,08.11

ユ ー ザ ー コ ー ドRO1

デ ー タ便 用 料 金

開 始 時 刻09:52:33

終 了 時 刻09:55=33

使 用 時 間00:03:00

料 金600円
⇔ 合 計 料 金 ⇔

照会料金

2件500円

t.100円
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名 称 TELESYSTEMS社

デ ィス トリビュー タ

所 在 地 83-85,BoulevadVincentAurio菅75013Paris,France

TEL

代 理 店
名 称 (株)紀 伊国屋書店 国際情報部

所 在 地 〒156東 京 都世 田谷 区桜 丘5-38-1

TEL(03)439-Ol23㈹

営 業 所

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 (株)紀 伊国屋書店 名古屋営業所 問い合わせ先 (052)781・7451㈹

2 名 称 (株)紀 伊国屋書店 岡崎営業所 問い合わせ先 (0564)23-8703

代行検索機関名

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 問い合わせ先

2 名 称 問い合わせ先

パ ス ワ ー ド 発 行 数

(1987年9月 現在)

全 国 愛知県(内 数:名 古屋市) 岐 阜 県 三 重 県 海 外

1,000 30(三 県合計)

データベース管理システム

.

ホ ス トコン ピュー タ OPS7/82(●UESTEL1),IBM3083(QUESTEL2)

OS

管理システム

サ

ー

ビ

ス

シ

ス

テ

ム

の

概

要

通 信 手 順

ボ ー レー ト 300,1200bps パ リ テ ィ 偶数

伝送制御手順 標準無手順 ス トップビッ ト長 1bit

通 信 方 式 全二重 コ ー ド ASCII

端 末 機
機 種 パソコン

ソ フ トウ ェア 一般の通信ソフ ト

名古屋地域の

アクセスポイン ト

300bps ((13)345-0300(Venus-P)

1200bps (03)345-1200(Venus-P)

サ ー ビ ス 時 間

月曜 日10:30～24:00

火 ～ 金曜 日0:00～8:30;10:30～24:00

土曜 日0:00～8:30

利 用 料 金

(標準サービス)

接続料 .150$/Hr(EDOC),94$/Hr(CAS)

回線使 用料40円/分+2。4円/セ ゲ メント

使 用 条 件 パスワー ドの入手

データベースの特徴
フ ランス政 府の 研究 機 関な どが作 成 した、PASCAL,lNPl,EDOC等 の フ ァ イル を 中心 に、60余

種 類の フ ァイル か らなるデ ー タベ ー ス システ ム で、特 にフ ラン スの 科学 ・技 術情 報 、企業 情

報 な どの収集 に不 可欠 で あ る。

今 後 の 計 画
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..FILE ファイルの選択

..INDEX 索引語やシソーラス用語の通覧

主 な コ マ ン ド 一 覧 ..FIND 検索結果の集合の作成

..LIST 検索結果のデ ィスプ レイへの表示

..PRINT 検索結果のオフライン出力

..STOP 検索終了

/BI 基本索引(タ イトル,抄 録等;フ ァイルにより異なる)

/AU 著者名または発明者

主 な 検 索 索 引 /PY 出版年

/PA 特許出願人

/PN 特許番号

/PR 第一国出願データ(出 願データ)

分 類 表 の 代 表 例

フ ァ イ ル 名 CAS

,,CAS
Section,Subsection"カ)ら 抜 粋

1972～1981(VoL76～95) 1982～(Vol.96～)

セ ク シ ・ン
サ プ セ ク

シ ・ン

セ ク シ.ン 名 ・サ プ セ

ク シ.ン 名
セ ク シ.ン

サ ブセク
シ9ン

セ ク シ.ン 名 ・サ ブ セ

ク シgン 名

CAO73 吸 収,発 光,反 射,磁 CA173 光,電 子.質 量分光学,

気共鳴 スペ ク トル,他 関連する性質

の光学的性質 000 総 説

000 総 説 001 量子力 学,原 子 ・分 子

001 量子力学,分 子軌道 軌道計算,基 準座標解

計算,一 般 的 スペ ク 析,エ ネル ギー準位,

トル埋論.力 の定 数 振動子強度計算,分 子

002 光学的性質 定 数計 算,結 晶場理論,

003 吸収,発 光,反 射, エネル ギ ー準位 パ ラ メ

散乱 一 夕へ の応 用

004 磁 気共鳴 スペ ク トル 002 一般的光学的性質
r

005 電子分光学 003 振動,回 転 スペ ク トル

006 レ ーザ 004 電子 ス ペク トル

007 天体物理学 005 ル ミネセンススペク トル

008 装 置 006 内殻 現象,電 子分 光学,

009 その他 光電子過程

007" Moe3sbauerス ペク トル

008 質量分光

ノ
009 天体物理学的(星 の)

ス ペ ク トル
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主 な フ ァ イ ル の 特 徴(1987.6現 在)

フ ァ イ ル 名

(プ ロ デ ュ ー サ)

分 野 デ ー タ 件 数

(蓄 積 期 間)

概 要

(記述言語)

AGRAAECO

(AgenceFrance-Press)

記事 322,670件

(1984-)

AFPが 提供する政治,経 済,文 化,科 学な

どに関す るニュースの全文を収録 している。

(仏語)

LOGOS

(Directiondela[)ocu-

mentatiOnFranCaiSe)

政治 ・経済

社会

223,489件

(1970-)

フランスの政治年譜,大 統領演説,閣 議発

表,新 聞記事,政 府刊行物などの情報を収録

している。

(仏語)

MEETING

(Centred,EtudesNuc1を －

aires-SaclayService

Documentation)

会議 ・集会

フェア

7,857件

(最 新)

開催予定の世界中の会議,シ ンポジウム,

展示会などの案内情報を収録している。

(英語,仏 語,独 語)

GRAPPE

(AssemblePermanente

desCha曲resdeCom-

merceetd,|ndustrie)

企業 106,188件

(1979-)

フランス企業の製品とその国内および国際

市場に関する情報を収録 している。

(仏語)

EPAT

(Inst迦tNational

delaPropi就e

lndustrielle)

特許 225,857件

(1978-)

1987年以降出願 ・公開されたすべての欧州

特許を収録 している。公報発行日と同時にデ
ー タの追加がおこなわれる。

(英語,仏 語,独 語)

WPI/L

(DerwentPublications)

耐icine)

特許 4,001,000件

(1963・)

世界30の 特許発行機関よ り発行された特許

と、2種 の雑誌に掲載された発明が収録 され

ている。各 レコー ドは、ひとつの特許ファミ

リーとして記述されており、対応特許調査 を

容易におこなうことが可能である。(英 語)

CAS

(ChemicalAbstracts

Service)
,

化学 7,769,892件

(1967-)

化学に関する雑誌記事,特 許,レ ポー ト,

会議録,学 位論文および単行本からの情報を

収録している。

(英語)

PascalandPasc73

(CentredeDocumen-

tationScientifique

etTechnique)

科学技術全般 6,566,309件

(1973-)

化学,工 学,医 学,応 用科学,心 理学,生

物学,物 理学,情 報科学などの多方面にわた

る科学技術情報を収録 している。

(英語,仏 語,独 語)

TELEDOC

(CentreNational
d,Etudesdes

Telecommunications)

通信

エ レク トロニクス

110,882件

(1972-)

エ レク トロニ クス,電 子工業,オ ー トメ ー

シ ョン,光 学,コ ン ピュー タ科 学,情 報 学 な

どの 電気 ・通 信 関連 分野 の情 報 を収 録 して い

る。

(英 語)

一168一

●

■

●



デ ー タベ ース サー ビス名 : QUESTEL/DARK (紀 伊 国 屋)
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デ ィス トリビュー タ

名 称 TELESYSTEMS社

所 在 .地
83-85,BoulevadVincentAurio175013Paris,France

TEL

名 称 丸善(株)MASISセ ン ター

代 理 店
所 在 地 〒104東 京都 中央 区京 橋1-4-14日 新八 重 洲 ビル

TEL(03)271-6068

支 店 1 名 称 丸善(株)名 古屋支店 問い合わせ先 (052)261-2251

代行検索機関名

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 問い合わせ先

2 名 称 問い合わせ先

パ ス ワ ー ド 発 行 数

(1987年9月 現在)

全 国 愛知県(内 数:名 古屋市) 岐 阜 県 三 重 県 海 外

()

データベース管理システム

ホ ス トコ ン ピ ュー タ OPS7/82(QUESTELI),IBM3083(●U田TEL2)

OS

管理システム

サ

ー

ビ

ス

シ

ス

テ

ム

の

概

要

通 信 手 順

ボ ー レー ト 300,1200bps パ リ テ ィ 偶数

伝送制御手順 標準無手1順 ス トップ ビ ッ ト長 1bit

通 信 方 式 全二重 コ ー ド ASCII

端 末 機
機 種 パソコン

ソ フ トウ ェア 一般の通信ソフ ト

名古屋地域の

アクセスポ イン ト

300bps (03)345-0300(Venus-P)

1200bps (03)345-1200(Venus-P)

サ ー ビ ス 時 間
月 曜 日10:30～24:00

火 ～ 金 曜 日0:00～8:30;10:30～24:00

土 曜 日0:00～8:30

利 用 料 金

(標準サービス)

接 続料150$/Hr(EDOC),94$/Hr(CAS)

回 線使 用料40円/分+2.4円/セ ゲメント

使 用 条 件
1.検 索技術の習得(毎 月定期的に研修会を開催)

2.検 索補助資料の購入,パ スワー ドの入手

3.汎 用端末機 またはパ ソコンの用意(HASISセ ンターの設備品を利用することも可能)

データベースの特徴

1.特 許,化 学,医 学,化 学技術全般,企 業情報,ビ ジネス等、広範 な領域をカバーする60

種類 のファイルからなるデータベースシステムである。

2.独 占提供されているファイルが多数あり、特に特許関係が充実 している。

3.化 合物の構造検索が可能なDARKシ ステムと、文献検索のqUE口ELシ ステムを連動 し、効果

的な化学文献の調査 をおこなうことができる。

今 後 の 計 画
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デ ー タベ ー スサー ビス名:

「
、

QUESTEL/DARK(丸 善)
2

●

臼

主 な コ マ ン ド 一 覧

..F比E ファイルの選択

..INDEX 索引語やシソーラス用語の通覧

'

..FIND 検索結果の集合の作成

..LIST 検索結果のデ ィスプレイへの表示

..PRINT 検索結果のオフライン出力

..STOP 検索終了

主 な 検 索 索 引

/BI 基本索引(タ イトル,抄 録等;フ ァイルにより異なる)

/AU 著者名 または発明者

/PY 出版年

/PA 特許出願人
F

/PN 特許番号

/IC 国際特許分類

分 類 表 の 代 表 例

フ ァ イ ル 名 WPI/L

"国 際特許分類表 第4版"か ら抜粋

Hセ クシ ョンー電 気

セクシ ョンの概要

(参照および注は省略)

HO1基 本的電 気素子

Bケ ーブル;導 体;絶 縁体;導 電性,絶 縁性

C

F

または誘電性特性に対する材料の選択

抵抗器

磁石;イ ンダクタンス;変 成器;そ れらの

磁気特性による材料の選択

1

4

Gコ ンデンサ;電 解型のコンデンサ,整 流

器,検 波器,開 閉装置または感光装置

6

H電 気的スイッチ;継 電器;セ レクタ;非 常

保護装置

9

J

K

L

電子管または放電ランプ

白熱ランプ

半導体装置;絶 類に属さない電気的固体装

置

-

ρ0

0

1

2

4

●

M化 学的エネルギーを電気的エネルギーに直

接変換するための方法または手段、例,電

池

41

P導 波管;導 波管型の共振器、線路 または他

の装置

49

Q空 中線

52

品

P電 動機,発 電機,回 転変換機の制御 または

調整;変 圧器,リ アクトルまたはチ●一ク

コイルの制御

HO3基 本電子回路

B振 動の発生,直 接のまたは周波数変換によ

る振動の発生、スイッチング動作を行なわ

ない能動素子を用いた回路による振動の発

生;こ のような回路による雑音の発生

89

C

D

変調

一つの搬送波から他の搬送波への変換また

は変調の復調

3

5

9

9

F

G

H

増幅器

増幅器の制御

96

98・

・インピーダンス回路網,例,共 振回路;共

振器

100

J

K

L

同調共振回路;選 択共振回路

パルス技術

電子的振動またはパルス発生器の自動制

御,起 動,同 期または安定化

101

103

105

M符 号化;復合化または符号変換一般

HO4電 気通信技術

B

H

J

伝送

112

113

放送通信

多重通信

116

119

119
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主 な フ ァ イ ル の 特 徴(1987.6現 在)

フ ァ イ ル 名

(プ ロ デ ュ ー サ)

分 野 デ ー タ 件 数

(蓄 積 期 間)

概 要

(記述言語)

EDOC

(欧州特許庁<EPO>,

フランス工業所有権庁

<INPI>)

特許 14,710,473件

(1969-)

EPOが 調査 ・資料作成のために収集 した世

界17主 要工業国の特許と、欧州特許,PCT出

願,お よびOAPI出 願 を収録している。特許番

号,出 願 番号,第 一国出願番号 から簡単に対

応特許の調査ができる。(仏 語)

EPAT

(欧州特許庁<EPO>,

フランス工業所有権庁

<INPI>)

特許 225,857件

(1978-)

すべての欧州特許 を収録している。公開 と

同時にデ ータ入力がおこなわれ、公開後の審

査請求,特 許付与,異 議申し立て,権 利の移

転などの情報追加に特徴がある。

(仏語)

EPAT

(フランス工業所有権庁
<INPI>)

特許 590,128件

(1969・)

1969年以降に公開された全てのフランス特

許を収録 している。公開と同時に入力がおこ
なわれ、特許付与日、サーチレポー ト、失効

日などの情報が追加 されるところに特徴があ

る。(仏 語)

WPI/L

(DeruentPublications)

特許 4,001,000件

(1963つ

世界30の特許発行機関より発行された特許

と、2種 の雑誌に掲載された発明に関する情

報が収録 されている。検索結果 をOUESTEL特

有の統計処理機能を用いれば、オンラインで

解析出力ができる。(英 語)

CAS

(ChemicalAbstracts

Service)

化学 7,769,892件

(1967つ

化学および化学関連分野の技術情報を収録

している。化学物質の構造検索 をおこなうこ

とができるDARKシ ステムを、EUCASフ ァイル

等と連動すれば、化学文献の有効な検索 が可

能となる。(英 語)

MEDLINE

(NationalLibraryof
Hedicine)

医学 4,402,702件

(1970-)

世界70カ 国以上で出版された生物 ・医学に

関する3,200誌 からの記事を収録 している。

きわめて整理 されたシソーラスを持ち、体系

的な索引付がなされ、CASと同様にDARKと 連

動して構造検索ができる。(英 語)

MEETING

(フランス原子力研究所

資料部<SDCEN>)

学際領域 7,857件

(最 新)

世界中で開催される大会,会 議,会 合,研

究会,博 覧会 および見本市等の情報が収録さ

れている。

(英語,仏 語,独 語)

PASCAL

(フランス国立化学研究

センター<CNRS>)

科学技術全般 6,566,309件

(1973・)

化学,工 学,医 学,応 用科学,心 理学,生

物学,物 理学,情 報科学などの多彩な分野に

おける世界的な情報を収録している。

(英語,仏 語,独 語)

Eucas!Polycas

(ChemicalAbstracts
Service)

化学物質
構造検索

8,028,566件

(1965-)

DARKシ ステムにおいて化学物質の構造検索

をおこな うときに用いる。簡単な手順で構造

式から検索でき、得 られた結果 をCASフ ァイ
ルと連動すれば、対応する文献 を得ることが

可能である。(英 語)
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デ ー タ ベ ー ス の 利 用 り侮

★検 索主 題=太 陽 エ ネル ギー を利 用 した暖房 装 置

?..BAPASCAL. 7ア イル指定

DATABASECONNECT工ON工NPROGRESS
CONNECTEDDATABASE:PASCAI」30!09/85
CO胞AND,ORSEARCHSTATEMENT1

つ
.

★1金POST工NGS;3141

COMMAND,ORSEARCH

SOLARENERGYとHEATING

を検索 し,論 理積 をとる

STATEMENT 2

該当文献数

?ENERGrESOLAIREANDCHAUFFAGE 仏語の検索用語を入力

白2★POST工NGS:3275

COMMAND,ORSEARCH STATEMENT 3

蹟当文献数

?10R2 集合1と2の ±合理R】

t3tPOSTINGS:3554

COMMAND,ORSEARCH STATEMENT 4

該当文献数

?EQU工P?MENT?

6TERM{S)RETAINED
舎4禽POST工NGS:49615

COMMAND,ORSEARCH

トランケー ション`二よリ英3flと仏語

を同時に検索

STATEMENT 5

該当文献数

?3AND4 集合3と4の 論理積

t5tPOST工NGS:620

COMMAND,ORSEARCHSTATEMENT 6,

?..SHMAX1

一1-3934174C .PASCAI.

NO;85-X-0235415

MAX形 式で最新レコー ドを1件 オ ンライン出力

ET:TIMESTUDYANALYSISOFTHEINSTALLATI。NOFSOLARHEATINGEQUIPMENT

AU:JACOBP.C.

naSCAし 受入番 号

英」∬標題

DT‡TC3LA
呂=名

SO:

霞iAi…i遷竃1貴iOl:㌫勝1竃i麓 貴き癬 ㌫ ≡;壽lwgl;E::;;・}
LA:ENG

文献の目印

品川源

FA:

使fliiti,E

竃竃ii灘i灘iii灘i;籠竃i灘:≧ き;闇一－
CC‡230.C.02

FD:

ED:

㌫:㌶ ㌫E↓ 。181工言:灘 、6留L鷲 ㌫ 妾含;8・㌶ 鑑 。1・霞;。:・呂;:、}

ii‖il:i≧璽ii㌫灘:竃 鷹gi:i麗麗ilξ蕊:i㌫
COMMAND,ORSEARCHSTATEMENT

6

分賄 コー ド

仏語デス クリプ タ

F・ ・デ・ク・プ・

?..PR

620CXTATI。NSTOBEPRINTED .CONFIRM{Y/N)?

?エ

集合5の620件 をオフラ イン

プ リン トllt力指示

COMMAND,ORSEARCHSTATEMENT

?..ST

6

検案終了
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デ ィス トリ ビュー タ

名 称 (株)QUICK

所 在 地 〒100東 京 都 千代 田区大 手町1L6-1大 手町 ビル

TEL(03)201-5941㈹

支 社

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 (株)QUICK名 古屋支社 問い合わせ先 (052)264-9151㈹

2 名 称 問い合わせ先

代行検索機関名

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 な し 問い合わせ先

2 名 称 問い合わせ先

3 名 称 問い合わせ先

4 名 称 問い合わせ先

端 末 設 置 台 数

(1987年9月 現在)

全 国 愛知,岐 阜,三 重,静 岡,長 野,福 井,石 川,富 山各 県合 計 海 外

14,100 L500 1,600

データベース管理システム

ホ ス トコン ピ ュー タ HITACM-680D

OS HITACVOS田

管理システム QUICKビ デオ ー1シ ステ ム

サ

ー

ビ

ス

シ

ス

テ

ム

の

概

要

通 信 手ll頂

ボ ー レー ト 2400bps パ リ テ ィ 偶数

伝送制御手順 標準無手ll頂 ス トップ ビ ッ ト長 1bit

通 信 方 式 半二重 漢 字 コ ー ド JISC6226

端 末 機
機 種 QUICKビ デ オー1専 用端末機

ソ フ トウ ェ ア 専用端末機に内蔵

名古屋地域の

アクセスポイン ト

2400bps 専用回線 により接続

bps
、

サ ー ビ ス 時 間

月 ～ 金 曜 日7:00～22:00

土曜 日(第 二,第 三 土 曜 日 を除 く)7:00～15:00

(祝 祭 日,年 末 年 始を 除 く)

利 用 料 金

(上 場 企 業)

100,000円/月(端 末 使用 料,検 索料)

使 用 条 件 専用端末機の設置(原 則 として法人に限 る)

デ ー タベ ー スの特徴

証券取引所の相場報道 システムと連動 し、時々刻 々と変化する証券価格を リアルタイムで

提供してお り、その他に、上場企業の財務 ・決算情報,政 治 ・経済ニュースなども提供 して

いる。

今 後 の 計 画 世界の市況をデータに加えることを検討 している。
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、一
一デー タベ ー

2

番号 メニュー方式

.

主 な コ マ ン ド 一 覧

コ ー ド 証券コー ド等を用いて会社を指定

主 な 検 索 索 引

コ ー ド 表 の 代 表 例

フ ァ イ ル 名 QUICKビ デ オ ー1

"QUICKビ デオ ー1コ ー ドブ ック6L8"か ら抜粋

1東 京証 券 取 引所 業 種 別値 動 き一 覧18潟 坪 『脳 キ_を別 て下さい.

:類 別銘柄名1・一 ド藁種別銘 柄名1・ 一 ド…業種 別斜 高名1・ 一 ド業種別銘柄名b－ ド類 別銘柄名【コード

【指定銘柄】501
鉄 建 殴

安 座 建

国 土 開

若 築 建

日 東 粉

昭 和 産

倉 敷 紡

日 東 紡

平 和 不 勝 村 建' 佐 伯 建 協 同 飼 帝^人

東 レ 504*3 福 田 組 目 配 飼 三 菱 レ

旭 化 成 日 産 建 日 特 建 台 糖 ク ラ レ

日 石 太 平 工 505*4 東 洋 糖 厚 木 ナ

住 』友 電 西 松 建 小 堀 住 三 井 糖 507宴2

日 電 気 大 豊 建 巴 組 506*3 片 倉

松 下 . 住 友 建 ミサワホーム 明 治 菓 グ ン ゼ

501*2 前 田 違 ナ シ ョ 住. 中 村 屋 神 栄
三 菱 垣 佐 田 途 ラ イ ト エ グ リ コ 川 島 織

ト ヨ タ 中 野 組 505*5 名 糖 度 富 士 紡
三 井 物 504*4 東 北 工 不 二 家 日 清 紡

東 海 上 岡 崎 工 四 国 工 山 崎 パ ン 大 和 紡

郵 船 奥 村 組 中 電 工 第 一 パ ン 敷 島 紡

【水 産】 、502
小 田 途

東 鉄 工

近 電 工

東 電 工

モ ロ ゾ フ

506*4

オー ミケ ンシ

帝 国 産

極 洋 目 土'木 東 海 電 雷 印 乳 507オ3

日 魯 漁
●真 柄

建 電 設 工 森 永 乳 白 毛

日 水 東 海 興 日 工 営 ヤ ク ル ト 大 東 紡

大 洋 漁 浅 沼 組 . 九 電 工 プ リ マ ハ ム 東 亜 紡
「宝

・水 産 504*5 505*6 日 本 ハ ム 大 同 毛

ホ ウ ス イ 新 井 組 大 明 電 伊 藤 ハ ム 御 幸 毛

【鉱 業】503
東 急 建

戸 田 建

日 通 達

東 電 通

林 無 産 』

丸 大 食

帝 織 雄

507求4

三 井 山 小 松 速 505*7 506*5 東 邦 レ

住 友 炭 北 野 建 日 揮 朝 日 ピ 酒 伊 提

日 鉄 鉱 植 木 組 中 外 炉 合 同 酒 日 フ エ ル ト
'三 井 松

膏 石
【建 設(2)】505

太 平 電

高 砂 熱

三 楽

養 命 酒

市 川 毛

日 パ イ リ ン
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一一 ベ 一 － CK-T
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3

主 な フ ァ イ ル の 特 徴 (1987.9現 在)

フ ァ イ

(プ ロ デ ュ ー サ)

ル 名 分
.野'

デ 一 タ

(蓄 積 期 間)

件 数 概 要

(記述言語)

QUICK

(QUICK)

ビデオ ー1 市況 4,000 社

(最新)

株 式,債 権価 格 をは じめ 、各 種 指 標.信 用

取 引,決 算,財 務,ニ ュー スな どを リアル タ

イムで提 供 す るこ とが で きる。

(日 本語)

「
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σ

デ ー タ ベ ー ス の 利 用 例

P

日経平均

O

H

L

V

2273ヨ.30↓(14:0ED

-3013
.26

23B67.51(13=01)

23日67.51(13=01)

22733.30(14105)

3ご0000(14100)

T

23B72.76(*前 引)

25744.目5(9=01)

25744.85(9=01)

23E「72.IB(10=57)

0.1000(11=00)

500◇ 大 証 概 況'p7e安' 95CI(14:0S)〔1

101旦 N522733.303013.26(14=OIヨ)

日経平均 T

(9=15)

(10:00)

(*前 引)

.

・

・

〔0

ひ
」

2

Q
U
5

7

5

Q
)
Q
U

5

4

3

(∠

り
乙

つ
乙

7

つ
」

〔O

〔0

2

7

一159
.日9

-793
.33

-1日73
.日0

(13:15)

(14:00)

(大 引)

23536.3 .7
22885.55

一2210
.19

-2日61
.01

◇ 日経 平 3000円 割 る

ト」ロつ274ワ 「10L79|ヨ8.66(14=09〕
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一 口 ベ 一 一 ビ S IRSSmall iumenterriselnformationRe§ear'Stem

1

デ ィス トリビュー タ

名 称 中小企業事業団

所 在 地 〒105東 京 都港 区虎 ノ門3-5-1虎 ノ門37森 ピル

TEし(03)433・8811

地域情報センター 1 名 称 愛知県産業情報センター 問い合わせ先 (052)231-6351㈹

端 末 設 置 場 所

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 愛知県中小企業総合指導所 問い合わせ先 (052)561-4121㈹

2 名 称 愛知県中小企業団体中央会 問い合わせ先 (052)561-8261㈹

3 名 称 愛知県商工会連合会 問い合わせ先 (052)582-3935㈹

4 名 称 名古屋商工会議所 問い合わせ先 (052)221-7211㈹

5 名 称 名古屋中小企業センター 問い合わせ先 (052)735-2000

6 名 称 岐阜県中小企業情報センター 問い合わせ先 (0582)74・0川

7 名 称

A

三重県中小企業情報センター 問い合わせ先 (0592)28-7299

パ ス ワ ー ド 発 行 数

(1987年9月 現在)

全 国 愛知県(内 数:名 古屋市) 岐 阜 県 三 重 県 海 外

50 6(6) 1 1 0

データベース管理システム

(愛知県産業情報センター)

ホ ス トコ ン ピ ュー タ FACOMM-330FXsHodel4

OS OS4/X8FSP

管理システム ミMIRS

サ

ー

ビ

ス

シ

ス

テ

ム

の

概

要

通 信 手1順

ボ ー レー ト 300bps パ リ テ ィ 偶数

伝送制御手順
'標 準無手順

ス トップ ビッ ト長 1bit

通 信 方 式 ・ 全二重 漢 字 コ ー ド 』lSC6226

端 末 機
機 種 パソコン

ソ フ トウ ェア 一般の通信ソフ ト

名古屋地域の

アクセスポイン ト

300bps (052)212-0297

サ ー ビ ス 時 間
月 ～ 金 曜 日9:30～17:00

土曜 日9:30～12:00

(祝 祭 日,年 末 年始 を 除 く)

利 用 料 金 無料

使 用 条 件 端末設置は、原則として地方 自治体、商工指導団体に限る。

デ ー タベ ー スの特徴

中小企業事業団により開発された中小企業のためのデータベース。中小企業事業団と全国

8都 道府県の地域情報センターが、保有するコンピュー タをオンラ イン接続 して、それぞれ

構築 している地域固有データベースの検索を可能 にしている。

今 後 の 計 画 1988年 以降 は 、各地 域 情報 セ ンター 問の オ ンラ イン ネ ッ トワー ク 化 を図 って ゆ く予定 。
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2

LOGONAIF 愛知県産業情報センターと接続

* 論 理積

主 な コ マ ン ド 一 覧 十 論理和

D.3・ べ. 結果の出力

E 検索終了 '

LOGOFF 接続終了

キ ーワ ー ド

書誌区分
1・ 「

δ

主 な 検 索 索 引 著者

機関名

出典
v

シ ソ ー ラ ス の 代 ・表 例 、

、

'

フ ァ イ ル 名 SMIRS

"SMIRSキ ーワ ー ド表"か ら抜 粋

キ ー ワ ー ド カ ・ナ キ ー ワ ー ド
　

カ ナ
一

投資行動 トウシコウ ト'ウ 豆乳. トウニユウ

投資効率 トウシコウリツ 糖尿病
.

トウニヨウピ ョウ

投資コスト トウシコス ト 糖濃度 トウノウ ト'

投資財 トウシザ イ 瀦 トウハイゴ ウ

投資収益率 トウシ シユ ウエ キ1」ッ 、 殿 トウハツ

投資信託 トウシ シンタク 「' 陶板 トウハ'ン

投資事案組合 トウシジ ギ ヨウクミァイ 頭 トウフ

投資助成策 トウシシ'ヨ セイサク 頭部 トウプ

投資税控除 トウシゼ イコウシ'ヨ 東部町 トウプ マチ

投資促進 トウシンクシン 糖分 トウプ ン

投資対象 トウシタイシヨウ 東北 トウホク

願 トウシツ 東北新幹線 トウホクシンカンセン'

透湿性 トウシツセイ 東北地方 トウホクチホウ

透視度 トウシ ト' 糖蜜' トウミツ

投資動向 トウシ ト'ウ コウ 透明 トウメイ

投資評価 トウシヒヨウカ 透明性 トウメイセイ

投資誘致 トウシユウチ 透明電導膜 トウメイデ ン ト'ウ マ ク

投資有望業種 トウシユ ウホ'ウ キ'ヨ ウシユ 透明塗料 トウメイ トリヨウ

東信 トウシン 透明度 トウメイ ト'

答申 トウシン 透明導電性フィルム' トウメイ ト'ウ テ⇔ ンセ イフイル ム

陶磁器 トウゾ キ 透明柚 トウメイユウ

陶磁器絵付業 トウシ'キ エツケギ ヨウ トウモロコ シ トウモロコシ

陶磁器食器 トウシ'キ シヨツキ 灯油 トウユ

陶磁器製置物製造業 トウジ キセイオキモノセイソ'ウ 糖料植物 トウリヨウシヨクプ ッ

ギ ヨウ 糖類 トウルイ
工

陶磁器製造業 トウ ゾ キセ イソ'ウ キ'ヨ ウ 鎚 トウロク

陶磁器製タイル製造業 トウ シ"キ セ イタイルセイ ソ'ウ キ 登録制度 トウロクセイ ド
'ヨ ウ

塗製剤 トカタザ イ

陶磁器用圷土製造業 トウ シ'キ ヨウハイ ト'セ イ ソ'ウ 戸隠村 トが クシムラ

ギ ヨウ 鯉 トカ'タ

陶磁器類卸売業 トウゾ キルイオロシウリキ∋ヨウ 鋼 トが タザ イ

陶磁器類小売業 トウシ'キ ルイコウ リキ'ヨ ウ 得意先 トクイサキ
'
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一 一 ベ 一 － MIRS SmallMediurnenteriselnformationReserchStem
3

主 な フ ァ イ ル の 特 徴(1987.9現 在)

フ ァ イ ル 名 分 野 デ ー タ 件 数 概 要
(プ ロ デ ュ ー サ) (蓄 積 期 間) (記述言語)

文献情報 経営 ・技術 304,640件 経営 ・技術関連の雑誌、報告書の内容を抄

鐘化して収録 している。

(中小企業事業団 (1979-)

各地域産業情報センター)

(日本語)

機関団体情報 団体 6,470件 中小企業に有益な情報提供をす る団体に関

す る情報を収録 している。

(中小企業事業団 (1982-)

各地域産業情報センター)

(日本語)

企業情報 企業 26,930件 企業間交流を行うときに参考 となる情報 を

収録 している。

(各地域産業情報センチ) (1979-)

(日本語)

人材情報 人材 7,250件 コンサルタン ト、講師、執筆などを依頼す

るときに参考 となる情報を収録 している。

(各地域産業情報センタづ (1979・)

(日本語)

文献所在情報 文献所在 20,000件 必要な文献の所在に関する情報を収録 して

い る。

(各地域産業情報センチ) (1986-)

(日本語)
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デ ー タベ ー スサー ビス名:SMIRS(Small&HediumenterpreselnfomationResearchSystem)

4

デ ー タ ベ ー ス の 利 用 例

・ … 検 索 サ ー ビ ス を 開 始 し ま す 。 …

S7.io.0615=13:43--L一

最 初 に,利 用 者 の 業 種(産 業 分 類)コ ー ド,利 用 者 コ ー ド を 入 力 し て 下 さ い 。

(順 に,で 区 切 っ て 入 力 し て 下 さ い 。 例:1234567,9999999)
U=13989SL23530001

次 に,貴 方 が 検 索 し た い 情 報 を,次 よ り 選 択 し て 番 号 を 入 力 し て 下 さ い 。
〒 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 ー ー ー 一 一 一 一 ー 一 一 一 一

'NO
、 情 報 件 数 NO情 報 件 数

________________一______,〔 一 ー 一 一 ー ー 一 一 　 一 一 一 一 ー ー ー 一

4

,1 文 献 情 報1,752件 11:和 書 所 在 ▲0,600件 、

2 機関情報175件 12"件'
'3

人 材 情 報 451件 13 ～'と

4 企 業 情 報 件 14 i±:

■ 5 件 15 件 、

6 件 16 件:

7

6

拝
借

17

18

件:

件

9

10 ク リ ア リ ン グ
_______一 ー ー ー 一 一 一 一 ー 一 一

件
一110

,013{牛

19

-一一 一20.__一_.一_一 一_二

件

件'

<1>U=1

S:キ ー ワ ー ド を 入 力 し て 下 さ い 。
<1>U=フ ァインセラミック

K:フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク(OK:ENTER変 換 継 続IPF5)一

S:2件 あ り ま す 。

出 力 す る 番 号 を 選 択 し て 下 さ い 。
U=1

S:次 の 中 か ら,出 力 方 法 と 出 力 項 目 を 指 示 し て 下 さ い 。

(出 力 方 法:Dデ ィ ス プ レ イPプ リ ン タ ー)

(出 力 項 目:A全 項 目1書 誌NO2入 力 機 関)

(3書 誌 区 分4標 題5著 者 名)

1;麗 者1麟 篇1麟 年・・l
u=

#00001/00002

書 書志No:000008600000613.

入 力 機 関:2300000
書 誌 区 分:11

標 題:電 磁 器,ニ ュ ー セ ラ ミ ッ ク ス

著 者:河 野 貞 男

墨 §:墾 竃㌶ 灘 ㍊ 墨書㌶ 撒 …誓
た か を 碍 子 の 用 途 別 に 考 察 す る 。 最 後 に 、 ニ ュ ー セ ラ ミ ッ2さ

㍗ 隻纏 曇ξ㌢ 誘c㌍ 茸琴治 鍵;会 蕊 蔦
言 及 し 、 ア ル ミ ナ 磁 器 の 成 形 と 焼 成 を 例 と し て 挙 げ る 。

発 行 所:愛 知 県 経 済 研 究 所

■

発 行 年 月:83032S

§:1胃
ペ ー ジ(始 一 終):00012-00032

キ_ワ ー 、 フ 。 イ ン セ ラ ミ 。 久 が い 子 、 陶 磁 器 製 造 業 ・ 業 界 動 向 ・

愛 知 県 、 産 地

ぐ2>U=E
● ・ … 検 索 処 理 を 終 了 し ま す 。 ・ …

・*・ 中 小 企 業 構 臓 索 シ ス テ ム 言:s
、。3(・ ・、・・d9)
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デ 一 夕ベ ー サー ビス テ ク ノ マ ー
1

デ ィス トリビュ」 タ

名 称 (財)日 本 テ ク ノマー ト

所 在 .地 〒107東 京 都港 区 赤坂1-12-32ア ーク 森 ビル

TEL(03)587-6901㈹

支 部

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 日本テクノマー ト 名古屋支部 問い合わせ先 (052)652-6660㈹

2 名 称 問い合わせ先

有 資 格 会 員

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 (株)メ イテ ック 問い合わせ先 (052)212-1711㈹

2 名 称 (株)セ ン トラル経営センター 問い合わせ先 (052)203-5321

3 名 称 問い合わせ先

4 名 称 問い合わせ先

パ ス ワ ー ド 発 行 数

(1987年9月 現在)

全 国 愛知県(内 数:名 古屋市) 岐 阜 県 三 重 県 海 外

450 32(14) 2 0 0

データベー ス管理システム

ホ ス トコン ピュー タ VAX-11785

OS VMS

管理システム IVS-5

サ

ー

ビ

ス

シ

ス

テ

ム

の

概

要

通 信 手1順

ボ ー レー ト 1200bps パ リ テ ィ 奇数

伝送制御手1順 標準無手順 ス トツブ ピッ ト長 1bi七

通 信 方 式 全二重 端 末 モ ー ド NAPLPS

端 末 機
機 種 パソコン,NAPLPS専 用端末

ソ フ トウェ ア NAPLPS用 通信ソフ ト

名古屋地域の

アクセスポ イン ト

1200bps (052)581-7281'

bps

}F

サ ー ビ ス 時 間

月 ～ 金曜 日9:00～18:00'

土 曜 日9:00～14:00

(祝 祭 日,年 末 年始 を 除 く)

利 用 料 金

(一 般 会 員)

入 会金300,000円,年 会 費300,000円

接 続料15円/分,オ ン ラ イン打 ち出 し料700円/件

使 用 条'件 利用するためには、原則 として 日本テクノマー トの会員になる必要がある。非会員は有資

格会員を通じて利用す ることができる。

データベースの特徴
技術の売買,共 同研究 ・共同開発,新 製品,ソ フトウェアなどに関する技術取引情報のみ

を収録 している。

今 後 の 計 画 海外 に もネ ッ トワーク を広 げ る こ とを計 画 して いる。
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0～9 メニュー方式による検索

END 終了

主 な コ マ ン ド 一 覧

'

分類 メ ニュー 方式

ベージ番号 分類に基づいた番号

主 な検 索 索 引

技 術 分 類 表 の 代 表 例

フ ァ イ ル 名 テ クノマ ー ト

"技 術分類表
(大 ・中分類)"か ら抜粋

大 分 類 中 分 類 小分類
(項目数)

大 分 類
.

中 分 類 小 分類
(項目数)

.

1.生 物 科学系 1.農 林 水 産 業 9 6.制 御工学 ・ 1.制 御 ・ 調 整 5

2.食 品 加 工 8 数 理工学 ・ 2.計 算 ・ 計 数 7

3.生 化 学 .5 情 報 工 学 3.チ ェ ッ ク 装 置 5

4.糖 工 業 7 4.信 号 4

. 5,天 然 油 脂 2 5.教 育・暗号・表示・広 告 5

6.医 療 9 6.情 報 記 憶 3

1

2,化 学 系 1.無 機 化 学 8 7,電 気 ・電子 1,基 本的電 気素子 一1 9

2.窯 業 ・ セ メ ン ト 4 2.基 本的電 気素子 一2 5

3,肥 料 ・ 火 薬 7 3.発 電 ・変 換 ・配 電 8

4,有 機 化 学 8 4.基 本 電 子 回 路 9

5,有 機高分子化合物 8 5.電 気 通 信 技 術 9
'

6.塗 料 ・染料 ・接着剤 8 6.そ の 他 電 気 技 術 6

7.石 油 ・ガ ス ・コー クス 7・ 1

8.繊 維 7 8.「 土 木 ・建 設 1.道 路 ・鉄 道 ・ 橋 梁 5

9.紙 ・ パ ル プ 5 2.水 工 ・基礎 ・土砂 移送 4

3.上 水 ・ 下 水 4
'

3、 物 理 学 系 輻 測定 ・試験器 械一1 9 4.建 築 物 6

2,測 定 ・試験 器械一2 9 5.建 築 付 属 品 7

3.光 学 ・ 写 真 等 9 6,廃 棄 物 処 理 ・清 掃 3

4,時 計 5 .

5.楽 器 ・ 音 響 機 器 8 9.そ の他(日 1.衣 類 6

6.核 物理 ・原 子核工学 8 用品,娯 楽, 2.帽 子 ・ 履 物 類 5
「一「「T・
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デ 一 夕ベ ー スサー ビ ス テ ク ノ マ ー
3

主 な フ ァ イ ル の 特 徴 (1987.9現 在)

フ ァ イ

(プ ロ デ ュ ー サ)

ル 名 分 .野 デ ー タ

(蓄 積 期 間)

件 数 概 要

(記述言語)

テク ノマー ト

(日 本テ ク ノマー ト)

技術取引 7,000

(1985・)

件 技術取引が可能な情報のみを収録。情報は

原則として一年間でデータベースから除かれ

るため、常に新 しい情報が得 られる。

(日本語)

一184一
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データベースサービス:テ ク マ ー
4

4

'

デ タ ベ ー ス の 利 用 例

(1次 分類)

ENDで 終了

Technomarl

101A

1 技術情 報 一売 り一 |

回 1く分へ戻 る

口 生物科学系

國 化学系

回 物理学系

口 ぬ械』[学、 熱原鉱 化学工学

口 鉱業、金"

国 制御工学、数理工学、情報工学

回 電気、電子

回 土木、建設

回 その他

1 数字を選択 /ENDで 終了 1
↑echnomarピ

蓄熱材料技術の売 り情報を求め てい

る場合を例 にとってメ ニュー検索の方

法を説明 します 。

区分 メニ ューの中か ら田を入力 し,

卵 を押 します と,技 術情報

一売り一のメニ ュー画面(1次 分類)

が表示されます 。

次に1次 分類 メニューの中 か ら④ を

入力 し,ENTERを 押 しますと,

2次 分類 メニュー 「機械工学,熱 機械,

化学工学」が表示されます。

8508300003

浮玉使用によ る下向流流勒床型の生物的水辺理法

1■'1863eOIA

水よりも比重の軽い微小プラスチック拉子を微生物担体として使用'

して処理憎に充填し上部より水を流入させ ると、充填拉平群は固定床

から流勒床へ1多行ずる。それによって極めて小 さな装置で効率よく処

理し得る画期的な生物的水処理法である。また この浮玉式によ る流動

床形成は他の各方面への応用も可能である。

開発状況:製 造 ・販売 ザンフル提供:否 技術指導:可
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1

デ ィス トリ ビュー タ

名 称 (株)東 京商工 リサーチ

所 在 地 〒105東 京 都港 区新 橋1-9-6

TEL(03)574-2268㈹

支 社

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 (株)東 京商工リサーチ 名古屋支社 問い合わせ先 (052)582-1411㈹

2 名 称 問い合わせ先

代行検索機関名

(愛知,岐 阜,三 重県内)

1 名 称 愛知県産業情報センター 問い合わせ先 (052)231-6351㈹

2 名 称 三重県中小企業情報センター 問い合わせ先 (0592)28-7299

3 名 称 問い合わせ先

4 名 称 問い合わせ先

パ ス ワ ー ド 発 行 数

(1987年9月 現在)

全 国 愛知県(内 数:名 古屋市) 岐 阜 県 三 重 県 海 外

1900 76(34) 18 19 0

データベース管理システム

(NTTのD団OSを 使用)

ホ ス トコン ピ ュー タ DIPS-11HODEL25

OS EXEC106-10

管理システム TSP163-11

サ

ー

ビ

ス

シ

ス

テ

ム

の

概

要

通 信 手 順

ボ ー レー ト 300,1200bps パ リ テ ィ 偶数

伝送制御手順 標準無手順,NTT1211手1順 ス トップ ビ ッ ト長 1bit

通 信 方 式 半二重,全 二重 漢 字 コ ー ド JISC6226

端 末 機
機 種 パ ソコン

ソフ トウェ ア 一般の通信ソフ ト

名古屋地域の

アクセスポイン ト

300bps (052)936-7143(無 手 順),010・5543(NTTl211手 順)

1200bps 163-060-3411070(無 手順;DDX-TP経 由),010-5547(NTT1211手ll頂)

サ ー ビ ス 時 間

月 ～ 金 曜 日9:30～17:00

(祝 祭 日,年 末年 始 を 除 く)

利 用 料 金
マニ ュアル 代10,000円,パ ス ワー ド取 得費2,800円,基 本料 金3,000円/月

情 報利用 料100円/0.25ユ ニット(B|GS),500円/0.25ユ ニット(FlNES)

NTT;中 央処理 装 置使 用料(F)85円/0.25ユ ニット,(H)75円/0.25ユ ニット

接 続料10円/分,

使 用 条 件 パ ス ワー ドの入手,NTTと の契 約

データベースの特徴
約400,000社 の企業データファイルから、17種の検索項目を使用 して、あらゆる角度か ら

リアルタイムで必要な情報 を検索することができる。

今 後 の 計 画 データ数の増加

一186一
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TSR データベース選択

BIGS ファイル選択

主 な コ マ ン ド 一 覧 /RAN 県単位による地域指定

!しOG 論理検索開始

!kPR 検索結果の出力

/EOF 検索終了

商号 企業名

. 企業コー ド

主 な検 索 索 引 市区郡コード

業 種 コー ド

、

中分類,小 分類,細 分類

取引金融機関 支店別

資本金

コ ー ド 表 の 代 表 例
F

フ ァ イ ル 名 BIGS,FINES

"業 種 コー ド表"か ら抜 粋

7

中 小 細

分 頚 コ ー ド
業 種 名

中 小 細

分 類 コ ー ド
業 種 名

.

2991… ……消火器具 ・消火装置製造業 3089… ……その 他電子通信機器用部品製造業
2992… ……弁 ・同附属品製造業・

2993… ……パイプ加工 ・パイプ附属品加工案

2994… ……玉簡受 ・ころ軸受製造業' 309そ の他の電気機械器具製造案

2995… ……ピス トンリング製造業 3091・'・ ・・・… 蓄 電 池 製 造 業

2996… ……金型 ・同部分品 ・附属品製造業 3092… ・・一 一次電池(乾 言u池.湿 電池)製 造業
2997… ……包装 ・荷造機械製造業 3099-・ 一 その他の電気機械器具製造業

2998・ ・・・・・… 産 業 用 ロ ボ ッ ト 製 造 コミ
'

2999・ ・・・・・…各種複械.回 田～,}品製造修♪£業
G31輸 送川機械器具製造業

G30電 気機械器具製造業 311自 助】藝・同附属品製造案

301発 電用・送電用"電 気機械器具製造菓
31U… ……自動

3口2… ……自動

μ製造業

同 体・附随車製造業
3011… ……発電 ・電動機 ・回転和気機械製造業 3113… ……自動 1`部分品 ・附属品製造業
3012… ……変圧器穎製造業

3013… ……開 閉装置 ・配電盤 ・制御装置製造業

3014・ …7…・配線器具・配線附属品製造業
3薯2鉄 道車両 ・同部分品製造業

3015・ ・…'…電 気溶接機製造業 3121・ …一 ・鉄道車両製造業

3016… ……内燃醐 電装品製造業 3|22… ……鉄道屯両用部分品製造業

3019… ……その他の産業用和気機械器具製造業

313自 転車 ・同部分品製造葉
302民 生用電気機械器具製造菜

313|・ ・… … ・自 転 車 ・ 「己1部分 品 製 造 業

3021… ……民生用電気機械器具製造業

314船 舶製 造 ・修理藁,船 用機関製造業

303電 球 ・電気照明器具製造穿
3141… ……鋼船製造 ・修理業

3031… ……電 球製造業 3同2… ……船体ブ ロック製造業
3032・ ・…・…電 気照明器具製造業 3】43… …『・・木船製造 ・修理業

3144・ ・・・・・… 舟 艇 製 造 ・8苔埋 業

3145・ ・・・・・…船用機1翅製造業304通信機械器具・同 関連但器製造簾 ・
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デ ー タベ ー スサー ビ ス TSR

3

主 な フ ァ イ ル の 特 徴(1987.9現 在)

フ ァ イ ル 名

(プ ロ デ ュ ー サ)

分 野 デ ー タ 件 数 概 要

(記述言語)

BIGS

(東 京 商 工 リサー チ)

企業 390,000社

(最 新)

'

日本の大企業から中小企業にいたるまでカ
バーし、詳細な企業情報を、見やす く出力 す

る。月1回 のメンテナンスによって、常に新

しいデー タを提供 している。

(日本語)

FINES.

(東 京 商 工 リサ ー チ)

財務 37,000社

(最 新)

上場企業 ・非上場中堅企業を対象に、過去

3期 分の財務諸表を中心 とした情報を提供 す

るサービス。提供項目は、営業報告書をベー

スに東京商工 リサーチ社が独自に標準化 した

ものである。(日 本語)
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データベースサービス名:TSR

4

デ ー タ ベ ー ス の 利 用 例

●日■"・8"

コチうnDEH[is-Eセ ン9テ ◆又

!000!口N

85-04-11.11:04

!00i!LIBRET2

6

来**RET2開 始85 -04-11

サービス提供音名 は?了SR

' サ ービス名は?Bl随

**XBI6S開 始

文:ノR酬35

蛤 ノLO6
⇔

1011:吾 ヅ セィ物

XXX1件 で す.

1021:!κPRP5

TSR-BIGS※ 企 業 情 報 ※85年04月1161頁

【企 業NO】29-101689-8東 証i1部 指 定

【商 号 】 持田製薬(桧)

【郵便番号 】t60

【所在地 】 東 京都新宿区四谷1-7

【電 話 番 号 】0コ ーコ58-7211

【代 表者 】 持田 信夫 【設立1昭 和20年4月

【営業 種目 】 ホルモン製剤6%.酵 素製 剤他医薬品80彩,医 薬部外品 ・医療田器14

%

【資本 金 】 コ,780,000(千 円)【 従業員 】1,?88名

【大検主 】 持田 信夫.持 田 英.持 田勝郎.渡 辺進.三 菱銀行.第 一勧銀.安 田信 託.

日本 ケ ミコ.住 友信託

【取 引銀 行】 三菱{日 本橋)第 一勧業{日 本橋)三 井(新 宿)東 海(東 京営業部 》東京

`新宿}日 本 長期信用 安田信託(神 田} .
【仕入先1新 日本薬業,旭 紙工所.イ ワキ.宝 興産,日 本ケ ミコ.朝 日印刷紙器,黒

田 硝 子 工 業 所,イ ン タ ー フ ァー ム

【販 売 先 】 ホ シ伊 痘 、 イ ワ キ.東 邦 薬 品,マ ル タケ.ク ヤ ラ薬 品.福 神.ス ズ ケ ン.

日本商事
(決算期)売 上{千 円)利 益(千 円)(配 当}売 上 ・利益伸長率 財務

57年3月45,0コ5,000コ,22i,000コ0%.

58年3月50,040,000ふ040,000コ0%111×9改.

59年3月52,212,3872,コ58,0コ625×104X?8%.

【申告所得 】 単位 千 円

57!=3101?15:06258/コ10,091,コ8459!コ9,1?9,190

*xx出 力件数=1

姶 疋OF

● XXXBI6S終 り

XXXRεT2終 り

診 シ◆写コウ オつ1∫.シ ◆,]ウ ユニ'ト2.25(F)
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仮想 デ ー タベ ー ス概念 設計 書

1.仮 想デー タベー スの必要 性

昭和62年 秋に おこな った 「名古屋 地域 オ ンラ インデ ー タベ ースサー ビス利用 支援 に関

す るニーズ調査(ア ンケー ト)」 の結果 に基づ き、仮想 デー タベー スの必要性 につ いて

考察 する。

勺

1.1.デ ータベ ース利 用 に関 す る問題点

オ ンラインデ ータベ ース を利用 す る上 での問題点 として は、 デー タベースの利用 料金

や通信料 金が高いと い った コス ト上の 問題 とともに、 検索 コマ ン ドがデー タベ ース によ

り異 なるため利 用 しに くい、 コマン ド ・キー ワー ドを調 べ るの に手 間が かかる とい った

使用法 に関す る回答が 上位 とな った(ア ンb－ト問13)。 デ ー タベー スは、効果 的に使 えば

非常 に安 価に必要な情 報が得 られ るもの であ るが、逆 にデー タベ ースの選択 や検索式 、

キー ワー ドが不適当 であれ ば必要 な情報 がほ とん ど得 られ なか った り、 また、 検索 に手

間取 れば必要以上に接 続時 間が伸び て利用料 金が高 くな った りする ことにな る。 したが

って、デー タベ ースの検索 手順 の簡略化 やク リアリングサー ビスの充実 な どによ り短時

間で必要な情報 が得 られ るようになれ ば、コ ス ト上 の問題の かな りの部 分が解決 で きる

と思 わ れ る。 このう ち、特 に検 索手順 の簡略化 におけ るコマ ン ドや キー ワー ドの不統一

につい ては、従来 か らデ ー タベース 使用 上の問題点 と して しば しば指 摘 され てお り、 デ

ータベ ースの利 用支 援 を進め る上で の重要 なポ ・イン トにな って いる。

デー タベースを利 用 して いな い理 由 と して は、必 要 なデー タベ ース がない、デー タ が

不十分 といったデー タベ ース に関 す る問題 が上 位に あげ られ てい る(ア ンケー-F問15)。 こ

れらの 問題につ いて は、 ク リア リング サービスの充 実 をお こな って現時点 で収録 され て

いるデー タの種類や範 囲 を明 確 にす るとともに、収録 されて いないデ ー タにつ いて は 、

ニーズの高 いものか ら順 次補 って行 く必 要が あると考 え られ る。
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1.2.名 古屋 地域 におけ るデ ー タベー ス利用の 現状

1.2.1.デ ・一ーータベー スの利用状 況

名 古 屋地域 に おけ るデ ー タベ ースの利 用 はあ まり活 発 とはい えず、 アンケ ー ト回 答者

の うち3分 の1以 上 がデー タベ ース を利 用 して いない という結果 であ った(ア ンケート問2

)。 利用 状況を企業規模 別 にま とめ た場合、資 本金 の大 きい企業程 デー タベ ー スの利 用

割合が 高 いとい う結果 が得 られて お り、今後 は比較的規模の小 さい企業 に対 してデー タ

ベー スの普及 を図 って 行 く必 要の ある ことが示 されて いる。

また、業種別 で見 た場合 は、非製 造業 に比 べ製造業 においてデー タベー スの利用 割合

が高 くな っていた。 これ は現 在の と ころ科学 技術系のデ ータベ ースの方 が充 実 して いる

.た め、 技術調査 に対 するニーズ の高い製造業 に とって利 用 しや すい環 境 とい う ことがで

きる。 一方、 ビジネス情報 のニ ーズ が 高い と考 えられ る非製造 業に と っては、 名古屋地

域の ビジ ネスに関す るデ ー タベ ースが 少ない ため、現 時点では まだ利用 す るメ リッ トが

小 さい と思わ れ る。

1社 当 りの月 平均 デー タベ ー ス利 用回 数は、 中間値 が30回 で あ り、 この程 度 が標準 的

な値 と考 え られ る(ア ンケート問8)。

1.2.2.デ ー タベー スの 利用 分野 お よび 使用 目的

社 内 においてデー タベ ー スを よ く利 用 する部 署は、 研究、企画 、設計 などの部 門が多

く、全般 的に技 術部門 が利用の 中心 で あ った(ア ンケーF問4)。 利用 する分野 と しては、

技術 ・工 学 ・自然科学 や特許 な どの技術 分野 が高 く、 次 いで企業 ・団体 ・個 人や経 済 ・

経営 な どの ビジ ネス分 野 となってい た(ア ンケー-F問6)。

デ ー タベー スの利用 目的 と しては、技 術情報 の入手 や特許調 査な どの技術 調査 が上位

を占め、経 営上の判断材 料 を得 るため や、新製 品 ・部 品 ・材料 に関す る情報 を得 た りす

るな どの ビジ ネス上の 目的 がこれに続 いて いた。 この他 にも、 都心 部 の事務 所 のスペ ー

ス不 足 を反映 してか、 図書館 ・新聞 ・雑誌等 の代用 という回答 も多 数 にのぼ ってい た(

アンケート問7)。

◆

1.2.3.代 行検索の利 用状況

代行検 索を利用 してい る企業 は、回 答件数 の約1割 と非常 に少な く、名古 屋地域 にお

いて は代 行検索の利用 は まだ一 般に浸 透 して い ないことが示 されて い る。代 行検索 を利
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用 しな い理 由 と しては、 自社 で すべて検索で き るので必 要 と しな い、 あるいは料金 が高

いとい った回 答 が多 く、現在 デ ー タベー スを利 用 して い る企業 の多 くは社内 で十分 な検

索能力 を備 えて いる と推 測で き る(ア ンケート問10・11・12)。

1.3.名 古屋 地域 のデ ー タベ ー スユーザーの意 識

現在デ ータベ ースを利 用 して いない企業の うち、今 後 とも利 用を開始 する考 えの な い

ところは約1割 しかな く、残 りは近 い将来 ある いは条 件 が整 った時点 で利用 を考 え ると

いう回答 であ った(ア ンb－ト問16)。 今 後利用 したいデ ー タベ ー スの分 野 として は、 企業

・団体 ・個人 関係 や、経 済 ・経 営関係 および 記事関係 とい った ビジ ネス関連 分野 が上位

を占め ていた(ア ンケート問17)。 科学 技術関連分 野のデ ー タベ ー スは、現在 の ところ比較

的広 く普 及 して い ること から、 今後は ビジネス関連分 野 のデー タベ ースの利 用の伸 び が

高 くな る と予 想 で きる。

名古屋地域 に おいて整 備拡充 すべ きデ 」タベ ー スと しては、名古屋 地域の企業概 要や

統計デ ー タな どの ビジネ ス情報 に関 するもの を望む意 見 が多 数 となった(ア ンケーF問25)。

この分野 は従 来 デー タベー スと しての整備が特 に遅 れて お り、今後 この ような地域 に密

着 した情 報の デー タベ ー ス化 が ます ます重要 にな ると思 われ る。 さ らに、名 古屋地 域 に

おけるデ ー タベ ースの 利用 を推 進す る上 で必要 な こと と しては、研修 会や セミナーな ど

の啓蒙 活動の実 施や、 デー タベ ー ス利用 時の費用低減 と ともに、名古 屋地域 に密着 した

情報の デー タベ ー ス化や、デ ー タベー スの利 用方法 の簡易化 などがあげ られて いた。

⑱

1.4.仮 想デー タベー スの必 要性

1.4.1.仮 想デ ー タベ ー スに対 する要望

複数 のデー タベー スを あたか も一 つの巨大 のデ ー タベ ー スと して利用 するこ との で き

る仮想 デー タベ ー スシ ステムにつ いて、 そのニ ーズや必 要な機能 につ いて意見 を求め た

(アンケート問27・28)。 仮想デ ー タベ ースに対 するニー ズは非常 に高 く、約3分 の2の ユ

ーザーが強 く実 現 を求 め てい るという結 果が得 られた。 この よ うに仮想デー タベー スに

対す るニ ーズが 高い とい うことは、ほ とん どの ユーザ ーが複数 のデー タベー ス を使 い こ

なす上で なん らかの不 都 合を抱 えてい るため と考 え られ る。

この よ うな仮想 デー タベー スを設計 する上 で必 要な 機能 と して は、 コマン ド変換、 キ

ーワー ド変換 、通 信プ ロ トコル変換、 メニ ュー化 の4つ に対 す る要望 が高 く、仮想デ ー
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方

タベ ー スの設 計 を進 め て行 く上 でこれ らの機能 を優先的 に取 り入れ る必 要 があ ると思 わ

れ る。

1.4.2.仮 想デ ー タベ ー スの必要性

以上 を まとめ ると、従 来か ら言 われて いる ように、名 古屋地 域 におけ るデーヴベ ー ス

の利用 状況は 、全国有 数の工業集積 地 という割 には まだ遅れて いる とい うことがで き、

特 に製 造業に比 較 して非 製造業 の利 用度の低 さが 目だつ.という結果 とな った。 しか し、'

現時 点で利用 して いない企業 において も、 その うちのほ とん どは今後の デー タベ ー スの

導 入に積極的 な姿勢 を見 せて お り、利用支援 活動 を推 進 するこ とに よ り、 か な りの企業

がデ ー タベ ースの利 用 を開始 す ると期待 で きる。

現在 名古屋 地域 におけ るデ ー タベー スの利 用 が低調 で ある主 な原 因 と してらデ ← タベ

ース利用 コス トの高さ、検索 コマン ド ・キー ワー ド等 の不統一 、必要 なデー タの不足 な

どがあげ られ て いる。 したが って、 これ らの問題点 を解決す る ような利 用支援 活動 をお

こな うことが名古屋 地域 におけ るデ ー タベー ス利用 を推進 す るため のポ イン トにな ると

考え られ る。 このうち検索 コマ ン ド ・キーワー ド等 の不統一 と いう問題 点 は、 仮想 デ一

夕ベ〒 スを実 現 す ることによ り一気 に解決す ることが可 能とな る。 また、利 用 コス トの

問題 につ いて も仮想 デ ー タベ ー スの使 用お よび ク リア リングサー ビスの充実 に よ り、良

質の情報 を短時 間で効率 的に得 られる ようにな り、 コス トパフ ォー マ ンスを大幅 に向上

す ることがで き ると思 われ る。 これ に加 えて、 アンケ ー トでも特 にニ ーズの高 か った名

古屋地域 におけ るビジネ ス情報 のデ ー タベー ス化 を推 進 するこ とに よ り、幅広 いユ ーザ

ー層へ の利用拡 大 を図 ることができ ると予想 され る。・

この ように、 デー タベー スの利用 支援活動 と して は、仮想デ ー タベ ー スの実 現、 ク.リ

ア リングサー ビスの充 実、、地域 デー タベ ースの整備拡 充の3つ が重要 で あ り、 これ らの

中でも特 に仮 想 デー タベ ースの実現が最 も効 果 の大 きい手段 で あると思われ る。今 後 は、

利用支 援活動 と して まず仮想 デー タベ ー スの実現 を優先 的に取 り組 む こと.とし、,ζの よ

うな仮想 デー タベ ースの概念 設計 を進 め る上 で、 ク リ アリング サーゼ スや地 域 デー タベ

ースな どもこ の システ ム中に組み入 れ ることがで きるよ うな機 能 を盛 り込 んで行 きた い

と考 えて いる。
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2.仮 想 デー タベ ースの概念 お よび前 提条件

2.1.仮 想 デー タベ ースの概念'

従来、 オン ラインデ ー タベ ー スを使用 す る場 合、図1.の ようにそれぞれ の検索 目的

目的 に合致 したデ ー タベー スを選ん で接 続 し、 検索 を進 め る必要が あ る。各デ ー タベー

スは別個 に発達 して きた経緯 か ら、独 自の内 容 と検索方 法を有 してお り、 もれな く調査

をお こな うため には、それぞ れのデー タベー スの内容 と検索 方法 に習 熟す る必 要 があ る。

仮想デ ー タベ ースは これ らの問題点 を解決 す るためのもので、図2.に 示 され るよう

なデー タベー スとユーザーの 中間 に位置 す るシ ステ ムであ る。仮想デ ー タベ ー スに必要

な機能 として は、 以下 に掲 げ るような もの があ る。

1)イ ン タv-.ラ ェ・…ス

2)ゲ ー トウェ イ機 能(通 信プ ロ トコル変 換機能)

3)コ マン ド ・キー ワー ド変 換機能

4)ク リア リングサー ビス機能

5)デ ー タ再編 蓄積機能

仮想 デー タベ ースに おいて は、名古 屋地域 標準検索 方法 を定義 して おき、 この方法 に

基づ いて検索 が おこな われ るように して お く。 この標 準検索方 法は、 その仕様 を公 開す

ることに よ り、 今後特 に名古 屋地域 で作成 され るオン ラインデ ー タベー スサー ビスの 検

索方法 と して広 く利用 され るよ うにな るこ とが期待 で きる。

図3.に はユーザー側 か ら見 た場合 の仮想 デ ータベー スの概念 図 を示 す。 ユーザ ーに

とっては仮想デ ー タベ ー スを利用 す るこ とに よ り、複数 のデ ー タベー ス をあたか も一つ

の 巨大 なデ 一 夕ベ・…ス として利用 す ることが可能 とな る。 ユーザー と して は1種 類 のデ

ータベー ス使用 方法 に習熟す るだけで、複 数のデ ー タベ ースを使 いこなす こ とが で きる

ようにな る。 したが って、検索 の専門家 でな くても、 もれの少な い検索 を お こな う こと

が可 能で ある。

デ ー タベ ー スの提供 者側(デ ー タベ ースベ ンダー)か ら見 た仮想デ ー タベ ー スの概念

を図4.に 示 す。デ ー タベー ス提供者 に とって、 仮想デ ー タベー スは従来 の回線 を経 由

して利用 するユーザー と同格 であ り、 い うな れば非常 に使 用量の大 きなユ ーザー が1社

加 わ った と見なす こ とがで き る。デー タベ ースの提供者 として は、仮 想デ ー タベ ー スを

加入 させ るため に、特 別 なシステム上 の変更 をお こな う必要 はな いこ とにな る。
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2.2.仮 想デ ー タベー スの対象

2.2.1.対 象 と する情 報

仮想 デー タベー スを構 築す る目的 は、名古 屋地域 に おける情 報利 用の 高度 化 であ り、

これ に よ り、最 終的 に地域産業 が活 性化 され ることを 目指している。 したが って、 この

目的 に合 うよ うな情報 を仮想デ ータベー スの 対象 とす る必要 があ り、具 体的 には科 学 ・

技術 や ビジネス などの産業の発展 に有益 であ る情報 に絞 られ ることにな る。逆 に、 シ ョ

ッピング、プ レイガ イ ド、旅行 などの個人 の生活 に関 す るよ うな情報 は、当面 仮想デ ー

タベ ー スの対 象 か らは除 くことにな る。

仮想 デー タベ ースが対象 とす る具 体的 な情 報 は、 アンケー トによるユーザ ーニー ズの

調査結 果 を参 考 に して選択 す る必要 があ る。 名 古屋地 域 にお け る使用 頻度の 高 い情 報 は、

技術 ・工学 ・自然科学 関係、特 許関係、 記事関 係、企業 ・団体 ・個人 関係、経 済 ・経営

関係 と いう結 果 であ った。 また、今後利 用 した いデー タベー ス として は、企 業 ・団体 ・

個人 関係、経 済 ・経営 関係 などの ビジ ネ ス情 報 に関 す るものが上位 を 占め た。 これ らの

結果 か ら、仮 想デ ー タベ ースの対象 とな る情報 として は、名古屋地 域 において ニー ズの

高 い科 学 ・技 術情報 とビジネス情報 を中心 とす る。

名 古屋地域 と して整備拡充 すべ きデ ー タベ ー スと して、名古屋地 域の企業 概 要情報 や

統計デ ー タ、 名古屋 地域 の研 究機関 にお ける研 究内容 お よび技術取 引情報 な どがあげ ら

れて い る。 これ ら名 古屋 地域 に特有 な情 報 は、 この地 域 でビジネスを進 め る上 で特 に有

用 と考 え られ、 産業 の地 域振 興 とい う 目的か らも仮想 デ ータベ ースを通 じて使 用で きる

ように してお く。

名古 屋地域 の ユーザー のニーズが高 い にも関わ らず 、デー タベ ー スと して整 備 されて

いない情 報は、 仮想 デ ー タベ ー スの中 で蓄積 し流通 で き るようにす る。 ただ し、仮想 デ

ー タベ ー スシ ステムは あ くまでデー タベ ー スの利用支 援機能 であるため 、詳 細 な情報 を

大規模 に蓄積 す る場合 は、別 途独立 したデー タベー ス とする。 また、各 種デ ー タベ ー ス

の中 か ら名古 屋 地域の ニーズの高い情報 だけを抽出 し、 ユーザ ーの使 いやす い形 に再 編

加工 して提供 す ることも考えて行 くこ とにする。

2.2.2.対 象 とす るデ ー タベ ー ス

仮想 デ ー タベ ースが対象 とす るデ ー タベー ス と して は、原則 として名 古屋 地 域 にお け

るニー ズの高 い情 報を含 むもの を考 え る。 すなわ ち、 前節で述 べた よ うな科学 ・技術 精
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報や ビジ ネス情報な どを有す るデ ー タベ ースが対象 とな り、 必ず しも全 デー タベー スが

対象 とな るわけ ではな い。 当面 は、名古屋 地域 で作 成 されたデータ ベ ー スや整 備さ れつ

つあ るデ ー タベ ースを中心 と して選定 をお こなう こ とにす る。 また、 同 じデ ー タベ ー ス

が複 数 のデ ィス トリビュータを通 じて提 供さ れてい るケース も数多 く見受 け られ る。 こ

の場合 には、 仮想デ ー タベー ス を構築 す る上 で最も適 当なもの を選ぶ こととす る。

2.2.3.対 象 とす るユ ーザー

仮想 デー タベ ースの ユーザ ー と しては、 当然仮想デ ー タベ ースが提供 す る情報 を必要

とす る ような層 が対象 とな る。 すなわち、名 古屋地 域 におけ る官公庁、 企業 ・団体、 大

学 などの技術者 や研究 者 および経営者 や ビジ ネスマンな どがこれに該 当す る。 これ らの

ユーザ ー につい ては、 検索技能 の レベル を問わ ずすべ てを対 象者 と して考 える ことにす

る。検 索経験 の ないユーザーや検索技 能 レベル の低 いユーザ ー に対 して は、 メニ ュー方

式 を用 い ることによ り、特別 な訓練 をす ることな く検索 がで きるようにす る。デー タベ

ース検索 に習 熟 してい るユーザ ーに対 しては、 コマ ン ド方式 も使用 で きるよ うに し、 自

分の好 みの方法 で検 索 をおこな うことがで き るようにす る。デ ー タベ ー スの選択 につ い

て も、 自動選択 方式 とユーザ ー指定方 式の どち らで も選択で き るよ うにす るな ど数 種類

の検索 方法 を用 意 し、 あ らゆ るユーザ ー が自分 の レベ ル に合 わせて利用 で きる ようにす

る。

●

亀

2.3.デ ー タベ ー スの提供形態

2.3.1.デ ー タベ ー スの形態

Lデ ー タベー スは図5.に 示 され るよう にリフ ァレンス ・デー タベ ース とフ ァク ト ・デ

∨ タペ ー スに分 け ることができ る。 リフ ァ レン ス ・デ ー タベ ースの主要 な役 割 は、情報

源の案 内で あ り、唱 的 とする情報 を得 るため に、 キーワ ー ド、 フ リー ワー ド、分類 、著

著名な どいろい'うな検索 項 目を使 って検索 をお こな って い る。 一方、 フ ァク ト ・デ ー タ

ベ ースは必要 なデー タそのもの を整理 ・体系 化'したもの であ り、対象 も数値情 報、文字

情報 、画像情 報、映像 情報、音声情 報 と多岐 にわた って い る。 いうなれば フ ァク ト ・デ

ー タベ ー スは企業名鑑 、紳士録、物 性表 な どのデ ー タや 記事の フル テキ ス ト、 あるい は

図面や ビデ オテ ープな どをコン ピュー タ可読化 したもの と見な すこ とが で きる。

仮想デ ー タベ ース は、 リフ ァレンス ・デー タベー ス とファク ト・デ ー タベー スの どち
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宵

β

デ ー タ ベ ー ス

リ フ ァ レ ン ス ・デ ー タ ベ ー ス

(文 献 デ ー タ ベ ー ス)

フ ァ ク ト ・ デ ー タ ベ ー ス

(ソ ー ス ・ デ ー タ ベ ー ス)

文 字 情 報

[文 献 ・記 事 の 書 誌

事 項 ・抄 録 な ど]

数 値 情 報

[統 計 デ ー タ な ど]

文字 情 報

[文 献 ・記 事 の フ ル

テ キ ス ト(全 文)】

画像 情 報

【心 電 図,設 計 図,

X線 写 真 な ど]

映 像 情 報

[自 然 観 察.実 験 観 察

ス ポ ー ツ 記 録 な ど ユ

音 声 情 報

〔自 然 音 声,音 楽,

機 械 音 な ど]

図5.デ ー タ ベ ー ス の 形 態 別 分 類

出典 DPC,「 デ ー タ ベ ー ス 白 書'86」 昭 和61年5月
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らの タイプも対象 と して考 え るため、 それぞれ の検索 方法 に対 応で きなければ な らな い。

この際 には、 で きるだ け一度 の検索で すべての情報 が得 られ るように してお くことが必

要 であ る。

2.3.2.デ ー タベ ー スの提供方式

各デ ー タベ ースは、 それぞれのベ ンダー に特 有な通信 プ ロ トコル に よって提 供 され て

い る。通信プ ロ トコル として は、通 信方式(全 二重、半 二重)、 伝 送制 御手順 、通信 速

度 、同期方式、 使用 コー ド系な どい ろいろな項 目が あ り、 この うち使用 コー ド系の違 い

に よ り通常 のデ ー タ通 信 タイプ とビデ オテ ック スタ イプ に分 け ることがで きる。仮想 デ

ー タベー スではプ ロ トコル変換機 能 を設 け ることに よ り、通信 プロ トコルの異 なるデ ー

タベー スも同一の方 式 に変換 し、同 じプロ トコル で検 索 した り出力 した りで きる ように

す る。

2.3.3.将 来へ の対 応

今後、数 多 くのデ ー タベ ースが構築 され、 その内容 やサー ビス形 態 あるいは提供方式

も多様 化 して くることが予想で きる。す でに、 地図情 報な どの画 像デ ー タベー スの構 築

が進 め られて お り、近 い将来 にはオ ンラインを通 じて提供 され る ようにな ると思わ れ る。

通信 速度 について も高速化が 図 られて お り、現在 では1,200bpsが 主 流にな って い る。

さ らに、一部 のデー タベー スでは2,400bpsも 使 われ始め てお り、今後 は4,800bpsや

9,600bpsと いった よ り速 い通信速度 へ移行 してゆ くと思 われ る。仮 想デ ータベ ー スを

設計す る上 で、新 しいデー タベー スの導入や提供形 態の 多様 化 にも十 分対応 で きるよ う

なシ ステムに してお く必要 が ある。

2.4.ユ ーザ ー ニーズ への対 応

2.4.i.コ マ ン ド統 一 の必要性

各デ ー タベ ー スシ ステムに よ りそれぞ れ検 索 コマ ン ドが異 な って お り、 これがデ ー タ

ベ ースの利用 を推進 す る上で の ネックにな って いる。実 際、 ア ンケ ー トによる調査結果

か らも、検索 コマ ン ドの統一 に対す るニーズ は、非 常 に高い ことが示 されて い る。仮想

デー タベ ース において は、 この ような検索 コマン ドの変 換を重要な 機能 の一 つに位 置づ

けて いる。 すな わち、名古屋 地域で標 準的な検索 コマ ン ドを定義 して お き、 この コマ ン

の
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ドを用 い れば 仮想デ ー タベ ー スによ り各 デー タベー ス固有の コマン ドへ変換 が おこなわ

れ、 どの デー タベー スも検 索で きるようにす る。

仮想 デ ー タベ ースに は、 各デ ータベ ース固 有のコマ ン ドから標準 コ マン ドへの逆 変換

機能 も持 たせて お くようにす る。デー タベ ース使用経 験の豊富 なユーザ ーは、標準 コマ

ン ドを最初 か ら覚 え直 さな くても、 自分 のも っとも使 い慣れ た コマ ン ドを用 いて、す べ

てのデ ー タベー スで検索 を進め ることが可能 で ある。 この場 合 は、仮 想デー タベ ー ス内

にお いて 自動 的 に標 準 コマ ン ドへ変換 され、 引 き続 い て各 デー タベ ー ス固有の コマ ン ド

への変換 がお こなわれ ることになる。

じ
2.4.2.キ ー ワー ド統一 の必要性

各デー タベー スにお いて用 い られるキー ワー ドは、 ほ とん どの場 合異 なった シソー ラ

スで統制 ・管理 されて い る。 そのため、複数の デー タベー スで検索 を お こな うため に は、

それぞれ のデー タベ ー スで用 い られてい るシソーラス を調べて キーワ ー ドを選び出 さな

ければ な らな い。 したが って、 使用 す るシソー ラスの構 成や体 型を よ く理解 してお く必

要が あ り、検索 の専門家 以外 のユーザ ー にとっては十分 使 いこなす ことが困難 であ った。

アンケー トの結 果も、 キ ーワー ド統 一に関 す るニーズ は コマ ン ド統一 に対す るニー ズ と

同様 に非 常に高 くな って いる。

仮想デ ー タベ ースで は、名古 屋地 域に おける統合 シソ ーラス を整備 し、 この シソ ー ラ

スか ら選 ん だキーワ ー ドを用 いて検索 ができ るようにす る。 この場合 、名古屋 地域 でニ

ーズの 高 い情報 に対 して は細 か いキー ワー ドが必要 にな る。逆 に概略 がわかれ ば良 い よ

うな情報 に関 しては、粗 いキー ワー ドを用意 す る。 この ような 統合 シソー ラス としては 、

既存の シソー ラスを続 合利用 した 「統合 シソー ラス表 示 」を用 いること を考 え る。 さ ら

に、 ユーザー が入力 した キー ワー ドがシソーラ スに な くても類 似語 で検 索が で きるよ う

な機能 も持 たせてお く。 これに より、一 つの キーワー ドです べてのデ ー タベー スを検 索

するこ とがで き、検索経 験 の少な いユーザ ーで ももれ の ない検 索 をおこな うこ とが可 能

とな る。

2.4.3.ク リア リング情 報 の必 要性

もれ の ない検 索を お こな うためには、通常 はユーザ ー 自身 が各デー タベー スに収録 さ

れて い るデー タの内容 や範 囲な どにつ いて十分 理解 して お くこ とが不 可欠で あ る。仮 想
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デー タベー スでは、ユーザー は どのデ ー タベ ー スを選ぶ かを意識 す ることな く検索 がで

きなければ な らない。 その ために は、 仮想デ ー タベー ス 自体が ユーザ ーの要 望 に応 じ、

自動 的にデ ータベース選択の で きる機能 が必 要 となる。 した が って、 まず仮想 デー タベ

ース内部 にク リア リング情報 の整備 ・充実 をお こな うと ともに、検 索テ ーマ に応 じて適

切 なデー タベ ー スを選び出 す ことの で きる システ ムの開発がポ イン トにな る。 さ らに、

ク リア リング情報の提供 だけ をおこな う機 能 も持 たせて おき、 デー タベー ス検索 に習熟

したユー ザーに対 して は、 そ こで得 られ たデー タをも とに自分 でデ ー タベー スを選 んで

検 索 を進 め られ るように して お く。

'

2.4.4.ユ ーザー イン ター フェ イス

仮想デ ー タベ ースは、 すべ ての レベル のユ ーザー を対象 として考 え るため、パ ソコ ン

・などの端末を ほとん ど使 ったこ との ない ようなユーザ ーに とっても、使 いや すいこ とが

要求 され る。 ユーザ ー イン ターフ ェ イス として も、で き るだ けマウ スなどのポ インテ ィ

ング デバ イスが使 え るように して お く。 将来 的 に、音声 入力や 手書 き文 字入力 などが実

用化 された ときには、それ らも使用 で きるよ うにしてお くことを考 える。 さ らに、 コマ

ン ドを入力 す る必要 のな いメニ ュー 化の ような検索 方式 を用意 す ると ともに、 ヘルプ機

能 を充 実 させ る ことに よ り、 マニ ュアル を見 な くて も検 索 がで きるよ うにす る。 この 他

にも、 自然言 語理解 が実用 化す れば 、 自然 言語 を用 いた入力 もで き るようにす るな ど、

ユーザー が自分 の検 索技術 に応 じて 、最 も使 いやす い入力方 法が選 べ るようにす る。 検

索結 果 について も、ダ ウンロー ドの 機能 を設 け、 ダ ウンロー ドの許 されて い る範囲 でデ

ー タをセ ーブ し、検 索後グ ラ フ化や 作表 など に用 い ることがで きる ようにす る。

つ,

、

2.4.5.料 金 が安 くな るよ うな検索 手順

アンケ ー トの結果か ら、 デ ー タベ ー ス利用上 の問題点 と して利用 料金 の高 さが第1位

にあげ られて いる。料金 の高低 とい うのは相対 的な もの であ り、必 要 な情 報 が的確 に得

られれ ば、同 じ料金 でも安 く感 じられ る性質 の もの と思 われ る。仮 想デ ー タベ ース を用

いることで、デー タベ ース検索 の初心 者で も容 易に欲 しい情報 が得 られ るようにな る。

さ らに、仮想デ ータベ ー スで は コマ ン ド変換機 能や キー ワー ド変換機 能な どに よ り検 索

時間の短 縮も見込む こ とがで き、利用 料金 自体の低下 も期待 す ることがで き る。通 信料

金 につ いて も、 名古屋 地域内 に アクセ スポ イン トを設置 し、 どのデ ー タベー ス もそ こ を

5
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経 由す ることで安価 に利用 で きるよ うにす ることを考 え る。

この ように仮想デ ー タベ ー スによ り、料 金そ のもの も安 くす ることがで きる とと もに、

必要 な情 報 が的 確に得 られ るため、 よ り一層 コス トパ フ ォーマ ンスを向上 させ るこ とが

可能 であ る。

ぜ

o

2.5.他 の情 報 システ ム との関 係

2.5.1.情 報 通信 システム との関係

オン ラインデー タベ ー スの通 信 システ ムと しては 、現在主に公衆電 話 回線 網 が用 い ら

れて お り、 これ以外 にもVenus-P(国 際公衆 デー タ伝送 サー ビス)やDDX〈 デ ジ タルデ

ータ通信網 サー ビス)が 使用 され る こともあ る。最 近で は、VAN(付 加 価値通 信網)や

ISDI(デ ジ タル総合 サー ビス網)な どの設 置計画 も各所 で進め られて お り、様 々な 通信

システ ムが利用 でき るようにな って きてい る。仮想 デー タベー スに おいて は、 その 時 点

で最 も有 利な通 信シ ステ ムを用 い ることを考 え、 どの よ うなシ ステ ムに も対応 で きる よ

うな柔軟 性を持 たせて お くよ うにす る。

2.5.2.他 の利 用支 援 サー ビス との関係

最近 、米国 を中心 と してEasyNet◎ に代表 され るよ うなゲ ー トウ ェイ機能 とフ ロン ト

エン ド ・サポ ー ト機能 を合わ せ持つ よ うな ネ ッ トワ ーク システ ムが 登場 して お り、 日本

でもSTNlnternationalの よ うな欧米 との間 を結ん だデータベ ー スシ ステムが利 用 で き

るよ うにな って いる。 仮想デ ー タベ ー スと して は、 これ ら先行 の利 用支援 サ ー ビスを参

考 に設計 を進 め るとともに、 同 じ様 な機能の 部分 につ いては、 相互 乗入 れな どを お こな

うこ とに より無駄の な いよう なシステ ム開発 をす る必要 があ る。

2.5.3.名 古屋地域 で考 え られて い る情報 サー ビス との 関連

名古屋 地域 において は、地 方公共 団体 や公 的研究 機 関などが 中心 とな って 、新 しいデ

ー タベ ー スや ネ ッ トワー クシ ステム とい った情報 サー ビスの計 画が進 め られ て い る。 仮

想デー タベー スでは、 これ ら名古屋 地 域の情 報 サー ビス システム との間 とも相互 利用 が

で きる ようにす ることを考 え る。
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3.仮 想 デー タベ ー スの機能

3.1.仮 想デ ー タベー スの 機能構 成

3.1.1.仮 想デ ー タベ ー ス機 能の全体像

仮想デ ー タベ ースの全 体 と しての機能 を図6.に ま とめる。 ユーザ ーは公 衆電話 回線

あるいは専用 回線 を通 じて仮 想デー タベ ースに アクセ スすれば、ゲ ー トウェイか ら各デ

ー タベ ー スに接 続 され る。他 の ネッ トワーク システム とも専用 の イン ターフ ェース を通

じて接続す る ことが で きる6仮 想デV・■タベー スはデ ー タベー ス選択機 能、 コマン ド変 換

機能、 キー ワー ド変換 機能 を内部 に有 してお り、 ユ』 ザ ーは1つ の検 索式で必 要なデ ー

タベ ー スをすべて検索 す ることが で きる。 この 場合 コマ ン ドやキー ワー ドも、 それぞ れ

ユーザ ーの使 いやす い コマン ド体系 やシ ソー ラスを用 い ることがで きるようにす る。 さ

らに、 ビデ オテ ック ス変 換機能 によ り、 ビデ オテ ックス を用 いて いるデ ー タベ ー スにも

同様 に アクセ スす る ことが可能 であ る。

仮想デ ー タベ ース にはユーザ ーが使用 できるメモ リエ リアを設 けて、検索結 果 をダ ウ

ンロー ドで きるよ うに す る。 ダウンロー ドしたデー タは、仮想 デー タベ ース内の グ ラフ

化 ・作表 機能 を用 いて 自由 に加工 す ることが可 能で あ る。 メモ リエ リア内のデ ー タはそ

の ままユーザー端 末 に送 ってデ ィスプ レイ上 やプ リン タに打 ち出 した り、メールボ ック

スを利用 して必 要な所 へ送 った りす ることもで きる。

さ らに、仮想デ ー タベー ス内には、名古屋地 域 に特 有 なデ ー タを再編 ・加 工 してデ ー

タベ ースの形 で蓄積 す る機能 も設けて お く。 名古屋地 域 情報が必要 な場合は、 適宜 この

デー タベー スにア クセ ス して検 索す ることがで きる。 デ ー タソースと しては、 電子掲示

板か らの新製 品情報 やニ ュース、ユーザ ーが登録 した情 報、商用デ ー タベー スの中 か ら

名古屋 地域 に関す る情 報 をピ ックアップ したもの な どを考えて い る。

仮想 デー タベ ー スに おいて、実際 に検 索 をおこな う場 合の フローチ ャー トを図7.に

掲げ る。ユーザ ー は 自分の端 末か ら仮想 デー タベ ー スにア クセス し、ジ ョブ メニ ューの

中か らデ ー タベー ス検索 を選択す る。 その後、端 末か らメニ ュー方式 あるいは コマン ド

方式 を用 いて検索式 を入力 す る。仮想デ ー タベ ー スの 内部 において、 自動 的にデ ー タベ

ース選択、 コマ ン ド変換、 キー ワー ド変換が お こな われ、 それぞれのデ ー タベー ス に適

した検索式 が作成 され る。 変換 された検索式 は、デ ィスプ レイ上で確認 され た後 、各デ

ー タベ ー スへ送 られ、検 索が実行 され ることにな る。 仮想 デー タベ ースでは、複 数 のデ
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一 夕ベ ースを利 用す る必要の あ る場合 で も、並列 的に検索 を進め られ るため、短時 間 で

処理す ることが可能で あ る。 検索結果 は一覧表 の形 でデ ィスプ レイ上 に表示 され、打 ち

出 し命 令 によ りユーザ ー端末 や カウン ロー ドエ リアへ送 られ る。

マ

4

3.1.2.将 来 の技術動 向

現状 で実現 が難 しくて も、10年 程度 先 に実現 可能 と思 われ る技術 で あれば、機能 と し

て盛 り込 むこ とにす る。 この よ うな技術 として は、デ ー タ通信 技術 、 マンマ シン イン タ

ーフェー ス技 術、高速 演算素 子 ・大規 模集積 回路製造技 術、AI(人 工 知能)技 術 な ど

があげ られ る。デー タ通信技 術 について は、 光通信技 術やデ ー タ圧 縮 技術の発 達に よ り、

大量 のデ ー タを 高速 で通信 す ることが できる ようにな ると予測 で きる。 マ ンマシ ン イン

ターフ ェース技術 と して は、音声入 力や 手書 き文字入 力な どが発達 し、実用 レベル に達

すると考 え られ る。 これ らの入力装 置 を利用 すれば、 キーボ ー ドを使 い慣れ て いな い ユ

ーザ ー も容 易 にコン ピュー ター 入力 す る ことが できる ように な る。 さ らに、 高速演 算素

子 ・大 規模集 積 回路製 造技 術の発達 で、 より高性能の 汎用 コン ピュー ターや 端末機 が、

安価 に供給 され るよ うにな ると予想 で き る。 こう した環境下 に おいて は、AIの よ うな

複雑 な システム も端 末機 レベル で登 載す ることが可能 となる。

3.1.3.AI技 術 の活用

現 在 い ろい ろな分 野 でAIの 実 用化 が進め られてい る。AIは ハ ー ドウ ェア の発 達 と

あい まって、10年 程 度先 には もはや特殊 な技術 ではな くな り、 システ ム設計技術 の一 分

野 として広 く定着 す ると予 想 され る。 したが って、仮 想デー タベー スの設 計を お こな う

上で も、AI手 法を十分 利用 す ることを考 えて お く必 要 があ る。

仮想デ ー タベ ースに おいて利 用で きる主なAI分 野 と して は、 自然 言語 理解、 自動 翻

訳、検索 内容理 解な どが あげ られ る。 自然言語理解 に よ り、 自然言 語 を用 いて 検索式 を

入力す る ことが 可能 とな り、検 索 コマ ン ドや キーワー ドを知 らな くて も検 索式 を作成 で

きるようにな る。 自動 翻訳 は、 外国製 のデー タベ ース を検索 す る場 合 に、 日本 語を用 い

て入出力 がで き るようにす るシ ステム で ある。 これに よ り、外 国語 が分 か らな いユ ーザ

ー も、外 国製デ ー タベ ー スを日本型デ ー タベー スと同様 に利用 でき るよ うにな る。 アン

ケー ト調 査に お いて、各 デー タベー スの使用頻度 のベ ス ト10の うち8つ が 日本 語のデ ー

タベー ス とな って いたこ とか らも、 ほとん どの ユーザ ーにとっ て母 国語 であ る 日本語 だ
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けで検索 で きるメ リッ トは大 きい と思わ れ る。検索 内容理解 は、検索 の専門家 の持 って

い る知 識 を元 に作成 した検索 式 変換 エ キスパ ー トシステ ム とい うことがで き る。す なわ

ち、ユーザーの 検索 意図 を理 解 してデ ー タベー スを選択 し、 さ らに適 当な検索 式 に変 換

して検索 をおこな うシステム であ る。

これ らのAI技 術 を利 用す る ことに より、デ ー タベー ス選択機能 、 コマン ド変換機 能、

キーワー ド変 換機能 を スムーズ におこなわせ ることが で き、デ ー タベー ス検 索 の初 心者

で も、専 門家 の ような検 索 をお こな う ことが可 能 とな る。

3.2.機 能別 の概 念説 明 ・

3.2.1.イ ン ター フ ェー ス

仮想デ ー タベ ースに おけ るイン ター フェー スの概念 説 明を図8.に 示 す。名 古屋地 域

内の各 場所に アクセ スポ イン トを設置 し、公 衆電話 回線 を通 じて仮想デ ータベ ー スにア

クセスで きるよ うに してお く。 ユーザ ーは、 最 も近 い アクセ スポ イン トに電話 をか け る

だけで、端末機 内の オー トログオン機能 に よ り自動的 に接続 が完 了す る。 この場合 、電

話番号 、ユーザ ーID、 パ スワー ドな どをオー トログ オンシ ステム中に登録 して お く必

要が ある。使 用頻度 の高 いユーザー は、仮想デ ー タベ ー スとの 問に専用 回線 を設 置す る

ことも可能で あ る。

接続完 了後 、仮想デ ー タベ ー スか らのメ ッセージ に続 いて メニ ューが 表示 され る。 ユ

ーザ ーは、まず この 中か ら希 望す るジ ョブ を選択す る ことにな る。 メニ ュー には、通常

のオ ンラインデー タベー ス検 索の他 に、 メール ボ ックスや電子 掲示板 とい ったパ ソ コン

通信 や他 の ネッ トワー クシステ ムへの接続 な どが あ る。 これ以 外 に、仮 想デ ー タベ ー ス

システムか らの ニュー スや取 扱説 明、 あるいはそ の時点 までの使用料金 や ヒス トリーな

どを表 示 させ ること もメニ ューか ら選択 す ることがで き る。

他 のネ ッ トワーク システム か らも、 ユーザー と して仮想デ ー タベ ー スシステム を利用

す ることが可能 であ る。 この場 合は、仮 想デ ー タベー ス内の専用 イン ターフ ェースに ア

クセ スす るこ とにな る。接続後 は、仮想 デー タベー スネ ッ トワークか らアクセ ス した時

と同様 に、デ ィスプ レイ上 に表示 された メニ ューか ら希 望の ジ ョブ を選 んで検索 を進 め

ることになる。
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3.2.2.デ ー タベ■・一ース選択機 能

デ ータベー ス選択機 能 、コマ ン ド変換 機能、 キー ワー ド変換 機能 につ いては、 これ ら

が一体 とな って検索式 変換 を おこな う機 能で あ るが、 ここで は便宜 上そ れぞ れの機能 に

分 けて説明 を おこな うこ とにす る。

イン ター フ ェースの メニ ューか らジ ョブ と してオ ンラ インデ ー タベー ス検索 を選ぶ と、

次の段 階 と して検索 す るデー タベー スを選択 す ることに なる。 この機能 の概 念 説明を図

9.に 示 す。 ユ ーザ ー はデー タベー ス一 覧や ク リア リン グ情 報をデ ィスプ レイ上 に表示

させ、 これ らを適宜 参考 に して、検索 したいデ ー タベ ー スを い くつか選 択す る。 それぞ

れのデ ー タベ ー スの内容 を よ く理解 して いるユーザ ーは、最 初か らコマ ン ドの形 で必要

なデ ー タベ ー スを好 み の数 だけ指定 す ることも可能 であ る。 初心者 に対 しては、検 索 し

たい分 野 をメニ ュー式 に選んで行 くこ とによ り、知識 ベ ースの働 きでそ の分 野 にふ さわ

しいデ ー タベ ー スが もれな く選択 でき る機能 を備 えて お く。 将来的 には、検 索 テーマ を

入力 す るだけで、 その テーマ に最適 なデ ータベー スが 自動 的に選択 され るようなシ ステ

ムの実現 を考 え る。

選択 されたデ ー タベ ー スは、一覧表 の形 で再 度デ ィスプ レイ上 に表示 され、 ユーザー

の確 認を得 るこ とにな る。 この際、不 適 当なデ ー タベー スが あれば、必 要 に応 じて訂正

をお こな う。デ ー タベ ー ス選択 が終 了す れば、次 の コマ ン ド変換 の段 階へ移 る。

'』

3.2.3.コ マ ン ド変換機 能

コマ ン ド変換 機能の概 念説 明を図10.に 示 す。デ ー タベー ス選択 の終 了後、 ユーザ ー

はコマ ン ドを入力す ることにな る。 まず 入力方法 として、 メニ ュー方式か コマ ン ド方 式

かを選択 す る。 メニ ュー方式 の場 合、ユ ーザ ー は 自分の 希望す るコマン ドをメニ ューの

中か ら選 ぶ だけで 自動 的 にコマン ドが作 成され る。

コマ ン ド方式 を選択 した場 合、基 本的 には仮想 デー タベー スで定義 さ れてい る名 古屋

地 域標準 コマ ン ド体 系 を使用 して入力す る。標準 コマ ン ドが分 か らな い場 合は、 コマン

ド一覧 をデ ィスプ レ イに表示 させ、それ を参考 に して コマ ン ドを選 ぶ ことがで きる。 ま

た、他の コマ ン ド体系 に慣 れて いるユ ーザー は、 自分 の使 いやす いコマ ン ドを用 い るこ

とも可能 で あ る。 この場合 は、仮想デー タベー ス内の機 能 に よ り、ユーザ ーが使用 した

コマ ン ドか ら標準 コマ ン ドへ 自動的 に変 換 され ることにな る。 さ らに、 将来 的 には コマ

ン ドの代 わ りに 自然 言語 が使用で きるよ うにす ることも予定 してお り、 この時 は 自然言

＼
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語 か ら標準 コマ ン ドへ の 自動 変換 が おこなわ れ る。 これ らの 自動変 換 を実施 す るに は、

検索 の エ キスバ ー■トの知識 が必要 で あ ることか ら、AI手 法 に よりエ キスパ ー トシ ステ

ムを構築 し、検 索 目的 にふ さわ しい コマ ン ドに 自動的 に変換で きる ようにす ることが必

要で あ る。

仮想 デー タベー スに おいて は、すべ ての コマ ン ドは入力方式 に関わ らず・ 一旦標準 コ

マ ン ドに変換 される。そ の後標 準 コマ ン ドは、実際 に検索が お こなわ れ るデ ー タベ ー ス

固有 の コマン ドへと 自動 的に変 換 され、検索 が実行 に移 され る ことにな る。

3.2.4.キ ー ワー ド変 換機能

コマ ン ド変換 をお こな った後 は、検 索 ワー ドの変換 をおこな う。 この機能 の概念説明

を図ll.に 示 す。入力 す る検 索 ワー ドと しては、 シソー ラスに基 づ くキーワー ド以外 に、

フ リー ワー ドや 自然言 語 も用 い るこ とがで きる。入力 された検索 ワー ドは、 一旦 キー ワ

ー ドに変換 され るこ とにな る。 ここで のキー ワー ドのベ ース とな るシソーラ スは、そ れ

ぞ れのデ ータベー スに用 い られ るシ ソーラス を統合表 示 した もので ある。 この統合 シソ

ーラス は、必 要 に応 じて随時デ ィスプ レイ上 に表示 す る ことが で きる。 ユーザ ーは必 要

に応 じて これ を参照 し、 キー ワー ドの選 択を お こな う。

自然 言語で入力 が おこなわ れ た場合 は、AI手 法の 自然言語 理解 システムの 働 きに よ

りキー ワー ドへ と変 換 され る。 日本語 以外 にも外国語 を用い る こともで き、 この場合 は

自動翻 訳機能 に より一度 日本語 に変換 され た後 、キー ワー ドへ の変換 が おこなわれ る。

これ らのキー ワー ドは、使用 す るデ ー タベー スの シソー ラスに基 づい たキー ワー ドに

再度変 換 され、 デ ィスプ レイ上 に表示 され る。 ここで ユーザ ー は、 キー ワー ドの妥 当性

を最終 的に確 認 す る。 表示 され たキーワー ドに問題が な ければ 、そ の ま ま検 索 が実行 に

移 され 、問題が あ る場 合 は再度 検索 ワー ドを入力 し直 す ことにな る。

レ

'

L

〉

3.2.5.ゲ ー トウ ェイ

ゲー トウェイの概 念 説明 を図12.に 示 す。 キ ーワー ドの変換 がお こな われ た後 、仮想

デー タベースか ら検 索 を実行 す るデ ー タベ ー スに検索 式 が送 られる。 この時、種 々の通

信方式 に対応 して、 自動的 にプ ロ トコル変換 が おこなわ れる ことにな る。 ビデ オテ ック

スを用 い たシ ステム に対 して も、 ビデ オテ ックス変 換機 能を設 け ることに よ り、通常 の

デー タ通信 と同様に接 続 で きるよ うにす る。 さ らに、将来 出現 するで あ ろう新 しい通 信

一217一



　

自 然 言 語

キ ー ワ ー ド変 換

知 識

ベ ー ス

キ ー ワ ー ド 変 換

図11.キ ー

ゲ ー ト ウ ェ イ

YES

キ ー ワ ー ド

確 認

キ ー ワ ー ド

キ ー ワ ー ド 変 換

入 力 ワ ー ド

理 解

↓

換変

ド

ド

ー

ー

ワ

ワ

一

一

リ

キ

フ

シ ソ ー ラ ス

表

コ マ ン ド変 換

ワ ー ド 変 換 機 能

一218一

ヘ ル プ

機 能

{

、

ぐ

⑱

!



●
ド

'

、
'

」

ビ デ オ テ ・ソク ス

AB

商 用 デ ー タ ベ ー ス

CD

新 方 式

E

/一 、

＼ ノ

D/B

(
)

D/B
.

〆プ ＼　

＼ ノ

D/B

/＼ 、

＼ ノ

D/B

〆/、

＼ ノ

D/B
・.

,.、 ■

＼一 ノ

.
.・ 、
,.

.・
・ 、
.,

＼、 ノ

工・
.〉'〉

、＼ ノ

.、
',

＼ 、.'

A

ノ

…

、/ 、/

・ ・.…....

…
Ψ

=

i自 動 接 続i
'

爪

…
V

自動接 続 自動 接続
自

=.

… ノ、

、/

ビデ オ テッ クス 変 換
E… ル変換 已 信方式変換

〈

通信 方 式

ビ デ オ テ ッ クス 判 断 新 方式
、

デ ー タ 通 信

/

∧

〉

.

、

ゲ ー ト ウ ェ イ 一覧表示 ノ

…
1回 答 打 出

…

ヒ。 ト件 数 ＼

o一
♪

!

NO判 断

YES

、

、

検 索 式

再 検 討

ダ ウ ン ロ ー ド

エ リ ア

ロ
ー ●■

キ_ワ_ト

変 換 ノ

ユ ー ザ ー 端 末

図12. ゲ ー ト ウ ェ イ

一219一

.・叫 ・.t.…8



方式 に対 して も対応 で きるような、柔 軟な システム と して設計 して お く。

各 デ ー タベ ー スとの接 続後 は、変 換 され たコマン ドとキー ワー ドが それぞ れのデー タ

ベ ー スへ送 られ、検索 が実行 され るこ とにな る。検索結 果は、 それぞ れのデ ー タベー ス

におけ る ヒッ ト件数が 、一覧表 の形 で デ ィスプ レイ上 に表示 され るよ うにす る。ユー ザ

ーは この表示 を見て、 回答 を打 ち出 すか どうか を判断 す る。打 ち出 す場合、 デー タは、

ユーザ ーの端末機 か、 あるいは仮想デ ー タベ ー ス内 のダ ウンロー ドエ リアの どち らかへ

送 られ ることに なる。 ヒッ ト件数が0で あった り、逆 に絞 りきれず に多 くな りすぎた よ

うな場 合 は、再度検 索式 の入 力段階 に戻 って検索 をや り直す ことにな る。

3.2.6.ダ ウ ンロー ド機能

検索 結果 を打 ち出す場合、 前述の ようにユー ザーの端末機 以外 に も仮想デー タベー ス

内のメモ リエ リアにダ ウンロー ドす るこ とが で きる。 この際 には、複 数のデ ー タベー ス

の検索 結果 を、 フ ォー マ ッ トを統一 してか らダ ウン ロー ドす る機能 も用意す る。 メモ リ

内にダ ウンロー ドされ たデー タは、仮 想デ ー タベー ス内のグ ラ フ化 ・作表機 能な どに よ

り、 いろいろな形に加 工 され る ことにな る。

ダ ウン ロー ドされ たデー タは、必要 に応 じて他の端 末や別 の ネッ トワークか ら仮想 デ

ー タベ ー スにア クセ スす ること によ り、 どこか らで も見 るこ とが可能 で あ る。 また、 メ

ールボ ックスを利用 すれば、希 望の所 へ これ らのデ ー タを送 ることがで きる。

●
』

3.2.7.ヘ ルプ機能

仮想 デー タベ ースは、原則 としてマニ アル レスで操作 でき るよ うにす る。 したが って、

仮想デ ー タベ ースに接続 して いる時は、 どの段 階か らで もヘル プ画面 を呼び出 す ことが

で きな ければ な らな い。 この場合 は、 マニ アル を表 示 させた り、メニ ュー を呼 び出 して

その 中か ら機能 を選択 し、実 行 させ るこ とが で きるようにす る。 また、AI手 法な どに

よ り自動 的にデ ー タベ ー ス選択 やコマ ン ド ・キー ワー ド変換 をお こな わ せた時は、そ れ

らの根拠 を随時見 るこ とがで き るようにす る。 検索結 果 に疑 問が生 じた場合 も、 この機

能 を利用 すれば、検索 がユーザ ーの意 図 した ようにお こなわ れたか を評価 す ることが可

能 とな る。 さらに、将 来 的にはデー タベ ース選択 やコマ ン ド ・キー ワー ド変 換 に問題が

あ った場 合、次 にどの ような変 更 をお こな った らよいか を、 シ ステムが ア ドバ イスす る

機能 も、持 たせ るこ とを考 え る。

千
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3.2.8.名 古屋 地域デ ー タ再編 ・蓄 積機 能

仮想デ ー タベ ース におけ る名 古屋 地域 のデ ー タ再編 ・蓄積機能 を図13.に 示 す。 ここ

では名古 屋地域 に特 有 な技術情報 、 ビジネス情 報、新 製品情報な どをデ ー タベ ー スの形

で仮想デ ー タベ ース内 に蓄積 し、ユーザ ーに対 し独 自の情報提供 をお こな う。 対象 デー

タとしては、他 のデー タベー スの中の名 古屋 地 域に関 す るデー タや、 ユーザ ーが登 録 を

希望す るデー タ、あ る いは電 子掲示板 に表示 された中 で、重要度の 高 いもの を考 え る。

これ らのデー タ は、仮想 デー タベー ス内のデ ー タ再編 ・蓄積管理 システム に よ り編 集 さ

れ、 キー ワー ド等 を付 与 され た後、適 当なデ ー タベ ー スに収録 され る。 この デー タベ ー

スの規模 と して は余 り大 きな ものは考 えず、必 要最小 限なサ イズとす る。収 録デ ー タは、

最新の 数カ月分 に限定 す るな ど して数 を抑 え、一定期 間経過後 は仮 想デ ータベ ースの 外

に別途 設置す るデー タベー スシ ステム に、順次 移管 して行 くことを考 える。

3.2.9.パ ソコ ン通信 機能

仮想 デー タベ ー スには、以下 の ようなパソ コ ン通信 の機能 も設 け ることにす る。

◇ メ・一ルオくッ クス

個 々のユーザ ーに対 し、仮想 デー タベー ス内 にメールボ ックスを設置 し、 これを介 し

て相互 に メー ルのや りと りをす るもの で ある。 通常 の メール の他にも、仮想 デ ー タベ ー

ス内 にダ ウンロー ドしたデー タな どの通 信 にも使用 す ることが でき る。

◇電子掲示板(BBS)

仮想データベース内に、ユーザーが 自由に読み書きのできるボー ドを設け、公開掲示

や公開質問状などのために利用できるようにする。

◇電子会議

電子会議は、テーマと期間を指定 した電子掲示板 ということができ、特定 の議題を設

定 した専用ボー ドを用意 し、 これにメンバーが自由に意見を書 き込んで行 くものである、

ぼ
「

】
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図13. 名 古 屋 地 域 デ ー タ 再 編 ・ 蓄 積 機 能
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3.2.10.そ の他 の機能

◇ ヒス トリー表示機能

仮 想デー タベ ー スに接続 して検索 をお こな ってい る間 は、随 時その 時点 まで の検 索結

果 を見 ることがで き るようにす る。

◇料金表示機能

接続中のどの段階か らでも、随時その時点までの使用料金を表示させることができる

ようにする。

◇メ インテナ ン ス機 能

仮想デー タベー スに おける各機能 のほ とん どは、高頻度 で・メインテ ナンスを おこな う

必要が あ る。 主な メ インテナ ンスの項 目として は、新 しいデー タベー スや通信方式 へ の

対応、 名古屋 地域デ ー タベ ー スの維 持 ・管理、統合 シソー ラスの改訂、 知識ベ ースのル

ール の追加 ・修正 、各 メニ ューの変更 などの多 くが あげ られ る。 この うち、統 合シ ソー

ラスの改訂や名古屋 地域 デー タベー スの維持 ・管理 につ いて は、 シソー ラスの作成 ・修

正 、キー ワー ド抽出 ・付与な どの部分 で、特 に 自動化 をおこな いや す い と思 われ る。 こ

れ以外 の項 目について もで きる限 り自動化 を進 め、人手 によ るメインテ ナン ス作業 を極

力 減 らす ことを考え る。

旨

ト

3.3.仮 想デー タベー スの構築 場所

仮想デ ータベー スは、単一 な システムではな く、 い くつかの機能 が 合わ さったサ ブシ

ステ ムに分割 す るこ とがで きる。今 回の概念設計に おいては、 通信制 御(イ ン ター フ ェ

ー ス、ゲ ー・トウ ェイetc.)、 検索式変 換(デ ー タベー ス選択、 コマ ン ド変換、 キー ワー

ド変換etc.)、 デ ー タベ ー ス管 理(名 古屋地域デー タ再編 ・加 工、 ダ ウンロー ドetc.)、

仮想デ ー タベー スシ ステム管理(ヒ ス トリー ・料金表示 、ヘル プ ・メ インテ ナ ンス機 能

etc.)の4つ に大 き く分 け るこ とがで き る。 これ らサブ システムに お いては、各機 能 を

モジ ュール化 して設 計 して お く。仮想デ ータベ ースにお いて、 これ らの サブ シ ステ ム を

すべて1台 の コ ンピュー ター上 に構築 す る必 要はな く、それぞ れ最 も適 当な 場所 に置 き、

全体 を ネッ トワークで 接続 した柔軟 な形態 を考えるこ とにす る。

近 年、パ ソコ ン端末 機の機 能が大幅 に向上 してお り、将来 的 にはい くつかの機能 を端
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末機 レベル に移管 で きる ようにな ると予 想され る。 この場合、 ユーザ ーは、 随時仮想 デ

ー タベ ー スにア クセ ス し、通信 回線 を通 じて必要な機 能部分 のプログ ラムモジ ュー ル を

端末機ヘ ロー ドで きる ようにす る。特 に、検索式変換 サ ブシステム につ いて は、個 々の

ユーザーが 自分 自身 の端末機 に登載 す ることに より、 そ のユーザー に必要な新 しい知識

を追加で きるようにな る とい うメ リッ トが生 じる。 この ように、 ユーザ ーは、仮想 デ ー

タベ ースのモジュール をベー スと して、 自分の用途 に合致 したシステ ムジ ェネ レー シ ョ

ンをおこなうことが可能 とな る。

〉
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